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序 文

熊本県教育委員会では、 このほど熊本県商工観光労働部の要請に

より、 勤労者総合福祉センター(熊本テルサ)の建設にともなう埋

蔵文化財の発掘調査を実施いたしました。

現在、 県庁の周辺では、 新県庁舎やこの勤労者総合福祉センター

などの建設工事が相次いでいますが、 これらの敷地はいずれも平安

時代の遺跡と重なっていたため、 事前の発掘調査が行なわれたもの

です。

遠く平安時代のこと、 現在の県庁の周辺には、 古代の行政の中枢

である国府や国分僧寺、 国分尼寺など肥後の国を代表する公的な機

関が営まれていたと聞きおよび、ます。 当遺跡の調査では、 墨書土器

や帯金具など、 当時の役人の持ち物らしき遺物が多量に出土してい

ることから、 これらの公的機関との関係が注目されるところですが、

とりわけ職員会館として、 永く県職員にとって身近であったむつみ

荘の跡地に、 奇しくも古代の行政に関わっていたと思われる人々の

活動の痕跡を見いだしたことは、 誠に感慨深いものがあります。

このたび、 陣山遺跡の発掘調査の報告書を刊行することになりま

したが、 本報告書が埋蔵文化財に対する認識と理解を深め、 さらに

は学術研究の進展にいささかでも寄与するところがあれば、 誠に喜

びに堪えません。

なお、 本調査を実施するにあたり、 文化財保護の観点から多大の

御協力を惜しまれなかった商工観光労働部労政課ならびに地元の関

係者の皆様、 また御指導・御助言をいただきました諸先生方に深く

感謝申し上げたいと思います。

平成8年3月31日

熊本県教育委員会
教育長 東 坂 力



例 盲
l. 本書は、 熊本県商工観光労働部が建設を計画している勤労者総合福祉センターB型

(熊本テルサ)の施工に先立ち、 平成6年度に調査を実施した、 熊本市水前寺公園に

所在する「陣山遺跡」の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2. 調査は熊本県商工観光労働部の委託を受けて、 熊本県教育委員会が実施したものであ

る。

3. 遺跡名は、 隣接する遺跡が「陣山廃寺跡」という遺跡名で登録されていたため、 当遺

跡でもそれにならうことを検討したが、 調査が進むにつれ、 遺跡の性格が寺院跡では

なく集落であることが判明したため、 その所在地の地名(字名)である「陣山」から

とり、 これを名付けた。

4. 現地での調査は、 丸山伸治、 川俣恵、 中川裕二を中心として、 西住欣一郎、 水野哲郎、

河原京子、 三女刊半典の協力を得て平成6年度におこなった。 また、 整理作業は丸山、

川俣が中心となり、 平成7年度に旧むつみ荘敷地内の「陣山遺跡整理室」で実施した。

5. 遺物の実測は、 川俣(主として土器を担当)と丸山(その他の遺物と土器の一部を担

当)が実施したほか、 土器の一部を(有)埋蔵文化財サポートシステムに委託した。

また、 製図は、 遺構や土器を平畑信子が主に担当し、 その他の遺物と土器の一部を丸

山が実施した。 遺物の写真撮影は、 丸山が実施した。

6. 本書の地形図は、 熊本県商工観光労働部から提供を受けたもの及び国土地理院地形図

を利用した。

7. 本書の執筆 および編集は、 丸山、 川俣が「陣山遺跡整理室」でおこなった。 なお、 執

筆分担は、 各項の末尾に記した。

8. 整理後の遺物ならぴに実測原図、 写真フィルム等(遺物・遺構)の保管は、 熊本県

文化財収蔵庫(熊本市大江町渡鹿3丁目15-12)でおこなっている。

凡 例
l. 本調査の測量等の基準は、 4級基準点測量によって導き出した、 国土地理院の設定す

る「公共座標H系」を使用した。 このため本報告書中に使用した方位は、 すべて公共

座標上の北を指している。 なお、 当遺跡における座標上の北と磁北との偏角は、 N-

50 38' 43" -wであり、 本報告における磁北は、 表示しである北より反時計回り方

向に当該角度修正することで知ることができる。

2. 現地調査で作成した実測図の縮尺は次の通りである。

平板測量図 20 0分のl

遺構配置図 20分のl

遺構 20分のl

遺構詳細図 1 0分のl

3. 報告書中の遺構実測図の縮尺は、 次の通りである。

竪穴住居跡 30分のl

掘立柱建物 60分のl

4. 報告書中の遺物実測図の縮尺は、 次の通りである。

土器 3分のl

石器(大型 3分のl

石器(小型 3分の2

銅製品 5分の4

その他の遺物 3分の2

5. 出土遺物の番号は、 種別に関係なく掲載順に通し番号をつけている。 ただし、 一部の

遺物については、 報告の便宜上重複して掲載したものがある。(遺物番号は同一)

6. 出土遺物の説明は、 本文中に記した以外のものは、 一覧表(観察表)中に一括して記

載した。
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し陣山遺跡発掘調査のあ5ま
調査のきっかけ

|漆山遺跡、 は 、 熊 本 県庁の北側 に 広 が る 遺跡です。ろう
ここは「県立聾学校」や「む つ み荘」 な

(勤労者こ の 跡 地 に 熊 本テルサ

も と も と 、

と の 敷 地 で し た が 、

を 建設 す る 計画iが持 ち 上 が り ま し た 。福祉セン タ ー )

「文化財保護 法 」 は 、 何かの工事が地 下 の 遺跡 に 影

あ ら か じ め 発掘 調 査 を お こな響 を 与え る 場 合 に は 、

い 、 遺 跡 の 記録 を 後世に 伝え る こと を さ だ め て い ま

この た め 、 深 く掘削 す る 建物 の 基礎部 分 や 、 道す。

路の部分に 限 っ て 、 発掘調査がおこな わ れ た も のです。

調 査 は 、 平 成 6 年 5 月か ら 翌平 成 7 年 3 月 に か け

て お こ な わ れ 、 約 7 ，000ばと い う 広 い範囲 を 対象と

し ま し た 。 そ の 結果 、 縄文時代か ら 古代 に か け て の

空からみた遺跡周辺(手前が陣山遺跡)

幅広 い 時 代 の 人々の 生活の 跡 を 確かめ る ことがで き

た の で す 。

調査でわかったこと

〈縄文時代の遺物〉早期・後晩期
縄文人の幅広い交流

も っ と も 古 い 時 代 の 遺今 回 の 調 査 で 見つか っ た 、

の 土

務で 、 表 面 に 小さく連続 し た 文様 がス タ ンプされ ておしがたもんど き
い る ことか ら 押型 文 土 器と呼 ば れ る も の で す。

(縄文 時 代早期)物 は 、 今か ら 8，000 年 ほ と 前

こ の

押型文土器 (縄文時代早期)

ま だ農業 は 行 わ れ ず 、 木 の 実 を 集 め た り 、

海や山で の泊、や狩 り が生活 を ささえて い ま し た 。 こニくようせき
の た め 、 黒曜石とい う ガラ スの よ う な 鋭 い 石 で 作 ら

時代 は 、

このれ た 矢 じ り な ど も 多数出 土 し て い ま す。 な お 、

黒曜石 は 、 佐賀県 、 大 分 県 、 鹿児島県 な どか ら も た

ら さ れ た も の ら し く 、 当 時 の 人々の幅広 い交流の棟

子 を 教え て く れ ま す。 ゼさぞ〈 だぜい信念ふ ませいせき
押型文土器. 石鍛. 打製石斧ー 磨製石斧確認された遺物
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以来のことです。今でも(およそ2.300年ほど前)

水田の広がる風景は各地で見ることができ、特に黄

日本の秋の風物詩ともなって金色に色づいた田は、

ところで、今では根元から刈る稲も、弥生います。

し

この時代は鉄の鎌さえ普及していませんでし
L、しiまっち"

たから、石庖丁と言われる、

時代には稲穂の部分だけを刈り取っていました。
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川た鎌を使っていたのです。

土していることは、弥生時代に遺跡の周辺で稲作が

おこなわれていたことの確かな証拠になるでしょう。くろかみしさと' き
この時代に使われていた黒髪式土器と言わなお、

わずかながら見つか

〈ろかみしさ かめ いしぼうらょう
黒髪式土器斐細片 石庖丁

〈古代の遺構・遺物〉

れる熊本特有の土器の破片も、

っています。

確認された遺物

発見さ れた住居群

たくさんの建物今回の調査の中心は、奈良時代後半から平安時代たて
この時代の竪

そして

初期にかけてのことです。調査では、あじゅっ会よ ほったてばL内たてるの
穴住居跡が5 1軒と、掘立柱建物が3軒、

当時の人々が使用していた様々な道具が発見されて

これらの建物はすべてが同時に建てられています。

いたわけではありませんが、遺跡周辺が建物の密集

、」ところで、地であったことは間違いありません。

どういうなにを背景として建てられ、

人がここに住んでいたのでしょうか。

古代肥後国の中心

うした家は、

今をさかのほる1200年ほど前のこと、現在の県庁

竪穴住居(平安時代)の周辺は、古代の肥後国においても重要な地点のひ

とつでした。というのも、古代の地方行政の中心は二〈ふ
国府 (現在の県庁に相当) と言われる役所ですが、

何度か移転を繰り返したうち、一時期は、現在の県

庁のすぐ近くに置かれたことがあります。電車通り

あの周辺に 「国府」という地名が残っていますが、

れは 「肥後国の行政府」に由来しているのです。ま

口絵の航空写真でわかるように、国府の近くにニくぶんそうじ 二〈ぷ じ じ
は、国立の寺院である国分僧寺や国分尼寺なども建

た、

てられていました。

掘立柱建物(平安時代)

さて、現在でも重要な施設の周辺には、関連する

そこに勤務する人の住宅なとがつくられる施設や、



のが普通です。 今回の調査で見つかった建物群は、

これらの公共施設と何らかの関係があると考えられ

るのです。

特殊な遺物

この関係を裏付けるのが当時の人々が遺した遺物

です。 出土した土器の中には、 毛筆などで文字の奮

いてあるものがたくさん見つかっています。 当時文

字の読み書きができるのは、役人や僧侶など一吉1\の

人に限られていましたので、 ここに住んでいた人は、

先に述べた役所や寺院の関係者であると考えるのが

自然です。 特に 「大寺J (口絵写真)や 「法」なと

の文字は、仏教に関係が深いもので、国分僧寺や国

分尼寺などとこの遺跡との関係について注目される

ところです。 このほかにも、朝廷の官位を持つ役人さいゅうとう き
がしめる帯の飾り金具 (口絵写真) や、彩利l悶器(口

絵写真)と言われる特別な土器なども出土しており、

この遺跡が特殊な性格の遺跡であることをしめして

います。

寺院より持ち込まれた瓦

，�う すいしゃ とうす
鉄製紡錘車. 刀子(平安時代)

様々な種類の土器(平安時代)



生活を物語る遺物

これらの特殊な遺物のほかに、 当時の人々のふだ

んの生活を物語る様々な造物も発見されています。す え さ は じ き かみ つば こしき っき わん
須恵器・土師器などの土器は、 護、 査、 甑、 杯、 碗、たかっさ さら はち
高杯、 皿、 鉢など多彩な種類があり、 食べ物を盛る

食器や煮炊きのための鍋や釜として、 あるいは水や

食料を蓄える容器として、 日常的に使用されていた

ことがうかがえます。 このほか、 魚網につけられ河どすい
川などでの漁に使われたものと思われる土銀、 糸を1;'うすいしゃ とうす
つむぐための紡錘車、 刀子と呼ばれる小万や収税のとt、し
ための鉄鎌( 口絵写真)、 刃物を研ぐための砥石 ( 口

絵写真)、 重さを量るための石のおもりなど、 当時

の人々の生活のありさまをしめす貴重な資料が多量

に 出土しています。

古代の人々の願い

きて、 記された文字の中には、 当時の人々の考え

方の一端をしめすものも見ることができます。 たと

え ば、 石の紡錘車 (口絵写真) に刻まれた 「労ニ」の

文字は、 災いを避けようとするお守りの印と思われ

ますし、 土器に刻まれた「真吉」の文字(口絵写真)

は、 おみくじの大吉と同じく、 「この土器を使うこ

とでよいことがありますように」という願いが込め

られたものと考えられます。 現代に生きる私たちが、

誰しも幸せを願わずにはいられないように、 古代に

生きた人々も 日々の生活の安寧を1，9J.lいながら、 ひた

むきに毎 日を暮らしていたのです。

確認された遺物 土師器 ・ 須恵器各形態， 彩秘陶器 硯.

錘. 銅製品(帯金具ほか). 鉄製品(刀子， 紡錘車， 斧， 鎌

ほか) . 砥石. 瓦 な ど

おわりに
発掘調査では、 私たちに身近な、 地域の歴史に関

するさまざまな発見があります。 今回の発掘調査で

も、 ここに述べた以外にもたくさんの事実を知るこ

とができました。 調査した遺跡は、 すでに失われま

したが、 遺跡に関する最低限の記録はこの報告書に

よって後々まで知ることができますし、 出土した造

物は永久保存され、 一宮1)は博物館などに展示される

ことになります。

さて、 この報告書の中にも記したように、 県庁の

周辺は古代の肥後国の拠点として、 多くの貴重な遺跡、

が埋もれています。 1∞0年以上の時を経て伝えられて

きた貴重な遺跡、が今後も永く守られ、 私たちが祖先の

生き方に学ぶためのよりよき材料になればと考えます。

石製のおもり(平安時代)

土 錘(平安時代)

遺跡を訪れた子供達

県庁ロビーでの発掘速報展



第I章 序 説

第I章 序 説

1 . 調査に いたる経緯

熊本県商工観光労働部で は 、 平成 8 年 度 中 の 開業

を 目 指 し 「勤労者 総 合福祉セ ン タ ー B 型J (通称熊

本テ ル サ )の 建設事業 を 進 め て い る 。 こ れ は 、 労働

省の 外郭団体で あ る 雇用 促進事業団 が窓 口 と な り 、

地域 の 勤労者 に 対 し 、 勤労相談の窓 口 の 開 設 と 職業

情報の提供 、 教養 ・ 文化 ・ 研修 ・ ス ポ ー ツ活動の場

の 提供 な ど を 目 的 に 建設 す る も の で 、 開業後 に は 、

雇用 促進セ ン タ 一 、 会議室、 研修室、 ホー ル 、 宿泊

施設 、 レス ト ラ ン 、 ア ス レチ ソ ク 、 温水 プ ー ル など 調査総括

第1節 調査に到る経緯と経過
平成 7 年度 に は報告書 を ・刊行 す る た め 整理作業お よ

び報告書執筆 を す す め 、 今 回報告書 の 刊行 に 到 っ た

も の で あ る 。

な お 、 平 成 8 年 度 中 に は 、 熊 本テ ル サ の 北側進入

路部分 の 調 査 が行 わ れ る 予 定 で 、 計画が進 め ら れ て

い る と こ ろ で あ る 。

2. 調査の組織

調 査主 体 熊 本 県教育委員 会

調査責任者 桑山 裕好(文化課長)

白 井 哲哉(教育審議員)

丸山 秀人(課長補佐)

島津 義昭(主幹・文化財調査第一係長)

丸山 伸治(主任主事. 労政課派遣)

JlI俣 恵(主事. 新庁舎建設室兼務)

を 備 え た 、 多 目 的 な 施設 と な る 予定 で あ る 。 調 査 員

さ て 、 同 事業の 進行 に あ た っ て 、 建設予定地 で あ

る 熊 本 県 職 員 会 館 「 む つ み 荘 」 跡地 に つ い て 、 事業

担当 課 で あ る 商工観光労働部労政課か ら 教育庁文化

課 に 対 し 、 遺跡 の 有無 の 照 会 が な さ れ た。 文化課で

は 、 こ の 地 点その も の は 、 周 知 の 埋蔵文化財の 包蔵

地 と し て の 登録 は 行 わ れ て い な か っ た も の の 、 周辺

は 神水遺跡 、 陣 山 廃 寺 跡 、 蚕糸試験場遺跡 と い っ た

古代 の 遺跡 が 隣接 し て い る こ と か ら 、 遺跡 の 存在が

予 想 さ れ た た め 、 遺 跡 の 所在確認の た め の 試掘調 査

が必要 な こ と を 回答 し 、 さ ら に 労政課 に よ る 試掘調

査 の依頼 に も と づ い て 敷地 内 の 建物建設予 定地につ

い て 、 試掘調 査 を 実施 し た 。

試掘調 査 は 、 平成 6 年 1月14 日 、 文化財保護主事

西住欣一郎が行 っ た 。 建物 本体の建設予定地 と い う

こ と で 、 む つ み 荘 の グ ラ ウ ン ド 全域 と 中庭 の 一 部 に

か け て 、 合計 9 本 の 試掘坑 を 設定 し た。 こ の う ち 、

8 本 の 試掘坑 よ り 、 平安時代 の も の と 判 断 さ れ る 遺

物 が確認 さ れ 、 し か も 、 確認 さ れ た 遺物 が か な り の

量 に の ぼ っ た た め 、 当 該地域一帯 に は 、 平安時代 の

集落 を 有 す る 遺跡 が存在 す る と 判 断 さ れ た 。

こ の た め 、 労政課 と 文化課で は 、 遺 跡 の 取 り 扱 い

に つ い て 協議 を 行 い 、 平成 6 年 度 に 本調 査 を 実施す

る こ と と し 、 平成 6 年 5月か ら 平成 7 年 3月 ま で 、

文化課が現地 で の 発掘調査 を 行 っ た。 引き続き、 翌

中 川 裕二(嘱託)

西住欣一郎(文化財保護主事)

水野 哲郎(文化財保護主事)

河原 京子(嘱託)

三好 伴典(嘱託)

調査指導 平川 南(国立歴史民俗博物館)

専門調査員 花岡 興輝(熊本史学会会長)

板楠 和子(九州女学院高校)

調査 事 務〔熊本県商工観光労働部労政課〕

北JII 正(課長)

松本 一誠(課長補佐)

横田 堅(課長補佐)

後藤 泰之(主幹)

谷川 元憲(主幹)

久保 隆生(参事)

福島 友子(主任主事)

〔熊本県教育庁文化課〕

藤本 和夫(主幹・経理係長)平成7年度

木下 英治(主幹・経理係長)平成6年度

高i賓 保子(参事)

中村 幸宏(参事) 平成6年度

高宮 優美(主任主事)

東 修(主事) 平成7年度，，A
 
?“
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調査協力者(指導・助言)

工楽普通 甲元異之 柴田博子 鬼塚久美子

隈 昭志 松本健郎 高 木正文 高谷和生

古森政次 園村辰実 木崎康弘 村崎孝宏

山下義満 竹 田 宏司 稲津暢洋 網 田 龍生

整理作業
上田庸子 瀬口絹代 西岡良子 平井和子

平 畑信子 松本直枝 山 田友子

発掘調査

青山玲子 青山顕宏 赤星サ エ子 浅生久美子

一宮和子 上固 ま ゆみ 岩永智子 岩永 マ ス ヨ

牛嶋康子 内 田ルイ子 大 舘 ム ツエ 大舘安敏

緒方範子 岡本佳子 片山孝子 北村義行

木村雅子 隈部幸志 作 本真弓 杉本美子

高倉 功 高松北子 田 尻美和子 土持 ア キ エ

土持励子 中島久枝 中島 ミ サ エ 永山邦子

南 部陸奥 成松百合子 成松洋子 西明 む つ 子

西村裕子 西由貴子 長谷川益雄 服部美紀子

原 かおる 平井和子 福田久美子 松永留美子

松 野 良 二 松本加代子 松本直枝 三浦佐与子

森 田 ミ ド リ 山 中義浩 吉 田 静枝 吉本佐与子

笠 春美 渡辺 い わ 子(五十音順)

(付記) .発掘調査およぴ整理に際しては、 諸先生方よ

り貴重な御指導、 御助言をいただきました。 また、 県

土木部営繕諜坂口参事、 熊本テルサ施工担当の(株)

フジタ田辺所長、 また地元の皆様からも、 多大の御協

力を得ました。 ここに記して深く感謝申し上げます。

3. 調査の経過(調査日誌抄録)

平成6年5月~平成7年3 月

平成6年

5/23伺) 本調査 に 入る前 に 、 遺 跡 の 広 がり を 把握

する た め に 、 追加 の 分布 調 査 を 実施す る 。

(1日む つ み 荘 の中庭部分 、 進 入路部分 、

進 入 路東側駐車場部分) こ の 結 果 、 進入

路お よ び駐車場部分 に は 遺 跡 の 範 囲 が広

がる こ と が確認 さ れる。 なお、 分布調査

終 了 後 、 重機 に て 、 第 1 回 目 の 調 査 区 の

表土剥 ぎ取り作業 を 開 始 す る 。

5/24é的 表土剥ぎ取り と 平行 し て 、 調査区北側部

分 か ら 遺 構 の 確 認作業 を 開 始す る 。 な お 、

早 速 カ マ ド 付 き の 竪穴住居跡 ら し き 遺構

が確認 さ れ る 。

6/ 1 捌 重機 に よ る表土剥 ぎ取り作 業 が終 了 す る 。

撹乱部 分 の 堀上 げ作業 を お こ な う 。 なお、

こ の日調査事務所 の 建設 。

6/ 2 附 4 級基準点測量 と 、 調 査 区 内 に 公共座標

を 設定 す る た め の 作業 を 実施す る 。 こ の

結 果 、 調 査 区 内 に 測量 の 基準 点 に な る10

m 四 方 の 方眼が設定 さ れる。

6/ 3樹 調 査 区 の 一角 に 散水用 の 水道 を 敷設する。

6/ 6伺) こ の日 よ り、 平安時代 の 遺物包含層(III

層) の 調査 を 開 始す る 。 F - 6 区 よ り掘

削 を お こ な う 。

6/ 7 ω  第 l 号竪穴住居跡調査 開 始。 なお、 第 4

号住居跡 ま で は 上面 の 削 平 が ひ ど く 、 残

存状況 は 悪 い 。 G - 6 区 調 査 開 始。

6/8捌 こ の日 よ り 6 月 13日(月) ま で 、 梅雨 に

よ り調査 の中断 を 余儀 な く さ れ る 。 し か

し 、 ま と ま っ た雨 は こ れ が最 後 で 、 平成

6 年 は 記録的 な カ ラ 梅雨 と なる。

6/14ω 第 2 号住居跡調 査 開 始。 G - 5 、 G ー 7 、

H - 6 区 調 査 開 始 。

6/17働 第 3 号住居跡調査 開 始。 G - 7 区調査開

始。

6/21ω こ の 日 よ り 、 包含層 遺物 の 取り上 げ作業

を 断続 的 に 実施する。 な お、 G - 6 区 よ

り、 国 分尼寺 よ り搬 入 さ れ た も の ら し い

軒 丸 瓦 が 出 土 し 、 注 目 さ れる。 H - 4 、

H ー 5 、 1 - 4 、 1 - 5 区 の 調 査 開 始。

6/24幽 第4 号住居跡調査 開 始。

6/28ω 「県 庁 周 辺 遺 跡 調 査 マ ッ プJ 6 ， 000部 を

発行 。 庁 内 外 に 配布 する。

6/30附 H 一 7 区調 査 開 始。

7/ 6 捌 1 - 6 区 調 査 開 始。 G ー に H - 6 区 遺

構確認。

7/11(月) G - 8 区 調 査 開 始。

7/12ω H - 7 区 よ り緑軸 陶 器 が出 土 する。

7/19ω H - 8 、 1 - 7 区 調 査 開 始。

7/26ω J ー 7 区 調 査 開 始 。

7/27捌 F - 6 区 調 査 開 始。
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7/29(鉛 F 一 7 区 調 査 開 始。 こ の 日 夕方 、 ひ さ し

ぶり に 激 し い雷雨 あ り。 恵 み の悶 と な る 。

8/1 (月) F - 8 区 調 査 開 始。

8 /3(水) 先 に 発行 し た 「県庁周 辺遺跡調 査 マ ッ プ」

が地元紙「熊 本 日 日 新 聞」 に 掲載 さ れ る 。

当 遺跡 の 紹 介 と と も に 、 見学や 体験発掘

の 呼 び か け を お こ な っ た た め 、 こ の 日 よ

り遺跡の 見学者 が増 え る 。

8/ 4休) 第 5 号住居跡調 査 開 始。 な お 、 見学者用

に 第 1 号住居跡 (調 査済 み ) の骨組 み モ

デ ル を 、 竹 を 使 っ て 復元 す る 。

8/8(月) F - 9 区 調 査 開 始。 第 6 号住居跡調 査開

始。

8/ 9 (:k)  花稜中学校の 生徒約 50名 が体験発掘 に訪

れ る 。 な お 、 こ の 模様 は翌 日 の 「熊本 日

日 新 聞」 に 掲載 さ れ る 。

8/13佳) R K K ラ ジ オ の 番組 に て 当 遺跡の調査が

紹 介 さ れ る 。

8/17制 第 7 号住居跡調 査 開 始。

8/ 1 (月) E - 6 区 調 査 開 始。

8/22(月) 第 8 号住居跡調 査 開 始。

8/24捌 E 一 7 区調 査 開 始。

8/30 伏) E - 8 区 調 査 開 始。

9/ 6 (:k)  第10 ・ 1 1号住居跡調 査 開 始。 E - 9 区調

査 開 始。

9/8附 第 l 号掘立柱建物 調 査 開 始。

9/12(月) 第 9 号住居跡調 査 開 始。

9/13(:k) D - 6 区 調 査 開 始。 水洗 い し た 土器の中

か ら 、 「大寺」 と い う 文 字 を は じ め 、 多

数 の墨書 ・ 箆 描 き土 器 が 見 っ かり、 「国

分僧寺」 等 と の 関 係 に つ き 注 目 さ れ る 。

9/14側 D 一 7 区 調 査 開 始。

9/16幽 第 1 2号住居跡調 査開 始。

9/19(月) 第 13 号住居跡調査 開 始。 C - 6 、 B - 6

区 調 査 開 始。 こ の 頃 、 異常乾燥 と 強 風 に

よ り、 遺跡周 辺 に 土挨 が激 し く 飛散する。

こ の た め 、 日 没時 ま で の 散水 が 日 課 と な

る 。

9/20 (:k)  第 14号住居跡調 査 開 始。

9/21捌 第 1 5号住居跡調 査 開 始。 D - 8 区調査開
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始。

9/26(月) C - 9 、 D - 9 区 調 査 開 始。

9/27ω 第16号住居跡調 査 開 始。

9/28附 E - lO 区 調 査 開 始。

10/ 4 (:k) 銅製 の 帯 金具 (丸鞠) が 出 土。

10/ 5 附 F - lO 区 調 査 開 始。

10/11ω 第17号住居跡調 査 開 始。 G - lO 区 調 査 開

始。

10/14(鉛 第 18号住居跡調 査 開 始。

10/18伏) 第 1 回 目 の航空写真撮影。 出 土 し た 「帯

金具」 に 関 す る 記事 が 「熊 本日日新 聞」

に 掲載 さ れ る 。

10/22出 当 遺跡 の 紹 介記事が 「朝日新 聞」 に 掲載

さ れ る 。

10/25ω 旧 む つ み 荘 の 建物 解体工事が終了 し た こ

と を 受 け て 、 こ の 日 よ り中庭部分 ・ 進入

路部分 な ど 、 第 2 回 目 の 表土剥 ぎ取り作

業 を 開 始 す る ( 1 1 /8 ま で ) 。 な お 、 排土

は 調 査終了 部 分 に 埋 め戻す こ と と す る 。

第 3 回 目 の 分布調査実施。

11/1 ω 「遺 跡調 査 だより第 1 号J 2 ，000部 を 、

庁内 お よ び遺跡周 辺 に 配布 す る 。 以後調

査終了 ま で 、 7 号 を 発行 し 、 配 布 す る 。

11/ 7(月) 第 1 号溝調 査 開 始。 第 4 回 目 の 分布 調 査

実施。

11/8ω 第 19号住居跡調 査 開 始。 旧 む つ み 荘中庭

部分調 査 開 始。

11/lH金) 第20号住居跡調 査 開 始。

11 /15 (:k) 城東小学校児童約 50名 が体験発掘 実施。

第 5 回 目 の 分布調査実施。

11/17休:) H - 8 、 H - 9 区 調 査 開 始。

11/21(月) G 一 10 区 調 査 開 始。

11/24 休:) H 一 10 区 調 査 開 始。

11/25(-劃 H 一 1 1 、 1 - 1 1 区調査 開 始。

11 /29(:k) 第21 - 24号住居跡調 査 開 始。 第 3 号溝調

査 開 始。

12/1休) 第25号住居跡調 査 開 始。

12/ 2 幽 G - 11区調 査 開 始。

12/ 6 ω  E ー 10 区 調 査 開 始。 こ の 頃 か ら 2 月 上旬

に かけ て 、 工事 開 始 に 合 わ せ て 調査区 を
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部分的 に 引 き 渡す た め に 、 休日 出勤が常

態 と な る 。

12/8附 桜木小学校児童約 2 4 0 名 が遺跡見学 に

訪れ る 。

12/12(月) 第26号住居跡調査開始。 G - 9 、 F - 9

区 調 査 開 始。

12/19(月) F - 1 1 区調査開始。

12/20閃 第 2 号掘立柱建物調査開始。 東側 進 入 路

部分調査開始。

12/21 附 第 4 号溝調 査 開 始。

12/22附 E - 1 1 区調 査開始。

平成7年

1 / 6(金) 第27号住居跡調査開始。 第 5 号溝調 査開

始。 J - 6 区 調 査 開 始 。

1 /9 伺) 第 3 号掘立柱建物調査開始。

1/13(:鉛 第28 ・ 29号住居跡調査開始。 F - 1 1 区調

査開始。

1/21出 調 査 区西 側 部 分調査終了 。 工事側 に 引 き

渡 し 。

1 /241:k) 第30 ・ 32 - 43号住居跡調査 開 始。

1/25休:) J - 7 、 K - 6 区調 査開始。

1/26附 第31号住居跡調 査 開 始。

2/ 1制 第45号住居跡調査開始。

2/ 2休) 第44 ・ 46 ・ 47号住居跡調査開始。

2/ 4佳) 東側 進 入路部分調査終了。 工事側 に 引 き

渡 し 。

2/8体:) H ー 1 3 、 H - 14区調査開始。

2/10(:劃 H - 12 区調査開始。

2/14閃 J - 8 、 J - 9 、 1 - 1 1 区調査開始。

2/15捌 第48 - 50号住居跡調 査 開 始。

2/16休:) 1 - 9 区 調 査 開 始。

2/21 伏) 1 - 10 区 調 査 開 始。

2/27(月) H - 1 1 区 調 査開始。

3/6(月 r県庁周 辺発掘速報展」 を 県庁 l 階 ロ ビ

ー に て 開催 (3/10 ま で ) す る 。 2 ， 200名 を

越 え る 見学者 あ り 。

3/17幽 第51号住居跡調査開始。

3/22附 第 2 回 目 の航空写真撮影。

3/23(ït) 調 査終了。 全調 査 区 を 工事側 に引 き 渡 し 。

第2節 遺跡の位置と環境

1 . 遺跡の位置
じんやまい せき

遺跡名 陣 山 遺 跡

所在 地
〈まもとけん〈まもとしすいぜんU こうえん

地 番 熊 本県熊本市水前寺公園28 - 51

( 旧 熊本県職員会館 む つ み 荘跡地)
〈まもとし いまむら じんやま

旧町名 熊本市 大字今村 字陣山

位 置 北緯320 47' 17"東経1300 44' 30" 

面 積 調査対象 約7 ，OOO m' (平成 6 年 度

分)

対象 事 業

名 称 勤労者総合福祉セ ン タ ー B 型

(熊本テ ル サ ) 建設工事

主 体 雇用 促進事業 団 、 熊 本県、 熊 本市

建設計画

平成 4 年 度 用 地 測 量 、 地質調査

平成 5 年 度 基本構想 、 基 本設計

平成 6 年 度 実施設計 、 埋蔵文化財調査、

用 地造 成 、 建設着工

平成 7 年 度 公益法 人 の 設立 、 建設工事、

埋蔵文化財調査(報告)

平成 8 年 度 施設完 成 、 開業準備 、 開業 、

埋蔵文化財調査(調査、 報土ロ
2. 遺跡の地理的環境

阿蘇火 山 の 噴 出 物 に よ っ て 、 外輪 山 西側 斜面 か ら

熊本平野 に か け て 緩 や か に 広 が る 台地 を 、 熊本台地

(肥後台地) と 呼ぶ 。 こ の 台地 は 、 菊池川 か ら 木 山

川流域 に か け て の 、 い く つ か の 小台地 か ら 構成 さ れ

て お り 、 そ の ほ ぼ 中 央 に 位置 す る の が 、 熊本市 の 東

部 を 占 め る 託麻台 地 で あ る 。

託麻台 地 は 、 お よ そ 15 0 - 20 m ほ ど の 標高 を 持 ち 、

外輪山 の裾か ら 熊本市方向 へ約 10km に わ た っ て な だ

ら か な 傾斜 を 見せ て い る 。 同 台 地 は 、 も と も と 白 川

が造成 し た 隆起扇状地 で あ り 、 大 ま か な 地層 と し て

は 、 表層 か ら ロ ー ム 質の 火 山 灰土 (黒 色 ロ ー ム 層 ) 、

砂磯層 (託麻砂磯層 ) 、 新規阿蘇火 山 噴 出 物 か ら な る 。

周 辺 の 土壌 は 、 一 般 に 保水力に乏 し く 水 田 に は 適 さ

な い が、 台地 の 縁辺 に は 、 八景水谷、 水前寺、 江津
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i拐 な ど の 水量豊富 な 湧水地帯 を 擁し、 遺跡 の 立地 に

は 格 好 の 条 件 を 備 え て い る と 言 え よ う 。

きて 、 当 遺跡 の 立地 は 、 こ の 台 地 の 最 も 末端(西

端) に 当 た る 部分 で あ る 。 低地 の 平 野部 と の ち ょ う

ど分岐点 で あ り 、 ま た 、 熊本市域 を 潤 し な が ら 有 明

海へ と 注 ぐ 白 川 、 そ し て 熊本市南部の 水団地帯 を 支 え

る 木山川 ・ 加勢川 に は さ ま れて 、 低地 の稲作、 台地上

の畑作 と が混在す る 肥沃 な 土地 と い う こ と がで き る 。

3. 調査区の地形

先 に 述 べ た よ う に 、 遺 跡 の 所在地 は 台地 の 末端 と

い う 性格 を 持 っ て い る 。 第 1 図 「陣山 遺跡周辺遺跡

位置 図 」 を 見 る と 、 標 高 20 m の等高線が、 隣接す る

陸上競技場 ・ 競輪場 を 取 り 囲 む よ う に 、 続 い て わ ず

か な 距離 を 闇て て 標高 15 m の 等高線が熊本県庁 の 周

囲 を 回 り な が ら 、 い ず れ も 北東 か ら 南西 方 向 に 、 ち

ょ う ど舌状 の 形 を 呈 し な が ら のぴて い る 。 目 と 鼻の

先 に あ る 水前寺成趣園 と 当 遺跡 と の 比高差 は 、 や が

て 10 m ほ ど に も 達す る な ど 、 遺 跡 の 周 辺 が都市部の

地形 と し て は 、 か な り 急 で 複雑 な 傾斜 を 有 し て い る

こ と が理解 で き る 。 当 遺跡 周 辺 に は 「陣山 」 と い う

地名 が残 っ て い る が、 確 か に 西 方 の電車通 り 付近 か

ら 当 遺跡 周 辺 を 挑め る と 、 小高 い 「 山 」 と い う 印 象

を 持 た さ れ る 。

さ て 、 今回設定 し た 調 査 区 は 、 こ の 舌状 に の び る

地形 の 尾根 に 相 当 す る 部分で あ る 。 調 査 区 自 体の 中

で は 、 急 激 な 傾斜 は 見 ら れ な い が、 そ れ で も 北 (武

道館方 向 ) か ら 南(県 庁 方 向 ) に 向 かつて 、 比高差

1 m 程度 の 緩 や か な傾斜 を 見せ て い る 。 第 5 図 「陣

山 遺跡遺構配 置 図 」 。 時 を 同 じ く し て 調 査 を 行 っ た

県庁北側駐車場付 近 の 調 査 区 か ら は 、 多少仰ぎ見 る

よ う な 格好 に な り 、 そ れ が両 調 査 区 の 遺跡 と し て の

性格 の 違 い に も 影響 し て い る よ う に 思 わ れ る 。

4. 遺跡の歴史的環境

今 回 調 査 の 行 わ れ た 陣 山 遺跡 の 一帯 は 、 熊本市周

辺 で も 特 に 遺跡 の 集 中 す る 地点 で あ り 、 各時代の 人

々の 生活 の 痕跡 を 多 く と ど め て い る 。 周 辺 遺跡 に つ

い て は 、 第 l 図 「陣山 遺跡周辺遺跡位置図」 お よ び

第 l 表 「陣山 遺跡周 辺遺跡一覧 」 に 示 し て い る が 、

こ こ で は 遺跡分布 の 傾 向 と 、 時代毎 の 注 目 さ れ る 遺

跡 に つ い て 簡単 に ま と め て み た い 。

第 I章 序 説

は じ め に 、 遺跡 の 大 ま か な 立地 に つ い て で あ る が 、

遺跡 の 分布 図 か ら は 次 の よ う な 点 を 読み と る こ と が

で き る 。 ① 白 川 を 中 心 と し た 河川 に 沿 っ た 地域 に 、

多 く の 分 布 が見 ら れ る こ と ②遺 跡 の 分布 が時 代 が 降

る に つ れ 、 台 地上 か ら 平 野 部 つ ま り 低地へ と 移 り 変

わ っ て く る こ と な ど で あ る 。 こ れ は 、 河川 の 流域 に

集 中 的 な 遺跡 が分布 す る の は し ば し ば見 ら れ る こ と

で あ る し 、 弥生時代 以 降 、 人 々 の 生 活 の 場 が狭 い 正

陵部 か ら 水利 の 便 の よ い低地へ移 っ た こ と な ど か ら

理解 す る こ と が で き ょ う 。 ま た 、 こ う し た 経済段階

の 発展 と い う 自 然、派生 的 な 要 因 と と も に 、 古代 の 一

時期 に お い て 、 当 遺跡 の 所在 す る 託麻郡 に 肥後 国 府 、

国分僧寺 、 国 分尼寺 な ど の 公 的 機 関 が造 ら れ て い た

こ と か ら 、 同 時期 の 遺跡 が周 辺 に 多 く 分布 す る と い

う 、 い わ ば人為的 な 側 面 も 見過 ごす こ と はで き な い 。

さ て 当 遺跡 は 、 こ の よ う な 分布傾 向 の 中 で 、 平安

時代初期 の 遺構 ・ 遺物 を 中 心 と す る 遺跡 と し て 、 ど

の よ う な 立地 を す る も の で あ る か 、 ま た 周 辺 に は ど

の よ う な 遺跡 が存在 す る の で あ ろ う か 。

ま ず 、 rl日石 器 時 代」 の 遺 物 の 発見 は 数例 が報告

さ れ て い る 。 当 遺跡、 と 同 時 に 調 査 が進 行 し た 神園山

山麓の 石 の 本遺跡 ( 国 体主会場建設 用 地 ) か ら は 、

A T層 よ り さ ら に 下層 の 赤褐色土 中 よ り 、 局部磨 製

石 斧 、 剥 片石 器 な ど の 石器 が 出 土 し て お り 、 県内 最

古 の 旧 石 器 と し て 注 目 を 集 め て い る 。 こ の ほ か 、 立

田 山 山麓の 天拝山 A 遺跡 か ら は 、 サ ヌ カ イ ト 製 の ポ

イ ン ト 、 竜田陳内 遺 跡 か ら は 、 三 稜尖頭器 な ど の 出

土 が あ り 、 遺物 の 出 土例 が次 第 に 増加 し つ つ あ る 状

i兄 に あ る 。

次 に 「縄文時代」 で あ る が、 白 川 沿岸の 河岸段丘

上 に 多 く の 遺跡が点在 し て い る 。 熊 本 北 バ イ パ ス 建

設事業 に 関 連 し 調 査 の 行 わ れ た 、 上 西 原 遺 跡 ・ 竜田

陳内遺跡で は 、 押型文土器 ・ 曽畑式 土 器 な ど縄文前

期 の 土器 を 確認 し て い る し 、 早 一 晩期 の 多量 の 土器

を 出 土 し た 新南部遺跡群 、 多 量 の 土偶が出 土 し た 上

南部遺跡 、 白 川 沿 岸で は 唯 一 の 貝塚で鐙ケ 崎式土器

な ど を 出 土 し た 渡鹿貝塚、 後期 中 葉 の 北久根山 式土

器 な ど を 出 土 し そ の 標識遺跡 と も な っ て い る 北久根

山 遺跡 な ど を そ の 代表的 な 遺跡 と し て あ げ る こ と が

できる 。 こ の よ う に 縄文期 を 通 じ た 人々の 活発 な 活
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第1図 障山遺跡周辺遺跡位置図 国土叫院地形 図 向。。 時* 何 同 gT11EF詰J25; 判 月 1 日 射 J
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第I章 ・ 序 説

番号| 遺 跡 名 考 考備
1 1陣山遺跡 本報告遺跡， 平成 6 年度県文

化課調査

平成 5 ・ 6 年度県文化諜調査

平成 6 年度県文化課調査

平成 5 年度熊本市文化課調査

平成 6 年度熊本市文化課調査

官街跡?昭和58 ・ 59年度熊本

市文化課調査塔心礎
託麻郡寺ワ

託麻郡家?

須恵器， 土師器， 瓦， 骨蔵器，鉄製品

跡遺場

跡

跡

験

跡

寺

寺

跡

試

遺

廃

廃

遺

糸

水

山

山

水

蚕

神

陣

陣

神

。，uqaaaτRυFO
跡寺

跡

跡

跡

廃

寺

家

遺

寺

廃

郡

上

前

鹿

鹿

平

水

渡

波

南

7

8

9

m

 

11 1帯山遺跡群

12 1北水前寺遺跡

13 1西水前寺町遺跡

14 1神水遺跡群

15 1江津湖遺跡群

16 1重富遺跡

17 1下乙地頭館跡

18 1四才町陳屋敷遺跡

19 1良町二石遺跡

2 01山王遺跡

21 1所 島大工免遺跡

22 1 健軍神社周辺遺跡群 | 縄文， 弥生ほか

須恵器， 土師器

須恵器， 土師器

須恵器， 土師器

23 1佐土原遺跡

24 1新外B遺跡

25 1新外A遺跡

26 1三郎塚遺跡

27 1保田窪東一本松遺跡

28 1乾原 ・ 迎八反田遺跡 |縄文(早期~晩期)

29 1南原遺跡 | 

3 01新南部西原遺跡 |縄文早一前期， 弥生， 古墳

31 1大江遺跡群

32 1本荘遺跡

33 1 大江白川 遺跡 | 縄文早~前期土器， 弥生カメ

棺

34 1新屋敷遺跡 |須恵器， 土師器， 瓦

35 1子飼遺跡 |縄文後期土器

36 1蚕養駅家推定地 | 

37 1黒髪町遺跡群 |黒髪町遺跡， 九州女学院遺跡，

坪井古屋敷出土愛棺

38 1辻遺跡 |須恵器， 土師器， 布目瓦

39 1渡鹿遺跡群 |渡鹿貝塚， 北原費棺遺跡

4 01桜山中学校校庭遺跡 |須恵器

4 1  1字留毛B遺跡 |縄文晩期， 土師器

42 1字留毛A遺跡 |縄文後 ・ 晩期

43 1カプト山遺跡 |縄文早~晩期，

44 1字留毛小碩橋際横穴群|つつじケ丘横穴群含む

45 1長薫寺古墳 |円墳?横穴式石室

番号| 遺 跡 名
46 1竜田口遺跡、

47 1新南部遺跡群

48 1女瀬平横穴群

49 1浦山第 1 横穴群

5 01浦山 第 2 横穴群

傍
縄文後期

新南部A-D遺跡， 北久根山

遺跡等

A.B 2 群 Aは4 基 ・ Bは

3 基

基数不明， 消滅

51 1九女グランド遺跡

52 1字留毛浦山市営墓地遺跡|縄文， 須恵器， 土師器

53 1立回山東中腹遺跡 | 

54 1字留毛神社周辺遺跡群|横穴墓等

55 1黒髪町下立回遺跡群 |須恵器， 土師器

56 1小峰遺跡 |縄文後 ・ 晩期土器， 須恵器，

土師器， 布目瓦

57 1打越貝塚

58 1打越遺跡群 |打越城跡， 打越楚棺遺跡

59 1永浦遺跡群 |稲荷山古墳， 白川学園石桔，

永i甫城跡， 天福寺町、

棺

群

石

境

跡

群

跡

棺

式

古

跡

遺

墳

跡

遺

石

箱

群

主

墳

遺

頂

古

遺

跡

図

式

幡

跡

跡

坊

古

越

山

山

山

遺

跡

ノ

箱

入

遺

遺

塚

山

乗

山

茶

茶

山

遺

上

平

崎

園

崎

石

荷

石

田

石

石

拝

野

内

高

松

室

松

万

稲

万

立

万

万

天

稼

陳

AHV唱E品。，“内喝uaAZF町υphv巧，anxunwu《HV唱EAnr“

nnuFnu戸内UFhuFnunhvphV戸hupnuphun''n，en，e
73 1迫ノ上遺跡群

74 1竜田陳内遺跡群

75 1三の宮遺跡

76 1牧鶴遺跡群

77 1下南部遺跡

跡

跡

遺

遺

跡

窪

山

遺

の

ノ

国

松

平

王

nBABnu
 
n，e円，eORU

跡遺

跡

敷

群

遺

跡

屋

跡

跡

群

上

遺

居

遺
遺

跡

ノ

迫

岡

田

迫

遺

松

小

反

反

小

嶺

合

北

八

八

荷

長

供

'A内Funda岳民υιu
O00000000000

 

松崎斐棺遺跡， 松崎中 世遺跡

県指定史跡

須恵、器， 土師器

横穴式石室

弥生(夜臼式)

旧石器， 縄文早一前期土器

縄文土器， 須恵器， 土姉器

上ノ園A.B遺跡， 竜田 陳内

館跡

弥生受棺， 須恵器， 土師器

竜回陳内遺跡， 陳内宮の前遺

跡

縄文晩期土器

牧鶴古墳， 西牧鶴箱式石桔群，

中牧鶴箱式石棺群

縄文後 ・ 晩期土器， 弥生~古

境集落跡

縄文後 ・ 晩期土器， 須恵器，

土師器， 石器

縄文後 ・ 晩期

第 1表 陣山遺跡周辺遺跡一貫
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動 の 痕跡 を 各所 で た ど る こ と がで き る ほ か 、 晩期 の

住居跡か ら 炭化米 を 検 出 し 、 縄文期 の 稲作 に 関 す る

論議 に 一石 を 投 じ た こ と で 有 名 な 上 の 原 遺跡 も 、 当

遺跡 の 比較 的 近 く に 位 置 し て い る 。

「弥生時代」 の 遺跡 と し て は 、 中 ・ 後期 の 遺跡 を

中 心 と し て 、 広 く 分布 し て い る 。 黒髪式土器 の 標識

遺跡 と も な っ て い る 立 田 山麓の 黒髪遺跡 、 後期 を 中

心 と す る 集落が確認 さ れ た 石原亀の甲遺跡 、 ま た 当

遺跡 と 近接す る 地 点 と し て は 、 無文土器 を 出 土 し た

江津湖苗代津遺 跡 や 加勢川河底 遺 跡 の ほ か 、 神水遺

跡 (熊 本市総合体育館 お よ び県 立 図書館 の敷地) に

お い て も 、 70棟 に お よ ぶ 竪穴住居群 、 須久式 の 合口

聾棺、 多 数 の 石底丁 な ど を 確認 し て い る 。 こ の 時代

は 、 稲作 と と も に 次第 に 水 の 便 を 求め て 、 人 々 の 生

活域 が次第 に 低地 へ と 広 が っ て き た こ と が わ か る 。

「古墳時代」 に な る と 、 周 辺の 遺跡 数 は 減少す る

が 、 後期 頃 よ り 立 田 山麓 か ら 白 川 右 岸 に か け て 膨 大

な 数 の 横 穴 群 が築 か れ る よ う に な る 。 こ れ は 、 比較

的 に 加工 の し や す い 凝灰 岩 の崖面 が そ の 周 辺 に 存在

す る た め で 、 現在 で も 道路沿 い の崖面 に 、 横 穴 の 関

口 部 分 を し ば し ば見 か け る こ と が あ る 。 先 に 調査が

行 わ れ 、 墓前祭把の様子 な ど も わ か る 好資料 と し て

県指定 の 文化財 と も な っ た つつ じ ヶ正横 穴群 な ど は

有名 で あ る 。 た だ 、 こ の 期 に あ た る 大規模 な 集 落 の

存在 は あ ま り 明確 に さ れ て い な い 。

「奈 良 ・ 平安時代」 に な る と 、 当 遺跡 の 周辺の 様

相 は 一 変 す る こ と に な る 。 律令体制の導入 と と も に 、

肥後 に お い て も 行政組織の 整備 、 条里制 の 施行 な ど

が進 め ら れ 、 そ の 影響が周 囲 に 及 ぶ の で あ る 。

こ れ ま で の 研究 に よ る と 、 地方行政 の 要 と な る 肥

後 の 国府 は 、 移転 を 繰 り 返 し 数ヶ所 で 営 ま れ た と 考

え ら れ て い る 。 益城国府、 託麻国 府 、 益城宮地 国 府 、

飽回国府 な ど が そ れ で あ り 、 当 遺跡 の 近辺 に は 、 こ

の う ち 現在 も 地名 の 残 る 国府本町付近 に 国府(託麻)

が置 か れ て い た こ と が確認 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の

ほ か 当 遺跡 の 周 辺の 公 的 機 関 と し て は 、 国分僧 寺 、

国 分尼寺 な ど が あ り 、 そ の 造営時期 を 奈 良時代 の 後

半 と 考 え る と 、 い わ ゆ る 託麻の 国府 も あ ま り 変 わ ら

な い 時期 に 営 ま れ て い た と 考 え る の が 自 然で あ ろ う 。

い ず れ に せ よ 、 推定託麻国 府 、 国分僧 寺 、 国 分尼寺、

そ し て 官道 (西海道) の 周 辺 に は 、 大江遺跡群 、 神

水遺跡 な ど を は じ め と し て 、 奈 良 か ら 平安期 に か け

て の 、 大規模 な 遺 跡、 が あ り 、 当 該 時期 に こ れ ら 公 的

施設 を 中 心 と し て 一定 の に ぎ わ い を 見せ て い た の は

間違 い な い こ と の よ う で あ る 。

と こ ろ で 当 遺跡 周 辺 は 、 国 府 が飽 田 郡 へ と 移転 し

た 後 、 公 的 な 機 関 は 次第 に 移転 や 衰亡 を た ど っ た で

あ ろ う が、 肥沃 な 土地 を 背景 に し て 、 生 産 の 場 と し

て 位置づ け ら れ る こ と に な る 。 託麻郡 一帯 に は 、 王

家領 と し て の 性格 を 持つ 「託麻庄」 が成立 し 、 後 に

同 庄 は 安富庄 (託麻本庄 ) と 、 当 遺跡 を 包含す る 神

蔵庄 (新庄) に 分 か れ る も の の 、 鎌倉か ら 南北朝期

に か け て 、 大友氏の 一族 で あ る 詫麻氏 に よ っ て 永 く

領有 さ れ る こ と と な る 。

な お 、 こ の問、 当 遺跡 の 周 辺が歴史的 に 注 目 さ れ

る の は 、 九州、| に お け る 南朝 の 拠点 勢力 で あ っ た菊池

武朝 と 足利義満の命 を 受 け た 九 州 探題今川 了俊 と の 、

天授 4 年 (1 378) r託麻原 の 合戦」 の 際 の 主戦 場 と

な っ た こ と で あ る 。 そ も そ も 遺跡周 辺 に 残 る 「陣 山 」

の 地名 は 、 こ の戦 の お り 陣が置か れ た と こ ろ か ら 名

付 け ら れ た と 言 わ れ て い る 。

さ て 託麻郡 は 、 近世期 に は 加藤家 を 経て 細川氏の

支配 に組み 込 ま れ る 。 郡高 は l 万9088石 で あ り 、 郡

内 に は 本庄 、 田迎の 2 手永が置 か れ 、 村数 は 89 を 数

え た 。 こ の う ち 、 当 遺跡周 辺 は 「今村」 と し て 本庄

手永 に 属 し た (村高615石余) 。 明 治 29年 に は 、 託麻

郡 は 飽田郡 と 合併 し 飽託郡 と な り 、 さ ら に 大正年間 に

は遺跡周辺 も 熊本市 に 編入 さ れ、 現在 に い た っ て い る 。

現在 の 遺跡 周 辺 は 、 東 バ イ パ ス な ど の 基幹道路 が

す ぐ側 を 通 り 、 庖舗や ピ ル な ど が密 集 し 、 熊本市 に

お け る 一つの拠点 と な る 一 方 、 路 地 に 入れ ば閑静 な

住宅が軒 を 並べ て い る 。 以前 は 桑畑 な ど の の ど か な

風景が広 が る 畑作地帯 で あ っ た と い う が、 昭和 42年

に 県庁 が現在 の場所に移転 し て以来、 開発の進度は

次第 に そ の速 さ を 増 し 、 ま た今回 の新庁舎や熊本テル

サ の 建設が周辺の 開発に弾み を つ け る こ と は間違 い な

い。 古代の 一時期 に 周辺 に 国府 を は じ め と す る 行政の

施設が置かれ、 周辺 を に ぎあ わ せ た こ と が、 奇 し く も

現代 に お い て繰 り 返 さ れ た こ と に な る 。 (丸山)
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第3節 発掘調査の概要

1 . 調査の方法および調査区の設定

[調査区の設定]

本調査 に 先 立つ平成 5 年 度 に 、 「熊本テル サ」工

事 予 定 地 内 の 建物 本体部 分 に 合 計 9 本 の ト レンチ

(試掘坑) を 設定 し て 行 っ た 分布調査で は 、 そ の ほ

と ん ど の ト レンチ ( 8 本) か ら 平安時代初期 の 遺物

を 確認 し た 。 し か も 、 確認 さ れ た 遺物量 は 、 通常の

試掘 で確認 さ れ る 量 を 遥か に 越 え た も の で あ っ た た

め 、 試掘調査対 象 地 の 全域 を 本調査 の 対 象とす る こ

と が決定 さ れ た 。

平成 6 年 度 に 実施 し た 本調 査 で は 、 こ の 建物本体

部分 に 加 え 、 施工計画の 進展 と と も に 設計の 固 ま っ

た 、 貯溜漕、 進入 路、 立体駐車場 な ど 、 付帯設備 の

工事該 当 区 域 内 に も 間 隔 を 詰 め た 小 規 模 の 試掘坑

(15本) を 設定 し 、 遺構 の 広 が り を 随時確認じ な が

ら 、 実 際 の 調 査 区 を 決定 し て い っ た 。 こ う し て 、 最

終的 に 調 査 を 行 っ た 範 囲 が 、 第 2 図 「陣山 遺跡調査

区設定 図」で あ る 。

こ れ に よ る と 、 遺 跡 の 中 心部分 は 、 工事予 定 地 の

南側部分 で あ り 、 北側 に 当 た る 旧 む つみ荘建物 本体

部分 は 、 旧 む つみ荘建設 な い し 旧聾学校建設工事 に

よ っ て 破壊 さ れ て い た た め 調 査 よ り 除外 し た 。 ま た

立体駐車場部分 は 、 試掘調 査 で は 遺構 の 広 が り が予

想 さ れ た が 、 計画 を 変更 し 建設 を 見 合 わ せ る 旨の通

知 が労政課 よ り な さ れ た の で 、 調査地 よ り 除外す る

こ と と し た 。

な お 調 査区 に は 、 測 量 の 基準 と す る た め の 、 調 査

用 グ リ ッ ド (区画) を 、 10 m の 間 隔 で 設定 し た 。 グ

リ ッ ド の 設定方 向 は 、 4 級基準点測量 に よ っ て 導 き

出 し た 公共座標 E 系 の メ ッ シ ュ の 方 向 に 沿 っ た も の

で 、 北 か ら 南 に 向 か つ て ア ラ ビ ア 数字で 、 ま た 直交

す る 側 を 西 か ら 東へ ア ル フ ァベ ッ ト で表 し て い る 。

I調査の 方法]

調査方法 は 、 グ リ ッ ド 法 を 採用 し た 。 具体的 に は 、

第 I 層 の 表土 を 重機 を 使用 し 一 括 し て 剥 ぎ取 っ た 後 、

平安時代 の 遺物 包含層 で あ る 、 第 4 図 「陣山 遺跡基

本土層 図」の 第 E 層 お よ ぴ第 E 層 ま で を 土層 観察用

の畦(セクション) を 適宜確保 し な が ら 、 一 区画毎

第 I 章 序 説

に 人力で掘 り 下 げ て 行 く 方 法 を と っ た 。 こ う し て 掘

り 出 し た 遺物 は 、 出 土位 置 及 び高度 を 電算入力 し た

上 で 、 取 り 上 げ を 行 っ て い る 。 遺 物 の 出土 量 が 多 い

区画で は 、 同ーの作業 を 繰 り 返 し 行 う 手順 と な る 。

な お 、 セ ク ション は 遺物取 り 上 げ終了後 、 取 り 外 し

た 。

こ れ ら の 遺物 の 取 り 上 げ作業が終了 し た 時 点 で 、

区画毎 に 清掃 を 行 い 、 第 百 層 の 上層 で 遺構 の 有 無 を

確認 し た 。 存在 が確認 さ れ た 遺構 に つ い て は 、 引 き

続 き 調査 を 行 い 、 全体 を 1/ 20、 部 分 ( カ マ ド な ど)

を 1/10 の縮尺で 実 測 図 を 作 成 し た ほ か 、 遺構 の 配置

を 確認 す る た め の 全体 図 と し て は 、 1 / 200 の 平板 測

量 図 を 作成 す る こ と と し た 。 な お こ の ほ か 、 そ れぞ

れ の 調査段階 に お い て 、 適 宜写真撮影 を 実施 し て い

る 。

ま た 、 土層 の 観察 と 平安時代以前 の 文化層 の 有無

の確認の た め 、 3 カ 所 で 深掘 り の ト レンチ を 設定 し

た 。 第咽層 ま で 人力 に よ っ て 掘 り 下 げ た が、 遺構 ・

遺物 は 確認で き な か っ た 。 (丸 山 )
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第 3 節 発掘調査の概要
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第 2 図 陣山遺跡調査区設定図(調査区友び測量基準メッシュ)
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第 I章 序 説

雪

;ιJ 
主;

「t

ill-­

H

⑧

 

/ん

/ん

1

一ゾル

Il

li-

-l

i-

-v

 

/〆

第3図 「熊本テルサ」施工予定図
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第 3 節 発掘調査の概要

2. 遺跡の基本層位

土層の観察および、 縄文時代・

旧石器時代遺物包含層の確認のた

め、 合計3ヶ所で深掘りのトレン

チを設定した。このうち、 比較的

地層の残存状況の良好だったもの

について、 第4図 「陣山遺跡基本

土層図」として、 示すことにした

先ず、 第I層は表土であり、 旧

むつみ荘グラウンドの土など客土

が2 - 3枚含まれている。 厚みは

---、、 、、、 --ー句ーー、 �- 、、』、、 ー‘ 、、 ，ー、 〆' 、、、 ， 、 〆 、 ，、 ー， 、 ー "

50cm内外で、ある。

第H層は、 黒褐色を呈し、 次の

第困層がより不純になった屑であ

る。カーボン粒や焼土粒ほか不純

物が多く混入している。平安時代

遺物の一部や、 中世の青磁片など

をわずかに包含している。 厚みは

lOcm内外で、ある。

第四府は黒色のフカフカした土

疑で、 俗に 「黒ボク土」と呼ばれ

る火山灰層である。 厚みはおよそ

17卯m-

16.00m-

20cmから40cm程度で、 層の上面を中心として、 当遺

跡の奈良一平安時代遺物のほとんどを包含する土層

である。なお、 調査区の南側では第H層と第四層の

残存状況はよかったが、 北側では、 上部を削られて

いるところも多く、 次の第町層が表土の直下から現

れた地点も多かった。

第百屑は、 黄褐色を呈しやや粘質の、 いわゆる「赤

ホヤ」の土撰化したものと考えられる層である。大

きくは上下2層に分けられ、 上層は第町層が混入す

る漸移層であり、 平安時代造物の一部のほか、 縄文

時代遺物をわずかに含むことがある。下層はより*I�

な土壌で造物は含まないM，造物層である。なお、 遺

構の確認作業は、 遺構のttll土と色調において差呉の

あるこの 町層で行っている。!享みは40cm内外である。

第V層は、 H音質褐色土である。第百層と比較して

色調においてやや暗く、 粘性もやや低〈フカフカし

ている。縄文時代早一前期に相当する麿と考えられ

るが、 当遺跡においては遺物は含まない。厚みは30cm

ー 、一ー、ー--ー『噂，ー・ ー ' 一← 、・--

IV 暗糞掲色土

明l 黄色土(ローム)

第4図 陣山遺跡基本土層囲

内外である。

第ì1層は、 言わゆる「ニガシロ」と言われるハー

ドローム層であり、 キメの粗いガチガチした堅い土

府である。層は上下2 ，習に分かれており、 上層は第

V層の日音黄褐色に、 下照は第四層の赤褐色土に近い。

厚みは50cm内外で、ある。

第刈層は、 かなり純粋なローム層であり、 黄色を

呈する。 キメの細かい土壊であり粘質である。旧石

器時代の地層に相当すると思われる。

このほか、 調査池内の建設工事の掘削状況から観

察すると、 第四層下は砂層、 さらに際層へと続くも

のと見られる。 この砂磯層中には 4-5mほどの直

径の、 安山岩の巨大な塊を多量に含んでおり、 阿蘇

山の火砕流に伴うものかと思われる。なお、 現在の

当遺跡、付近における第l層目の地下水の透水層は地

表面下約9 m穏度の深度と聞いている。 (丸山)
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第 5 図 陣山遺跡遺徳配置 図
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3. 出土状況

陣 山 遺 跡 に お い て 出 土 し た 、 時 代毎の 主 要 な 遺

構 ・ 遺物 及 ぴ、 そ れぞ れ の 出 土地点 は 、 お よ そ 次 の

通 り で あ る 。 出 土 地 点 に つ い て は 、 第 5 図 「陣山 遺

跡遺構配置 図」 に 示 し て い る 。

( 1 ) 縄文時代

土器 は 押型文土器が 8 点 、 石器 は 石 鍍24点 、 打製

石 斧 l 点 、 磨製石 斧 2 点 、 敵石 1 点 、 な ど の 出 土が

あ る 。 押型文土器 や 一部 の 石鎌 は 、 早期 に 属 す る も

の と 思 わ れ る が、 一 方 隣接 す る 神 水遺跡 (県庁南側

駐車場) で 後 ・ 晩期 の 土 器 が確認 さ れ て い る こ と な

ど か ら 当 該期 の 遺物 も 含 ま れ て い る も の と 考 え ら れ

る 。 し か し 遺物 が層 的 あ る い は 面 的 に 一定 の 傾 向 を

示 し て い な い こ と や 、 こ の 期 の 遺構 が見 ら れ な い こ

と な ど か ら 、 本 来 的 な 出 土 と は 考 え ら れ ず 、 搬入品

で あ る 可能性が高 い と考 え て い る 。

(2 )  弥生時代

石庖丁 2 点 及 ぴ黒髪式土器聾片 l 点 を 検 出 し て い

る 。 前代 と 同 じ く 遺構 や そ の 他 の 遺物 は 見 ら れ な い 。

近接 す る 神水遺跡 (熊本市総合体育館 、 熊本県立図

書館) の 調 査 で は 、 弥生期 の 遺構 と 共 に 、 多量の石

庖 丁 が検 出 さ れ て い る こ と な どか ら 、 搬入品 の 可 能

性が高 い と 考 え ら れ る 。

(3) 奈良~平安時代

当 遺跡、 で 出 土 し た 遺構 ・ 遺物 のほ と ん どは 、 当 該

時期 の も の で 占 め ら れ て い る 。

・ 掘立柱建物

調 査 区 ほ ぽ 中 央付 近 に 3 棟 を 確認 し た 。 l 号 ( 2 

問 X 3問) 、 2 号 ( 3 間 x 5 問) 、 3 号 ( 2問x 3問，

東面 に 庇) で あ り 、 こ の う ち 、 第 1 号建物 は 、 時期

が や や ず れ る も の の 、 第 2 号 ・ 第 3 号建物 は 、 同 時

期 に 存在 し て い た 可 能性が高 い 。

な お 、 周 辺 に は こ の ほ か に も ピ ッ ト が多 数存在す

る こ と か ら 、 そ の 他 の 掘立柱建物 の 存在 を 想定 し 、

精査 す る も 検 出 に は い た ら な か っ た 。

・ 竪穴住居跡

51棟 を 検 出 し て い る 。 分布 は 、 J - 5 区付近 に 集 中

的 に 分布 す る ほ か 、 G - J - 7 ・ 8 区付近 に も 密集 し

て い る よ う で あ る 。 な お 、 こ の住居群 は 、 北及 び西方

向 に は 続 か な い も の の 、 南及び東方 向 に は も う 少 し 広

がる も の ら し い 。 調査区 の東側 の 駐車場付近の確認調

査では 、 多量の遺物が確認 さ れ た し 、 南側 に あ た る 、

県庁北側駐車場の調査で は 、 調査区 の北端で、 こ の住

居群の南端 に相 当 す る 住居跡 2 棟 を 確認 し て い る 。
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な お 、 住居跡 は い ず れ も 小規模 で あ る ほ か 、 南壁

を 除 く い ず れ か の 壁面 に カ マド を 設置 し て い る 点 な

ど に 共通性が見 ら れ る 。

・ 溝遺構

合計 8 本 を 確認す る 。 第 1 号 溝 が 幅 3 - 4 m と 、

や や 大 き い ほ か は 、 い ず れ も 1 m 内 外 の も の で あ る 。

ど の 溝 も 水 の 流 れ た よ う な 形跡 は な く 、 何 ら か の 区

画 の た め に 掘 ら れ た も の と 思 わ れ る 。 切 り 合 い 関 係

で は 、 い ず れ も 溝 が住居跡 を 切 る こ と か ら 、 住居群

に や や 後行 す る も の ら し い 。

・ そ の 他 の 遺構

そ の 他 、 明確 で は な い が 、 可 能 性 の あ る 遺構 と し

て 、 道路状遺構 と 、 柵列状遺構 が あ る 。

ま ず 、 道路状遺構 で あ る が、 第 3 号溝 の 北側 に 沿

っ て 、 約 50cm程度 の 幅 の 硬化面 が断続的 に 確認 さ れ

た (網掛 け 部 分) 。 な お 、 こ の 硬 化 面 は 、 E - 10 区

の 中 ほ ど か ら 、 二つ に 分岐 し て お り 、 H - 10 区 方 向

に 延 びて い る 。

一 方 、 第 2 号掘立柱建物 の 北側 に 、 東西 に並ぶ ピ

ッ ト 群 、 そ し て 第 5 号講 の 北側 に 沿 う よ う に 並 ぶ 同

様 の ピ ッ ト 群 ( 1 - 10 区 で 北 へ 屈 曲 ) を 検 出 し て い

る 。 い ず れ も 直径30cm程度の ピ ッ ト で 、 樹根 を 多 数

含 み な が ら 、 密集 し 連続 し て 掘 ら れ て い る 。 明 確 で

は な い が 、 ピ ッ ト 中 に は 中 世以 降 の 遺物 の 混入 は 見

ら れ ず 、 掘立柱建物 を 中 心主 し た 建物 を 囲 む よ う な

柵列、 な い し 垣 の よ う な も の で あ る 可 能 性 が あ る 。

(両遺構 と も 、 現地 に お い て 明確 な 判 断 が得 ら れ な

か っ た の で 、 本項 で の 可 能 性 の 指 摘 に と ど め た い )

な お 、 遺構 の 集 中 す る 地 点 と ほ ぽ重複 し て 、 多量

の 遺物 を 確認 し て い る 。 出 土 遺物 の 内 訳 は 、 土 師器

お よ び須恵器 の 各形態 (墨書等含 む ) 、 彩柚 陶 器 (緑

粕 3 点 、 二 彩 l 点) 、 硯 2 点 、 越 州 窯 青 磁 l 点 、 石

製 品 (砥石 1 6 点 、 硯 状 石 製 品 1 点 、 分銅 1 点 ) 、 鉄

製品60点 、 銅 製 品 9 点 、 瓦 の 各形態 、 土錘12点 、 紡

錘車 12点 な ど で あ る 。 (遺物 の 総量 は コ ン テ ナ に 換

算 し て 、 約 100箱ほ ど)

(3) そ の他の時代の遺物

中 世 の 遺物 と し て は 、 龍泉窯青磁 、 白 磁 、 瓦 質 土

器の 火舎 の細片 を そ れぞ れ 少量確認 し て い る 。 た だ

し 、 図化 に 耐 え る よ う な 遺物 は な か っ た 。

な お 、 以前 こ の 地 に 聾学校が営 ま れ て い た 頃 の遺

物 、 な ら び に 遺跡周辺の畑の 土 中 に 多量 に 含 ま れ る

畑人形 (泥 メ ン コ ) を 確認 し て い る の で 、 参考資料

と し て 掲載 し て い る 。 (丸 山 )



調査の成果第E章

縄文時代の造物第 l 節

土器 ( 第 6 図 )

[押型文土器]
縄文時代の遺物第1節

8個体を確認するのみである。 出土範囲はD-7、[縄文時代遺物の概観]

G-6区におよそ限られているが、 出F-6・ 7、当遺跡において確認された縄文時代の遺物は、 押

土数が少ないため、 一定の分布傾向を示すとはいえ型文土器および石鍛、 磨製・ 打製の石斧、 翫石など

ない。 殆と， 1J{ノj、破片で、 全体の器形を推測できるもの石器である。 なお、 調査区内に縄文期のものと思

その形態、かのではない。 文様は全て楕円文であり、これらの遺物は、 いわゆわれる遺構の検出はなく、

ら2つに分類できる。しかも出土る包含層の中より出土したものである。

( 1  - 4) 。丸みのある楕円文を施されたものa 層位は、 本来的な縄文時代遺物包含層ではなく、 平

(5 - 8)。菱形に近い楕円文を施されたものb 安期の出土遺物に混じっての出土(目層) である。 ま

文様帯は縦、 或いは横の一方向を示すものと、 両方た、 出土遺物の分布も散発的で、 一定の分布傾向を

向を併せ持つものがみられるが、 小破片のため、 器示すものではない。

形全体の構成は不明である。

以下、 個々の土器について説明する。
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1 は 、 出 土 し た 中 で 最 も 残 り の 良 い 個 体で 、 F -

6 区 内 の ピ ッ ト よ り 出 土 し た 7 つの 破 片 の 接合資料

で あ る 。 口 径 は 復元 で き ず 、 底 部 も 欠損 し て い る た

め 器高 も 不明だが、 残存高 が約 19 . 2cm で あ る 。 文様

は 、 口 唇部 と 口 縁内面 部 、 及 ぴ表面 に 横方 向 に 施 さ

れ る 。

2 は 、 G - 6 区 出 土 の 胴 部 の 破片 で あ る 。 文様 は

摩耗が激 し く 詳細 は 不明だが 、 横 方 向 に 施文 さ れ て

い る 。

3 は 、 F - 7 区 出 土 の 胴部 の 破片 で 、 縦方向 の 施

文で あ る 。

4 は 、 F ー 7 区 出 土 の 胴 部 の 破片 で 、 横 方 向 の 施

文 で あ る 。 粘土帯 の 輪積み の 痕 が残 り 、 そ の 幅 は 約

3 叩 で あ る 。

5 は 、 第 l 号溝 出 土 の 口 縁部 の 破 片 で あ る 。 口 縁

内 面部 に は 横方 向 、 表面 に は 縦方向 の 施文 が な さ れ

る 。 口 唇部へ の 施文 は な い 。

6 は 、 D ー 7 区 出 土 の 胴 部 の 破片 で 、 縦方 向 の 施

文 で あ る 。 表面 は 櫨色 を 呈 し て い る 。

7 は 、 D 一 7 区 出 土 の 胴 部 の 破片 で あ る 。 上部 が

縦方 向 、 下部 が横 方 向 の 文様帯 を 持つ。

8 は 、 D - 7 区 出 土 の 胴 部 の 破片 で あ る 。 ? と 同

様 の 文様帯 を 持つ。 (川 俣)

第 E 章 調査の成果

2. 石器(第7. 8図)

当 遺跡 で確認 し た縄文時代 の 石器 は 、 石錬24点、

磨製石 斧 2 点 、 打製石 斧 1 点 、 敵石 l 点 の 、 合計28

点で あ る 。 い ず れ も 、 本 来 の 層 的 な 出 土 で は な く 、

奈 良 ~ 平安期 の 遺物 包含層 E層 に 混在 し て の 出 土 で

あ る 。 こ の た め 、 層 位 的 な 分類 は で き な か っ た 。 遺

物 中 に は 縄文期 を 通 じ た 幅広 い 時期 の 遺物 が混 じ っ

て い る と 思 わ れ る が、 こ こ で は 器種別 に 一括 し て 報

告 を 試 み た い 。

[石鎌] (第7図 9 -3 2 ) 

出 土 し た 石鍛の総数 は 24点 を 数 え る 。 一 見 し て い

く つか の 時期 の 遺物 が混在 し て い る 模様で あ る が、

報告の 便宜上 、 一括 し て 形態 別 に 分類 し 、 配列 し た 。

a . 二等辺三 角 形 で 、 基部が平 ら な も の

9 - 1 1 で あ り 、 全体形 は 二等 辺三角 形 を 基調 と し 、

基部 の え ぐ れ は 見 ら れ な い 。 側 面 の 刃 部 が や や 膨 ら

む も の が あ る 。

b . 二等辺三 角 形 で 、 基部 が緩 や か に え ぐ れ る も の

12 - 17 で あ り 、 全体形 は 二等 辺三 角 形 を 基調 と し 、

基部 に 緩 や か な え ぐ れ が見 ら れ る 。 比 較 的 大 型 の 石

鍛で あ る 。 な お 、 12 . 13 は 基 部 の え ぐ れ は 、 比 較 的

浅 く 、 他 の 資料 と や や 異 な っ て い る 。

c . 二等辺 三 角 形 で 、 基部 がU字形 に え ぐ れ る も の

19 、 20 で あ り 、 全体形 は 二等 辺三角 形 を 基調 と し 、

基部 がU字形 に 深 く え ぐ れ て い る 。

d . 二等 辺三 角 形で 、 基部 がV字形 に え ぐ れ る も の

21 - 25 で あ り 、 全体形 は 二等 辺三 角 形 を 基調 と し 、

基部 に V字形 の 鋭角 的 な え ぐ れ が見 ら れ る 。

e 正三 角 形 で 、 基 部 が平 ら な も の

26 、 27 で あ り 、 全体形 は 正 三 角 形 を 基調 と し 、 基

部 に え ぐ れ が少 な い か 、 平 ら な も の で あ る 。

f . 正 三 角 形 で 、 基部 が え ぐ れ る も の

28 - 30 で あ り 、 全体形 は 正 三 角 形 を 基調 と し 、 基

部 に え ぐ れ が入 る 。 な お 、 28. 29 は浅 く 、 30 の 資料

は U字形 に 深 く え ぐ れ る の が特徴 で あ る 。

な お 、 18 . 31 は 大 き く 欠損 す る た め 、 詳細 は 不 明

で あ る 。

以上 の 遺物 の ほ か 、 特 異 な 石織 と し て 、 局部磨製

石鍛が 1 点み ら れ た 。 32 が そ れ で 、 半透明 な姫島産
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に 類似 す る 黒 曜石 を 、 通常 の 調 整 を 施 し た 後 、 両面 33 は 、 小 型 で 両 刃 の 磨製石斧 で あ る 。 片 面 は 、 素

の 凸部 を 丹念 に 研磨 し て 厚 み を と っ て い る 。 た だ し 材 の 自 然面 を そ の ま ま 利 用 す る た め 、 全体が緩 や か

研磨 は 側 面 に は 簡単 に し か施 さ な い た め 、 2 次調整 に湾曲 し て い る 。 刃 部 は 使用 の た め 、 片滅 り し て い る 。

の た め の 側 面 ( 刃 部) の 剥 離面 は 、 鋭 角 的 で は な い

も の の 、 そ の ま ま 残 さ れ て い る 。 こ の 種の 製 品 は 縄

文早期 の 文化層 に と も な う 遺物 ら し い 。

な お 、 石鎌 に 使用 さ れ た 石材 は 、 黒 曜石 、 安 山 岩 、

玄武岩 、 チ ャ ー ト な ど が あ り 、 こ の う ち 、 黒曜石の

産 地 と し て は 、 腰 岳 系 (漆黒 の も の ) 、 姫 島 系 (半透

明 の 灰 色) 、 桑 ノ 木鶴 系 ( 透 明 感 の あ る 良 質 な 材) に

そ れぞ れ類似 し た 少 な く と も 3 ヶ 所程度 の 産地 が想

定 さ れ る 。

【磨製石斧] ( 第 8 図33. 34 ) 

2 点 が 出 土 し て い る 。 34 は 、 両 刃 の 磨製石 斧で 、

刃 部 に は 使用 に 伴 う と 見 ら れ る 痕跡 が残 っ て い る 。

し か し 、 刃 部 以外 を 大 き く 欠損 す る た め 、 詳細 は 不

明 で あ る 。

No 器種名 出土地点 石 材 す法 {長 ・ 帽 ・ 厚) 四 重量 g 色 調

9 石 滋 5671 玄 武 岩 事 3 . 2 X I . 8XO . 5 2 . 3  黒灰色

10 石鑑 6305 玄 武 岩 * 2 . 5 X I .69 X 0.43 1 . 6  黒灰色

1 1  石 鍛 6207 黒 曜 石 事 2 . 5 X I . 4 X O . 52 1 . 4  黒色

1 2  石銭 5667 安 山 岩 2 .7 X I .97 X O . 52 1 . 6  灰 色
1 3  石銭 8 号住 玄 武 岩 2 .93 X 2 . 5 X 0 .45 1 . 6  背灰色

14  石鍍 34 1 1  玄 武 岩 2 . 75 X I . 8XO .38 1 . 0  賞灰色
1 5  石 銭 6346 玄武岩 2 .4 X I . 4 X O .3  0 . 8  暗灰色
16  石銭 6201 玄 武 岩 * 2 .33 X  * 1 .96XO .43 1 . 3  賞灰色

1 7  石銭 6287 黒崎石 2 .8X 1 .9 x O . 5  1 . 8  黒 色

1 8  石 畿 6343 チ ャ ー ト 事 2 . 1 X * 1 . 6 x O . 55 1 . 6  緑灰色
19 石 銭 1 - 6 区 黒 晦 石 2 . 9 X  1 .  75 x 4 . 3  1 . 4  透 明 な 黒 色

2 0  石鍛 4950 チ ャ ー ト 2 .6X  * 1 . 8XO . 5  1 . 1  黒灰色
2 1  石 鍛 6281 黒 曜 石 2 .8X * 1 . 55 X O . 35 0 . 8  透 明 な 黒 色

2 2  石 畿 6292 黒 曜 石 2 . 鎚 X 1 . 5 X O . 29 0 . 8  透 明 な 黒 色

2 3  石 鎌 F - 1 1  黒 曜 石 * 1 . 95 X  1 . 95 X O . 33 1 . 0  黒 色

24  石銭 1 - 6 区 講 黒 曜 石 2.08X 1 . 25 X O . 23 0 . 4  透 明 な 黒 色

2 5  石鎖 F - 8 区 玄 武 岩 *2 .2X  1 . 1  X O . 3  0 . 6  暗背灰色

26 石鍍 1 - 6 区 P チ ャ ー ト * 1 .75X * 1 .67 X O .3 0 . 7  透 明 な 灰 色
2 7  石 鎌 4 1 33 黒 曜 石 事 1 . 57X 1 . 55 X O . 3  0 . 4  透 明 な 灰 色

2 8  石 鍛 4788 チ ャ ー ト I . 71 X I . 43XO . 35 0 . 6  黄緑灰 色
29  石鍍 F - 1 1  玄武岩 2 .0X 1 . 83xO . 38 0 . 8  黒灰色

30 右銭 984 黒 曜 石 2 . 1 X 2 . 3 X O . 38 0 . 9  透 明 な 黒 色

3 1  石 鎖 5880 黒曜石 * 1 . 13 X  * 1 . 1 5 X O .27 0 . 3  黒 色
3 2  鷹製石懲 チ ャ ー ト 2 .55 X I .35XO . 25 0 . 7  黄緑灰色

33  磨 製 石 斧 4189 粘板岩 7 . 5 X 3 . 3 X I . 5  54 . 5  貧灰色

34 唐 製 石 斧 F - 8 区 玄 武 岩 . 3 . 7 X 5 . 7 X  * 1 . 7 44 . 0  暗背灰色

3 5  打 製 石 斧 l 号i韓 安 山 岩 * 1 l . 3X8 .8x  1 . 8 222 . 0  黄灰色

36 般 き 石 9 H - 1 2  砂岩 9.9X * 8 . 9 X 6 . 1  740 . 0  灰 色

[打製石斧) ( 第 8 図35)

1 点 の み の 出 土 で あ る 。 安 山 岩 製 の 打製石斧 で 、

刃 部 を 残 し 、 基部 を 大 き く 欠損 し て い る 。 基部 と 比

較 し て 刃 部 が や や 「 ハ 」 の 字形 に 聞 い て お り 、 刃 部

は 使用 の た め 片 滅 り し て い る 。 白 川 沿岸の 縄文 後 ・

晩期 の 遺跡 よ り 出 土 す る も の と 酷似 し て い る 。

[融石] ( 第 8 図36 )

l 点 の み の 出 土 で あ る 。 丸 い 自 然喋 の 平坦面 の 両

側 が敵打に よ り 剥 離 し て い る 。 研磨 に よ っ て 磨耗 し

た 面 は 、 明 ら か に は 認 め ら れ ず 、 敵石 と し て 使用 し

た も の と 考 え ら れ る 。 (丸 山 )

そ σ3 他

比較的大型の石畿であ る 。 側面部がや や え ぐ れ る の に 対 し 、 基 部 の え ぐ れ が見 ら れ な い
のが特徴であ る 。 な お 、 先端部がわずかに 欠領す る 。
側面が丸み を お びて膨 ら み 、 基部の え ぐれがほ と ん ど 見 ら れ な い 畿 で あ る 。 調 整 は 粗 い
ほ か 、 先端部 を わ ず か に 欠鍋す る
全体の 形状が不 揃 い で 、 調 整が非常 に 粗 い 。 基部は え ぐれが見 ら れ ず、 直線的であ る 。
な お 、 先端部がわずか に 欠摘す る 。 石 材 は 腰 岳 系 と 推定 さ れ る
全体的 に 粗い網 整 を ほ ど こ す 。 基 部 の え ぐれが少な い
大型の鎮であ る 。 刃 都 は ゆ る や か に 湾 幽 1.. . 基部 は わ ず かに え ぐ れ て い る 。 先端部 を わ
ずかに 欠損す る
て い ね い な調 整 を ほ ど こ し た も の で あ る 。 基 部 の え ぐ れ がや や 深 い のが特徴であ る
均盤の と れ た 二 等 辺三 角 形 を 呈す る も ので 、 基部が広 く え ぐ れ る の が特徴で あ る
中 型 の 鎖 で 、 基 部 は広 〈 深 く え ぐ れ る のが特 徴 であ る 。 先 端 部 お よ び基部の一方が欠損
する
大型の畿で、 側 面 は基部 に かけ て ゆ る やか に 湾 曲 す る 図 調 整 は 全 体 に 粗 い 。 基部 の 一 方
を 欠摘 す る 。 石 材 は腰岳系統か
全体的 に厚みがあ り 形状 も 大型 に な る 畿で あ る 。 先端部 お よ び基部 の 両 方 が欠鍋 す る
側 面 の 刃 部がゆ る や か に 湾 曲 L 、 基部 が深 く え ぐ れ て い る の が特徴であ る 。 調 整 は 丁 寧
であ る 。 石材は き わ め て 透 明 感 の あ る も の で 、 桑 ノ 木鶴系統の石材 に類似す る
基部が深 く え ぐ れ る の が特徴で あ る 。 な お 基 郡 の 一 方 が 欠損 す る
全体 に 細 身で て い ね い な 鯛整 を ほ ど こ す。 刃 部 は 直 線 的 で基部の え ぐれ は 探 い。 石 材 は
姫 島 産 の 黒 曜 石 に 類 似す る 。 な お 、 基部の 一 方 を 欠損 す る
細 身 の 石 畿で あ る が、 刃 部 の 側 面 1 � 1:r中程がや や え ぐ れ る の が特徴であ る 。 石材 は や や
透 明 感の あ る 姫 島 系統 の 石 材で あ る と 思 わ れ る
大型の畿で、 基部 の え ぐ れ が広 〈 深 〈 入 る た め 、 基部の先端 は と が っ て い る 。 上 半 を 大
き く 欠損 す る 。 石材は腰岳系 と 思 わ れ る
均撃の と れ た 二 等 辺三 角 形 を 呈 す る 中 型 の 鑑 で あ る 。 調 整 も 非常 に 鍛密で て い ね い に 行
川 る 。 石 材 は 非同 時 明 感 に富 む e 桑 ノ 木鶴系統の石材 と 推定 さ れ る | 
中 盤 の 石畿で網整 も 比 較的 に て い ね い で あ る 。 基部の え ぐ れ は 広 〈 直線的 な のが特徴で
あ る 。 先端部 を 一 部欠損す る
小型 の畿で、 正 三 角 形 に 近い金体形 を 呈 す る 。 基 部の え ぐ れ は ほ と ん どな く 直線的 で あ る
正 三 角 形 に 近 い 小型 の 畿 で 、 基部の え ぐれ は わず か に 見 ら れ る 程度 であ る 。 先端部 を わ

ずかに 欠損す る 9 姫 島 系 の 黒曜 石 を 使用 す る も の と 恩 わ れ る
小型 の鎮で、 正 三 角 形 に 近 い 全体形 を 呈す る 。 基部 の え ぐれ も 比較的浅い
正 三 角 形 に 近 い 中 型の 鍍で 、 器 部 が広 く え ぐ れ る の が特徴で あ る 。 先端部がわず か に 欠
摘す る
中 型 の畿であ る 。 全体 は 正 三 角 形 を 畢 L 、 刃 部 は直 線 的 、 基 部 は 探 〈 え ぐ れ る 。 基 部 の
一 方 は わ ず か に 欠 摘す る 。 な お 、 石 材 は 姫 島 系 統 に 類 似 す る
下半 を 大 き く 欠損す る た め 全体 形 は 不 明 で あ る 。 石 材 は 腰岳 系統 に 近 い
出土の畿の う ち 特 異 な も の で あ る 。 側 面 的 刃 部 を 残 L て 、 全体 を 研磨 L て い る 。 な お 、
基部町一方 を 欠摘 す る
小型 で 両 刃 の 磨 製 石斧 で あ る 。 片 面 は 自 然 面 そ の ま ま を 利 用 し 、 緩 や か に 湾 曲 し て い る 。
な お 、 刃 部 は 片 減 り し て い る
大 き く 欠損 L て い る た め 、 全体形は 不 明 で あ る が、 両 刃 の 磨 製 石 斧 であ る 。 刃 部 に は 使
用 に伴 う と 見 ら れ る 痕跡がの こ る
上半 を 大 き く 欠損す る 打 製 石斧 で あ る 。縄文時代後 ・ 晩期 的 遺跡地、 ら 多 量 に 出土す る 「石
鍬J と し て の性格 を持つ石斧 と 共通 し た形態 を 持つ 。 な お 刃 都 町 一 方 は 使 用 の た め か 、
片減 り し て い る
丸い 自 然擦の 平坦面の両面の一部が厳打 に よ り 剥落 L て い る 。 敵 き 石 と L て 使用 L た も
のか、 そ の 他 の 用 途 があ る も の か不明

第 2 表 縄文時代石器観察表
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第2節 弥生時代の遺物

当 遺跡、 よ り 出 土 し た 弥生 時代 の 遺物 は 、 石庖丁が

2 点 及 ぴ黒髪式 土 器 聾 片 1 点 で あ る 。 (黒髪式土器

に つ い て は 第 4 号溝 の 項 を 参照 の こ と )

遺跡、 の 地理的環境 の 項 で 述べ た よ う に 、 遺跡 の 周

辺は 、 台 地 と 平野部 の 中間地 点 に 位置 し 、 弥生期 の

生活域 と し て は 格好 の 条件 を 備 え て い る 。 こ の た め 、

近接す る 神 水遺跡 (熊本市総合体育館 、 県立 図書館

敷地) で は 、 70棟 に も 及 ぶ こ の 時期 の 住居跡 や 多 数

の 石庖 丁 な ど を 確認 し て い る 。

さ て 、 当 遺 跡 に は 、 こ の 時期 の 遺構 や そ の 他 の 遺

物 は 見 ら れ な い こ と か ら 、 出 土 し た 石庖丁 は 、 神水

遺跡 を 含 め た 、 調 査 区域外 よ り も た さ れ た も の と 考

え ら れ る 。

レ:::r � 

第 E 章 調査の成果

[石庖丁] ( 第 9 図 )

37 は 、 刃 部 が弧 を 描 く 、 三 日 月 形 の 全体形 を 呈 す

る 石庖丁 ら し い 。 薄 い粘板岩系 の 素材 を 使用 し 、 側

面 ゃ 刃 部 を 丁寧 に 研磨 し 、 両 刃 に 仕 上 げて い る 。 な

お 、 欠損が激 し く 、 窄孔 さ れ た 紐通 し の 穴 の 部位 は

認め ら れ な い 。 ま た 、 刃 部 は 数 カ 所 が 欠落す る な ど 、

消 耗 の 度 合 い が激 し い 。 残存部位重量 は 16 . 6 9 で あ

る 。

38 も 、 同 様 に 刃 部 が弧 を 描 く 三 日 月 形 の 全体形 を

呈す る 石庖丁 で あ る 。 玄武岩系 の 素材 を 使 い 、 側 面

を 研磨 し た 痕 跡 や 、 紐 通 し の た め に 窄孔 さ れ た 穴 が

認め ら れ る 。 な お 、 側 面 が薄 〈 剥 落す る ほ か 、 刃 部

等 を 大 き く 欠損 す る 。 残存部位重量 は 6 . 5 9 で あ る 。

(丸山 )

37 

38 

。 5 cm 

第 9 図 石庖丁 実測 図
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第 3 節 古代の遺構 ・ 遺物

第3節 古代の遺構 ・ 遺物

1 . 遺構

( 1  ) 竪穴式住居跡

当 遺跡 で確 認 し た 竪 穴 式住居跡 は 、 総数51棟 を 数

え る 。 こ の ほ か に も 、 本調査 に 先だ っ て 調査が行 わ

れ た 熊 本市文化課 に よ る 市営 団 地 敷 地 の 調 査で も 同

様 の 住居 を 確認 し て お り 、 一帯 に は か な り 大 き な 集

落が存在 し て い た こ と が推定 さ れ る 。

さ て 住居跡群 の 特徴 と し て は 、 ①規模が き わ め て

小 さ い こ と ②住居 の 方 向 に 規則性が あ る こ と ③確認

で き る す べ て の住居 に カ マ ド が設置 さ れ て い る こ と 、

な ど を 指摘す る こ と が で き る 。

① の 住 居 の 規模 は 、 平 均 的 な 住居 に お い て も 3 m

四 方 程度で あ り 、 中 に は 第 27号 住 居 跡 の よ う に 約

2 . 6 m  X 2 . 1 m と 、 か な り 狭 い 空間 の も の も あ る 。 一

般 的 に 時代 が 降 る と と も に 住居跡 は 小型化す る 傾 向

に あ る ら し い 。 次 に ② の 住居 の 方 向 に つ い て は 、 ほ

と ん ど の 住居 は 、 カ マ ド の 方 向 に か か わ ら ず 、 ほ ぽ

南 北 の 方 向 に 沿っ て 造 ら れ て い る 。 た だ し 、 住居群

の 配 置 に つ い て は 一定 の 規則性 を 見 出 す ま で に は い

た ら な い よ う で あ る 。 ま た ③の カ マ ド の 有無 は 、 撹

乱 に 切 ら れ た も の や 調 査 区外 に 住居 が お よ ぶ も の を

除 い て 、 す べ て の住居 に 付属 し て お り 、 そ れぞ れ が

一 定 の 条 件 の も と に 独立 し た 単位 で あ っ た こ と を 推

定 さ せ る 。 な お 、 カ マ ド の 方 向 に 築造 時期 に よ る 規

則 性 な ど は 見 ら れ ず 、 南側 を 除 く い ず れ か の壁面 に

沿っ て 不規則 に 設置 さ れ て い る よ う で あ る 。

な お 、 こ の ほ か 、 い ず れ の 住居 も 出 土遺物 は 少 な

く 、 柱 穴 の 規模 が小 さ い こ と 、 硬化面 が か な り 堅綴

に形成 さ れ て い た こ と な ど につい て 共通性が見 ら れ た。

以下 、 個 々 の 住居跡 に つ い て は 、 そ の 全体の平面

お よ び断面 の 実測 図 と 、 特 に カ マ ド の 残存状況 が良

好 な も の に つ い て は 、 カ マ ド 詳細 図 を 掲載 し て い る 。

な お 、 実測 図 中 、 網掛 け を 施 し た 部 分は 、 濃 い 部分

が カ マ ド の 燃焼 に よ っ て 焼土 の 分布 す る 地点 を 、 ま

た 薄 い 部分 は 、 カ マ ド に 使用 さ れ て い た 粘 土 お よ び

同 種 の 粘 土 が床 に 貼付 さ れ て い る 地点 を そ れぞ れ示

し て い る 。 ま た 主 軸 方位 は 、 カ マ ド の 中 軸線 を 測 り

記 し た も の で あ る 。 ( 丸 山 、 川 俣)

第 1 号住居跡 ( 第 1 0図 )

[位置]

[主軸 方位]

N - 82 0 - w  

[ 区域]

F - 5 区

[重複]

撹乱 の 溝 に 切 ら れ る

I構造]

[形状]

隅 丸 の 方形

[規模]

長軸 3 . 50 m  x 短軸 3 . 15 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 約 10cm

[覆土]

暗褐色土。 分層 で き ず

[床面]

床面 の 南東寄 り に 全体 の 3 分 の 2 を 覆 う 程度 に

硬化面 が分布 す る

[柱穴]

4 本柱。 い ず れ も 堀 り 方 が1Q - 15cm 、 柱痕 が 6

- 8 cm程度 と 小 さ い

[ カ マ ド]

西 側 壁面 中 央部 に 設置 さ れ て い る 。 少 々 煙道 が

北 に ね じ れ 、 粘 土 で 造 ら れ て い る ソ デ の 部 分 が わ

ず か に 残 る

[付帯設備]

床面南西隅 に 直径約20cm 、 深 さ 約 20cm程度の ハ

ー ト 型 の ピ ッ ト 1 基 を 検 出 す る 。 貯 蔵穴 か も し れ

な い

{特記事項}

切 り 合 い は な い が 、 第 2 号住居跡 と 隣接す る

[遺物1 ( 第 1 4図 39 )

39 は 、 完形 に ち か い 土 師 器 の 杯 で あ る 。 全面 に

回 転へ ラ ミ ガ キ が施 さ れ 、 口 径13 . 3cm 、 器高3 . 35cm 、

底径7 . 0cm を 測 る 。 糧色 を 呈 す る

そ の 他 、 土 師 器の細片 が少量 出 土 す る が、 図化

に は 至 ら な か っ た
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第 3 節 古代の遺構 ・ 遺物

第 2 号住居跡 ( 第 1 1 図 )

[位置]

[主軸 方位]

不 明

[ 区域]

E - 5 区

[重複]

撹乱 の 溝 に 大 き く 切 ら れ る

[構造]

[形状]

不 明

[規模]

不 明

[深 さ ]

確認面 よ り 7 - 8 cm 

[ 覆土]

暗黒褐色土。 分層 で き ず

[床面]

通常 の 住居 と 異 な り 、 硬化面 の 形成範囲 は 部 分

的 で 、 わ ず か に カ マ ド 前 方 の 一部 に 40cm 四 方程度

の 、 小規模 な 範 囲 を 検 出 す る

[柱穴]

4 本柱 と 思 わ れ る が、 こ の う ち 3 本 を 検出 。 深

さ な ど は 不揃 い で 、 一 抹 の 疑 問 が残 る

[ カ マ ド]

東側壁面 に 設 置 す る 。 両 ソ デ に 使用 さ れ て い た

ら し い粘 土 の 一 部 と 燃 焼 面 の 焼 土 を 検 出 す る

[付帯設備]

カ マ ド 北側 の 壁面沿い に ピ ッ ト を 1 基検 出 す る 。

周 辺 の 住居 に も 類例 が あ る こ と か ら 、 貯蔵穴等の

用 途 の 穴 か も 知 れ な い 。 ま た 、 カ マ ド 前 方部 に 2

- 3 cm 程度の 厚 み で粘土 を 貼 り 付 け た 1 m 四 方 程

度の 規模 の く ぽみ を 検 出 す る 。 用 途 は 不 明だが、

他 に 類例 が あ る こ と や 、 カ マ ド に 使用 す る の と 類

似 し た粘土 で あ る こ と か ら 、 カ マ ド と 何 ら か の 関

係 があ る も の か も 知 れ な い

[特記事項]

当 住居 は 、 激 し く 削 平 を 受 け て い る こ と か ら 、

残存状況 は き わ め て 悪 い 。 住居内 に か す か に も う

1 本 の ラ イ ン が見 ら れ る こ と か ら 、 あ る い は 2 棟

の住居 の 切 り 合 い の 可 能性 も あ る

[遺物] ( 第 1 4図 40-45 )

40 は 、 土 師 器 の 杯で あ る 。 口 径13 . 8cm 、 器高3 . 2cm 、

底径8 . 8cm を 測 る 。 底 部 は ヘ ラ 切 り 後 ナ デ 、 体部

外面下部 は ヘ ラ ケ ズ リ 後 回 転 ナ デ 、 他 は 回 転 ナ デ

後 回 転 へ ラ ミ ガ キ で仕上 げ ら れ る 。 外面 は 桂 色 か

ら に ぶ い 樫 色 、 内 面 は に ぶ い 樺色 を 呈す る

41 は 、 土 師 器 の 杯で あ る 。 口 縁部 が楕 円 形 を 呈

す る の で 、 口 径 1 2 . 0 - 13 . 0cm 、 器 高 3 . 6cm 、 底 径

10 . 0cm を 測 る 。 底 部 は ヘ ラ 切 り 後 ナ デ、 体部 は 回

転 ナ デ 、 見 込 み は ナ デで 仕 上 げ ら れ る 。 外面 は 樺

色 、 内 面 は に ぶ い 樟色 を 呈 す る

42 は 、 土 師 器 の 杯で あ る 。 口 径1 5 . 2cm 、 器高3 . 6cm 、

底径11 . 4cm を 測 る 。 摩耗の た め 調 整 は 不 明 で 、 i炎

黄褐色 を 呈 す る

43 は 、 須恵器の 皿 で あ る 。 口 径13 . 0cm 、 器高 2 . 0cm 、

底径10 . 5cm を 測 る 。 底部 は へ ラ 切 り 後 ナ デ、 体部

は 回 転 ナ デ 、 見 込 み は ナ デで 仕上 げ ら れ る 。 灰 色

を 呈 す る

44 も 、 須 恵 器 の 皿 で あ る 。 口 径 17 . 2cm 、 器 高

2 . 05cm 、 底径14 . 0cm を 測 る 。 底部 は ヘ ラ 切 り 後 ナ

デ、 体部 は 回 転 ナ デ 、 見 込 み は 回 転 ナ デ後 ナ デで

仕上 げ、 ら れ る 。 灰 オ リ ー ブ色 を 呈 す る

45 は 、 須恵器 の 蓋 で あ る 。 口 径14 . 3cm 、 器高約

2 . 2cm を 測 る 。 天 井 部 は ヘ ラ ケ ズ リ 後 ナ デ、 口 縁

部付近 は 回 転 ナ デ 、 体部 内 面 は ナ デ で 仕上 げ ら れ

る 。 i炎黄灰色 を 呈 す る

第 3 号住居跡 ( 第1 2図 )

[位置]

[主軸方位]

N - 14 0 - w  

[ 区域]

D - 5 ， D - 6 区

[重複]

撹乱 に よ っ て 、 住居跡 中 央部 を 大 き く 切 ら れ る

[構造]

[形状]

隅 丸 の 台形 に 近 い 方形。 東側 壁 面 が や や 外 に 張

り 出 す な ど 多 少 い びつ な 形 で あ る

- 44 一
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第 3 節 古代の遺構 ・ 遺物

[規模]

長軸 3 . 0 m  x 短軸 2 . 8 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 7 - 8 cm 

[覆土]

暗黒褐色土。 分層 で き ず

[床面]

他住居 の よ う な し っ か り と し た 硬化面 は 形成 さ

れ ず 、 南西 コ ー ナ ー の 一 部 に 検 出 し た の み

[柱穴]

4 本柱。 規模が や や 不揃 い で あ る

[ カ マ ド]

北 側 壁面 中 央 や や 東 よ り に 設置 す る 。 残存状況

は 悪 く 、 燃焼面 の 焼土 を 検 出 す る の み で あ る

[付帯設備]

カ マ ド に 向 か -っ て 左側 の 壁 沿 い に 直径50cm 、 深

さ 15cm 程度 の ピ ッ ト l 基 を 検 出 。 あ る い は 貯蔵穴

状 の 用 途 の も の か も 知 れ な い

[特記事項]

不整形の住居 で あ る 。 他 の 住居 に 見 ら れ る よ う

な 堅綾 な 硬化面が見 ら れ な い 。 撹乱 に 切 ら れ る ほ

か 、 上部の削平が激 し く 、 全体的 な残存状況 は悪い

I遺物1 ( 第 1 4図 47 )

土 師 器 の 細 片 が わ ず か に 出 土 し た 。 実測可能 な

一 点 の み 図 示 し た

47 は 土 師 器 の 杯 で 、 残存高 2 . 9cm 、 底径9 . 0cm を

測 る 。 底部 は へ ラ 切 り 後 ナ デ 、 体部外面下部 は へ

ラ ケ ズ リ 、 内 面 は 回 転 ナ デ 、 見 込 み は ナ デで仕上

げ ら れ る 。 な お 、 摩 耗 の た め 体部外面 の 調 整 は 不

明 で あ る 。 外面 は に ぶ い 樟色 を 呈 し 、 内 面 に は 樺

色 の 赤彩 が施 さ れ る

第 4 号住居跡 ( 第 1 3図 )

[位置l

[主軸 方位]

N ー 100 0 - w  

[ 区域]

D - 6 区

[重複]

東側 の 壁 を 第 1 号溝遺構 に 、 南東隅 を 撹乱溝 に

46 -

切 ら れ る

[構造l

[形状]

隅 丸 の 方形

[規模]

長軸 3 . 20 m  x 短軸 3 . 14 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 5 - 16cm 

[覆土]

暗褐色土。 分層 で き ず

[床面]

硬化面 が床 面 中 央部 に 東西 に 広 が る ほ か 、 小 さ

く ブ ロ ッ ク 状 に 点在 す る

[柱穴]

4 本柱。 長径15 - 25cm 、 短径 1 0 - 20cm 、 深 さ 36

- 48cm程度

[ カ マ ド]

西側壁面 中 央部 よ り や や 南 側 に 設置 さ れ て い る 。

燃焼面 と 南側 の ソ デ が残 る が 、 ソ デ の 下 部 に 土 師

器椀が は ま り こ ん だ形 で 検 出 さ れ た の で 、 こ の ソ

デ は 原位置 を 動 い て い る も の と 思 わ れ る

[付帯設備]

検 出 せ ず

[特記事項]

北側 に 、 住居 に ま た が っ て 硬化面 が広 が り 、 切

り 合 い の 遺構 の 存在 が予 想 さ れ た が 、 そ の 硬化面

を 伴 う 遺構 は 検 出 で き な か っ た

I遺物1 ( 第 1 4図 46 第 1 03図 306 )

少量 の 須恵器 と や や 多量 の 土 師 器 が 出 土 し た 。

実測可能 な 2 点 を 示 し た

46 は 、 須恵器 の 蓋 で あ る 。 口 径1 5 . 0cm 、 残存高

2 . 6cm を 測 る 。 天 井部 は 回 転 ナ デ 、 へ ラ ケ ズ リ 後

ナ デ、 口 縁部付近 は 回 転 ナ デ 、 内 面 は ナ デで仕上

げ ら れ る 。 暗黄灰色 か ら 黄灰 色 を 呈 す る

306 は 、 黒 色 土器 A 類 の 杯で あ る 。 口 径14 . 8cm 、

器高6 . 0cm 、 底径6 . 5cm を 測 る 。 体部外面 は 回転 へ

ラ ケ ズ リ 、 内 面 は ヘ ラ ミ ガ キ 、 口 縁部付近 は 回 転

ヘ ラ ミ ガ キ 、 回 転 ナ デ、 ヘ ラ ミ ガ キ 等 で仕上 げ ら

れ る 。 外商 は に ぶ い 樟色 を 呈 す る
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。 1 0cm 

第 1 4図 第 1 - 4 号住居跡 出 土遺物実測 図

第 5 号住居跡 ( 第 1 5 ・ 1 6図 )

[位置]

[主軸 方位]

N - 99 0 - w  

[ 区域]

G - 8 区

[重複]

認 め ら れ ず。 た だ し 、 隣接す る 住居跡 と し て 第

6 、 7 、 8 号住居 跡 が あ る

[構造]

[形状]

隅 丸 の 方形

[規模]

長軸 3 . 48 m x 短翰 3 . 13 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 約 20cm

[覆土]

暗褐色土。 分層 で き ず

[床面]

床 面 中 央部東寄 り に 硬化面 が分布 す る

[柱穴]

検 出 せ ず

[ カ マ ド]

北 側 壁面 中 央 よ り や や 東 よ り に 設置 さ れ て い る 。

砂岩 質 の 石 を ソ デ と し 、 粘 土 が そ れ を 支 え て い る

[付帯設備]

直径約40cm 、 深 さ 約 10 - 30cm の ピ ッ ト 4 基。 用

途 は 不 明 で あ る

[特記事項]

床 面全体 を 掘 り 下 げ て 探 し た が、 柱 穴 は 認 め ら

れ な か っ た

[遺物] ( 第 1 6図 48-50 ) 

須恵器 と 土 師器片 が 出 土 し た が、 実測 可能 な 3

点 の み 図示 し た

48 は 、 須恵器 の 蓋 で あ る 。 口 径13 . 2cfn 、 器高約

1 . lcm を 測 る 。 口 縁外部 と 体部外面 は ナ デ で 仕 上

げ ら れ 、 口 縁端部 か ら 体部 内 面 に か け て 自 然紬 が

見 ら れ る 。 灰 色 を 呈 す る

49 は 、 土 師 器 の 聾 で あ る 。 口 径17 . 0cm 、 残存高

1O . 8cm を 測 る 。 口 縁部 は ヨ コ ナ デ 、 体部外面 は ハ

ケ メ 、 内 面 は ヘ ラ ケ ズ リ で 仕 上 げ ら れ る 。 浅黄櫨

色 を 呈 す る

50 も 土 師 器 の 費 で あ る 。 口 径 27 . 1 cm 、 残 存 高

19 . 0cm を 測 る 。 口 縁部 は ヨ コ ナ デ、 体部外面 は ハ

ケ メ 後部分 的 に ナ デ 、 内 面 は 一 部 ハ ケ メ 後 ヘ ラ ケ

ズ リ で仕上 げ ら れ る 。 外面 は に ぶ い 糧色 、 内 面 は

灰 白 色 を 呈 す る

- 49 -
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第 3 節 古代の遺構 ・ 遺物

第 6 号住居跡 ( 第 1 7図 )

[位置]

[主軸 方 位]

N 一 79 0 - E 

[ 区域]

G - 8 区

[重複]

東側壁面 を 撹乱 に 切 ら れ る が、 そ の 他 の 切 り 合

い は 認 め ら れ ず

[構造]

[形状]

隅 丸 の 長方形

[規模]

長軸 3 . 50 m  X 短軸 2 . 96 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 約 12cm

[覆土]

暗黒褐色土。 不純物 を 含 む 。 分層 で き ず

[床面]

床 面 ほ ぽ 中 央 部 を 東西 に 、 か な り し っ か り と し

た 硬化面 が帯状 に 広 が る

[柱穴]

4 本柱。 直径25 - 45cm程度 の 規模

[ カ マ ド]

東側壁面 ほ ぽ 中 央部 に 設置 す る 。 撹乱 に よ っ て

大 き く 切 ら れ る た め 、 燃焼面 の 焼土 の 一 部 と 粘土

を 検 出 す る の み で 、 詳細 は 不 明 。 な お 、 カ マ ド は

故意 に 破壊 さ れ た も の ら し く 、 南東 コ ー ナ ー 一帯

に は 、 ソ デ石 ゃ 粘土 、 灰 な ど の 散乱 が認 め ら れ た

[付帯設備]

床 面 中 央部 に 直径40cm 、 深 さ 55cm程度 の ピ ッ ト

を 検 出 す る 。 用 途不 明

[特記事項]

当 遺構 は 、 他住居 と の 切 り 合 い 関 係 は 認 め ら れ

な い が、 第 5 - 8 号住居跡 と き わ め て 隣接 し て 建

て ら れ て い る 。 そ れ ぞ れ の 住居 は 、 建 て 替 え の 際 、

相 互 の 住居跡の 存在 を 意識 し て 建 て ら れ た よ う な

印 象 が あ る

[遺物] ( 第 1 8図 51 . 52)  

[土器]

少量 の 須 恵器 と 、 土 師 器 が 出 土 し た 。 細 片 の た

め 実測 可 能 な 一 点 の み 図 示 し た

51 は 、 須 恵 器 の 椀 で あ る 。 残 存 高 2 . 2cm 、 高 台

径9 . 4cm を 測 る 。 底 部 か ら 体部外面 に か け て は ナ デ、

内 面 と 見込 み は 回 転 ナ デ で 仕 上 げ ら れ る 。 灰 色 を

呈 す る

[ そ の 他]

52 は 紡錘車 で 、 通常砥石 と し て 使用 さ れ る 木 目

石 を 素材 と し て い る 。 や や 厚 手 で 、 片 面 は 直線的 、

も う 片 面 は 斜 め に 傾斜 さ せ 、 面 を 取 る よ う な 加 工

を 施 し て い る 。 (5 . 5 X 1 . 35 X 孔径O . 75cm ， 23 . 0  9 ) 

\
 

1 "  
===j.，ーーヨ園田園.......-こ二二

5 1  

。 1 0cm 

- -. 52 

。 5 cm 

第1 8図 第 6 号住居跡 出 土遺物実 測 図
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第 3 節 古代の遺構 ・ 遺物

第 7 号住居跡 ( 第 1 9図 )

[位置]

[主軸 方 位]

N - 101 0 - w  

[ 区域]

G - 7 区

[重複]

切 り 合 い 関 係 は な い が、 第 8 号住居跡 と き わ め

て 隣接す る 。 ま た撹乱の溝 に 中央 を 大 き く 切 ら れる

[構造]

[形状]

隅 丸 の 正方形

[規模]

長軸 3 0 3 m  x 短軸 3 0 2 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 約 24cm

[覆土]

暗黒褐色土。 分層 で き ず

[床面]

床 面 ほ ぽ中 央部 に 、 カ マ ド 前 方 か ら 反対側 の 壁

に か け て 、 東西方 向 に 帯状 の し っ か り し た 硬化面

が広 が る

[柱穴]

4 本柱

[ カ マ ド]

西 側 壁面 の 中 央 や や 南 よ り に 設置 す る 。 ソ デ の

一 方 の 粘 土 が わ ず か に 残 る が 、 撹乱 の 溝 に 切 ら れ

て い る た め 、 詳細 は 不 明

[付帯設備]

柱穴以外 に 本来 的 に 付属 し て い た ら し い ピ ッ ト

2 基 を 検 出 す る 。 ひ と つ は 東 側 壁面 中 央 の 出 入 り

口 付近 に 設置 さ れ て い た も の 、 も う 1 基 は カ マ ド

北側 の 壁 に 沿 っ て 造 ら れ た ピ ッ ト で 、 貯蔵穴 な ど

の 用 途 で使用 さ れ た も の か と 思 わ れ る

I特記事項]

当 住居 に は 切 り 合 い は な い が 、 第 5 ・ 6 ・ 8 号

住居跡 と 隣接 し て お り 、 そ れ ぞ れ の 住居 は 建 て 替

え の 際 、 相 互 の 住居跡 の 存在 を 意識 し て た て ら れ

た よ う な 印 象 が あ る

[遺物]

少量 の 須恵器 と 土 師 器 が 出 土 し た 。 細 片 の た め 、

図 化 に は 至 ら な か っ た

第 8 号住居跡 ( 第20図 )

[位置]

[主軸 方位]

N - 18 0 30 ' - w  

[ 区域]

H - 7 ， G - 7 区

[重複1

東南 コ ー ナ ー を 撹乱 に 切 ら れ る

[構造]

[形状]

隅 丸 の 方形

[規模]

長軸 3 0 6 m  x 短軸 3 . 4 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 約 12cm

[覆土]

や や 明 る い 茶褐色土。 微細 な 土器 の ク ズ を 含 む 。

分層 で き ず

[床面]

カ マ ド 前 方 を 中 心 と し た 床 面 ほ ぽ 中 央部付近 に 、

広 範 囲 に 硬化面 が広 が る

[柱穴]

4 本柱。 配置 に や や 歪 み が あ る 。 い ず れ も 深 さ

は 25cm程度 と 浅 い

[ カ マ ド]

北側壁面 の や や 北東 コ ー ナ ー よ り に 設置 す る 。

残存状況 は 悪 い が 、 ソ デ に 使用 さ れ て い た ら し い

粘土 の 一部 な ど を 検 出 す る 。 な お 、 カ マ ド 前 方 の

床面 に は 、 ソ デ石 の 破片 や 、 カ マ ド の 部材 と し て

使用 さ れ た こ と で煤 の 付着 し た ら し い 平瓦 な ど が

出 土 し た

[付帯設備]

検 出 せ ず

[特記事項]

カ マ ド の 部材 と し て 、 瓦 の 使用 が見 ら れ る 点 な

ど が注 目 さ れ る 。 恐 ら く 国 分尼寺 な ど か ら 搬入 さ

- 54 ー
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れ た も の と 考 え ら れ る 。 当 住 居 の 住 人 と 当 該寺 院 な

ど と の 関 係 に つ き 注 目 さ れ る

[遺物] ( 第21 図 53-59 )

[土器]

54 は 、 土 師 器 の 杯で あ る 。 口 径12 . 0cm 、 器高3 . 8cm 、

底 径7 . 0cm を 測 る 。 底 部 は へ ラ 切 り 後 ナ デ 、 体部

は 回 転 ナ デ 、 見 込 み は 回転 ナ デ後 ナ デで仕上 げ ら

れ る 。 底部以外 の 所 々 に 樺色 の 赤 彩 が見 ら れ る 。

に ぶ い 樟色 を 呈す る

55 も 、 土 師 器 の 杯で あ る 。 口 径12 . 1 cm 、 器高3 . 6cm 、

底 径6 . 4cm を 測 る 。 調 整 は 54 と 同 様 で あ る 。 i炎 黄

樺色 か ら 樺色 を 呈 す る

56 も 、 土 師 器 の 杯で あ る 。 口 径12 . 4cm 、 器高3 . 3cm 、

底径8 . 2cm を 測 る 。 調 整 は 前 出 の 2 点 と 同 様 で あ る 。

暗黄桂色 を 呈 す る

57 は 、 須 恵 器 の 椀 で あ る 。 残 存 高 1 . 4cm 、 高 台

径9 . 4cm を 測 る 。 底 部 か ら 高 台 に か け て 、 及 ぴ見

込 み は ナ デ 、 体部外面 は 回転 ナ デで仕上 げ ら れ る 。

灰 白 色 を 呈 す る

58 は 、 土 師器 の 聾 で あ る 。 口 径21 . 6cm 、 残存高

6 . 2cm を 測 る 。 口 縁部 は ヨ コ ナ デ、 体部外面 は 一

部 ハ ケ メ 後 ナ デ、 内 面 は ヘ ラ ケ ズ リ で仕上 げ ら れ

る 。 外 面 は 淡 褐 色 、 内 面 は に ぶ い 澄 色 を 呈 す る

[ そ の 他]

53 は 、 黄灰色 の 色調 を 呈 す る 平瓦 で あ る 。 調整

は 、 凹 面 は 布 目 圧痕 の 上 を 刷 毛 で 調 整 し 、 凸面 は

側縁 に 平行 し て 縄 目 叩 き の 後 、 刷 毛 で ナ デ て い る 。

な お 、 凹 面 に は 一 面 に 煤が付着 し て い る

59 は 、 中 茎 の 部分 を 欠損す る が 、 側 面 に 刃 部 を

形成す る こ と か ら 万 子 で あ る と 思 わ れ る 。 ( * 4 . 1  

X O . 9 X O . 1 cm ， 2 . 7  g )  

第 9 号住居跡 ( 第22図 )

[位置]

[主軸 方位]

N 一 79 0 - E 

[区域]

H - 8 区

[重複]

認 め ら れ ず

第 E 章 調査の成果

[構造]

[形状]

全体が不 明 だ が 隅 丸 の ほ ぽ正方形 か

[規模]

東西軸 2 . 75 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 約 20cm

[覆土]

暗黒褐色土。 分層 で き ず

[床面]

床面 ほ ぽ 中 央 の カ マ ド 前 方部 か ら 西 側 壁 面 一 帯

に か け て 、 か な り し っ か り と し た 硬化 面 が広 がる

[柱穴]

柱穴 ら し き も の と し て は 3 本 を 確認 す る

[ カ マ ド]

東側壁面 ほ ほ 中 央部 に 設置 す る 。 焚 き 口 の 両側

の ソ デ に 使用 さ れ て い た ら し い 粘土塊 を 検 出 す る

が、 燃焼 に と も な う 焼土 は 検 出 せ ず

[付帯設備]

床 面 中 央 よ り や や 南 西 よ り に 直 径 30cm 、 深 さ

50cm程度の 規模 の ピ ッ ト を 検 出 す る

[特記事項]

南側 が調 査 区域外 に お よ ぶ た め 、 住居跡、 の 詳細

は 不 明 で あ る 。 当 住居 の 検 出 部位 に は 、 切 り 合 い

は な い が 、 第 12号住居跡 と き わ め て 隣接 し て お り 、

相 E の 住居 が 同 時 に 建 て ら れ て い た 可能性 は 考 え

に く い

[遺物1 ( 第24図 60. 6 1 ) 

60 は 須恵器で あ る が、 底 部 を 欠損 す る た め 、 高

台 の 有無 は 不 明 。 口 径 1 2 . 2cm 、 残存高2 . 6cm を 測 る 。

回 転 ナ デで仕上 げ ら れ 、 黄 灰色 を 呈す る

61 は 、 土 師 器 の 歪 で あ る 。 口 径22 . 0cm 、 残存高

7 . 25cm を 測 る 。 口 縁部 は ヨ コ ナ デ 、 体部 内 外面 は

ヘ ラ ケ ズ リ 後 ナ デ で 仕 上 げ ら れ る 。 外面 は 浅黄櫨

色 、 内 面 は 灰 白 色 を 呈す る

ヴ〆F句υ
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第 3 節 古代の遺構 ・ 遺物

第1 0号住居跡 ( 第23図 )

[位置]

[主軸 方位]

N - 10 0 - w  

[ 区域]

I 一 7 区

[重複]

南 西 隅 で 第 16号住居跡 を 切 り 、 中 央部 を 第 2 号

溝 に 切 ら れ る

[構造]

[形状]

隅 丸 の 方 形 を 呈 す る

[規模]

長軸 3 . 15 m X 短軸 2 . 82 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 約 15cm

[覆土]

日音褐 色 土 。 分層 で き ず

[床面]

床面 中 央部 の 狭 い 範 囲 に 、 粘土混 じ り の 硬化面

が広 が る

[柱穴]

4 本柱 と 考 え ら れ る が 、 3 基 の み 検 出 で き た 。

直径約 15cm 、 深 さ 約 30cm

[ カ マ ド]

北側壁面 中 央 か ら や や 東側 よ り に 設置 さ れ て い

る 。 残 り は 悪 く 、 掘 り 込 み が わ ず か に 検 出 さ れ た

[付帯設備]

ピ ッ ト を 3 基検 出 す る 。 床 面 中 央 や や 西北 よ り

の も の は 、 直径約 50cm 、 i奈 さ 約 50cm 程度 で 、 貯蔵

穴 と し て の 用 途 を 持 つ も の か も し れ な い 。 残 り 2

基 は 、 直径約30cm 、 深 さ 約30cm 程 度 で、 用 途 は 不明

で あ る

[特記事項]

床面 を 精査 す る も 、 4 本 目 の 柱穴 は 見 あ た ら な

か っ た

[遺物] ( 第24図 62-66 )

62 は 、 土 師 器 の 鉢 で あ る 。 口 径 1 9 . 0cm 、 器 高

1l . 2cm 、 底径12 . 1 cm を 測 る 。 口 縁部付近 は ヨ コ ナ

デ、 体部 内 面 の 一部 は ヘ ラ ケ ズ リ 後 ナ デで仕上 げ

ら れ る が 、 全体的 に 摩耗 し て お り 、 調 整 が不 明 な

部分が多 い 。 体部外面上部 と 内 面 全体 に 赤彩 が施

さ れ 、 そ の 他 は 浅黄桂色 か ら j炎赤樟色 を 呈 す る

63 は 、 須恵器 の 蓋 で あ る 。 口 径1 5 . 6cm 、 残存高

1 . 0cm を 測 る 。 体部外面 は へ ラ ケ ズ リ 後 ナ デ 、 内

面 は ナ デ、 口 縁部付近 は 回 転 ナ デ で 仕上 げ ら れ る 。

灰色 を 呈 す る

64 は 、 須恵器の 皿 で あ る 。 底部 が 6 分 の l 程残

存 し て お り 、 復元高 台径 は 12 . 0cm を 測 る 。 底部 は

ヘ ラ 切 り 後 回 転 ナ デ 、 見 込 み は ナ デで 仕上 げ ら れ

る 。 外面 は 灰 白 色 、 内 面 は 淡樟色 を 呈 す る

65 は 、 須恵器 の 蓋 で あ る 。 口 径15 . 0cm 、 残存高

2 . 1cm を 測 る 。 口 縁 部外面 は 回 転 ナ デ 、 内 面 は ナ

デで仕上 げ ら れ る 。 外面 は 黄灰 色 、 内 面 は 灰 紫色

を 呈 す る

66 は 、 須恵器 の 壷 で あ る 。 口 径15 . 9cm 、 残存高

8 . 25cm を 測 る 。 口 縁部 と 体部 内 面 は 回 転 ナ デ 、 外

面 は 平行 タ タ キ 後 ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ ら れ る 。 口 縁

部 と 体部外面 に は 黒 灰色 の 薄 い 自 然紬 が付着 す る 。

灰 白 色 を 呈 す る
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第1 1 号住居跡 ( 第25図 )

{位置]
[主軸 方位]

N _ 20 - E 

[区域]

j - 8区

[重複]

西 側 壁 面 に 沿 っ て 第 2 号滑遺構 に切 ら れ る

[構造]
[形状]

隅 丸 の 正 方形 に 近 い

[規模]

長軸 3 . 14 m  X 短剥I 3 . 1 0 m  

[ ì朱 さ ]

確 認面 よ り 約 24cm

[覆土]

暗黒褐色土。 分層 で き ず

[床面]

床 面 中 央 部 に 南北 に 硬化 面 が分布 す る 。 た だ し 、

西 側 部 分 は 構 に 切 ら れ る た め 不 明 。 ま た 、 北 東 コ

ー ナ ー に は 、 粘土 を 貼 り 付 け た 部 分 あ り

[柱穴]

4 本柱 。 直径30cm 、 深 さ 25 - 35cm前 後

[ カ マ ド]

北 側 壁 面 ほ ぽ中 央付 近 に 設置 さ れ て い る 。 両 側

の ソ デ石 の 基音ß が そ の ま ま 残 り 、 粘 土 で埋 め 込 ま

れ て い る 状況 が わ か る な ど 、 残存状況 は 比較 的 良

好で あ る 。 な お 、 カ マ ド の掘 り 方 は か な り 深 く 、

製 作 時 に 燃焼面 よ り 一 旦 か な り 深 く 掘 り 下 げ て い

る こ と な ど が理解 で き る

[付帯設備]

床 面 ほ ぽ 中 央 部 に 直径約40cm 、 深 さ 約 20cm程度

の ピ ッ ト 1 基 を 検 出 す る 。 住居 に 伴 う も の と 判 断

さ れ 、 炭化物 を 含 む 。 灰捨 て や 貯蔵 穴 と し て の 用

途 を 持 つ も の か も し れ な い 。 ま た 、 北東 コ ー ナ 一

一 帯 の 床 に 粘土 を 貼 り 付 け た 約 1 m 四 方 程 度 の 部

分が見 ら れ る 。 中 央部 は や や く ぽ ん で お り 、 粘土

は カ マ ド に 使用 さ れ た も の と 類似 し 、 火 を 受 け 赤

変 し た よ う な 色調 を 呈す る 。 カ マ ド に 関 連 す る 何

ら か の 施 設 か と 思 わ れ る

[特記事項]
第 2 号構造 構 に 大 き く 切 ら れ る も の の 、 カ マ ド

の 残存 状 況 が よ く 、 そ の 構造 な ど に つ い て 注 目 さ

れ る 遺構 で あ る

[遺物]
少量 の 須恵器 と 土 師 器 が 出 土 し た が 、 細 片 の た

め 固 化 に 至 ら な か っ た
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第 3 節 古代の遺構 ・ 遺物

第 1 2号住居跡 ( 第26 ・ 27図 )

[位置】

[主軸 方位]

N - 99 0 - w  

[ 区域]

H - 8 区

[重複]

認 め ら れ ず

[構造]

[形状]

隅 丸 の 長方形

[規模]

長軸 3 . 04 m  x 短軸 2 . 68 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 約 25cm

[覆土]

4 層 に 分層 す る 。 詳細 は 土層 断面図参照

[床面]

床面 中 央部 に 東西 に 細 長 く 硬化面 が分布 す る 。

た だ し 、 他住居 に 見 ら れ る よ う に 堅綾 な も の で は

な い

[柱穴]

4 本柱 と 考 え ら れ る が 、 配置 が や や ア ン バ ラ ン

ス で あ る こ と な ど か ら 、 多少疑問 が残 る

[ カ マ ド]

西 側 壁 面 中 央 か ら や や 北側 よ り に 設置 さ れ て い

る 。 煙遭 の 一部 も 確認 で き る な ど残存状況 は 比較

的 良好 で あ る 。 ソ デ は 粘 土 で 造 ら れ て い る が、 向

か つ て 左側 に ね じ れ て い る な ど異形 で あ る

[付帯設備]

床 面 ほ ぽ中 央部 に 直径約40cm深 さ 約40cm程度の

ピ ッ ト 1 基 を 検 出 す る 。 住居 に 伴 う も の と 判 断 さ

れ 、 あ る い は 貯 蔵穴 と し て の 用 途 を 持つ も の か も

し れ な い 。 ま た 、 南 西 コ ー ナ 一 一 帯 の 床 に 粘土 を

貼 り 付 け た 約 1 m 四 方 の 部分 が見 ら れ る 。 中 央部

は や や く ぽ ん で お り 、 粘 土 は カ マ ド に 使用 さ れ た

も の と 類似 し 、 火 を 受 け 赤変 し た よ う な 色 調 を 呈

す る 。 カ マ ド に 関連す る 何 ら かの施設か と 思 わ れ る

[特記事項l

検 出 し た 住居跡 の 中 で は 、 残存状況 の 比較的 良

好 な 住居跡 で あ る 。 柱穴 が明確 に 検 出 で き な い の

は 、 当 遺跡 の 住居が従来 の 竪 穴住居 と 異 な る 構造

を 持 つ も の で あ る か ら か も し れ な い 。 カ マ ド の 状

況が よ く 、 注 目 さ れ る 資料で あ る

[遺物]

土 師 器 の 細 片 が わ ず か に 出 土 し た が 、 図化 に は

至 ら な か っ た

第1 3号住居跡 ( 第28図 )

I位置]

[主軸方位]

N - 67 0 - E 

[ 区域]

F - 9 区

[重複]

な し

[構造]

[形状]

隅 丸 の 長 方形

[規模]

長軸 3 . 27 m X 短軸 2 . 55 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 約 15cm

[覆土]

暗褐色土。 分層 で き ず

[床面]

床面 ほ ぽ全面 に 硬化面 が広 が り 、 特 に カ マ ド の

前方 は 粘土混 じ り で あ る

[柱穴]

4 本柱 と 考 え ら れ る 。 直径12 - 20畑 、 深 さ 25 -

50cm を 測 る

[ カ マ ド]

東側壁面 の 南 東 隅 の 近 く に 設置 さ れ て い る 。 両

ソ デが わ ず か に 残 る 程度 で あ る

[付帯設備]

ピ ッ ト を 5 基検 出 す る 。 直径約 30cm 、 深 さ 約 20cm

程度

[特記事項】

形状が長方形 で あ る こ と や 、 カ マ ド の 位置 の ず

れ な ど か ら 周 り の 住居跡 と の 時期 差 が考 え ら れ る
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」F当』三f
幽 。的 ' l l =1 -

.回・・

JL-

O 

第 E 章 調査の成果

⑨ 
E 

-圃.

-圃圃.

マ。 臼
.園・・

。
..--

-ーー

三L 主F
.園圃・

第26図

目 ーーー・
-

@ 

@ 

- L= 1 7 . 捌 m

E三当f竺 -

- L= 1 7 . 棚 田

。

第1 2号住居跡実測 図

- 65 -

1 m 



第 3 節 古代の遺構 ・ 造物

-ーーー ー-4 ω001 1 1 = 寸

⑩ 
/ (仏/\ 加茂、

↑ ↑  

' -

.-

↓ ↓  
ε 
g 
九11 」

.--
一一・ L = 1 7 . 500 m

第27図 第12号住居跡カ マ ド実測図

Fhu

 

pnv

 

Eucm

 



-ーーー

.--
/ 
/a

 

，，〆
/

 

/

 

-

三三』 ￥ 

第 E 主主 調査の成果

ー

一-・ωoonl=l

z-s

 

1 1 」

ーー司.

- L= 1 7 .500m 

1 m 

第28図 第1 3号住居跡実測図

67 -



第 3 節 古代の遺構 ・ 遺物

[遺物1 ( 第29図 67-70 )

67 は 、 須恵器椀 で あ る 。 口 径1 2 . 4cm 、 器高4 . 2cm 、

高 台径7 . 8cm を 測 る 。 体部外面 は ナ デ、 内 面 は 回

転 ナ デ で 仕 上 げ ら れ る 。 土 師 質 で 日音赤樟色 を 呈す

る

68 は 、 須恵器蓋で あ る 。 口 径16 . 0cm 、 残存高2 . 1 cm

を 測 る 。 口 縁部付近 は 回 転 ナ デ 、 体部 は ナ デで仕

上 げ ら れ る 。 外面 は 暗褐 色 、 内 面 は 黄灰 色 を 呈 す

る

69 は 、 土 師器聾 で あ る 。 口 径1 5 . 0cm 、 残存高5 . 3cm

を 測 る 。 口 縁部 は 回転 ナ デ 、 体部外面 は 摩耗の た

め 調 整不 明 で 、 内 面 は ヘ ラ ケ ズ リ で 仕 上 げ ら れ る

が 、 単位 は 不 明 で あ る 。 淡赤樺色 を 呈す る 。 体部

の 張 り が な く 、 比 較 的 小型 で あ る

70 も 、 土 師 器 翠 で あ る 。 口 径 21 . 8cm 、 残 存 高

5 . 15cm を 測 る 。 口 唇部 は ヨ コ ナ デ 、 体部外面 は ハ

ケ メ 後 ナ デ、 内 面 は ヘ ラ ケ ズ リ 後 一 部 ナ デで仕上

げ ら れ る 。 外面 は に ぶ い 褐色 、 内 面 は灰褐色 を 呈

す る

第1 4号住居跡 ( 第30図 )

[位置]

[主軸 方位]

不 明

[ 区域]

1 - 7 ・ 8 区

f- ! ~、\
。 1 0cm 

[重複]

西側 壁面が第 16号住居跡 を 切 る

[構造]

[形状]

住居跡 の 半分以 上 が調 査 区域外の た め 、 詳細 は

不 明

[規模]

東西3 . 40 m

[深 さ ]

確認面 よ り 約 14cm

[覆土]

暗褐 色土。 分層 で き ず

[床面]

硬化面 は 検 出 せ ず

[柱穴]

検 出 せ ず

[ カ マ ド]

西側壁面 に 片 ソ デ の み 検 出 さ れ た

[付帯設備]

大小 5 基 の ピ ッ ト が検 出 さ れ た 。 2 基 の 小 ピ ッ

ト は 直径約 20cm 、 i奈 さ 約 8 cm程度。 中 央 の は 直径

約40cm 、 深 さ 約 15cm で、 共 に 用 途 は 不 明。 2 基 の 大

ピ ッ ト の う ち l 基 は 長径60cm 、 短径50cm 、 深 さ 約

60cm 、 残 り は 半分調査 区 外で 径 は 不 明 だ が 、 深 さ

は 約 50cm で‘貯蔵穴 と し て の 用 途 を 持つ も の か も し

れ な い

F� 
V 

第29図 第1 3号住居跡 出土遺物実測 図
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[特記事項]

半分以 上 が調 査 区 外 の た め 詳細 は 不 明 だ が 、 周

辺住居跡 に 共通 し て み ら れ る 硬化面 が確認で き な

か っ た

I遺物】 ( 第30図 71 -75 )

71 は 、 当 遺跡唯一 の 輪状 つ ま み を 持 つ 須恵器の

蓋 で あ る 。 口 径13 . 6cm 、 器高2 . 25cm を 測 る 。 天井

部 と 口 縁部付近 は 回 転 ナ デ 、 体部外面 は ヘ ラ ケ ズ

リ 、 内 面 は ナ デ で 仕 上 げ ら れ る 。 外面全体 に 黒 い

自 然、軸 が付着。 灰 色 を 呈 す る

72 は 、 須 恵 器 の 査 で あ ろ う 。 残 存 高 3 . 5cm 、 高

台径11 . 4佃 を 測 る 。 底 部 か ら 高 台 に か け て は 回 転

ナ デ 、 体部外面 は へ ラ ケ ズ リ 、 内 面 は ヨ コ ナ デ、

見 込 み は ナ デ で 仕上 げ ら れ る 。 灰 色 を 呈 す る

73 は 、 土 師 器 の 杯で あ る 。 口 径15 . 0cm 、 器高4 . 1cm 、

底径12 . 4cm を 測 る 。 底部 は ヘ ラ 切 り 後 ナ デ 、 体部

は 回 転 ナ デで仕上 げ ら れ る 。 浅黄糧色 を 呈 す る

74 は 、 土 師器 の 聾 で あ る 。 口 径27 . 6cm 、 残存高

9 . 35cm を 測 る 。 口 縁部 は ヨ コ ナ デ 、 体部外面 は ハ

ケ メ 、 内 面 は へ ラ ケ ズ リ で 仕 上 げ ら れ る 。 浅黄櫨

色 を 呈 す る

75 も 、 土 師器 の 聾 で あ る 。 口 径29 . 0cm 、 残存高

8 . 65cm を 測 る 。 口 縁部 は ヨ コ ナ デ 、 体部外面 は ハ

ケ メ 後一部 ナ デ 、 内 面 は へ ラ ケ ズ リ で 仕 上 げ ら れ

る 。 外面 は に ぶ い糧色 、 内 面 は 淡黄櫨色 を 呈 す る

第1 5号住居跡 ( 第31 図 )

[位置]

[主軸方位]

N - 1 - - w  

[ 区域]

J - 6 ，  J - 7 区

[重複]

第43号住居跡 を 切 る

[構造]

[形状]

南北 に や や 長 い 隅 丸 の 長方形

[規模]

長軸 3 . 8 m  X 短軸 3 . 65 m  

第 E 章 調査の成果

[深 さ ]

確認面 よ り 15cm

[覆土]

暗褐色土。 分層 で き ず。 部 分 的 に 樹根が入 る

[床面]

床面 中 央部 か ら 南側 壁面 に か け て 、 ロ ー ム の 混

じ っ た 硬化面 が細長 く 広 が る 。 な お 、 最 終 的 な 生

活面 の 下 の 一部 に 硬化面 の 広 が り が見 ら れ 、 床 面

は 張 り 替 え た 可 能性 が あ る

[柱穴]

4 本柱

[ カ マ ド]

北側壁面 ほ ぽ中 央部 に 設置 す る 。 焚 き 口 両側 の

ソ デ石 が残 り 、 粘土等 で 埋 め 込 ま れ た 状況が理解

で き る 。 な お 、 ソ デ石 の 上部 は 破壊 さ れ て お り 、

破 片 が前面 に 散乱す る

[付帯設備]

検 出 せ ず

[特記事項]

調 査 区域 の 都 合上 、 住居跡南側 の 一 部 は 未調査。

樹 根 が 入 る た め 、 上 面 の 撹乱 が激 し い 。 「床 面」

の 項 に 記 し た よ う に 、 最 終 的 な 生活面 (硬化面)

の 下 に 以前 の 硬化面が残 る 部分 が あ り 、 そ こ に は

カ マ ド の ソ デ石 と し て 使用 す る 部材 の 破 片 が埋 め

込 ま れ た り 、 カ マ ド に 使用 し た ら し い 粘土 を 床 に

貼 り 付 け た 痕 跡 が残 る 。 つ ま り 、 カ マ ド は 頻繁 に

使用 す る た め 破損 し や す く 、 定期 的 に 補修 を 繰 り

返 し な が ら 使用 さ れ た こ と が う か が わ れ る

[遺物] ( 第31 図 76-78 )

76 は 、 土 師 器 の 杯 で あ る 。 口 径 12 . 2cm 、 器高 3 . 9cm 、

底径8 . 1 cm を 測 る 。 全面 ナ デ後 体部 内 面 は 回 転 ヘ

ラ ミ ガ キ で 仕上 げ ら れ 、 全面 に 赤彩 が施 さ れ る 。

に ぶ い 撞色 を 呈 す る

77 は 、 須恵器 の 査 で あ る 。 口 径12 . 8叩 、 残存高

4 . 6cm を 測 る 。 口 縁部 と 体部 内 面 は 回 転 ナ デ 、 体

部外面 は ナ デ で 仕上 げ ら れ る 。 灰 色 を 呈 す る

78 は 、 須恵器 の 棄 で あ る 。 口 径22 . 4cm 、 残存高

3 . 1cm を 測 る 。 残存 部 は 回 転 ナ デ で 仕 上 げ ら れ 、

口 縁 内 部 に 一 条 の 沈線 が め ぐ る 。 灰 オ リ ー プ色 を

呈 す るQU
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第 3 節 古代の遺構 ・ 遺物

第 1 6号住居跡 ( 第32図 )

[位置]

[主軸 方位]

N - 101 0 - w  

[ 区域]

I 一 7 ・ 8 区

[重複]

北東隅 を 第 10号住居跡 に 、 南東 隅 を 第 14号住居

跡 に 、 カ マ ド の 西側 は 土拡 に 切 ら れ る

[構造]

[形状]

隅 丸 の 長 方形

[規模]

長翰 3 . 99 m  X 短軸 3 . 39 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 約 12cm

[覆土]

暗褐色土。 分層 で き ず

[床面]

床 面 全体 に 硬化面 が分布 す る

[柱穴]

ピ ッ ト は 多数検 出 さ れ る が 、 柱痕 を 伴 う 柱穴 と

し て は確認 で き な か っ た 。 位 置 的 に 見 る と 適 当 と

思 わ れ る も の は 3 基 あ る

[ カ マ ド ]

西 側 壁 面 ほ ぽ中 央 に 設置 さ れ て い る 。 住居跡 内

側 の 掘 り 込 み と 粘土 に よ る 右 ソ デ が わ ず か に 残 り 、

左 ソ デ に は 瓦 が使用 さ れ て い る

[付帯設備]

大小取 り 混ぜ た ピ ッ ト が検 出 さ れ る が、 用 途 は

不 明

[特記事項]

当 遺跡、 の 住居跡 は 柱穴 の わ か り に く い も の が多

い が 、 こ の 住居跡 も 確実 に 柱穴 と い え る も の が あ

る か分 か ら な い

[遺物] ( 第32図 79 )

わ ず か な 須恵器 と や や 多 量 の 土 師 器 が 出 土 し た

が 、 殆 ど細 片 で 実 測 可 能 な 一 点 の み 図示 し た

79 は 、 土 師 器 の 歪 で あ る 。 口 径29 . 4cm 、 残存高

13 . 8cm を 測 る 。 把手が一部残存す る 。 把手 の 下部

が タ タ キ 後 ナ デ で 仕上 げ ら れ る ほ か は 、 回 転 ナ デ

で仕上 げ ら れ る 。 に ぶ い 樟色 を 呈 す る

第1 7号住居跡 ( 第33図 )

[位置]

[主軸 方位]

不明

[区域]

1 - 7 ， J - 7 区

[重複]

第18号住居跡 を 切 る 。 (17 一 新 ， 1 8 一 旧 )

[構造]

[形状]

不 明

[規模]

東西 2 . 0 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 約 10cm

[覆土]

暗黒褐色土。 分層 で き ず

[床面]

確認 し た 床面 ほ ぽ全域 に 比較 的 軟 ら か い 硬化面

が広 が る

[柱穴]

4 本柱 と 思 わ れ る が、 こ の う ち 2 本 を 検 出

[ カ マ ド]

未検 出 で あ る が、 他住居 の 例 か ら 、 東西 い ず れ

か の 壁 画 に 設 置 さ れ て い た も の と 推 定 さ れ る

[付帯設備]

検 出 せ ず

[特記事項]

比較的小型 の住居跡で あ る と 推測 さ れ る が 、 未

調 査 の 部分が多 く 、 詳細 は 不 明 で あ る

[遺物]

検 出 せ ず
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第 1 8号住居跡 ( 第34図 )

I位置1

[主軸 方位]

不明

[区域]

1 - 7 区

[重複]

第 17号住居跡 に 切 ら れ る 。 (17 一 新， 18一 旧 )

{構造】

[形状]

不 明

[規模]

東西 2 . 4 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 約 20咽

[ 覆土]

暗褐色土。 分層 で き ず

[床面]

床面 ほ ぽ中 央部 に 、 か な り し っ か り と し た 硬化

面 が広 が る

[柱穴]

4 本柱 と 思 わ れ る が、 こ の う ち 3 本 を 検出

[ カ マ ド]

未検出 で あ る が、 他住居 の 例 か ら 、 東側壁面 に

設置 さ れ て い た も の と 推定 さ れ る

[付帯設備]

検 出 せ ず

[特記事項】

未調査 の 部分が多 く 、 詳細 は 不 明 で あ る

I遺物1

土 師 器の 細 片 が わ ず か に 出 土 す る

第 1 9号住居跡 ( 第35 ・ 36図 )

[位置]

[主軸 方位]

N ー 103 0 - w 

[ 区域]

F - 6 ・ 7 区

[重複]

第 2 号掘 立柱建物 と 重 複す る 。 第 2 号掘立柱建

物 が廃 棄 さ れ た 後 に 当 住 居 が造 ら れ て お り 、 柱穴

第 E 章 調査の成果

の 上 に 当 住居 の カ マ ド が造 ら れ る な ど 、 相 互 の 遺

構 の 明確 な 切 り 合 い 関 係 が確 認 で き る

[構造1

[形状]

ほ ぽ正 方形 に 近 い 、 隅 丸 方 形

[規模]

長軸 3 . 2 m x 短軸 2 . 8 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 約 15咽

[覆土]

基本的 に 暗褐色 土 で あ る が、 上部 は や や フ カ フ

カ し た土、 下部 は や や硬 く 締 ま っ た 同色 の 土が入る

[床面]

東側壁面 か ら 西 側 壁面 に か け て 、 か な り し っ か

り と し た 硬化面 が広 が る

[柱穴]

4 本柱。 規模 は い ず れ も 不揃 い で 、 深 さ は 20 -

25cm程度

[ カ マ ド]

西側 壁面 の ほ ぽ 中 央 部 に 設置 さ れ て お り 、 両側

の ソ デ石 の 一部 、 煙 道 の 一 部 、 支脚 の 抜 き 取 り 痕

跡 が残 る な ど 、 残存状況 は 比較 的 良好 で あ る 。 カ

マ ド 内 に は 、 完形 の 丸 瓦 が残 さ れ て い た が、 出 土

状況 か ら ソ デ石 の 上部 に わ た す な ど 、 カ マ ド の 部

材 の 一部 と し て 使用 し て い た も の ら し い

[付帯設備]

検 出 せ ず

[特記事項1

床 面直上 に お い て 、 砥 石 、 鉄鎌 、 皿 、 聾 な ど が

ま と ま り と し て 確 認 さ れ 、 当 住居 で 一 括 し て 使用

さ れ て い た 遺物 の 可 能 性 が あ る 。 ま た カ マ ド に 瓦

の 使用 が認 め ら れ る な ど 、 当 遺 跡 に お け る カ マ ド

の構造 を 理解 す る 好資料で あ る

[遺物】 ( 第37図 80-94. 第38図 95. 第1 1 1 図 403 )

[土器]

当 遺 跡 の 住居 跡 の 中 で は 、 土器の 残存状況が最

も 良 い も の の う ち の ひ と つ で あ る

80 - 88 は 、 土 師 器 の 杯 で あ る

80 は 、 口 径14 . 4咽 、 器高 2 . 6畑 、 底 径8 . 8cm を 測

る 。 摩 耗 の た め 調 整 は 不 明 で あ る 。 全面 に 赤彩 の

痕 が わ ず か に 残 る 。 に ぶ い 糧色 を 呈 す る耳以ワ'
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81 は 、 口 径13 . 7cm 、 器高3 . 0cm 、 底径9 . 2cm を 測

る 。 摩 耗 の た め 調 整 が不 明 な 部分 が 多 い が、 体部

は 回 転 ナ デで仕上 げ ら れ る 。 部分的 に 樺色 の 赤彩

が残 る 。 に ぶ い 桂色 を 呈 す る

82 は 、 口 径 15 . 2cm 、 器 高 3 . 6cm 、 底 径 10 . 0cm を

測 る 。 底部 は へ ラ 切 り 後 ナ デ 、 体部外面 は 回 転 ナ

デ後 ナ デ 、 内 面 は 回 転 ナ デ 、 見 込 み は ナ デで仕上

げ ら れ る 。 全面 に 樺色 の 赤彩 の 痕 が残 る 。 に ぶ い

撞色 を 呈 す る

83 は 、 口 径 16 . 6cm 、 器 高 3 . 15cm 、 底 径 9 . 6cm を

測 る 。 底部 は ヘ ラ 切 り 後 ナ デ 、 体部外面下部 は へ

ラ ケ ズ 1) 、 外面上部 と 内 面 は 回 転 ナ デ 、 見込み は

回 転 ナ デ後 ナ デ で 仕上 げ ら れ る 。 全面 に 桂色 の 赤

彩 が施 さ れ る 。 に ぶ い 樺色 を 呈 す る

84 は 、 口 径13 . 5cm 、 器高2 . 9cm 、 底径9 . 4cm を 測

る 。 底部 は ヘ ラ 切 り 後 ナ デ 、 体部 は 回 転 ナ デで仕

上 げ ら れ る 。 全面 に 糧色 の 赤彩 が 見 ら れ る 。 に ぶ

い 樺色 を 呈 す る

85 は 、 口 径 14 . 8cm 、 器高3 . 25cm 、 底径10 . 6cm を

測 る 。 底部 は ナ デ 、 体部 は ヨ コ ナ デ で仕上 げ ら れ

る 。 全面 に 撞色 の 赤彩 が残 る

86 は 、 口 径 16 . 7cm 、 器 高 3 . 85 cm 、 底 径 10 . 25cm

を 測 る 。 底部 は へ ラ 切 り 後 ナ デ 、 体部外面 は 回 転

ナ デ、 内 面 か ら 見込 み に か け て は 回 転 ナ デ後粗い

回 転 へ ラ ミ ガ キ が施 さ れ る 。 全面 に 桂色 の 赤彩 が

残 る 。 に ぶ い 樟色 を 呈 す る

87 は 、 口 径 14 . 25cm 、 器高 3 . 1 cm 、 底 径8 . 5cm を

測 る 。 底部 は へ ラ 切 り 後 ナ デ 、 体部 は 回 転 ナ デ、

見 込 み は ナ デで 仕上 げ ら れ る 。 全面 に 撞 色 の 赤彩

が施 さ れ る 。 に ぶ い 樺色 を 呈 す る

88 は 、 底 部 の み 残存 し 、 底径7 . 9cm を 測 る 。 底

部 は ヘ ラ 切 り 後雑 な ナ デ 、 見 込 み は 回 転 ナ デで仕

上 げ ら れ る 。 残存部分全面 に 樟色 の 赤彩 が残 る 。

に ぶ い 樫色 を 呈 す る

89 は 、 須恵器の 蓋 で あ る 。 口 径15 . 8cm 、 残存高

2 . 3cm を 測 る 。 口 縁部 付 近 は 回 転 ナ デ、 体部 は ナ

デで仕上 げ ら れ る 。 外面 は 淡黄灰 色 、 内 面 は 灰色

を 呈 す る

90 も 、 須恵器の 蓋 で あ る 。 口 径 17 . 4棚 、 残存高

2 . 2cm を 測 る 。 口 縁端 部 か ら 体部 内 面 に か け て は

- 76 ー

回 転 ナ デ、 天井部 に ち か い 体部 は ナ デ 、 体部 と 口

縁 の 境 の 外面 は ヘ ラ ケ ズ リ 後 回 転 ナ デ で 仕上 げ ら

れ る 。 灰 白 色 を 呈 す る

91 は 、 須 恵 器 の 椀 で あ る 。 残 存 高 4 . 4cm 、 高 台

径9 . 6cm を 測 る 。 体部 内 面 は 回 転 ナ デ 、 見 込 み は

ナ デ で仕上 げ ら れ る が、 外面 は 摩耗 の た め 調整不

明 で あ る 。 i炎黄灰 色 を 呈 す る

92 - 94 は 、 土 師 器 の 聾 で あ る

92 は 、 口 径27 . 4cm 、 残存高12 . 7cm を 測 る 。 口 縁

外部 は ヨ コ ナ デ 、 体部外面 は 一 部 ハ ケ メ 後 ナ デ、

内 面 は ヘ ラ ケ ズ リ で仕上 げ ら れ る 。 口 縁 内 部 は 摩

耗 の た め 調 整 不 明 。 に ぶ い櫨色 を 呈 す る

93 は 、 口 径 27 . 4cm 、 残 存 高 8 . 9cn を 測 る 。 口 縁

部 は ヨ コ ナ デ 、 体部外面 は ハ ケ メ 後 ヨ コ ナ デ と ナ

デ 、 内 面 は へ ラ ケ ズ リ 後 一部 ハ ケ メ で 仕上 げ ら れ

る 。 内 面 の 口 縁 と 体部 の 境 に 数条 の 沈線 が め ぐ る 。

に ぶ い 撞色 を 呈 す る

94 は 、 口 径28 . 4cm 、 残存高9 . 25cm を 測 る 。 口 縁

部 は ヨ コ ナ デ 、 体部外面 は ハ ケ メ と 部分的 に ナ デ 、

内 面 は へ ラ ケ ズ リ で 仕上 げ ら れ る 。 外面 は 淡黄糧

色 、 内 面 は に ぶ い 撞 色 を 呈す る

[ そ の 他]

95 は 、 鉄鎌 で あ る 。 刃 部 の 先端 を わ ず か に 欠損

す る も の の 、 ほ ぽ完形で あ る 。 刃 部 が緩 や か に 湾

曲 し 、 着柄部 の 折 り 返 し が見 ら れ る な ど 、 鎌 と し

て の 特徴 を 備 え て い る 。 折 り 返 し 部分 か ら 推定 さ

れ る 着 柄 角 度 は 、 約 1 10度前 後 で あ り 、 か な り 鈍

角 的 に 柄 に 装 着 さ れ て い た こ と が わ か る 。 ( 13 . 0

X 2 . 3 X O . 2cm ， 32 . 2  g )  
96 は 、 完 形 の 丸瓦 で あ る 。 カ マ ド の 部材 と し て

使用 さ れ た と 推定 さ れ る も の で あ る 。 「粘土紐巻

上 げ技法」 に よ る も の で 、 4 - 5cm程度 の 幅 の 粘土

紐 の 接 合 面 が確認で き る 。 調 整 は 、 凹 面 布 目 圧痕 、

凸 面 が箆状 の 工 具 に よ り 大 き く 調 整 し た あ と 、 ナ

デ調 整 を 施 し て い る

403 の 粗砥が、 床 面 直上 か ら 出 土 し て い る
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第 3 節 古代の遺構 ・ 造物

第38図 第1 9号住居跡出土遺物実測 図

第20号住居跡 ( 第39図 )

[位置]

[主軸 方位]

不 明

[ 区域]

E - 3 区

[重複]

北側 を 撹乱 に 大 き く 切 ら れ る ほ か 、 床 面 の 2 箇

所 に J覧乱 の 穴 が 入 る

[情造]

[形状]

全体形 は 不 明

[規模]

不 明

[深 さ ]

確認、面 よ り 20cIll

[覆土]

暗黒褐色土。 上 部 の 削 平 が激 し い た め 、 か な り

不 純 な 土 が混 入 す る

0 1 Ocm 

[床面]

床 面 ほ ほ、 中 央 部 付 近 に 、 硬化面 が広 が る

[柱穴]

4 本柱 と 思 わ れ る が 、 こ の う ち 3 本 を 検 出 す る

[ カ マ ド]

東 側 壁 面 に 設置 す る 。 焚 き 口 に 向 か つ て 右 側 の

ソ デ石 と 粘 土 の 一 部 は 残 る が 、 カ マ ド の ほ と ん ど

は 、 撹乱 に 切 ら れ て お り 、 詳細 は 不 明

[付 帯設備]

検 出 せ ず

[特記事項]

今 回 確 認 し た 住居 の う ち 、 最 も 北側 で 確認 し た

住居 で あ る 。 上 面 の 削 平 が激 し く 、 遺 構 全体 の 残

存状況 は よ く な い 。 遺構配置図 で は 、 孤立 し た 住

居 の よ う に 見 え る が 、 周 辺 に は 住 居 跡 の 痕 跡 と 見

ら れ る 焼土 の 分布 も 見 ら れ 、 一群 の 住 居 の 中 の l

棟 と 考 え ら れ る

[遺物]
須恵器 と 土 師 器 が少量 出 土 し た が 、 細 片 の た め

固 化 に は 至 ら な か っ た

ハU00

 



調査の成果

推定ラ
イン

第 E 章
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第20号住居跡実測図第39図

に も 切 ら れ て お り 、 同 遺構 が住居 よ り 後 の 時期 の第21 号住居跡 ( 第40図 )

溝 で あ る こ と が わ か る[位置]

[構造][主軸方位]

[形状]- w  N _ 1 1 0 

東西 に 長 い 隅 丸 の 長方形 で あ る 。 全体的 な 規模[ 区域]

は 小型F - 8 区

[規模][重複]

2 . 56 m  3 . 83 m  x 短軸長軸第21 - 24号住 居 跡 が 重 複 す る 。 (新) 2 1 → 22→ 

[深 さ ]

確認面 よ り 約 20cm

つ ま り 、 一 連 の 切 り 合 い の 中 で 最 も

ま た 、 当 住居 は 第 1 号溝遺構

- 81 -

23→24 ( 旧 )

新 し い 住居 で あ る 。



第 3 節 古代の遺構 ・ 遺物

[覆土]

暗黒褐色土。 分層 で き ず。 た だ し 、 覆 土 中 に は 、

破壊 さ れ た 住居跡 の 硬化面 の 残骸 と 思 わ れ る ブ ロ

ッ ク 状 の 土 が混 入 す る

[床面]

床 面 中 央部 に ま と ま っ た 形 で 、 か な り し っ か り

と し た 硬化 面 が残 る 。 な お 、 こ の 硬化 面 の 東 側 一

帯 に は 赤褐 色 の 粘土 を 貼 り 付 け 、 硬化 し て い る 部

分が あ る

[柱穴]

4 本柱

[ カ マ ド]

北 側 壁面 ほ ぽ 中 央 部 に 設置 す る 。 焚 き 口 に 向 か

つ て 左側 の ソ デ石 が残 り 、 粘 土 で埋 め 込 ま れ た ソ

デ石 の棋元 を 検 出 し た 。 な お こ の 奥 に は 粘土 中 に

埋 め 込 ま れ た と 思 わ れ る 土 師器が残 る

[付帯設備]

分布 す る 硬化面 の 東西両側 は 、 直線的 に 切 れ て 、

一段下 が る 部分が認め ら れ た 。 つ ま り 両脇 に は 、

何 ら か の 敷物 が敷 き 込 ま れ て い た 可能性があ る と

思 わ れ る

[特記事項]

連続 し て 建 て 替 え ら れ た 4 棟切 り 合 い の 住居の

う ち 、 最 も 新 し い も の で あ る 。 竪穴住居 の 、 最 も

末期 の 構造 を 示 す も の と 思 わ れ る

[遺物] ( 第41 図 97 � 1 00， 第45図 1 02 )

[土器]

98 は 、 土 師器 の 聾 で あ る 。 口 径23 . 5cm 、 残存高

13 . 1 cm を 測 る 。 口 縁部 は ヨ コ ナ デ 、 体部外面 は ハ

ケ メ 、 内 面 は へ ラ ケ ズ リ で 仕 上 げ ら れ る 。 外面 は

に ぶ い 樺 色 か ら 樟色 、 内 面 は 浅黄櫨色 を 呈 す る

99 も 土 師 器 の 聾 で あ る 。 口 径 26 . 0cm 、 残 存 高

12 . 7cm を 測 る 。 口 唇部 と 口 縁外部 は ヨ コ ナ デ、 口

縁 内 部 は ハ ケ メ 、 体部外面 は ハ ケ メ 後 ヨ コ ナ デ、

内 面 は ヘ ラ ケ ズ リ で仕上 げ ら れ る 。 浅黄樺色 か ら

糧色 を 呈 す る

100 も 土 師 器 の 聾 で あ る 。 口 径24 . 9cm 、 器高約

24 . 5cm を 測 る 。 口 縁部 は ヨ コ ナ デ 、 体部外面 は ハ

ケ メ 後下部 に ナ デ、 内 面 は へ ラ ケ ズ リ で仕上 げ ら

れ る 。 口 唇部 に 回 線 が め ぐ る 。 外面 は に ぶ い 黄櫨

色 、 内 面 は 灰 黄褐 色 を 呈 す る

102 は 、 須 恵 器 の 蓋 で あ る 。 口 径 14 . 6cm 、 器 高

1 . 2cm を 測 る 。 天 井 部 は ヘ ラ 切 り 後 未 調 整 、 そ の

他 は 回 転 ナ デ で 仕上 げ ら れ る 。 灰 色 を 呈す る 。 な

お こ れ は 、 21 - 24号住居 の い ず れ か ら 出 土 し た も

の か確 定 で き な い

[ そ の 他]

97 は 、 土 製 の 紡錘車 で あ る 。 暗黒褐色 を 呈 し 、

一 見 す る と 縄文土器 の 焼成 を 思 わ せ る 。 全体 の 半

ば を 欠 損 し て い る 。 計 測 値 は 次 の 通 り 。 (5 . 4 x 

1 . 5 X 孔径O . 7cm ， 18 . 0  9 ) 

第22号住居跡 ( 第42図 )

[位置]

[主軸方位]

N ー 77 0 - E 

[ 区域]

F - 8 区

[重複]

第21 - 24号住居跡 が重 複 す る 。 (新) 2 1 → 22→ 

23→24 ( 旧 )

[構造]

[形状]

隅 丸 の 方形。 正方形 に 近 い が、 南 側 壁面 が や や

外 に 張 り 出 す

[規模]

長軸 3 .  7 m  X 短軸 3 . 7 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 1 0 - 13cm

[覆土]

暗黒褐色土。 分層 で き ず

[床面]

第21号住居跡 に 床 面 の 大部分 を 切 ら れ て い る た

め 判 明 し な い が、 床 面 全体 に 広 く 硬化面 が形成 さ

れ て い る も よ う で あ る

[柱穴]

4 本柱。 規模 は 小 さ い も の の 、 深 さ は 30 - 50cm

と 、 他 の 住居 と く ら べ て や や 深 い

[ カ マ ド]

東側 壁面 ほ ぽ中 央部 に 設置 す る 。 焚 き 口 の 両側

- 82 一
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に は 他住居 と 同 様 に 、 ソ デ石 の 根元 が残 り 、 塗 り

込 ま れ て い た 粘土 の 一部 を 残 し て い る

[付帯設備]

検 出 せ ず

[特記事項]

連続 し て 建 て 替 え ら れ た 4 棟切 り 合 い の 3 番 目

の 住 居 で あ る 。 竪穴住居末期 の 住居構造 の 変遷 を

知 る 上 で 重要 で あ る

【遺物) ( 第45図 1 05 )

[土器]

土 師 器 と 須恵器 の 細 片 が わ ず か に 出 土す る 。

[ そ の 他]

105 は 、 鉄 鎌 で あ る 。 刃 部 の 先 端 を わ ず か に 欠

損 す る も の の ほ ぽ完形 で あ る 。 刃 部 は 、 全体が ゆ

る や か に 湾 曲 し 、 着 柄 部 の 折 り 返 し が見 ら れ る な

ど 鎌 の 特徴 を 示 し て い る 。 折 り 返 し か ら 推定 さ れ

る 着 柄 角 度 は 、 約 1 1 0度 前 後 と 、 か な り 鈍 角 的 に

柄 に 装 着 さ れ て い た よ う で あ る 。 (12 . 7 X 2 . 2 X 

0 . 2cm ， 32 . 0  g )  

第23号住居跡 ( 第43図 )

[位置1

[主軸 方位]

N - 104 0 - w  

[ 区域]

F - 8 区

[重複]

第 21 - 24号住居跡 が 重 複 す る 。 (新) 2 1 → 22→ 

23→24 ( 旧 )

[構造]

[形状]

東西 に や や 長 い 長方形

[規模]

長軸 4 . 1 m  X 短軸 3 . 4 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 4cm程度

[覆土]

暗褐色土。 分層 で き ず

[床面]

床 面 中 央部 に 東西 方 向 に 硬化面 が広 が る よ う で

第 E 章 調査の成果

あ る が 、 第22号住居跡 に 大 き く 切 ら れ る た め 、 詳

細 は 不 明

[柱穴]

4 本柱 と 思 わ れ る が、 切 り 合 い が激 し く 、 精査

す る も 検 出 せ ず

[ カ マ ド]

西側壁面 ほ ぽ 中 央 部 に 設置 す る 。 燃焼面 の 焼土

は 確認す る が 、 ソ デ石等 は 検 出 せ ず

[付帯設備]

検 出 せ ず

[ 特記事項]

連続 し て 建 て 替 え ら れ た 4 棟切 り 合 い の 2 番 目

の 住居 で あ る 。 竪穴住居末期 の 住居構造 の 変遷 を

知 る 上 で 重要 な 資料 で あ る

[遺物l

土 師 器 の 細 片 が わ ず か に 出 土 す る

第24号住居跡 ( 第44図 )

I位置]

[主軸方位]

N 一 73 0 ー E (推定)

[区域]

F - 8 区

[重複]

第21 - 24号住居 跡 が重 複 す る 。 (新) 2 1 → 22→ 

23→24 ( 旧 ) 。 つ ま り 、 一 連 の 切 り 合 い の 中 で 最

も 古 い住居で あ る

[構造]

[形状]

全体 は 不 明 で あ る が、 隅 丸 の 方形 に 近 い も の ら

し い

[規模]

不 明 。 3 . 1 m 四 方 程 度 か ?

[深 さ ]

確認面 よ り 15cm 程 度

[覆土]

暗褐色土。 分層 で き ず

[床面]

切 り 合 い が激 し い た め 全体 は 不 明 だ が 、 床 面 全

体 に 広 く 硬化 面 が形成 さ れ て い た ら し い

- 85 ー
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[柱穴]

4 本柱。 南東側 ピ ッ ト がや や 内 側 に 入 る 。 柱 穴

の 規模 は 小 さ い が 、 深 さ は 40cm程度 と 、 当 遺 跡 の

中 で は 深 い 方 に 属 す る

[ カ マ ド]

東側壁面 ほ ぽ 中 央部 に 設置 す る 。 燃焼面 の 焼土

が よ く 残 る ほ か 、 右側 の ソ デ石 の 根元が粘土で下

部 を 固 め ら れ た 状態 で 残 っ て い る

[付帯設備]

検 出 せ ず

[特記事項】

連続 し て 建 て 替 え ら れ た 4 棟切 り 合 い の住居 の

う ち 、 最 も 古 い も の で あ る 。 竪穴住居末期 の住居

構 造 の 変遷 を 知 る 上 で 重要 で あ る 。 な お 、 当 住居

群 は 、 第 3 号掘 立柱建物 と 重複す る が、 同 建物 は

こ の 住居群 に 先行 す る も よ う で あ る

{遺物) ( 第45図 1 01 . 1 03. 1 04 )

[土 器]

101 は 、 土 師 器 の 聾 で あ る 。 口 径 16 . 5畑 、 器 高

13 . 25咽 を 測 る 。 口 縁部 は ヨ コ ナ デ、 体部外面 は

ハ ケ メ 、 内 面 は 一部 ハ ケ メ 後 ヘ ラ ケ ズ リ で仕 上 げ

ら れ る 。 外面 は 淡糧 色 、 内 面 は に ぷ い 櫨 色 を 呈す

る

103 も 、 土 師 器 の 聾 で あ る 。 口 径25 . 5畑 、 器 高

約 8 . 6佃 を 測 る 。 口 縁部 は ヨ コ ナ デ 、 体部 外面 は

ナ デ、 内 面 は ヘ ラ ケ ズ リ で仕 上 げ ら れ る 。 に ぶ い

糧色 を 呈す る

[ そ の 他]

104 は 、 鉄鎌 で あ る 。 両端部 を 欠損 す る も の の 、

刃 部 の 形成 の 具合 や 、 着 柄部 の 折 り 返 し の 様子 か

ら 、 鎌 と し て の 特徴 を 備 え て い る 。 折 り 返 し 部分

か ら 推 定 さ れ る 着柄 角 度 は 、 約 130度 程度 と 、 か

な り 鈍角 的 に 柄 に 装着 さ れ て い た ら し い 。 ( * 9 . 2

X 3 . 5 X O . 2cm ， 4 1 . 2  g )  

第25号住居跡 ( 第46図 )

[位置1

[主軸方位]

N - 23 0 - w  

[ 区域]

E - 9 区

[重複]

認 め ら れ ず

[構造】

[形状]

隅 丸 の 長方形。 東西 に 細 長 く 、 全体 と し て 小型

で あ る

[規模]

長軸 3 . 6 m x 短軸 2 . 6 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 約 30cm

[覆土]

5 層 に 分層 す る 。 詳細 は 土層 断面 図 参 照 の こ と

[床面]

床面 ほ ぽ 中 央 部付 近 一帯 に 、 か な り し っ か り と

し た 硬化 面 が残 る

[柱穴]

4 本柱。 規模 や 配 置 が多少不揃 い で あ る

[ カ マ ド]

北側壁面 中 央 か ら や や 東 よ り に 設置 す る 。 焚 き

口 に 向 か つ て 右側 の ソ デ石 が残 る 。 前 面 に 石 を 使

用 し 、 後 ろ に 粘土 を 塗 り 込 ん で い る 。 な お 、 煙道

の 一部 が残 る

[付帯設備]

床 面 中 央部 か ら や や 西 よ り に ピ ッ ト 1 基 を 検出

[特記事項】

当 遺 跡 の 住居群 の 配置 の 中 で 、 ほ ぽ西 の 端 に 位

置 し て い る も の で あ る 。 規模が小型 で 、 カ マ ド の

位置がず れ る な ど 、 竪穴住居 の 末期 の構造 に 近 い

と 判 断 し て い る

I遺物1

土 師 器 の 細 片 が少量 出 土 し た が、 図化 に は 至 ら

な か っ た

- 90 ー



調査の成果第 E 章

⑨ 
E-
s.
E
"」

・11

ゴjミー三子

ー噌

--<・

-ー圃.

』 -Y31
\ ./ 

し OFf--J
0) i..- \ / 。

-

-

.田園・

-
w oon l =l 

ー司・ L= 1 7 . 叩 O m.園田・

- L = 1 7 . 500 m 

① 血色土 ( フ カ フ ヵ L た 土}
② 血禍色土
3島 県色土{硬化 L t.:土のプロ ヲ タ &宮む}
④ 暗費褐色土 { 岡 上}
⑤ 鳳色土
⑤ 楓色土(焼土粒 令 官 む }

.圃・

1 m 。

第25号住居跡実測図，，A
 
od

 
第46図



第 3 節 古代の遺構 ・ 遺物

ー三;;;r
刷 。on l =l ・-

1号溝

-ーー

1 号益三

ゴ1 ハ

�万
門 司 r)o ifC\ /\ 1) 

//命 誌記長

〈:j vめ

d 

ロ

三1�ノ
第47図 第26号住居跡実測図

92 

『三
-

O 

。

一・ L= 1 7 . 500 m

一五三

。

⑥ 
ε-
s
 H 
」

-

1 m 



第26号住居跡 ( 第47図 )

[位置]

[主�Íjh 方位]

N - 2 1 0 - w 

[区域]

F - 9 区

[重複]

第 1 号 構 造 構 に 南 西 コ ー ナ ー を 切， ら れ る 。 ( 1 

号椛 新， 26号住 一 旧 )

[構造]

[7惨状]

隅丸の 長方形。 北 東 コ ー ナ ー がや や外 に 張 り 出 す

[規模]

長�Íjh 3 . 0 m  x 短il油 2 . 9 日1

[ ;栄 さ ]

確認面 よ り 1 0 - 18cm

[ 覆土]

暗褐色土。 分層 で き ず

[床面]

第 E 章 調査の成果

床面 ほ ぽ 中 央 の カ マ ド 前 方部 付 近 一帯 に 、 か な

り し っ か り と し た 硬化 面 が 残 る

[柱穴]

4 本柱

[ カ マ ド]

北 側 壁 面 ほ ぽ中 央 音1\ に 設置 す る 。 焚 き 口 に 向 か

つ て 左 側 の ソ デ石 が残 る ほ か 、 右似IJ の ソ デ石 の 抜

き 取 り 痕 を 検 出 す る

畑町

L = 1 7 . 500m -ー

... ーー

1i・EO

11 ...J 
ーーー司.

50cm 

r----- 三� 可
。

1 07 

1 0cm 

第48図 第26号住居跡カ マ ド 実測図 ・ 出土遺物実測 図
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第27号住居跡 ( 第49図 )[付帯設備]

[位置]検 出 せ ず

[主軸方位]{特記事項]

N _ 4 0 - E 第 l 号溝遺構 に 切 ら れ る こ と で 、 溝 と 住居跡 と

[ 区域]の 時期 関 係 を 判 定す る こ と が可 能 で あ る

1 - 4 区I遺物] ( 第48図 1 07 )

[重複]若 干 の 須恵器 と 、 か な り の 土 師 器 が 出 土 し た が、

認 め ら れ ず実 測 可 能 な 須恵 器 の 蓋 一 点 の み 図 示 し た

{構造]口 径 14 . 35cm 、 器 高 1 . 2cm を 測 る 。 口 縁107 は 、

[形状]

東西 に や や 長 い 長方形

部付近 は 回 転 ナ デ 、 体部外面 は ヘ ラ 切 り 後 ナ デ 、

内面 は ナ デで仕上げ ら れ る 。 灰 オ リ ー プ色 を 呈す る

⑨ 
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[規模]

長軸 2 . 58 m  X 短軸 2 . 08 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 約8cm

[覆土]

暗褐色土。 分層 で き ず

[床面]

小型 の住居 で あ る が、 床 面 の 全面 に か な り し っ

か り と し た 硬化面 が残 る

[柱穴]

4 本柱

[ カ マ ド]

住居跡北 側 壁 面 中 央部 に 設置 さ れ て い た も の ら

し く 、 煙道状の も の が住居外 に の びて い る 。 し か

し 、 焼土 や ソ デ石 ゃ 粘土 な ど の 残存 が な い こ と な

ど か ら 、 疑 問 が残 る 。 一 部 に 樹根が入 る

[付帯設備]

出 入 り 口 と 思 わ れ る 南側 壁面 中 央部 に 、 小 ピ ッ

ト に 両脇 を 挟 ま れ た ピ ッ ト 1 基 を 検 出 す る 。 用 途

等不明

[特記事項]

今 回 検 出 し た 住居 の 中 で 、 最 も 規模 の 小 さ い も

の で あ る 。 し か し 、 床 面 の 項 に 記 し た よ う に 、 硬

化 面 が壁 際 ぎ り ぎ り ま で 形成 さ れ る こ と や 住居 自

体 の 規模 が小 さ い こ と な ど 、 従 来 の 屋根構造 の住

居 は 想定 し に く い 。 た と え ば直立す る 壁 の 住 居 な

ど 、 異 な っ た 住居構造 の あ り か た を 示唆す る よ う

な 資料 で あ る

[遺物I

土 師 器 の 細 片 が少量 出 土 し た が 、 図化 に は 至 ら

な か っ た

第 E 章 調査の成果

第28号住居跡 ( 第50図 )

[位置]

[主軸方位]

不 明

[区域]

J - 4 区

[重複]

認 め ら れ ず

[構造]

[形状]

全体形不 明

[規模]

南北軸 2 . 8 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 約 10cm

[覆土]

暗黒褐色土。 分層 で き ず

[床面]

堅綴 な 硬化面 は 検 出 せ ず

[柱穴]

不明

[ カ マ ド]

不 明

[付帯設備]

検 出 せ ず

[特記事項]

住居跡 の ほ と ん ど が調 査 区域外 に か か る た め 、

詳細 は 不 明

[遺物]

土師器の 細 片 が少量 出 土 し た が、 図化 に は 至 ら

な か っ た
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⑨ 調査区外 言↑
γ「

」-� (01 

。
.回ーー - L= 1 8. 500 m 

。 1 m 
第50圏 第28号住居跡実測図

第29号住居跡 ( 第引 図 )

[位置]

[主軸 方位]

N - lOT - W 

[ 区域]

J - 5 区

[重複]

第30号住居跡 を 内 包 し 、 西 北 隅 で 第31号住居跡

を 切 る 。 (新) 29→30→31  ( 旧 )

[構造]

[形状]

隅 丸 の 方形

[規模]

長軸 3 . 29 m  x 短軸 3 . 26 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 14 - 24cm

[覆土]

暗褐色土。 分層 で き ず

[床面]

硬化面 が部分的 に 分布 す る が、 他 の 住居跡 の よ

う に 堅綴 な も の で は な い 。 第30号住居跡 の 掘 り 込

- 96 -

み 上面 に 形成 さ れ た た め で は な い か 、 と 推定 し て

い る

[柱穴]

こ の住居跡 の 調 査段 階 で は 検 出 で き な か っ た が、

第30号住居跡 の 調 査段 階 で検 出 さ れ た ピ ッ ト の 中

に 位 置 的 に 適 当 と 思 わ れ る も の が 4 基 あ る

[ カ マ ド]

西 北 隅 に 古 い カ マ ド 、 西 側 壁面 中 央部 に 新 し い

カ マ ド が設置 さ れ て い る 。 古 い カ マ ド に は 、 袖 に

砂岩質 の 石 が用 い ら れ る が、 新 し い 方 は 粘土 に よ

る 袖 と 燃焼面が残 る だ け で あ る 。 お そ ら く 、 場所

の 不便 さ に よ り 早 々 に 新 し い 方 へ移行 し た の だ ろ

つ

[付帯設備]

南 西 隅 に 深 さ 5cm ほ ど の く ぼ み が あ り 、 灰 が検

出 さ れ た

I特記事項1

第30号住居跡 を 拡張 し て 造 ら れ 、 柱 穴 も 30号住

の も の を そ の ま ま 利 用 し た の で は な い か 、 と 推定

し て い る
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[遺物) ( 第5 1 図 1 08. 1 09 )  

須 恵 器 、 土 師 器 の 細 片 がか な り 出 土 し た が、 実

測 可 能 な 2 点 の み 図 示 し た

108 は 、 須 恵 器 の 杯 で あ る 。 口 径 1 2 . 5cm 、 器高

3 . 5畑 、 底径6 . 8cm を 測 る 。 底 部 は ヘ ラ 切 り 後 ナ デ、

体部 は 回 転 ナ デ 、 見 込 み は ナ デ で 仕 上 げ ら れ る 。

淡黄灰色 を 呈 す る

109 は 、 須 恵 器 の 皿 で あ る 。 口 径 1 5 . 9cm 、 器高

約 1 . 5cm 、 底 径 1 3 . 7cm を 測 る 。 体 部 外面 か ら 底 部

に か け て 粒状 の 、 体部 内 面 に は 黒 色 の 自 然紬 が見

ら れ る 。 灰 色 を 呈 す る

第30号住居跡 ( 第52図 )

l位置]

[主軸方位]

N - 1 1 0 0 - w  

[ 区域]

J - 5 区

[重複]

第29号住居跡、 に 内 包 さ れ 、 第31号住居跡 を 切 る 。

(新) 29→30→31 ( 旧 )

【構造】

[形状]

隅 丸 の 長方形

[規模]

長軸 2 . 68 m  x 短軸 2 . 03 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 10 - 15cm

[覆土]

暗褐色土。 分層 で き ず

[床面]

硬化面 は 検 出 せ ず。 北 西 隅 に 粘土 の 張 り 付 け が

な さ れ る

[柱穴]
第29号住居跡 と の 共用 と 推定 さ れ る も の が 4 基

[ カ マ ド]

西 側 壁面 中 央部 に 設置 さ れ る 。 わ ず か に 燃焼面

が残 る の み 。 後 に こ の 直上 に 第29号住居跡の カ マ

ド がつ く ら れ た

[付帯設備]

ピ ッ ト 3 基 を 検 出 す る 。 直径約20 - 30 個 、 深 さ

約 10 - 30cm で 用 途不 明

[特記事項】

当 初 は 、 第29号住居跡 の 掘 り 込 み か と 思 わ れ た

が 、 カ マ ド が検 出 さ れ た の で 一 軒 の 住居 と み な し

た 。 お そ ら く す ぐ に 手狭 に な り 、 拡張 し た 結 果 が

第29号住居跡 と な る の だ ろ う

[遺物) ( 第54図 1 1 3 )

土師器が少量 出 土 し た が、 実測可 能 な 一 点 の み

を 図 示 し た

1 13 は 、 須 恵 器 の 高 台 付 き 皿 で あ る 。 口 径18 . 2cm 、

器高2 . 6cm 、 高 台 径 10 . 8叩 を 測 る 。 体部 内 面 と 見

込 み は 回 転 ナ デ で 仕上 げ ら れ 、 底 部 か ら 体部外面

に か け て は 自 然紬 の 付 着 に よ り 調 整不 明 で あ る 。

外面 は 灰 オ リ ー ブ色 、 内 面 は 灰色 を 呈 す る

第31 号住居跡 ( 第53図 )

[位置]

[主軸方位]

N - 24 0 - w 

[ 区域]

J - 4 区

[重複]

南 東 隅 を 第 29 ・ 30号住居跡 に 切 ら れ る 。 (新)

29→30→31 ( 旧 )

[構造]

[形状]

隅 丸 の 方形

[規模]

長軸 2 . 82 m  x 短軸 2 . 62 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 10 - 20cm

[覆土]

暗褐色土。 分層 で き ず

[床面]

床面 中 央部 に 狭 い 範 囲 で硬化面 が分布 す る 。 た

だ し 、 切 り 合 い の 関 係 よ り 、 元 々 は も う 少 し 広 か

っ た と 考 え ら れ る 。 東 北 隅 に は 床 面 の 下 に 粘土 の

張 り 付 け がみ ら れ る

- 98 ー
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第 3 節 古代の遺構 ・ 遺物

[柱穴]

直径約 12cm 、 深 さ 約30cm の 柱 穴 が 4 基検出 さ れ

た 。 た だ し 、 南 東 の 柱穴 は 、 切 り 合 い の た め 正確

な 規模 は 不 明

[ カ マ ド]

北 側 壁面 中 央 に 設置 さ れ て い る 。 砂 岩 質 の 石 を

用 い た 片 ソ デ と 燃焼面 が 残 る

[付帯設備]

直径約40cm 、 深 さ 13 - 30cm の ピ ッ ト 2 基 を 検 出

す る

l特記事項]

床 面 へ の 粘土 の 張 り 付 け は 、 他 の い く つ か の 住

居 に も 見 ら れ る

[遺物] ( 第54図 1 1 0- 1 1 2 )

1 1 0 は 、 土 師 器 の 棄 で あ る 。 口 径 1 3 . 0cm 、 残存

高 5 . 0cm を 測 る 。 口 縁 内 部 は ヨ コ ナ デ 、 体部 内 面

は ナ デで仕上 げ ら れ 、 外面 は 摩 耗 の た め 調整不明

で あ る 。 外面 は 櫨 色 、 内 面 は 媒 の 付着 に よ り 黒色

を 呈 す る

1 1 1 は 、 須 恵 器 の 椀 で あ る 。 口 径 1 1 . 8cm 、 器高

2 . 8cm 、 高 台径6 . 8cm を 測 る 。 底部 は ナ デ 、 そ の 他

は 回 転 ナ デ で 仕上 げ ら れ る 。 体部外面 に 、 へ ラ 状

工 具 に よ る 二 条 の 凹 線 が み ら れ る 。 外面 は 淡黄灰

色 、 内 面 は 灰 色 を 呈 す る

1 1 2 は 、 須 恵 器 の 査 で あ る 。 口 径約 1 2 . 6cm 、 残

存 高 2 . 2仰 を 測 る 。 残存部 は 回 転 ナ デ で 仕 上 げ ら

れ る 。 外面 は 灰 色 、 内 面 は 灰 オ リ ー プ色 を 呈 す る

第32号住居跡 ( 第55図 )

【位置1

[主軸 方位]

N - 90 0 - w  

[ 区域]

J - 5 区

[重複]

第32 - 3 5号住 居 跡 が 重 複 す る 。 (新) 34→32→ 

33 ( 旧 )

[構造]

[形状]

隅 丸 の 方形 に 近 い

[規模]

長軸 3 . 1 m  X 短軸 2 . 8 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 約 10cm

[覆土]

暗黒褐色土。 分層 で き ず

[床面]

床面 ほ ぽ 中 央部 を 、 カ マ ド 前 か ら 東側壁面 に 向

け て 、 東西 に 60cm 程度 の 幅 で 帯状 に 硬化面がの び

る 。 こ の 位 置 は 柱 に 挟 ま れ た 部分で 、 住居内 の 通

路 の 位置 を 知 る こ と がで き る

[柱穴]

4 本柱。 東西 に 細長 く 配置 さ れ て い る

[ カ マ ド]

北側壁面 ほ ぽ 中 央部 に 設置 す る 。 焚 き 口 に 向 か

つ て 左側 の ソ デ石が残 る ほ か 、 右側 の ソ デ石 の抜

き 取 り 痕 を 検 出 す る

[付帯設備]

検 出 せ ず

[特記事項]

硬化面 の 広 が り か ら 、 住居跡 の 構 造 や 機 能 な ど

に つ い て 知 る 有効 な 資料 で あ る 。 出 入 り 口 の 場所

が推定 で き る ほ か 、 北 ・ 南 側 壁 面 で 硬化面が切 れ

て い る の は 、 同 所 に 何 ら か の 敷物 が敷 き 込 ま れ て

い た も の か も 知 れ な い

{遺物] ( 第55図 1 1 4， 第57図 1 1 5， 第四国 1 1 6- 1 20 )

須恵器 と 土 師 器 が 出 土 す る が、 住居跡 の切 り 合

い に よ り 、 出 土位 置 が確実 で な い も の が多 い 。 遺

物番号 の 次 に 出 土 の 可 能性の あ る 住居番号 を あ げ

て お く

1 14 (32) は 、 土 師器 の 聾 で あ る 。 口 径30 . 2cm 、

残存高8 . 2cm を 測 る 。 体部外面 に 一 条 の 回 線 が め

ぐ る 。 ヨ コ ナ デ で仕上 げ ら れ 、 浅黄櫨色 を 呈 す る

1 1 5  (32 - 34) は 、 土 師 器 の 甑 で あ る 。 把手 の

上部 は ヨ コ ナ デ 、 下部 は タ タ キ 後 ナ デ、 把手 は ケ

ズ リ 後 ナ デ 、 内 面 は ナ デで 仕 上 げ ら れ る 。 体部外

面 に 二 条 の 沈線 が め ぐ る 。 浅黄糧色 を 呈 す る

1 1 6  (32- 35) は 、 土 師 器 の 皿 で あ る 。 口 径16 . 6cm 、

器高2 . 0cm 、 底 径 1 2 . 8cm を 測 る 。 底 部 は ヘ ラ 切 り

後 ナ デ、 体部 は 回 転 ナ デ 、 見 込 み は ナ デで仕上 げ

- 1 00 ー
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第 3 節 古代の遺構 ・ 遺物

ら れ る 。 外面 は 淡樺色 、 内 面 は 撞色 を 呈 す る

1 1 7 (32 - 35) は 、 須 恵 器 の 椀 で あ る 。 残存高2 . 1 cm 、

高 台径10 . 0cm を 測 る 。 体部 は 回 転 ナ デ、 見 込 み は

不定方 向 に ハ ケ メ が入 る 。 底 部 は 自 然紬付着 の た

め 調整不 明 で あ る 。 外面 は 灰 色 、 内 面 は 灰 オ リ ー

プ色 を 呈 す る

118 (32 - 35) は 、 須恵 器 の 椀 で あ る 。 残存高 1 . 8cm 、

高 台 径 1 1 . 2cm を 測 る 。 底部 は 摩耗 の た め 調整不明

で 、 そ の 他 は 回 転 ナ デで仕上 げ ら れ る 。 外面 は 紫

灰 色 、 内 面 は 灰 オ リ ー プ色 を 呈 す る

1 1 9  (32 - 3 5) は 、 須 恵器 の 査 で あ る 。 口 径15 . 0cm

を 測 る 。 回 転 ナ デで仕上 げ ら れ 、 灰 オ リ ー プ色 を

呈 す る

120 (32 - 35 ) は 、 須 恵 器 の 査 で 、 法量 は 不 明

で あ る 。 残存部 は ヨ コ ナ デで 仕上 げ ら れ 、 体部外

面 の 突帯 の 下 部 に 櫛描波状文 が め ぐ る 。 外面 は 灰

色 、 内 面 は 灰 オ リ ー プ色 を 呈 す る

第33号住居跡 ( 第56図 )

[位置]

[主軸方位]

N - 106 0 - w  

[ 区域]

J - 5 区

[重複]

直接 の 切 り 合 い 関 係 と し て は 、 第32 - 34号住居

跡 が重複す る 。 (新) 34→32→33 ( 1 日 )

[構造]

[形状]

方形 に 近 い 隅 丸 の 長方 形

[規模]

長軸 3 . 5 m  x 短軸 3 . 2 m  (推定)

[深 さ ]

確認面 よ り 5 - 6cm

[覆土]

日音i黒褐色土。 分層 で き ず

[床面]

床面 中 央部付近 に 硬化 面 が残 る よ う で あ る が、

全体 は 切 り 合 い の た め 不 明

[柱穴]

4 本柱 と 思 わ れ る が 、 う ち 南 側 の 2 本 を 検 出

[ カ マ ド]

西側壁面 ほ ぽ 中 央 部 に 設置 さ れ て い た よ う で あ

り 、 重複す る 第32号住居跡 の 下 よ り 、 焼土 や 灰 の

一部 を 検 出 。 た だ し 、 切 り 合 い の た め 残存状況 は

悪 い

[付帯設備]

検 出 せ ず

I特記事項1

第32 ・ 34号住居跡 に 、 床 の 北側 半分 を 切 ら れ る

た め 、 詳細 は不明。 住居群密集地 の 中 の 一つ であ る

【遺物]

第32号住居跡 の 遺 物 の 項参照

第34号住居跡 ( 第57図 )

[位置]

[主軸方位]

N - 14 - - w  

[区域]

J - 5 区

[重複]

第32 - 35号住居 跡 が重 複 す る 。 (新) 35→34→ 

32→33 ( 旧 )

[構造]

[形状]

隅 丸 の 方形 に 近 い

[規模]

南北軸 3 . 2 m  x ? 

[深 さ ]

確認面 よ り 約 10cm

[覆土]

暗褐色土。 分層 で き ず

[床 面]

床面 中 央部 を 南北 に 硬化面が断続的 に 分布 す る 。

他住居 に 見 ら れ る よ う な 堅綴 な も の で は な い

[柱穴]

精査す る も 検 出 で き ず

[ カ マ ド]

北側壁面 ほ ぽ 中 央 部 に 設置 す る 。 焚 き 口 に 向 か- 1 02 -
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第 3 節 古代の遺構 ・ 造物

っ て 左側 の ソ デ石 の 一 部 が残 る ほ か 、 粘 土 の 痕 跡

を 才食 出 す る

[付帯設備]

北西 コ ー ナ 一 部分一帯 に 、 O . 8 X O . 6 m 程度 の 規

模 で 、 粘土 を 貼 り 付 け て い る 箇所 ゃ く ぼ ん だ部分

を 検 出 す る 。 用 途等 不 明

[特記事項]

切 り 合 い の 住 居 群 が集 中 す る 地 点 の 住 居 で あ る 。

残存状況 は あ ま り よ く な い

[遺物]

第32号住居跡 の遺物 の項参照
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第 3 節 古代の遺構 ・ 遺物

第35号住居跡 ( 第四図 )

[位置]

[主軸 方位]

N - 93 0 - w  

[ 区域]

J - 5 区

[重複]

第 29 ・ 34 ・ 35 ・ 36 ・ 44号 住 が重 複 す る 。 (新)

36 ・ 29→ 35 → 34 ・ 44 ( 1 日 ) 。 な お 、 36-29 ， 34-44 

の 相 互 聞 の 新 旧 は 不 明

[構造】

[形状]

隅 丸 の 台形 に 近 い

[規模]

長 軸 3 . 1 m x 短軸 2 . 7 m  (推定)

[深 さ ]

確認面 よ り 約 20cm

[覆土]

-圃•
 
•

 
--圃胸-圃圃-園田-F

 
，

 
，

 
a，一afi--

暗褐色土。 分層 で き ず

[床面]

硬化面等 検 出 せ ず

[柱穴]

本来 4 本柱 で あ る と 思 わ れ る が 、 北 西 の 1 本 の

み を 検 出 す る 。 そ の 他 は 撹乱 等 に 切 ら れ て 不 明

[ カ マ ド]

西側壁面 ほ ぽ中 央部 に 設 置 す る 。 両側 の ソ デ石

の 一部 と 、 燃焼 に よ る 焼土等 を 検 出 す る

[付帯設備]

検 出 せ ず

[特記事項]

第35号住居跡 の 一帯 は 住居 の 集 中 す る 地点 で 、

激 し い 切 り 合 い と な っ て い る 。 当 住居 は 、 切 り 合

い の う ち 、 ち ょ う ど 中 間 に 位 置 す る 時期 に 築造 さ

れ た 住居 と 考 え ら れ る

[遺物]

第32号住居跡 の 遺物 の 項参照

⑧ 

36号住

撹 乱

Jノ

。 1 m 
第58図 第35号住居跡実測図
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第36号住居跡 ( 第60図 )

[位置]

[主軸 方位]

不 明

[ 区域]

J - 5 区

[重復]

直J妾 の 切 り 合 い 関 係 と し て は 、 第35 - 38号住居

跡 が重複す る 。 (新) 35→36→37→38 (旧 )

[情造]

[形状]

不 明

[規模]

不 明

[ì染 さ ]

V'{IÏ認面 よ り 約 25cm

[磁土]

H音褐 色 土 。 分層 で き ず

[床面]

カ マ ド 前 方部 か ら 床面 中 央 部 付 近 に か け て 、 t硬

化 面 が広 が る も の の よ う で あ る 。 し か し 、 西側 を

大 き く 撹乱 に 切 ら れ る た め 、 詳細 は 不 明

[柱穴]

l 本 を 検 出

[ カ マ ド]

東 側 壁 面 に 設置 す る 。 粘土 の 一 部 な ど を 確 認す

る も の の 、 カ マ ド 本体 部 分 が撹乱 の 穴 に 切 ら れ る

た め 詳細 は 不 明

[付帯設備]

検 出 せ ず

[特記事項]

住居 の 集 中 す る 地点 に 位置 す る 。 切 り 合 い が激

し い こ と や 、 撹乱 に 主 要 部 分 を 切 ら れ る た め 、 詳

細 は 不 明 で あ る

[遺物1 ( 第65図 123� 126 )

若 干 の 須恵 器 と か な り の 土 師 器 が 出 土 す る が、

住居跡 の 切 り 合 い の 関 係 に よ り 、 出 土 位 置 の 確 実

で な い も の が多 い 。 造物番号 の 次 に 、 出 土 の 可 能

性 の あ る 住居 を あ げ、 て お く

123 (36 - 4 1 ) は 、 土 師 器 の 杯 で あ る 。 口 径 14 . 0cm 、

器 高 4 . 3cm ， 底 径 1 0 . 6cm を 測 る 。 体 部 外 面 は 回 転

ナ デ で仕上 げ ら れ 、 そ の 他 の 調 整 は 摩 耗 の た め 不

- 107 



第 3 節 古代の遺樽 ・ 遺物

明 で あ る 。 淡糧色 か ら 糧色 を 呈 す る

124 (36 - 4 1 ) は 、 土 師 器 の 杯で あ る 。 口 径14 . 3cm 、

器高3 . 6cm 、 底 径 1 0 . 0cm を 測 る 。 底 部 は ヘ ラ 切 り

後 ナ デ 、 そ の 他 は 回 転 ナ デで 仕上 げ ら れ る 。 に ぶ

い 櫨色 を 呈 す る

第37号住居跡 ( 第61 図 )

[位置]

[主軸 方位]

不 明

[ 区域]

J - 5 ， K - 5 区

[重複]

125 (36 - 4 1 ) は 、 須 恵 器 の 杯 で あ る 。 口 径13 . 0cm 、

器高3 . 3cm 、 底径7 . 4 cm を 測 る 。 底部 と 見込 み は ナ

デ、 体部 は 回 転 ナ デ で 仕 上 げ ら れ る

126 (36 -41 ) は 、 須恵 器 の 椀 で あ る 。 高 台径9 . 2cm

を 測 る 。 底部 は ヘ ラ 切 り 後 ナ デ 、 見 込 み は ナ デで

仕上 げ ら れ る 。 灰 オ リ ー ブ色 を 呈 す る

直接 的 に は 、 第36 -40号住居跡 が重 複 関 係 に あ

る 。 (新) 36→37→38 ・ 39 ・ 40 ( 旧 )

⑩ 

L、
1 

/ 

.四・・

.圃・・ - L=18 .000 m  

[構造]

[形状]

全体形 は 不 明

[規模]

南北 3 . 0 m  

撹 乱

第60圏 第36号住居跡実測図
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[床面][深 さ ]

床 面 の 西 側 を 中 心 と し て 、 硬 化 面 が広 が っ て い確 認 面 よ り 35- 40cm

中 央部 に 撹乱 の 穴 が入 る た め 、た と 思 わ れ る が 、

詳細 は 不 明

[恋土]

11音黒褐色土。 分層 で き ず
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第 3 節 古代の遺構 ・ 遺物

[柱穴]

調査範囲 内 で 2 本 を 検 出

[ カ マ ド]

検 出 に は 至 ら な か っ た が、 他住居 の 例 か ら み て 、

東側壁面 に 設置 さ れ て い た も の か

[付帯設備]

検 出 せ ず

I特記事項】

当 遺跡 中 、 住居群 が最 も 集 中 し た 部分 で あ る 。

全体 を 検 出 し な い た め 、 切 り 合 い 関 係 が 明確 で な

い 点 が あ る

I遺物1

第36号住居跡 の 遺 物 の 項参照

第38号住居跡 ( 第62図 )

[位置1

[主軸 方位]

不 明

[ 区域]

J - 5 区

⑥ 
撹 乱

。 1 m 
46号住

L = 1 8 . 000 m -

[重複]

直接 の 切 り 合 い 関 係 と し て は 、 第37 ・ 38 ・ 40 ・

41 ・ 46号住居 跡 が重 複 す る 。 (新) 37→38→ 41 ・

46 ( 旧 ) 。 た だ し 、 第40号住居跡 と の 新 旧 関 係 に

つ い て は 、 確認 で き な か っ た

I構造]

[形状]

不 明

[規模]

不 明

[深 さ ]

確認面 と ほ と ん ど差無 し

[覆土]

時褐色土。 分層 で き ず

[床面]

床 面 の 南西 コ ー ナ ー と 思 わ れ る 位置 に 、 部分的

に 硬化面 が残 る 。 全体 は 不 明

[柱穴]

4 本柱 と 思 わ れ る が、 こ の う ち 2 本 を 検 出 す る

37号住 ー._.-- - - --
。

、1・』11 ・ 、J/J の →

4 1 号住

ーー・

r ヨÆ
第62図 第38号住居跡実測図
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[ カ マ ド]

第37号住居跡 に 大 き く 切 ら れ る も の の 、 カ マ ド

の ソ デ の 残骸 と 思 わ れ る 部分 が認 め ら れ る 。 西側

壁面 に 設置 さ れ て い た も の と 考 え ら れ る

[付帯設備]

検 出 せ ず

[特記事項]

切 り 合 い 関係 が非常 に 複雑 な 遺構 で あ り 、 詳細

は 不 明

[遺物]

第36号住居跡 の 遺 物 の 項参照

第39号住居跡 ( 第63図 )

[位置]

[主軸 方位]

不 明

[ 区域]

J - 5 区

[重複]

第 35 ・ 36 ・ 37 ・ 39号 住 居 跡 が重複 す る 。 (新)

36 ・ 37→39→35 ( 旧 )

[構造1

[形状]

不 明

[規模]

不 明

[深 さ ]

確認面 よ り 35cm

[覆土]

E音褐色土。 分層 で き ず

[床 面]

カ マ ド 前 面 一 帯 に 硬化 面 が広 が る 。 全体 は 撹乱

に 切 ら れ る た め 不 明

[柱穴]

1 本 を 確認

[ カ マ ド]

東 側 壁 面 に 設 置 す る 。 焚 き 口 両側 の ソ デ石 の 一

部 や 粘土塊 な ど が残 る が 、 第37号住居跡 に 切 ら れ

る た め 、 残 り は 悪 い

[付帯設備]

検 出 せ ず

I特記事項]

第 E 章 調査の成果

住居が集 中 す る 地点 に 位 置 す る 。 切 り 合 い が激

し い た め 、 全体像不 明

[遺物1

第36号住居跡 の 遺物 の 項参照

第40号住居跡 ( 第64図 )

[位置]

[主軸 方位]

不 明

[ 区域]

K - 5 区

[重複]

直接 の 切 り 合 い 関 係 と し て は 、 第37 ・ 38 ・ 40 ・

41号住居跡 が重複す る 。 第41号住居跡 を 切 る も の

の 、 他住居 と の 新 旧 関 係 は 判 別 で き な か っ た

[構造】

[形状]

不 明

[規模]

不 明

[深 さ ]

確認面 よ り 1 0 - 20cm

[覆土]

暗黒褐色土。 分層 で き ず

[床面]

カ マ ド 前 面 一帯 に 、 硬化面が残 る 。 粘 土 を 貼 り

付 け て 、 そ れ が硬化 し た も の ら し い

[柱穴]

4 本柱 と 思 わ れ る が 、 1 本 を 検 出

[ カ マ ド]

西側壁面 ほ ぽ 中 央部 に 設置 す る 。 燃焼面 の 焼土

な ど を 確認す る が 、 ソ デ等 の 痕 跡 は 検 出 に 至 ら な

か っ た

[付帯設備]

検 出 せ ず

[特記事項】

住居群が集 中 す る 地 点 の 住居跡 で あ る 。 切 り 合

- 1 1 1 一



第 3 節 古代の遺併 ・ 遺物

い が激 し く 、 確 認 面 が 浅 か っ た た め 他住居 と の 新 第41 号住居跡 ( 第66図 )

旧 関 係 が 明 確 で な か っ た 点 も 多 い 。 ま た 東側 の 大 [位置]

部 分 が 調 査 区域外 に 及 ぶ た め 、 住居 の 詳細 は 不 明 [主軸方位]

[遺物] (第65図 1 22) 不 明

1 22 は 、 土 師 器 の 杯 で あ る 。 口 径 1 4 . 4cm 、 器 高 [ 区域]

3 . 05cm 、 底 径 8 . 6cm を iJllJ る 。 体部 は ナ デ 後 回 転 へ K - 5 区

ラ ミ カ キ で 仕 上 げ ら れ 、 糧 色 の 赤 彩 が施 さ れ る [重複]

そ の 他 、 第36号住居跡 の 遺物 の 項参照 直接 の 切 り 合 い 関 係 と し て は 、 第37 ・ 38 ・ 40 ・

4 1 ・ 46号住居跡、 が重 複 す る 。 (新) 40 ・ 37 ・ 38→

41→46 ( 旧)

ー
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@ )  
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、、
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第 3 節 古代の遺構 ・ 遺物

[構造]

[形状]

不 明

[規模]

不 明

[深 さ ]

確認面 よ り 約 1 5cm

[覆土]

暗黒褐色土。 分層 で き ず

。

[床面]

床面 中 央部 か ら 南側 に か け て 、 硬化面 が分布 す

る 。 詳細 は 、 切 り 合 い の た め 不 明

[柱穴]

床面南西部 に l 本 を 検 出 。 図 中 北 側 の ピ ッ ト は 、

第38号住居跡 の も の

[ カ マ ド]

西側壁面 に 設置す る 。 両領IJ の ソ デ に 使用 さ れ て

い た ら し い 粘土塊 を 検 出 す る

O ，ー・'ーー、、
/ 

\
 
、、、、、‘、

40号住
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\ 、
「
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[付帯設備]

検 出 せ ず

[特記事項]

住居群密集地 の 中 央部 に 位 置 す る 住居 で あ る 。

切 り 合 い が激 し い こ と な ど か ら 、 詳細 は 不 明

[遺物1 ( 第66図 1 27 )

127 は 、 土 師 器 の 聾 で あ る 。 口 径22 . 8cm 、 残存

高 7 . 5cm を 測 る 。 口 縁部 は ヨ コ ナ デ、 体部 外面 は

へ ラ ナ デ、 内 面 は へ ラ ケ ズ リ で仕 上 げ ら れ る 。 に

ぶ い 櫨色 を 呈す る

そ の 他 、 第36号住居跡 の 遺 物 の 項参照

第42号住居跡 ( 第67 ・ 68図 )

[位置]

[主軸方位]

N - 92 0 - E 

[ 区域]

J - 7 ， K - 7 区

[重複]

第 1 5 ・ 42 ・ 43号 住 居 跡 が 重 複 す る 。 (新) 15→ 

43→42 (J日 )

[構造]

[形状]

隅 丸 の 正 方形 に 近 い

[規模]

長 軸 3 . 4 m  X 短軸 3 . 4 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 約 20cm

[覆土]

黒色土。 分層 で き ず

[床面]

床 面 全体 に 広 く 、 締 ま っ た 硬化面 が形成 さ れ る 。

特 に 北 西 に は 壁面 に 至 る ま で 、 し っ か り と し た 硬

化面 が続 い て お り 、 入 り 口 の あ っ た 部分 を 推定 さ

せ る

[柱穴]

4 本柱。 検 出 は 困 難 で あ っ た が 、 直径 lOcm深 さ

20cm ほ ど の 柱 穴 が並 び そ う で あ る

[ カ マ ド]

東側 壁面 ほ ぽ 中 央部 に 設 置 す る 。 カ マ ド の 焚 き

第 E 章 調査の成果

口 は 壁面 に 対 し て や や 南 側 に 閉 口 し て い る 。 全体

的 に 残存状況 は 良好 で 、 煙 道 の 様子 も 理解 で き る 。

ま た 燃焼面 に は 灰層 も 10cm程度 の 厚 み で 残 さ れ て

い た

[付帯設備]

検 出 せ ず

[特記事項]

住居 内 に 検 出 し た 柱 穴 は 規模 が小 さ し 柱 穴 と

し て 使用 さ れ た も の か 一 抹 の 疑 問 が残 ゐ 。 他方 、

住居外 に 直径40cm ほ ど の 柱 穴 が 4 本 あ り 、 こ れ に

よ り 建 て ら れ た 可 能性 も 否定 で き な い

[遺物1 ( 第69図 1 28- 1 34 )

128 は 、 土 師 器 の 蓋 で あ る 。 口 径 16 . 0cm 、 残 存

高 1 . 7cm を 測 る 。 調 整 は 、 摩 耗 の た め 不 明 で、 あ る 。

外面 は 灰 糧色 、 内 面 は 淡樟色 を 呈 す る

129 は 、 須恵器 の 蓋 で あ る 。 口 径8 . 0cm 、 残存高

1 . 6cm を 測 る 。 天 井 部 は 回 転 ナ デ 、 ヘ ラ ケ ズ リ 後

一 部 回 転 ナ デ、 体部外面 と 口 縁部 は 回 転 ナ デ 、 内

面 は 回 転 ナ デ と ナ デ で 仕上 げ ら れ る 。 外面 は 青灰

色 、 内 面 は 灰 白 色 を 呈 す る

130 は 須恵 器 の 椀 で 、 高 台径9 . 2cm を 測 る 。 底部

か ら 高 台 に か け て は 回 転 ナ デ 、 見 込 み は ナ デで 仕

上 げ ら れ る 。 外面 は 灰 白 色 か ら 灰色 、 内 面 は 黄灰

色 を 呈 す る

131 は 、 須恵器 の 椀 で あ る 。 口 径 14 . 0cm 、 器 高

3 . 4cm 、 高 台径8 . 0cm を 呈 す る 。 底 部 と 見込 み は ナ

デ 、 そ の 他 は 回 転 ナ デ で 仕 上 げ ら れ る 。 体部外面

に 黒色 の 薄 い 自 然紬 が付 着 し 、 他 は 灰 色 を 呈 す る

132 は 、 須恵器 の 椀 で あ る 。 残存高 2 . 6cm 、 高 台

径9 . 0cm を 測 る 。 底 部 は ヘ ラ 切 り 後 ナ デ 、 体 部 は

回 転 ナ デ、 見 込 み は ナ デ で 仕上 げ ら れ る 。 外面 は

灰 色 、 内 面 は 黄灰 色 を 呈 す る

133 は 、 土 師 器 の 費 で あ る 。 口 径22 . 5cm 、 残 存

高 1 1 . 0cm を 測 る 。 口 縁端部 か ら 外部 は ヨ コ ナ デ、

内 部 は ハ ケ メ 、 {本部外面 は ハ ケ メ 、 内 面 は へ ラ ケ

ズ リ で仕上 げ ら れ る 。 浅黄桂色 を 呈 す る

134 も 土 師 器 の 聾 で あ る 。 口 径26 . 0cm 、 残存 高

20 . 85cm を 測 る 。 調 整 は 1 33 と 同 様 で あ る 。 に ぶ い

樫色 を 呈 す る が 、 口 縁部 か ら 体部外面上 部 に か け

て 櫨色 の 赤 彩 が 見 ら れ るra
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調査の成果
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第 3 節 古代の遺構 ・ 遺物

ζ二 ミ一
1 28 

1 29 

\ 直面ザ/

。 1 0cm ‘ 、、
第69図 第42号住居跡 出 土遺物実測図

第43号住居跡 ( 第70 ・ 7 1 図 )

[位置]

[主軸 方位]

N - 1 0 - w  

[ 区域]

J - 7 区

[重複]

第 1 5号住居跡 に 北西 コ ー ナ ー を 切 ら れ 、 第42号

住 居 跡 の 南 西 コ ー ナ ー を 切 る 。 (新) 15→43→42 

( 旧 )

[構造】

[形状]

正方形 に 近 い 隅丸方形

[規模]

長軸 3 . 5 m  X 短軸 3 . 2 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 1 5 - 20cm

[覆土]

暗褐色土。 分層 で き ず

[床面]

床 面 中 央部 か ら カ マ ド 前 方 に か け て 、 し っ か り

と し た 硬化面 が残 る 。 床 周 辺部 に は 掘 り 方 を 検 出

す る

[柱穴]

4 本柱 と 思 わ れ 、 東側 の 2 本 を 検 出 。 直径25 -

30cm ほ ど で 、 深 さ は 1 5 - 25cm と ぱ ら つ き が あ る

[ カ マ ド]

北側壁面 ほ ぽ中 央部 ? に 設置 す る 。 左右 の ソ デ

石 の 残存状況 は 良好。 そ れ ぞ れ 2 対 の 種類 の 異 な

る 石 が置 い で あ る 。 壁 に 近 い 方 は 黄色 で表面 が粒

子状 に 風化す る 凝灰 岩 で 、 内 部 に 近 い 方 は 粘土 質

の 石 で 表面 が も ろ く 崩 れ る 。 ソ デ石 の 内 側 は 燃焼

の た め 焼 け て い る ほ か 、 粘土 で 固 め た 痕 跡 も 残 っ

て い る 。 煙道 は わ ず か に 残 る 。 な お 、 灰等 の 広 が

- 1 1 8 -
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④ 暗禍色土(黒色土 を含む)



る 燃焼面 の 下 に は さ ら に 20crn ほ ど の く ぼ み が あ り 、

カ マ ド 設 置 時 一 度 深 い 掘 り 込 み を 行 っ た こ と が理

解 で き る

[付帯設備]

検 出 せ ず

[特記事項]

カ マ ド の 残存状況が き わ め て 良好 で 、 そ の 構造

を 知 る た め の 好資料 で あ る 。 な お 、 住居跡東側 は

調 査 区域外 に お よ ぶ

[遺物1 ( 第70図 1 35 )

カ マ ド 周 辺 に 土 師 器 の 斐 の 破 片 が多 量 に 集 中 す

る ほ か 、 土 師 器 の 細 片 が か な り 出 土 し た が 、 実測

可 能 な 一 点 の み 図示 し た

1 3 5 は か な り 大 型 の 土 師 器 の 聾 で 、 口 径3 l . Ocrn 、

残存高7 . 6crn を 測 る 。 口 縁端部 か ら 外部 は ヨ コ ナ デ 、

内 部 は ハ ケ メ 後 ヨ コ ナ デ と ナ デ 、 体部外面 は ハ ケ

メ 後 ナ デ 、 内 面 は へ ラ ケ ズ リ で仕 上 げ ら れ る 。 外

面 は に ぶ い 褐 色 、 内 面 は 明 褐 灰 色 を 呈 す る

第44号住居跡 ( 第72図 )

[位置]

[主制l方位]

不 明

[ 区域]

J - 5 区

[重複]

第35号住居跡 を 切 る

「H一回
gロヨ
・マEEEI

群 �

1 m a 

第 H 章 調査の成果

[僑造]

[形状]

不 明

[規模]

不 明

[深 さ ]

不 明

[ 覆土]

暗黒褐色土。 た だ し 、 灰 や 焼土 な ど を 含 む

[床面]

不明

[柱穴]

不明

[ カ マ ド]

焚 き 口 の 方 向 か ら 、 住居跡、 の 西側 壁 面 の 一 部 に

設置 さ れ て い た も の ら し い 。 燃焼面 の 焼土 と ソ デ

に �i，� り 付 け て い た 粘土 の 一部 が 残 る

[付 帯設備]

検 出 せ ず

[特記事項]

当 選跡 で 最 も 住居 の 切 り 合 い が集 中 す る 地 点 の

一 角 に 位置 す る 。 撹乱 の 穴 に 切 ら れ 、 カ マ ド の み

の 検 出 の た め 、 詳細 は 不 明 で あ る

[遺物]

検 出 せ ず

� 

第72図 第44号住居跡実測図
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第45号住居跡 ( 第73図 )

[位置]

[主軸 方 位]

N 一 74 0 - w  

[ 区域]

J - 5 区

[重複]

第46号住居跡 を 切 る 。 (46 一 旧 ， 45 一 新) 。 な お

北側 を 撹乱 に 切 ら れ る

[構造]

[形状]

隅 丸 の 方形。 東側 壁 面 が南 北 に や や 張 り 出 し 、

台形 に 近 い 形状 を 呈 す る

[規模]

長軸 3 . 0 m  x 短軸 2 . 9 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 15 - 20cm

[覆土]

暗黒褐色土。 分層 で き ず

[床面]

床 面 ほ ぽ 中 央部付近 に 、 帯状の 硬化面 が形成 さ

れ る 。 な お 、 南 東 コ ー ナ ー に も 、 一 部硬化面 が認

め ら れ る

[柱穴]

4 本柱。 北東 の 柱 穴 が や や 中 央 に よ り 、 い びつ

な 形 を 呈 し て い る 。 深 さ は 20cm 内外で 、 規模 も 小

さ い

[ カ マ ド]

西側壁面 中 央 か ら や や 南 よ り に 設置 す る 。 両 ソ

デ に 使用 し て い た ら し い 粘 土 の 痕 跡 の ほ か 、 燃焼

面 中 央部 に 設置 さ れ た 支脚 の 抜 き 取 り 痕 を 検 出 す

る

[付帯設備]

カ マ ド に 向 か つ て 右側 の 床 面 北西 コ ー ナ ー の 一

角 に 、 カ マ ド に 使用 し て い た ら し い 粘土 を 貼 り 付

け た 部分 を 検 出 す る

[ 特記事項]

竪穴住居跡 の 切 り 合 い の 集 中 す る 地点 に 位置す

る 住居 で あ る 。 カ マ ド の 支脚 の 痕跡 の ほ か 、 北西

コ ー ナ 一 部分 の 粘土 の 張 り 付 け 、 南東 コ ー ナ ー の

部分的 な 硬化面 の 形成 な ど が注 目 さ れ る

[遺物]

土 師 器 の 細 片 が わ ず か に 出 土 し た が、 図 化 に は

至 ら な か っ た

第46号住居跡 ( 第74図 )

[位置]

[主軸 方位]

不明

[ 区域]

J - 5 ， K - 5 区

[重複]

第41 ・ 45号住居跡 に 切 ら れ る

[構造]

[形状]

正方形 に 近 い 隅 丸 の 方形 ?

[規模]

東西軸 3 . 8 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 10- 12cm

[覆土]

暗褐色土。 分層 で き ず

[床面]

床面 中 央部付近 に 、 広 く 硬化 面 が形成 さ れ る

[柱穴]

4 本柱 と 考 え ら れ る が、 こ の う ち 3 本 を 検 出 す

る

[ カ マ ド]

切 り 合 い の た め 不 明 で あ る が 、 類例 か ら 判 断 し

て 、 西側壁面 に 設置 さ れ て い た と 推定 さ れ る

[付帯設備]

検 出 せ ず

[特記事項]

竪穴住居 が集 中 す る 地点 に 位 置 す る 住居跡 で あ

る 。 切 り 合 い が激 し く 、 詳細 は 不 明

[遺物]

検 出 せ ず
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第47号住居跡 ( 第75図 )

I位置1

[主軸 方位]

N - l O - w  

[ 区域]

K - 6 区

[重複]

土拡 に 北 西 コ ー ナ ー を 切 ら れ る 。 (土地 一 新，

47号住 ー 旧 )

I構造]

[形状]

南北 に や や 長 い 隅 丸方 形

[規模]

長 軸 3 . 6 m  x 短軸 3 . 3 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 約 18cm

[覆土]

暗褐色土。 分層 で き ず

[床面]

カ マ ド前方部 か ら 南側 壁面 に か け て 広 範囲 に 、

か な り し っ か り と し た 硬化面 が残 る 。 床 面 の 残存

状況 は 良好 で あ る

[柱穴]

4 本柱。 し か し 、 柱 穴 聞 の 間 隔 が狭 く 、 柱穴 の

規模 も 小 さ い 。 深 さ は 20 - 30cm 内 外 で あ る

[ カ マ ド]

北側壁面 ほ ぽ 中 央部 に 設置 す る 。 破壊 を 受 け て

い る も の の 、 燃焼面 中 央付 近 に 支脚 と し て 使用 さ

れ た ら し い 砂 岩状 の 石 が残存す る

[付帯設備]

検 出 せ ず

[特記事項]

竪穴住居跡の 集 中 す る 地点 の 南東側 に 、 単独で

存在す る 住居 で あ る 。 カ マ ド に 支脚 が残存す る こ

と な ど が注 目 さ れ る

I遺物] ( 第76図 1 36 )

土 師 器 と 須恵器 の 細 片 が数点 出 土 し た 。 そ の う

ち 実測 可能 な 一 点 の み 図 示 し た

136 は 、 土 師 器 の 聾 で あ る 。 口 径26 . 5cm 、 残存

高 6 . 5cm を 測 る 。 口 縁端 部 に 沈線 が め ぐ り 、 回 転

ナ デで仕上 げ ら れ る 。 に ぶ い 樫色 を 呈 す る

第48号住居跡 ( 第77 ・ 78図 )

[位置l

[主軸 方位]

N - 87 0 - w  

[ 区域]

第 E 章 調査の成果

J - 7 ， J - 8 ， K - 7 ， K - 8 区

[重複]

第51号住居跡 を 切 る 。 (新) 48→ 5 1  ( 旧 )

[構造l

[形状]

隅 丸 の 方形

[規模]

長軸 4 . 5 m  X 短軸 4 . 0 m  

[深 さ ]

確認面 よ り 1Q- 15cm

[覆土]

暗黒褐色土。 分層 で き ず

[床面]

床面 ほ ぽ全体 に 、 し っ か り と し た 硬化面 が広 が

る 。 南東 コ ー ナ ー 付 近 で は 壁 際 に か な り 近接 し て

硬化面 が分布 す る

[柱穴]

4 本柱。 当 遺跡 で 確 認 し た 住 居 の 柱 穴 と し て は 、

比較的 バ ラ ン ス の と れ た 配置 で あ る

[ カ マ ド]

東側壁面 ほ ぽ 中 央部 に 設 置 す る 。 床 を 掘 り 下 げ

て ソ デ石等 を 据 え て い る 。 煙 道 の 一 部 も 残 っ て い

る な ど 、 比 較 的 残存状況 は よ い が 、 一 部 が樹根 に

よ り 切 ら れ て い る

[付帯設備]

検 出 せ ず

[特記事項1

当 遺跡 で 検 出 し た 住居跡 中 で 、 最 大 の 規模 を 持

つ 住居で あ る 。 他 の 住 居 が小振 り で あ る の に 比 べ

て 、 際 だ っ て い る 。 他住居 と の 関 係 に つ き 注 目 さ

れ る 住居 で あ る

[遺物]

土 師 器 の 細 片 が少量 出 土 し た が 、 図 化 に は 至 ら

な か っ た
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。 1 0cm 

第76図 第47号住居跡 出 土遺物実測図

第49号住居跡 ( 第79図 )

[位置]

[主軸方位]

不明

[ 区域]

J - 7 ， J - 8 区

[重複]

樹根、 お よ び撹乱 に 一部 を 切 ら れ る 。 第50号住

居跡 と 近接す る

{構造]

[形状]

不 明

[規模]

不 明

[深 さ ]

確認面 よ り 約 15cm

[覆土]

暗褐色土。 分層 で き ず

[床面]

他住居 の よ う な 広 範 囲 で の 硬化面 の 形成 は 見 ら

れ な い 。 ブ ロ ッ ク 状 の 硬化面 を 一部 に 検 出 す る

- 127 ー

[柱穴]

南東方 向 の 柱 穴 と 思 わ れ る も の を 1 基検 出 す る 。

i菜 さ は 約25cm ほ ど

[ カ マ ド]

設置 さ れ て い る 位 置 が調 査 区外 に か か る た め 、

検 出 せ ず。 な お 他住居 の カ マ ド 設置 の 様子 か ら 、

北側 か西側 の い ず れ か の 壁面 に 設 置 さ れ て い た も

の と 推定 さ れ る

[付帯設備]

検 出 せ ず

[特記事項]

住居跡 の 半 ば が調 査 区域外 に お よ ぶ た め 、 詳細

な 構造 や 重複 の 様子等 は 不明 で あ る

[遺物]

土 師 器 の 細 片 が少量 出 土 し た が 、 図 化 に は 至 ら

な か っ た
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第50号住居跡 ( 第80図 )

[位置]

[主軸方位]

不明

[区域]

J - 8 区

[重複]

認 め られ ず。 ただ し 、 北側 で 第49号住居跡 と 隣接

する

【構造l

[形状]

調査区 外 に 広 が る た め 不明

[規模]

南北3 . 77 m

[深さ ]

確認面よ り 約25cm

[覆土]

暗褐色土。 分層 で きず

[床面]

北側 を掘 り す ぎたた め か、 南 側 にの み 硬 化 面 が検

出 さ れ た。 ただ し 、 他住居に見 ら れ る よ う に 堅微な

ものではない。 そ の掘 り す ぎた部 分 には、 焼土 と 硬

化面の広 が り が確認 さ れ た が、 お そ ら く 他の住居跡

と の切 り 合 い ではなく 、 この住居 が作ら れた最初の

床面ではない か と 恩 わ れ る

[柱穴]

1 基のみ検出。 直径約 15cm、 深さ 約 50cm

[ カ マ ド]

東側 壁面北側 に 設 置 さ れ て い た と 思 わ れ る が、 残

存状況が極 め て 悪 い

[付帯設備]

検 出 せ ず

[特記事項】

周 り の住 居 跡 と 比較する と 、 カ マ ド の規模 が著 し

く 小 さ い こ と から、 或 いは調査区 外 に 検 出 さ れ る の

かも し れない

[遺物】 ( 第80図 1 37-1 39 )

137は、 土師器杯で あ る 。 口 径 14 . 6cm 、 器高3 . 3側 、

底径9 . 8cm を 測 る 。 底部は回 転 へ ラ 切 り 後 ナ デ、 体部

は 回 転 ナ デ、 見込 みは ナ デ で 仕上げられ、 全面 に 糧

色の赤彩 が施 さ れ る

138は、 土師器棄 で あ る 。 口 径20 . 6側 、 残存高6 . 9cm

を測 る 。 口縁部内外面は ヨ コ ナ デ、 体部外面は ナ デ 、

体部 内 面は ヘ ラ ケ ズ リ で 仕上げられ る 。 外面は黄灰

色から樫色 、 内面は に ぶ い櫨色 を呈する

139も、 土 師器奏で あ る 。 口 径26 . 2cm 、 残存高13 . 2cm

を 測 る 。 口 縁部外面は ヨ コ ナ デ、 内面はハ ケ メ 、 体

部外面はハ ケ メ 後一 部 ヨ コ ナ デ、 体部内 面はヘ ラ ケ

ズ リ によ っ て 仕上げられ る 。 浅黄櫨色を呈する

第51 号住居跡 ( 第81 図 )

[位置l

[主軸方位]

不明

[区域]

K ー 7 . K - 8 区

[重複]

第48号住居跡に西側 を大きく 切られ る (48号住 一 新，

51 号住 一 |日) 。 また、 調査区外 に かかる 部分があ る た

め 、 詳細は不明

[構造]

[形状]

不明

[規模]

不明

[深さ ]

不明

[覆土]

不明

[床面]

カ マ ド部分のみの残存のため不明

[柱穴]

不 明。 カ マ ド 北 側 に l 本の柱 穴 を 検 出 し た が、 当

住居 に伴 う ものか不明

[ カ マ ド]

東側壁面に設置 し て あ っ たら し く 、 向 か つ て 右側

の ソ デ石の根元部分のみ を検出する

[付帯設備]

検出せず
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[特記事項]

切 り 合い が激 し い こ と と 、 一部調査区 外 に かかる

こ と な どから、 カ マ ド の一部のみ を検 出 す る 。 詳細は

不明 で あ る

[遺物]

検 出 せ ず
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(2) 掘主柱建物

当遺跡で確認 し た 掘立柱建物 は 、 3 棟で あ る 。 内訳 は 、

1 号 ( 2 x 3 問) 、 2 号 ( 3 X 5 間) 、 3 号 ( 2 X 3 問 、

東面に底) で あ り 、 ・ 第82 図 「掘立柱建物配置 図」 に、

その配置を示 してい る 。

各建物の報告 中 に記 し た が、 第 l 号掘立柱建物は、

時期 がや や ず れ る ものの、 第 2 号 ・ 第 3 号掘立柱建物 は 、

ほ ぽ 同 時期に存在 し てい た 可 能性が高い。 第 2 号建物

の棟方向 と 第 3 号建物の桁方向 が ほ ぽ合致す る こ と 、

両者の南壁 と 東 壁 が 同 一方 向 を 向いて造られてお り 、

ほ ほ L 字型になる こ と 、 第 3 号建物の庇 が東に面 し て

造 ら れてい る こ と 、 両者の近接する 隅柱の距 離 が、 ほ

ぽ正確に12尺 (3 . 6 m ) になる こ と 、 な ど が そ の理由 で

あ る 。

こ の こ と から考 え れ ば、 第 5 号 一 12号竪穴住居跡の

一群の住居 が あ り 、 その外側 に第 2 号建物 と 第 3 号建

物 と が L 字型に囲 む と い う 両者の建物の配置が読み と

れ る 。 さ らに、 両 者の方向 が ほ ぼ一 致する こ と な ど か

らも 、 掘立柱建物 と 竪穴住居 と の組 み 合 わ せ と い う 集

落の建物配置が推定できそ う で あ る 。

なお、 報 告 中 の棟方向は公共座標の北を基準 と し た

数値で あ る ( ※ 詳細は凡例 を参照の こ と ) 。 ま た 柱 聞の

寸 法 は 北→南、 西→東へ と 表 し 、 1 尺 は 30ω で換算 し

ている 。 た だ柱 聞 によ っ て は 、 正確な数値 と 合致せず、

誤差の見られ る こ と が あ っ た 。 こ の際 は r * J 記号を

寸法の前に付す こ と と し た 。 (丸 山 、 川 俣)

第 1 号掘立柱建物 ( 第83図 )

[位置1

[棟方向]

N - 820 - E 

[区域]

G - 6 区

[重複]

な し

[構造1

[形状]

桁行 3 間 (約6 . 2m) X 梁行 2 間 (約3 . 9m)

[規模]

桁行 北 列 (* 7 一 7 一 7 ) 尺

南 列 (* 7 一 7 一 * 7 ) 尺

梁行 東妻(6 - 7 ) 尺

西妻(6 一 * 干 ) 尺

[柱穴]

柱の掘 り 方の直 径 は い ず れ も50cm 前 後。 柱痕跡、 は

確認 し ていない。 両 妻のゆ 央の柱穴のみ が他に比べ

てや や 浅い

[特記事項1

第 2 ・ 3 号掘立柱建物跡 と は 軸 の方向 が異な り 、

や や 時期 が異なる 可能性があ る
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第 2 号掘立柱建物 (第84図 )

I位置]

[棟方向]

N ー 78 0 - E 

[区域]

F ・ G - 6 ・ 7 区

[重複]

第四号住居跡 に切 ら れ る

[構造]

[形状]

桁行 5 問 (約8 . 4m) X 梁行 3 問 (約5 . 1m)

[規模]

桁行 北列 ( 6 一 * 5 一 * 5 - 6 一 * 6 ) 尺

南列 ( * 5 - 5 - 6 - 6 一 * 6 ) 尺

梁行 東妻 ( * 6 一 * 6 - 6 ) 尺

西妻 ( * 6 一 * 6 - 6 ) 尺

[柱穴]

柱 の 掘 り 方 の 直径は40 - 50cm前 後。 柱痕跡は15cm

程度。 隅柱が他 に 比べて や や深い

[特記事項]

こ の 第 2 号掘立柱建物 の 棟方 向 と 、 第 3 号掘立柱

建 物 の 桁 方 向 が ほ ぽ合致 し 、 双方 の 近接す る 隅 柱 の

距離が ほ ぼ正 し く 12尺 (3 . 6 m ) と なる こ と か ら 、 両

建物は同 時 に 存在 し た可能性があ る

第 3 号掴立柱建物 (第85図 )

[位置]

[棟方向]

N _80 30 ' - W  

[区域]

F 一 7 ・ 8 区

[重複]

第 21 - 24号住居跡 と 重複す る 。 第 22号住居跡 の 床

面 の 下 か ら 当建物 の 柱穴 を検 出 し てい る こ と か ら 同

住居よ り も古いが、 詳細は不 明。 なお、 第 l 号溝遺

構 に も切 ら れ る

[構造]

[形状]

桁行 3 間 (約7 . 2m) X 梁行 2 問 (約3 . 9m)

東面 に 1 問 X 2 聞 の 庇付き

[規模]

桁行 西列 ( 8 - 8 - 8 ) 尺

東列 ( 8 - 8 - 8 ) 尺

梁行 北妻 ( 6 一 7 ) 尺

南妻 ( * 6 一 7 ) 尺

庇 東へ 5 尺 の 張 り 出 し

[柱穴]

柱 の 掘 り 方 の 直径は50 - 60cm前 後。 柱痕跡は 15個

程度。 柱穴 の深さは ほ ぼ均等

[特記事項]

こ の 第 3 号掘立柱建物 の 北側 の桁方 向 と 、 第 2 号

掘立柱建物 の 棟方 向 が ほ ぽ合致 し 、 双方 の 近接する

隅柱の距離がほ ぼ正 し く 12尺 (3 . 6 m ) と なる こ と か

ら 、 両建物は 同 時 に 存 在 し た可能性 が あ る 。 なお、

こ の 建 物 の 庇 が東 に 面 し て造 ら れてい る の も、 こ れ

を裏付け る もの と 恩 わ れ る
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( 3 )  溝遺構

竪穴住居、 掘立柱建物 以外 の 遺構 と し て 確認 さ れ

た も の に 溝遺 構 が あ る 。 今 回 調 査 区 内 で確認 さ れ た

総数 は 8 本で あ る 。 こ れ ら の 溝 の う ち 、 第 2 ・ 7 ・

8 号溝 な ど は 、 規模 も 小 さ く 、 出 土 遺物 も き わ め て

少 な い た め 、 明確 な 時期 判 定 は 不可 能 だ が 、 埋土の

状態 か ら 、 お お む ね 古代 ~ 中 世以前 の 遺構 と 考 え ら

れ る 。 ま た 、 そ の 他 の 溝 に 関 し で も 、 中 世 の 遺物 が

含 ま れ な い こ と や 、 重 複関 係 も い ず れ も 溝 が住居 を

切 っ て い る こ と な ど か ら 、 お お む ね 住居 の 時期 よ り

や や 後行 す る 時期 の 遺構 と 考 え て い る 。

な お 、 第 6 号溝 は 、 第 3 号溝 の 延 長 か と 思 わ れ る

が、 第 3 号溝 は 途 中 に 浅 い 部分 が あ り 途切 れ る の で 、

こ こ で は 便宜的 に 別 の 遺構 と し て 取 り 上 げ て い る 。

[ 第 1 号溝遺構] ( 第86図 )

[方向]

( 丸 山 、 川 俣)

N - 34 0 - w (南東方 向 に 緩 や か に 傾斜)

[重複]

第 4 ・ 13 ・ 21 ・ 26号住居 跡 、 第 3 号掘立柱建物 を

切 る

[形状]

幅 が 3 - 4 m 程度 と 、 今 回 確 認 し た 溝 の 中 で は 最

も 規模 の 大 き な も の で あ る 。 全体 は 直線 的 で 、 途 中

に は 、 2 本ほ ど小規模な溝が、 重 な っ て掘 ら れて い る

[埋土]• NO . l断面

①暗茶褐色土 ( カ ー ボ ン 粒等 を 含 む濁 っ た土)

②暗茶褐色土 (①に類似す る がや や明 る い)

③黒褐色土 (粘性があ り か な り 締 ま っ て い る )

④黒褐色土 (③よ り 軟 ら か く フ カ フ カ し て い る )• NO . 2断面

①茶褐色土 ( や や 明 る い土で、 少 し締 ま っ て い る )

②暗茶褐色土 (軟 ら か く フ カ フ カ し て い る )

③暗茶褐色土 (②と類似す る が、 や や 明 る い)

④黒褐色土 健児島と類似す る )

[特記事項]

当 溝 の 南 端 と 第 4 号溝東端 に 当 た る 部分 で 、 双方

の 溝 が途切 れ て お り 、 相 互 の 溝 を 意識 し て 築 か れ た

第 E 章 調査の成果

も の ら し い 。 溝 に は 水 の 流 れ た よ う な 形跡 は な く 、

区画 な ど の 用 途 で掘 ら れ た も の と 思 わ れ る が 、 双方

の 溝 で 造 ら れ る 区 画 は 、 や や 鋭 角 的 で あ る

[遺物] (第86図 )

140 は 、 両端部 を 欠損す る が、 細 い 板状 の鉄片 を 基調

と し て 片方がパ チ 型 に 聞 い て い る 。 何 ら か の 刃 物 で は

な い か と 推定 し て い る 。 ( * 7 . 8 X l . O X 0 . 45cm， 10 . 6  g )  
141 は 土 師 器椀 で 、 口 径 1 2 . 0畑 、 器 高 4 . 85cm 、 高

台 径6 . 8cm を 測 る 。 全 面 が 回 転 ナ デ で 仕上 げ ら れ 、

に ぶ い 樟色 を 呈 す る

142 は 土 師 器 で 、 底 部 を 欠損 す る た め 高 台 の 有 無

は 不 明 で あ る 。 口 径 1 2 . 0cm 、 残 存 高 3 . 5叩 を 測 る 。

体部外面 が 回 転 ナ デ、 内 面 が ナ デ で 仕 上 げ ら れ 、 桂

色 を 呈 す る

143 は 、 当 遺跡 で 唯 一 の 黒色 土 器 B 類 で あ る 。 口

径14 . 2cm 、 残存高2 . 5cm を 測 る 。 体部外面 が 回 転 ナ デ 、

内 面 がヘ ラ ミ ガ キ で 仕 上 げ ら れ る

144 は 黒色土器 A 類 の 椀 で 、 残存高 1 . 4畑 、 高 台径

6 . 6cm を 測 る 。 底 部 が ナ デ 、 高 台 と 体部 外面 が 回 転

ナ デ 、 見込 み がヘ ラ ミ ガ キ で仕 上 げ ら れ る 。 外面 は

に ぶ い 糧色 を 呈 す る

145 は 黒色土器 A 類 の 椀 で 、 口 径14 . 6cm 、 器高 5 . 6cm 、

高 台径8 . 2cm を 測 る 。 全 面 が ナ デ で 仕 上 げ ら れ 、 外

面 は 淡樺色 を 呈 す る

146 は 須恵器杯 で 、 口 径 1 2 . 8cm 、 器高 3 . 6cm 、 底 径

8 . 0cm を 測 る 。 底 部 が ヘ ラ 切 り 後 ナ デ、 体部 外 面 が

回 転 ナ デ後 ナ デ 、 内 面 が回 転 ナ デ 、 見 込 み が ナ デ で

仕上 げ ら れ る 。 黄灰色 を 呈 す る

147 は 須 恵 器椀 で 、 残 存 高 2 . 3cm 、 高 台 径8 . 2cm を

測 る 。 底 部 がヘ ラ 切 り 後 ナ デ、 高 台 が 回転 ナ デ 、 体

部外面 が 回 転 ナ デ後 ナ デ 、 内 面 か ら 見込 み が 回 転 ナ

デで仕上 げ ら れ る 。 灰 色 を 呈 す る

148 は 須恵器椀 で 、 残 存 高 2 . 2cm 、 高 台 径 8 . 6cm を

測 る 。 底 部 がヘ ラ 切 り 後 ナ テヘ 高 台 が ナ デ 、 体部外

面 が 回転 ナ デ 、 内 面 か ら 見込 み に か け て 回 転 ナ デ で

仕上 げ ら れ る 。 灰 色 を 呈 す る

149 は 須 恵 器椀 で 、 残 存 高 3 . 5倒 、 高 台 径 9 . 0cm を

測 る 。 底部がヘ ラ 切 り 後 ナ デ、 高 台 が ナ デ 、 体部外

面 が 回 転 ナ デ後 ナ デ 、 内 面 が 回 転 ナ デ 、 見 込 み が ナ

デで仕上 げ ら れ る 。 灰 色 を 呈 す る
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150 は 須恵器蓋 で 、 口 径1 2 . 8cm 、 器高約 1 . 0cm を 測

る 。 全面 が 回 転 ナ デ で 仕 上 げ ら れ る 。 体部外面 に 、

重 ね 焼 き の 際 に 他 の 個体 か ら 制 離 し た 部分が残 る 。

灰色 を 呈 す る が、 口 縁端部 と 内面 に 黒色 の 自 然粕 、

口 縁外面 に 黄櫨色 の 自 然軸 が見 ら れ る

1 5 1 は 須恵器蓋 で 、 口 径14 . 5cm 、 器高約0 . 9cm を 測

る 。 体部 は ナ デ、 口 縁端部 と 内 面 が 回 転 ナ デで仕上

げ ら れ る 。 灰 褐 色 を 呈 す る

152 は 須恵器蓋 で 、 口 径14 . 2cm 、 器高約2 . 0cm を 測

る 。 天井部 は ヘ ラ ケ ズ リ 、 体部外面 は 回 転 ナ デ 、 内

面 は 回 転 ナ デ と ナ デ と で 仕上 げ ら れ る 。 灰色 を 呈 す

る が、 口 縁端部 か ら 体部 内 面 に か け て 灰黒 色 の 自 然

粕 が見 ら れ る

153 は 須恵器蓋で 、 口 径1 7 . 2cm 、 器高約2 . 0佃 を 測

る 。 天井部 は ヘ ラ 切 り 後 回 転 ナ デ、 体部外面 は ヘ ラ

ケ ズ リ と 回 転 ナ デ、 体部 内 面 は 回 転 ナ デ と ナ デで仕

上 げ ら れ る 。 灰色 を 呈 す る

154 は 須恵器蓋 で 、 口 径1 8 . 8cm 、 器高約 1 . 8cm を 測

る 。 天井部 は 回転 ナ デ 、 体部外面 は ヘ ラ ケ ズ リ と ナ

デ 、 口 縁端部 は 回 転 ナ デ 、 体部 内 面 は 回 転 ナ デ後 ナ

デ で 仕上 げ ら れ る 。 外面 は 黄灰 色 、 内 面 は 灰色 を 呈

す る

155 は 須 恵 器 で 、 底 部 を 欠損 す る た め 高 台 の 有 無

は 不 明 で あ る 。 口 径 10 . 0cm 、 残 存 高 4 . 0cm を 測 る 。

体部 内 外面 は 回転 ナ デ で 仕 上 げ ら れ る 。 黄灰色 を 呈

し 、 体部外面 に は 自 然軸 が見 ら れ る

156 は 、 高 台 及 び底 部 の 6 分 の 1 が残存 し 、 復元

・ 高 台径17 . 2cm の 土 師器皿 と 思 わ れ る 。 高台底部 を 除

く 全面 が 回 転 ヘ ラ ミ ガ キ で 仕 上 げ ら れ 、 桂色 の 赤彩

が施 さ れ る

[第 2 号溝遺構) ( 第87図 )

[方 向]

N - 18 0 - w (南東方 向 に 緩 や か に 傾斜)

[重複]

第 10 ・ 1 1 ・ 16号住居跡 を 切 る

[形状]

幅 が0 . 6 - 1 m 程度 と 、 比 較 的 規模 の 小 さ な 溝 で

あ る 。 途 中 屈 曲 す る 場所 も あ る が お お む ね 直線的 で

あ る

第 E 章 調査の成果

[埋土]

①暗褐色土 (焼土粒 な ど を わず か に 含む)

②茶褐色土 (軟ら か く フ カ フ カ し て い る )

[特記事項]

確認面 が低 か っ た た め 、 溝 の 底 部 の み が残 る よ う

な 状況で 、 検 出 状況 は 良好 と は 言 え な い 。 住居跡 3

棟 を 切 る ほ か は 、 詳細 は 不 明

[遺物]

土師器、 須恵器細片 を 含 む が 、 図 化 に た え る も の

は な し

[第 3 号溝遺構】 ( 第87図 )

[方 向]

N - 57 0 - w (南東方 向 に 緩 や か に 傾斜)

[重複]

第 4 号i葬 に 切 ら れ 、 第 5 号溝 を 切 る

[形状]

幅 が0 . 8- l . 4 m 程度 の 規模 の 溝 で あ る 。 確認面 か

ら の深 さ は約80cm程度で あ る 。 ほ ほ直線的 に の びる

[埋土]

①茶褐色土 ( 明 る く わずか に 締 ま っ て い る )

②暗茶褐色土 (①に 類似す る がや や締 ま っ て い る )

③明茶褐色土 (①よ り も 明 る く フ カ フ カ し て い る )

[特記事項]

越州窯系 の 青磁 の 出 土 が注 目 さ れ る ほ か 、 か な り

多 量 の 瓦 が埋土 中 に 含 ま れ る 点 が、 他 の 溝遺構 と 異

な っ て い る

な お 、 こ の 溝 の 北側 に は 、 溝 の 方 向 に ほ ぽ沿 う よ

う に 50cm程度 の 幅 の 硬化面が断続 的 に 分布 し て い た 。

同 時期 の 道路遺構 か と 思 わ れ る 。 ま た 、 6 号溝 は 、

こ の 溝 の 延長 に あ た っ て い る 模様 で あ る

[遺物] (第87 図 )

157 は 、 土 製 の 紡錘 車 で あ る 。 土 師 質 で 、 色 調 は

灰 色 、 穿孔位 置 が片 側 に ず れ る ほ か 、 端部 を 大 き く

欠t員 し て い る 。 ( * 2 . 4 X O . 9 X O . 1 8cm ， l . 7 g )  
158 は 、 須恵 器 の 椀 で あ る が 、 法量 は 不 明 で あ る 。

底部 は ナ デ、 高 台 は 回 転 ナ デ 、 見 込 み は 回 転 ナ デ と

ナ デ で仕上 げ ら れ る 。 暗灰色 を 呈 す る

159 も 須 恵 器 の 椀 で 、 法 量 は 不 明 で あ る 。 底 部 は

回 転 ナ デ後 ナ デ 、 高 台 は 回 転 ナ デ 、 見 込 み は 回 転 ナ
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デ と ナ デ で仕上 げ ら れ る 。 外面 は 灰 色 、 内 面 は 褐色

を 呈 す る

160 は 、 須 恵 器 の 査 で あ る 。 底 部 の み 残 存 し 、 高

台径 が 1 1 . 8cm で あ る 。 底 部 は ヘ ラ 切 り 後 ナ デ、 高 台

は 回 転 ナ デ 、 見 込 み は 回転 ナ デ後一部 ナ デ で仕上げ

ら れ る 。 外面 は 灰色 、 内 面 は 黄灰 色 を 呈 す る

161 も 須恵 器 の 壷 で あ る 。 底 部 の み 残存 し 、 高 台

径 が12 . 4cm で あ る 。 底 部 か ら 体部外面 に か け て は 回

転 ナ デ、 見込み は ナ デで仕上げ ら れ る 。 灰色 を 呈す る

162 は 、 黒 灰 色 を 呈 す 平 瓦 で あ る 。 凸 面 は 、 縄 目

叩 き の あ と 、 間 隔 の 広 い 櫛 状 の 工 具 で 施文 し 、 凹面

は 、 ナ デ調 整 を 施す た め 、 布 目 圧痕 は ほ と ん ど 見 ら

れ ず無文化す る

[第 4 号溝遺構】 ( 第88図 )

[方 向 ]

N - 77 0 - E (北東方向 に 緩 や か に 傾斜)

[重複]

第 3 号講 を 切 る

[形状]

1 0 6 m 程度 の 幅 を 持 つ 溝 で あ る 。 一 度掘 ら れ た 講

を 南側 に 浅 く 拡幅 し て 使用 し た も の と 見 ら れ 、 確認

面 よ り の 深度 は 、 元 の 溝 が約80叩程度、 拡幅部分が

35cm程度 を 測 る

[埋土]

①明茶褐色土 (焼土粒 を 含み や や締 ま り があ る )

①' 茶褐色土 (①に類似す る がや や暗い)

①w 茶褐色土 (①よ り も 暗 く フ カ フ カ し て い る )

②暗茶褐色土 (焼土粒 を 多量に含み、 ①よ り 締 ま っ て い る )

②' 暗茶褐色土 (②よ り や や暗い)

③黒褐色土 (不純物 を あ ま り 含 ま な い)

④黒褐色土 (不純物 を含み、 フ カ フ カ し て い る )

⑤灰黒褐色土 (地山 の ロ ー ム を 含み締 ま っ て い る )

[特記事項]

当 溝 の 南端 と 第 l 号溝南端 に 当 た る 部分 で 、 双方

の 溝 が途切 れ て お り 、 相 互 の 講 を 意識 し て 築 か れ た

も の ら し い

第 E 章 調査の成果

そ の ま ま 妻美 る

170 は 、 土 師 器 の 椀で あ る 。 残存高3 . 7cm 、 高 台径

6 . 4cm を 測 る 。 底 部 は へ ラ 切 り 後 回 転 ナ デ、 高 台 は

回 転 ナ デ 、 体部外面 は ナ デ 、 内 面 は へ ラ ナ デ 、 見込

み は 回 転 ナ デ で 仕上 げ ら れ る 。 に ぶ い 樺色 を 呈 し 、

内外面 に 樺色 の 赤 彩 が施 さ れ る

171 は 、 土 師 器 の 杯 で あ る 。 底 部 の み 残存 し 、 底

径 が6 . 4cm で あ る 。 底 部 は ヘ ラ 切 り 後 ナ デ 、 見 込 み

は 回 転 ナ デで仕上 げ ら れ る 。 黄樺色 を 呈 す る

172 は 、 須恵器 の 椀 で あ る 。 残存高2 . 0cm 、 高 台径

9 . 6cm を 測 る 。 底 部 は ヘ ラ 切 り 後 ナ デ、 高 台 は 回 転

ナ デ 、 体部外面 は ナ デ 、 内 面 は 回 転 ナ デ 、 見 込 み は

回転 ナ デ後 ナ デで仕上 げ ら れ る 。 黄 灰 色 を 呈 す る

173 は 、 須 恵 器 の 椀 で あ る 。 残存高2 . 0cm 、 高 台 径

8 . 5cm を 測 る 。 底 部 は ヘ ラ 切 り 後 ナ デ、 高 台 か ら 体

部内外面、 見込 み に か け て は 回 転 ナ デ で 仕上 げ ら れ

る 。 淡黄灰色 を 呈 す る

174 は 、 須 恵器 の 査 で あ る 。 口 径1 5 . 5cm 、 器高 0 . 9cm

を 測 る 。 天井部 は へ ラ ケ ズ リ 、 体部外面 は ナ デ 、 体

部 内 面 は 回 転 ナ デ で 仕 上 げ ら れ る 。 口 縁端部 に 暗灰

色 の 自 然紬 が見 ら れ 、 残 り は 灰 色 を 呈 す る

175 は 、 須恵器の 高 杯 の 杯部 で あ る 。 口 径1 0 . 2cm 、

残存高2 . 9閣 を 測 る 。 回 転 ナ デ で 仕 上 げ ら れ 、 灰 色

を 呈 す る

176 は 、 当 遺 跡 唯 一 の 弥生 時 代 の 土 器 で 、 黒 髪 式

土器 の 聾 で あ る 。 口 径26 . 4cm 、 残存高3 . 5cm を 測 る 。

全体 を ナ デで仕上 げ ら れ る 。 黄櫨色 を 呈 す る

177 は 、 須 恵 器 の 壷 で あ る 。 胴 径24 . 6cm 、 残 存 高

6 . 0cm を 測 る 。 外面 は 回 転 ナ デ 、 内 面 は 上 部 が 回 転

ナ デ 、 下部 が タ タ キ 後 回 転 ナ デ で 仕 上 げ ら れ る 。 外

面 は 灰 色 、 内 面 は 淡褐色 を 呈 す る が、 外面張 り 出 し

の 下部 に は 褐 色 の 自 然紬 が見 ら れ る

178 も 須恵器 の 壷 で あ る 。 胴径27 . 0cm 、 残存 高 6 . 3cm

を 測 る 。 内面 は 回 転 ナ デ で 灰 色 、 外面張 り 出 し の 上

部 は ナ デ で黄灰 色 の 自 然軸 、 張 り 出 し 下部 は 回 転 ナ

デ で 暗灰 色 の 自 然軸 が見 ら れ る

[遺物] (第88図 第 5 号溝遺構] ( 第87図 )

169 は 、 黄 灰 色 を 呈 す る 丸瓦 で あ る 。 凸 面 は 縄 目 [方 向]

叩 き の あ と を ナ デ て お り 無文化、 凹 面 は 布 目 庄痕 が N - 69 0 - E (北東方 向 に 緩 や か に 傾斜)
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[重複]

第 3 号潜 に 切 ら れ る

[形状]

幅 が1 - 1 . 3 m 程 度 、 確認面 よ り の 深 度 が 、 約 20cm

程度 の 溝 で あ る

[埋土]

①暗茶褐色土 (微量の焼土粒 を含む。 フ カ フ カ し て い る )

②暗茶褐色土 (①に類似す る がや や締 ま っ て い る )

③茶褐色土 (不純物 を 含 ま な い。 粘性があ る )

[特記事項]

切 り 合 い 関 係 か ら 推定 す る と 、 今 回 検 出 し た 溝 の

中 で 、 最 も 古 い 時期 の も の と 思 わ れ る 。 た だ し 、 確

認面 が低 い こ と か ら 、 残存状況 は 悪 く 、 詳細 は 不 明

[遺物] (第87図 )

163 は 、 高 台 な し の 土 師器椀 で あ る 。 口 径 1 1 . Ocm 、

器高3 . 9cm 、 底径6 . 5cm を 測 る 。 底部 は へ ラ 切 り 後 ナ

デ、 体部 は 回転 ナ デ、 見 込 み は 回 転 ナ デ後 ナ デで仕

上 げ ら れ る 。 に ぶ い 桂色 を 呈 す る

164 は 、 土 師 器 の 椀 で あ る 。 底 部 の み 残 存 し 、 高

台径 は 8 . 2cm で あ る 。 ナ デ で 仕 上 げ ら れ る が、 高 台

と 体部 の つ な ぎ 目 が未調整 の 部分 も あ る

[第 6 号溝遺構] ( 第87図 )

[方 向]

N - 55 0 - E (南東方 向 に 緩 や か に 傾斜)

[重複]

先端 は 、 2 本 の 溝 が重 複 す る ら し い

[形状]

幅 が 1 m 程度 、 深 度 は 確認面 よ り 約 20cm と 、 残存

状況 は あ ま り よ く な い 。 3 号溝 の 延長 か と 思 わ れ る

が、 端部 は 2 本 と 重 複す る

[埋土]

明 茶褐 色 土 ( カ ー ボ ン 粒等 を 含 み 、 フ カ フ カ し て

い る ) 分層 で き ず

[特記事項]

確認面が低 か っ た た め 、 残存状況 は 悪 い 。 詳細 は

不 明

[遺物] (第-87図)

165 は 、 須恵器 の 小壷 で あ ろ う か。 薄 く 平 ら な 高 台 を

持 ち 、 そ の径 は 4 . 4cm で、 あ る 。 回転 ナ デで仕上 げ ら れ 、 外

面 は 灰 白 色 を 呈 し 、 内 面 に は 黄灰色 の 紬 が見 ら れ る

第 E 章 調査の成果

166 - 1 68 は 、 須恵器の 査 で あ る 。 い ず れ も 底部 の

一部 が残存 す る

166 は 、 底 部 が ナ デ、 体部外面 が 回 転 ナ デ 、 内 面

が回 転 ナ デ後 ナ デ で 仕 上 げ ら れ る 。 外面 は 赤褐 色 、

内面 は 淡赤褐色 を 呈 す る

167 は 、 底 部 が へ ラ 切 り 後 ナ デ 、 体部 内 外 面 が 回

転 ナ デ、 見 込 み が未調整 で あ る 。 灰 色 を 呈 す る

168 は 、 回 転 ナ デ で 仕 上 げ ら れ 、 外面 は 灰 色 、 内

面 は 淡赤褐色 を 呈 す る

[第 7 号溝遺構] ( 第88図 )

[方 向]

N - 33 0 - w (顕著 な 傾斜見 ら れ ず )

[重複]

な し

[形状]

幅 がO . 5 m 程 度 と 、 小規模 な も の で 、 深 度 は 確 認

面 よ り 約 15cm程度 と 浅 い

[埋土]

暗茶褐色土 ( カ ー ボ ン 粒等 を 含 み フ カ フ カ し て い

る ) 分層 で き ず

[特記事項]

検 出 面 が低 い た め 、 残存状況悪 い 。 詳細 は 不 明

[遺物]

土師器、 須恵器細 片 を わ ず か に 含 む

[第 8 号溝遺構] ( 第88図 )

[方 向]

N - 35 0 - w (顕著 な 傾 斜見 ら れ ず)

[重複]

な し

[形状]

幅 がO . 8 m 程度 、 確認面 よ り の 深度 約 1 0cm

[埋土]

日音茶褐色土 ( カ ー ボ ン 粒 や ロ ー ム 層 の ブ ロ ッ ク 等

を 含 む 濁 っ た 土。 フ カ フ カ し て い る ) 分層 で き ず

[特記事項]

第 7 号溝 と 平行 し て 作 ら れ る が、 確認面 が低 く 、

検 出 状況 が悪 か っ た た め 、 詳細 は 不 明

[遺物]

土師器、 須恵器 の 細 片 を 含 む戸hddaτ
 
守，A
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第 3 節 古代の遺構 ・ 遺物

2 . 遺物 ド ッ ト は 、 一括遺物以外の 取 り 上 げ遺物 で あ る 。

( 1 ) 遺物の分布状況( 第89-93図 ) 遺 構 の 集 中 地 点 に 遺 物 の 分 布 も 集 中 し て い る 。

次 に 当 遺跡 よ り 出 土 し た 遺物 (包含層 内 遺物) の 遺構確認面が低か っ た た め 、 遺構 内 の 遺物 も 混在 し

分布状況 を 示 す 。 て い る と 思 わ れ る 。
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(2 )  土器

遺物包含層 か ら は 、 多 量 の 土器 が 出 土 し た 。 そ の

種類 は 、 土 師 器 、 須恵器、 黒色土器、 彩粕 陶 器 、 陶

硯等で あ る 。 そ の な かで 、 復元可能で且つ特徴的 な も

の を 図示 し た 。 こ こ で は 、 そ れ ら の土器 を 中 心 に 、 遺

構か ら 出土 し た土器 も 交 え な が ら 分類 を お こ な い た い。

器種の 呼称、 に つ い て 、 坪 と 椀 の 区別 は 、 原則 と し

て 高 台 を 持つ も の を 椀 、 そ う で な い も の を 坪 と し た 。

皿 、 盤 は 統ー し て 皿 と し た 。

[土師器1 杯 ( 第94図 )

大量 に 出 土 し た が、 殆 ど が細 片 で あ る 。 特 に 残 り

が良 く 、 特徴 を つ か め る も の を 、 こ こ に 掲載す る 。

「第 3 表 土 師器杯観察表」 の と お り 、 法量 に つ い

て は 、 口 径 は 1 1 - 13咽 台 の 小型 の も の と 、 14 - 16cm

台 の や や 大 型 の も の と が 見 ら れ る が、 器高 は ほ ぽ

3 cm 台 に ま と ま る も の が多 い 。 住居跡 よ り 出 土す る

も の に つ い て も 同 様 で あ る 。 調 整 に つ い て は 、 底部

No 出土地点 口径 器高 底径 色 関 焼成 調整 (底都)

179 13 .0  3 . 1  8 . 9  鐙色 (赤彩} 良 ナヂ
1 剖 2093 . 2107 . 2114 13 . 2  3 . 45 9 . 3  鐙色 (赤彩) 良 ナデ
181 2249 . 2250 14 .4  3 . 35 10 . 5  (外}纏色 (内} にぷい橿色 良 ナデ
182 1523. 1537 16 .4  3 . 7  12 . 3  貧橿色 、 明赤褐色 (すお) 良 ナデ
183 33飽 1 5 . 4  2 . 8  9 . 4  根色、 明赤褐色 (赤彩) 良 へラケズ リ
184 2135 17 .0  3 . 2  8 .9  に.&:い置色、明車問 色 ( i幹事 ) 良 へラケズ リ
185 2952 1 1 .9  3 . 05 6 . 9  (外) 質種色 (内) 黄 白 色 良 ナヂ
186 2956、 お89 12 .3 3 . 2  7 . 1  にぷい糧色 、 橿色 (赤彩) 良 ヘ ラ ケ ズ リ 陸 ナ デ

187 29ω . 2941 1 2 . 4  3 . 15 6 . 95 i主賞撞色、 櫨色 (赤彩) 良 ナデ
186 2942 . お93 1 2 . 8  2 . 85 7 . 4  浅黄桓色、 極色 {赤彩} 良 ナデ
189 33幻-33笥 1 2 . 05  3 . 35 7 . 4  にぷい櫨色、 極色 [赤彩) 良 ヘ ラ ケ ;( 'J 桂 ナ デ

第 E 章 調査の成果

は 回 転ヘ ラ 切 り 離 し 後 ナ デ、 体部 は 回 転 ナ デ 、 見込

み は 回転 ナ デ あ る い は ナ デ と 殆 ど違 い は な い 。 又 、

こ こ に 紹 介 し た 資 料 に つ い て は 全 て に 赤彩 が施 さ れ

る 。 な お 、 大 ま か に は 、 以 下 の よ う に 分類 で き る 。

I 類 : 比較的厚 い し っ か り し た っ く り の も の (1 79

一 184ì

179 は 、 体部外面 下 部 が 、 ヘ ラ ケ ズ リ 後 ナ デ で 仕

上 げ ら れ 、 そ れ に よ り 稜 を 形成 し て い る 。 体部 の 立

ち 上 が り は 直線 的 で あ る 。

180 - 1 82 の 中 で 特撒 的 な の は 、 181 は 全面 に 、 183

は 主 に 体部外面 か ら 底部外面 に か け て 、 赤彩後更 に

黒 彩 が施 さ れ て い る こ と で あ る 。 体部 は 、 や や 丸 み

を も ち な が ら も 直線 的 に 立 ち 上 が る 。

183、 184 で 最 も 特徴 的 な の は 、 底 部 か ら 体部外面

に か け て ヘ ラ ケ ズ リ が な さ れ 、 体部 に 稜 を 形成 す る

こ と で あ る 。 さ ら に 183 は 、 体部 内 面 に 粗い 回 転 ヘ ラ

ミ ガキ が施 さ れ る 。 体部 は 、 丸み を も っ て 立 ち 上がる 。

体部外面 体邸内面 見 込 み 分額 備 考

回転ナヂ 回転ナデ ナ デ I 底邸 と 体部の境にヘ ラ ケ ズ リ . 企画に事彩

回転ナデ 回転ナデ ナ デ I 全面に赤彩後黒彩

回転ナデ 回転ナデ 回転ナヂ植ナデ I 全面に赤彩

回転ナデ 回転ナデ ナ ヂ I 体部内福に赤彩

回転ナデ 回 転 ミ ガキ 回転ヘ ラ ミ ガキ I 体部内面 と 口 線外部 に赤彩

回転ナデ 回転ナデ 回転ナデ憧 ナ デ I 底部以外に赤彩

回転ナデ 回転ナデ ナ デ E 全面に赤彩 (極色}

回転ナデ 回転ナデ ナ デ E 全面に赤彩

回転ナデ 回転ナデ ナ デ E 全面に赤彩 {底部は部分的}

回転ナテ' 不明 不明 {摩耗) E お そ ら く 全面 に赤彩

回転ナデ 回転ナデ ナテ' E 全面に赤彩

第 3 表 土師器杯観察表
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E 類 : 薄 く も ろ い 感 じ の っ く り の も の (1 85 - 189)

体部 の 立 ち 上 が り は I 類 と 違 い 、 底部 か ら や や 膨

ら み を も ち な が ら 外反気味 に 立 ち 上 が る 。

186 と 189 は 、 底部 がヘ ラ ケ ズ リ 後 ナ デ で 仕上 げ ら

れ る が、 細 い ヘ ラ 痕跡 が不 定 方 向 に 残 る 。 こ の H 類

の 土 器 は 、 住居跡 か ら は 出 土 し な い 。

な お 、 1 9 1 、 1 92 は 、 底 部 を 欠損 す る た め 高 台 の 有

無 は 不 明 で あ る 。 口 径 は そ れ ぞ れ 190 は 12 . 6cm 、 1 91

は 1 1 . 8cm で 体部 は 回 転 ナ デ で 仕上 げ ら れ る 。 体部外

面 に 明 瞭 に ロ ク ロ 痕 が残 る の が特徴で あ る 。

皿 ( 第94図 1 90 )

皿 の 出 土 は き わ め て 少 な く 、 こ こ に は 1 点 を 掲載

す る の み で あ る 。 190 は 、 口 径1 5 . 8cm 、 器高 1 . 9cm 、

底径12 . 8cm を 測 る 。 底 部 は ヘ ラ 切 り 後 ナ デ、 体部 は

回 転 ナ デ 、 見 込 み は ナ デ で 仕 上 げ ら れ る 。 全面 に 赤

彩 が施 さ れ る な ど 、 様相 は 杯 と 全 く 変 わ ら な い 。 黄

櫨色 を 呈 す る 。

椀 ( 第95図 1 94-204 )

こ れ も 大量 に 出 土 す る が、 杯 と 同 様特徴 的 な も の

の み を 掲載 し た 。

全体的 な 特徴 と し て は①直線的 に 立 ち 上 が る 体部

②底部 と 体部 の境 に つ く 、 外 聞 き 気 味 の 高 台 、 が あ

げ ら れ る 。 以下 の よ う な 分類 が可 能 と 思 わ れ る 。

I 類 : 体部 が大 き く 外方 に 開 く 扇 平 な も の (195

- 197) 

H 類 : j不 の E 類 と 同 様 、 薄 く も ろ い 感 じ の っ く り

の も の (198)

E 類 : 体部 の 立 ち 上 が り が よ り 垂 直 に 上方 へ 向 か

い 、 器高 が高 く な る も の (199 ・ 200)

百 類 : 高 台 を も た な い も の (201 ・ 202)

�o 出 土 地 点 口桂 器高 高台怪 色 調 桂成 調 整 (底部) 体部外面 体町内面 見 込 み 分額 情 考
194 H - 7 匹 P 12 . 4  4 . 6  8 .4  ，"il黄置色 良 ナ デ 回転ナデ 回転ナデ 回 転 ナ デ V 調車質
195 H - 7 区 、 2 168 1 4 . 6  4 . 3  8 . 9  世 色 (赤軍�3 ) 良 ナデ、 ケ ズ リ 桂回転ナデ 回転ナデ 回転ナデ 回 転 ナ ヂ桂 ナ デ I 高台仁ハ ケ メ 状の工具担、車調�I':桓杭圧痕
196 J - 4 区 p 1 6 . 7  ι25 10 .6  出世色、 控色 (事帯) 良 ナ デ ( ハ ケ メ 技工具痕 ) 回転ナデ 回転ナデ ナ デ I 内面、 外圏、 高台の底に赤彰
197 2邸2 16 . 2  4 . 1  10 .2  に ぷい瞳色 良 ナ ヂ 回転ナデ 回転ナデ 回転ナデ I 非常に 低い高台
19唱 2101 .3179 .3 184 .3224 . 3962 1 3 . 4  4 . 9  6 . 8  にぷい檀色、世色(暗'1事) 良 ナ デ 回転ナヂ 回転ナデ ナデ E 内 面 に 4 条町沈組、 全面 に事審
199 H - 7 区特暁不明遺構 13 . 4  6 . 4 5  7 . 65 置色 良 ナ デ 回転ナデ 回転ナデ 回転ナデ佳ナデ 目
2∞ 2938 1 3 . 3  7 .45 8 . 1  置色 良 ナ ヂ 回転ナデ 回転ナデ ナ デ 目
201 G - 6 .  7 区 、 302 1 2 . 0  4 . 5  6 .8  に ぷい置色 良 ナ デ (桓状圧寵) 回転ナデ挫ナ デ 回転 ナヂ桂ナデ 回転ナデ H ゆがん で い る
202 G - 7 1R土拡 1 1 . 6 5 . 1  6 . 65 浅黄置色 良 ナ デ (桓杭圧症) 回転ナヂ 回転ナデ 回転ナデ、 ナ デ 町 ゆがん で い る
203 D - 9 1R  7 . 5  にぷい檀色、置色1;;\'$11 良 不明 (瞳片のため) 回転ナデ ナ デ ナ デ 内面、 外面 に事事
却4 F - 6 1R  9 .6  浅置色、 置色 (赤彰) 良 回 転 ナ デ 不明 (摩耗) 不明 (摩耗i 不明 (摩耗) 全面に事蒋がな されるが、摩耗沖積 しい

第 4 表 土師器椀観察表
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第 3 節 古代の遺構 ・ 遺物

V 類 : 非常 に 丸 み を 帯 び た 体部 を も つ も の (194) 個 々 の 遺 物 の 説明 に と ど め る 。 な お 、 法 量 、 調整等

は 、 「第 6 表 土 師 器鉢観察表」 を 参照 の こ と 。

蓋 ( 第95図 205 ・ 206 )

蓋 の 出 土 は き わ め て 少 な く 、 2 点 の み 掲 載 し た 。

205 は 、 口 径14 . 0cm 、 器高約 1 . 8cm を 測 る 。 天井部

は 残存 し な い が 、 そ の 他 は 回 転 ナ デで仕上 げ ら れ る 。

口 縁部 は 軽 〈 折 り 曲 げ ら れ る 程度 で あ る 。 外面 は 日音

赤褐色 、 内 面 は 桂色 を 呈 す る 。

206 は 、 口 径17 . 1 cm 、 器高 約 1 . 9cm を 測 る 。 天井部

は ヘ ラ 切 り 後 ナ デ 、 体部外面 か ら 口 縁部付近 は 回 転

ナ デ 、 体部 内 面 は ナ デで 仕 上 げ ら れ る 。 口 縁部付近

で屈 曲 し 、 端部 は 丸 く な る 。

214 は 、 口 縁部 の 膨 ら み と 、 体部外面 の カ キ メ が

特徴的 で あ る 。

21 5 は 、 お そ ら く 深鉢 で あ ろ う 。

216 は 、 大 型 の 杯 の よ う で あ る 。 胎 土 や 調 整 も 土

師器の 杯 と 変 わ ら な い 。

62 は 、 第10号住居跡 か ら 出 土 し 、 体部外面 の ハ ケ

メ 、 内 面 の へ ラ ケ ズ リ な ど 、 土 師 器 の 聾 に 見 ら れ る

調 整 が な さ れ る 。

[須恵器] 杯 ( 第98図 21 7-230 )

大量 に 出 土 す る が、 主 に 細 片 の た め 、 比較的残 り

の 良 い も の を 図化 し 、 掲載 し た 。

大体の傾向 と し て 、 口 径1 2 - 13cm 、 器高 3 - 4 cm 

に お さ ま る も の が 多 い 。 体部 は 、 多 少 の 差 は あ る も

の の 、 直 線 的 に 立 ち 上 が る 傾 向 を 示 す 。 調 整 も 、

「第 7 表 須恵器杯 ・ 皿観察表」 に 見 ら れ る よ う に 、

さ ほ ど の 違 い は な い 。 し か し な が ら 、 そ の 中 に あ っ

て 、 明 ら か に 違 う 特徴 を 示 す も の が数点 見 ら れ る の

で 、 以 下 そ れ に つ い て 簡単 に 述 べ る こ と に す る 。

219-221 は 、 体部が大 き く 外 に 聞 き 、 底部 と 体部

の 境 が余 り 明 瞭 で な い た め に 、 不安定 な 印 象 を 与 え

る 。 特 に 220 ・ 221 は 、 体部 内 面 か ら 見込 み に か け て

境 が な く 、 丸 く つ る ん と し た 感 じ に な る 。

逆 に 227 ・ 228 は 、 体部 と 底部 の 境 が 明 瞭 で 、 体部

は 外反 し て 立 ち 上 が る 。

230 は 、 底 部 へ ラ 切 り 後 の ナ デ が 未 調 整 に 見 え る

ほ ど雑 で 、 全体的 に 厚 ぽ っ た い 印 象 を 与 え る 。

聾 ( 第96図 207-第97図 21 3 )

I 類 : 縦長 半楕 円 形 の 胴 部 を も つ も の

I ....:. a 類. 肩 部 の 張 り が な く 、 胴 部 の 膨 ら み が殆

ど な い も の (207 - 210)

1 - b 類 . 肩 部 の 張 り が な く 、 胴 部 が な だ ら か に

膨 ら む も の (21 1 ・ 21 2)

1 - c 類 . 肩 部 が強 く 張 り 、 強 く く び れ た 頚部 か

ら 口 縁 部 が大 き く 屈 曲 し 、 胴 部 が膨 ら む も の (213)

E 類 : 器芦 うf低 く 、 口 径 が大 き い も の 。 74 ・ 75 (第

29 図 14号住) 、 103 (第44図 24号住) に 見 ら れ る 、

鉢 の 形態 に 近 い も の で あ る 。

い ず れ の 形態 も 、 口 縁部 は ヨ コ ナ デ、 体部外面 は

ハ ケ メ 、 体部 内 面 は ヘ ラ ケ ズ リ と 調整 に 関 し て 基本

的 に 違 い は な い 。 口 縁部 の 形態 は 、 「 く 」 の 字状 に

屈 曲 す る か 、 大 き く 外反 す る か の い ず れ か を 示 す こ

と が多 い 。

当 遺跡 に 於 い て は 、 圧倒 的 に I 類 が多 く 、 中 で も

I - b 類 が優勢 で あ る 。 皿 ( 第98図 231 -233 )

出 土 量 が少 な い た め 、 3 点 の み 掲載 し た 。 そ の 他 、

鉢 ( 第97図 21 4-21 6 第24図 62 ) 第 2 号住居跡 か ら も 2 点 (第14 図 43 ・ 44) 出 土 し て

鉢 の 出 土量 は 少 な く 、 こ こ で は そ れ ぞ れ特徴が ま い る の で 、 併せ て 述 べ る こ と に す る 。

っ た く 異 な る 4 個 の 遺物 を あ げ る こ と に す る 。 全体 法量 は 、 口 径 が13 - 15cm前後 の 比較 的 小型 の も の

的 に 分類 に た え る ほ ど の 資料が揃 わ な か っ た の で 、 (43 ・ 23 1 ・ 232) と 、 17 - 18cm 前 後 の 比 較 的 大 型 の も

Ko 出土地点 口 在 器 高 色 調 構成 口 唇部 口 樟部外面 日韓部内面 体 部 外 面 体 部 内 面 情 考
207 F - 6 区 P 1 7 . 7  残高10.95 にぶい檀色ー暗褐 色 良 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナデ ハ ケ メ 桂 ヨ コ ナ デ ハ ケ メ 桂一部ナデ ヘ ラ ケ ズ リ (右『左)

2ω C - 5 1K  21 . 6  残高10.2 撞色 良 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ、 ナデ ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ (右下司左上)

龍一部ナ デ

2開 2幻l 25 .6  残高7 .2 i主黄世色~置色 良 ヨ コ ナ デ ハ ケ メ 桂 ヨ コ ナデ ハ ケ メ 桂 ヨ コ ナ デ ハケ メ 桂ー部 ヨ コ ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ (右下ー・左上)

210 K - 7 区 25 . 6  残高17 .4 i主貴世色ー惜色 良 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ ハ ケ メ 怯 ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ (右下司左上) 日 韓部内面 と 体部内面に事特

211 3∞4 .3012 1 5 . 8  残高12 . 7 に ぷい世色 良 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ ハ ケ メ 佐 ヨ コ ナ デ ハケ メ ヘ ラ ケ ズ リ (右下司左上) 悼部内面のへ ラ ケ ズ リ は 摩耗

の た め 単位不明
212 G - 7 1K  23 .6  残高16 .7 (l'j.) にぷい黄置色~置色 良 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナヂ 摩耗のため不明 ハケ メ 桂頭部に ヨ コ ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ 植 ナ デ 口 縁部外面 と 体部外面に 串帯

(内) 浅黄櫨色

213 29臼 . 5966 24 . 6  瞳高 12 .8 置色 良 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ ナ デ (頭部) 、 ハ ケ メ 頭部 ヨ コ ナデ憧ヘ ラ ケ ズ リ

(左下司右上}

第 5 表 土師器護観察表d­P同U，，4
 



第 H 章 調査の成果

の に 分 け ら れ る 。 調 整 は 、 「 第 7 表 須 恵 器 杯 ・ 皿 旦 図 版 を 組 ん だ 後 に 分類 を 修正 し た た め に 、 大 変 見

観 察 表」 に 見 ら れ る よ う に さ ほ ど の 差 は な い が、 づ ら く な っ て い る の で ご了 承 く だ さ い 。

231 だ け は 、 底 部 がヘ ラ ケ ズ リ で 仕 上 げ ら れ て い る 。 ま ず 、 体部 の 立 ち 上 が り に つ い て 、

I 類 : 直線 的 に 立 ち 上 が る も の

椀 ( 第99図 、 1 00図 272 ・ 273 ) rr 類 : 外反気味 に 立 ち 上 が る も の

大量 に 出 土 し た が、 や は り 細片 が多 く 、 特徴的 な 次 に 、 高 台 の 張 り 付 け 位 置 に よ り 、

も の を 図示 す る に と ど め た 。 ①外底部周縁 よ り か な り 内側 に 張 り 付 け る も の

法量 に つ い て は 、 ぱ ら つ き が あ る た め 分類 は さ け ②外底部周縁 よ り や や 内側 に 張 り 付 け る も の

た 。 形態上 の 特徴 に よ っ て 、 以 下 の よ う に 分類 を 行 ③外底部周 縁 に 張 り 付 け る も の

っ た 。 な お 、 第99 図 、 並 ぴ に 第 8 表 に つ い て は 、 一

色 調 備 考

に ぷ い 赤褐色

横色

16 .7  I に ぷ い 赤褐色、 赤伺色 ( 赤彩 )

カ キ メ は 間 隔 ・ 向 き が不規則

お そ ら く 全面 に 赤彩

第 6 表 土師器鉢観察表
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第 3 節 古代の遺構 ・ 遺物

最 後 に 、 高 台 の 断面形、 及 ぴ形態 に よ り 、

a 方 形 を 呈 す る も の

・ 基部 が く び れ る (234)

・ 外面 が ほ ぼ垂 直 で 、 内 面 が 内 青 (242 - 244)

・ 外面 が 「 く 」 の 字 で 、 底部 は 全面接地 (237) 、

内 側 接 地 (238) 、 外側接地 (240)

・ 凹 形 で (241 ・ 245) 、 「 ハ 」 の 字 に 開 く (241 ・ 262)

・ 逆 「 ハ 」 の 字 に す ぽ ま る (259)

b 扇 平 な 方形 を 呈す る も の

・ 基 部 が く ぴ れ 、 内 側 接 地 (235 ) 、 外 側 接 地

(236 ・ 255)

・ 基部 は く ぴ れ ず (254 ・ 258) 、 凹 形 (250 ・ 257) 、

内 側 接 地 (252) 、 外側接 地 (256 ・ 270)

c 逆台形 を 呈 す る も の (246- 249 ・ 251 )

d 細 身 の や や 高 い 高 台 が 「ハ 」 の 字 に つ く も の (265

- 268) 

e 全 体 に 丸 み を 持 つ 細 い 高 台 が 外 寄 す る も の

(26 1 )  

全体 に 丸 み を 持 つ 太 い も の (264 ・ 269)

g 端部が丸 い も の (263)

h 半 円 形 を 呈 す る も の (272)

丸 み を 帯 ぴ た 逆 三 角 形 を 呈 す る も の (273)

以上 の よ う な 分類 と な る 。

こ の 3 つ の 分類 の う ち で の 、 組 み 合 わ せ の確率 は 、

単純 に 数 え れ ば I 一 ② - a 、 即 ち 直線 的 に 立 ち 上 が

る 体部 を 持 ち 、 高 台 は 断面形が方形で 、 外底周縁部

の や や 内側 に つ く 、 と い う 器形が優勢 と い う こ と に な

る が、 そ う 結論づ け る に は 、 資料不足 と い え る だ ろ う 。

Nû 障担名 出土地点 口径 器高 底f王 色 調 焼成 調整 (底部) 体部外面 体邸内面 見 込 み 備 考
217 杯 F - 7 区 1 2 . 4  黄 灰 色 良 ナデ、 回転ナデ 回転ナデ
2 18  珂: H - 7 区 P 1 5 . 2  黄灰色 良 ナデ、 回転ナデ 回転ナデ

219  珂; H - 7 区 1 2 . 2  3 . 2  7 . 2  前灰色 良 ナ デ 回転ナ デ 回転ナデ 回転ナデ桂ナデ
220 珂: K - 6 区 1 2 . 7  3 . 7  7 . 7  黄 灰 色 良 ナ デ 回転ナ デ怯ナデ 回転ナデ ナデ
221 同: E - 6 区 F 1 2 . 9  3 . 2  7 . 0  黄燈色 良 ナ デ 回転ナデ 回 転 ナ デ ナ デ 士師質ワ.ワMワW 珂: 1 - 7 区 12 . 4  3 . 9  7 . 6  ( 叫 ) 歯医色 (内)匝白 色 良 ナ デ 回転ナ デ惟ナデ 回転ナデ怯ナデ 回転ナデ 内面の所々 に ヘ ラ 先痕 、 体部下部に ヘ ラ ケ ズ リ

223 珂: F - 6 区 P 1 2 . 2  3 . 55 7 . 7  黄 灰 色 良 ナ デ ナデ 回転ナデ ナデ
224 杯 E - 1O区 1 2 . 4  4 . 2  8 . 1  灰 色 良 ナ デ 回転ナ デ 回転ナデ 回転ナデ徒ナデ 体部下部に へ ラ ケ ズ リ

225 l.f. H - 7 区 1 2 . 3  4 . 35 7 . 8  灰色 良 ナ デ 回転ナ デ 回転ナデ ナ デ 体部下部は回転ナデ降ナヂ

226 l.f. 2679 1 3 . 6  3 . 7  10 . 1 前灰色 ~ 灰 白 色 普通 ナ デ 回転ナヂ 回転ナデ 回転ナデ陸ナデ
227 耳- H - 5 区 p 1 2 . 7  4 . 0  7 . 6  灰 白 色 (一部灰色) 不良 回転ナデ 回転ナ デ 回転ナデ 回転ナデ

228 杯 C - 6 区 1 3 . 6  3 . 4  9 . 2  黄 灰 色 普通 ナ デ 回転ナ デ 回転ナデ 回転ナデ

229 l.f. 1 - 9 区 1 4 . 8  約3 . 4 1 1 . 8  黄灰色 (一部灰色) 不良 ナ デ ナデ ナデ ナ デ 土師質
230 坪 H - 7 区 .4949 12 .8  4 . 9  8 . 25 灰色 良 ナ デ 回転ナデ 回転ナデ 回 転 ナ ヂ 桂 ナ デ 底部のナ デは未調整 に 見 え る ほ ど雑
231 皿 1 - 9 区 1 5 . 0  1 . 75 1 2 . 0  灰 色 良 へ ラ ケ ズ リ 回転ナ デ 回 転 ナ デ ナ デ

232 血 F - 10区 1 5 . 4  1 . 9 1 3 . 2  灰 色 不良 ナデ 回転ナ ヂ ナ デ ナ デ
233 皿 3708 18 . 1 2 . 4  1 5 . 5  前灰色 良 ナ デ ナデ 回転ナデ 回転ナデ挫ナデ

第 7 表 須恵器杯 ・ 皿観察表
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第 3 節 古代の遺構 ・ 遺物

陣。 曲 土 地 点 口径 器高 阿古田 色 調 焼成 調整峰薗) 脚内面 体館内面 見 込 み 骨 額 由 考
2.14 郎招 13.0 4 . 1  9.6 灰色 良 ナデ 回転ナデ 回転ナヂ 国伝ナヂ桂ナデ 1 @ a 
担2 掴留 13 .2 3 .95 9.4 灰色 良 'r;(リ桂E転ナデ 回転ナデ 回転ナデ 回転ナデ睡ナヂ 1 @ .  
剖3 17114 9.2 貫原色町灰色 且 ナヂ 回転ナデ 回転ナヂ 回転ナデ瞳ナヂ @ a  体制置から底部同・Itて鶴卦的に自然紬
処4 部副 10.7 (舛) 暗灰色 (内) 費灰色 普通 ナヂ 回転ナデ 回転ナデ ナデ @ a  体制置に自然紬
沼7 1 - 7 1[  7.6 貴灰色 且 回転ナデ ナヂ ① a  底轍片のため輔の髄珊
沼8 H - 7 I[ P  盟.4 4.9 7.8 灰色 良 ナヂ 回転ナデ 回転ナデ ナデ 1 @ a 
担。 2329.2474 7.0 灰色 普通 ナヂ 回転ナデ桂ー部ナデ 回転ナヂ 回転ナデ桂ナデ @ a  
241 16笛 6.4 灰色、 青原色 (紬) 且 ナヂ 回転ナデ ナデ @ a  体制面から高拙郁に曲、肘自糊
畠2 1 -101[ 12 .2 4 お 7.8 (舛鴻黄色ー匝色(内)1繍色 且 ナデ 回転ナデ 回転ナデ ナヂ(ー定方向 1 @ a 
百1 必昌 8.7 灰色 普通 ナヂ 回転ナヂ 回転ナデ ナヂ ① a 体制面下留に沈線fp'fl キ メ
m 17.舗 8.4 且 ナヂ 回転ナデ 固転ナヂ 回転ナデ聾ナデ @ .  
m 1682.1倒l 9.5 灰色 良 ナデ ナデ 回転ナデ 回転ナデ撞ナヂ @ a  
Zl5 1 - 9 1[  17.4 5.8 1 1 . 1  灰白色 普通 ナヂ、ヘラケズリ 回転ナデ 回転ナヂ 回転ナデ桂ナデ n @ a  
259 H - 7 区.2332.2お3 2.25 4.1 7 .邸 貴灰色 良 ナヂ 回転ナデ 回転ナデ 回転ナデ植ナヂ E ③ a 
舗 位邸-6259 10.8 4 .0品 6.7 灰色 且 ナデ ヘ ラ ケ ズ リ 、 回転ナデ 回転ナデ 回転ナデ後ナデ I ② b  
236 包弱.2902 14.0 4.0 9.4 灰色 且 回転ナデ 回転ナデ 回転ナデ 回転ナデ桂ナデ E ① b  体制面に曹 〈 自然紬
255 G - 6 I[，947 8.5 灰色 且 ナデ 回転ナデ 回転ナヂ ナヂ 1 @ b 
250 E - 6 I[ P  8.2 灰色 且 ナデ 回転ナデ 回転ナデ 回転ナヂ後ナデ 1 @ b 
256 F - 6 I[ P  8.9 灰色 良 ナデ 回転ナデ 回転ナデ 回医ナデ後ナヂ @ b  底部に岡，t.f司状に細い工具書、 体紛慣に自然紬
257 15叫 8.7 貴灰色 且 ナデ 回転ナヂ 回転ナデ ナヂ @ b  
252 H - 6 区 9. 1  灰色 良 ナデ ナヂ 回転ナヂ ナデ @ b  
お3 16加 9.0 灰色 普通 ナデ 回転ナデ 回転ナヂ 回転ナヂ桂ナデ @ b  
254 1 - 7 1[  6.8 灰色 且 ナヂ 国巨ナヂ 回転ナヂ ナデ ① b  
町。 n ，72 7 .7  灰色 良 ナデ 回転ナヂ 回転ナヂ 回転ナヂ ③ b  
m 2唱お 15.0 5 .45 9.0 波賀灰色 普通 ナヂ 回転ナデ 回転ナヂ ナヂ E ③ b  
国6 H - 7 1[，盟国.ZI59，2460 14 .8 6 . 15 8.4 灰色 且 ナデ 回転ナデ 回転ナデ ナデ E ② c  
副7 17舗 8.8 配色 且 ナデ ナヂ 回転ナデ 回転ナデ後ナデ ③ e 
泊S F -111[ 11.8 4.2 7.2 灰色 且 ナデ 回転ナヂ 回転ナデ 回転ナヂ桂ナヂ I ③ c 
剖9 制1 7.6 (外) 灰褐色 {内} 暗欄色 且 ナヂ 回転ナヂ 回転ナヂ ナヂ I ③ e 
251 町田 9.4 灰色 普通 ナデ 回転ナヂ 回転ナヂ 回転ナデ @ e  
舗5 1715 6.85 灰色 且 ナデ 回転ナヂ 回転ナヂ 回転ナデ聾ナデ ③ d  
置S 8.6 (舛) 赤褐色 (内) 灰色 且 回転ナヂ 回転ナデ ナデ ③ d  体制圏、 高台砂畑、 底節団棚
首7 伺 9.2 灰色ー灰白色 良 ナヂ、 回転ナヂ 回転ナデ 回転ナヂ 回転ナデ櫨ナデ @ d  
鑓8 16掴 9.6 灰色 且 回転ナデ ケ ズ リ 韓国転ナデ 回転ナデ 回転ナデ後ナデ ③ d  
置l 組弱，4857 13.2 4.7 8.4 灰色 且 ナデ 回転ナデ 回転ナデ 回転ナデ後ナデ n @ e  
置3 回岨 1 .85 4 . 1  7 .85 灰色、 細色 (跡事副 良 ナデ 回転ナデ 回転ナデ 回転ナデ韓ナデ n @ g 体制面から醐に 掛軸
濁4 2828 11 .5  5 .2  6.8 灰色 且 ナデ 回転ナデ 回転ナデ ナデ E ③ f  
269 F - 6 I[ P  16.7 3.9 10.6 灰白色 且 ナデ 回転ナデ 回転ナデ 回転ナデ I ③ f  
町2 2627 11.0 3.05 7.0 灰色 良 ナヂ 回転ナヂ 固転ナヂ 回転ナヂ E ① h  体制面料底部にかけて 自糊
百3 田健 15.4 5 邸 9.2 (外) 医色 (内) 賀原色 普通 ナヂ、 回転ナデ 回転ナデ 回転ナデ 回転ナヂ n @ i  

第 8 表 須恵器椀観察表

蜘 雌土地点 口径 器高 骨頚 掛鶴 色 関 焼鹿 つ ま み部 ・ 天井紛姻 克 井 邸 内 面 体 部 舛 面 体 部 内 面 口 縁 部 由 考
百4 1673 ，1674 12.6 1 箇 I a 灰色 良 国転ナデ 回転ナヂ龍ナヂ へ ラ 切 り 桂ナデ 回転ナヂ後ナデ 回転ナデ 日緑郎付近内再調に帥繍
2'15 F - 9 1[  16.6 3.4 c 匹色 且 回転ナデ ナデ ヘ ラ ケ ズ リ 桂ナヂ ナデ 回転ナデ
卸6 17.4 2.4 I c 灰色 且 回転ナデ 回転ナデ へ ラ ケ ズ リ 植ナデ 回転ナデ 回転ナデ
沼4 49国 14.7 71.25 I f 灰色 皇 国転ナデ 回転ナヂ龍ナデ ケ ズ リ 桂回転ナデ 回転ナデ韓ナデ 回転ナデ
耳目 盟鑓 13.6 2.2 g 灰色 車 回転ナデ 回転ナデ植ナデ ヘ ラ ケ ズ リ 回転ナデ瞳ナデ 回転ナデ
舗 岨侃 16.8 3.3 1 灰オ リ ーブ色 且 匝転ナヂ ナデ ヘ ラ ケ ズ リ ナデ 回転ナヂ
御 1 - 7 1[ P  14.8 1 . 7 1 n d 灰色 良 不定方向のヘラ ケズリ ナデ 回転ナデ ナデ 回転ナデ 笹亜の器車
282 担槌 13.8 1 . 1 1 n f 貫庇色 且 ヘラ切 り 桂ナデ 回転ナヂ桂ナデ 回転ナデ 回転ナデ瞳ナヂ 回転ナデ
289 且55.24冒 15.0 1 宿 E g 灰色 良 牽調整 回転ナデ後ナデ ナデ 回転ナヂ桂ナヂ 回転ナヂ後部ナデ
町7 却鵠 14.6 初.9 m 1 b 灰栂色 普通 ヘラケズリ 回転ナ宇韓ナデ ヘラ ケズ リ 回転ナデ瞳ナヂ 回転ナデ
2'18 2842 15.0 約1 . 25 m 1 e 灰色 車 ヘラ切 り 桂ナデ ナデ 回転ナヂ韓ナヂ 回転ナデ 園舷ナヂ 内面のー舗に自飴軸
288 1 - 9 1[  16.9 約1.5 m 1 h 黄灰色 良 'r;(IJ能回転ナデ、ヘラケズリ ナデ 回転ナデ
畠7 443) 14.7 約1 .2 E t 阪オ リ ー ブ色 良 ヘラケズ リ ナヂ ヘ ラ ケ ズ リ ナ デ 回転ナヂ
百B F -l1区 15.0 fý 1 f 灰色 良 ナデ ナヂ 回転ナデ 目録制調に蛾紬
263 必岨 13.4 fý 1 f 灰色 普通 ヘ ラ ケ ズ リ 回転ナデ 回転ナデ
沼1 1918 18.6 fý l g  (外}灰白色(内) に品情髄 良 白鳥軸tt曹のため不明 固転ナデ 回転ナデ 全面に自保紬

第 9 表 須恵器蓋観察表

蓋 ( 第1 00図 274-289 )

ま ず、 天井部 の 形態 と 、 残存状況 か ら 以下 の よ う

に 分類 す る 。

I 類 : 天井部 に つ ま み を 持 つ も の

E 類 : 天井部 に つ ま み を 持 た な い も の

E 類 : 天井部 を 欠損 す る た め つ ま み の 有無 が不 明

の も の

町 類 : つ ま み の 有 無 、 及 び器高 が不 明 の も の

さ ら に 、 口 縁部 の 形態 に よ り 、 次 の よ う に 分類す

る 。

a 口 縁部 の 屈 曲 が見 ら れ ず 、 内 面 に 見受 け の段

を 持 た な い も の (274)

b 口 縁 部 の 屈 曲 が 見 ら れ ず 、 下 方 に 内 湾 気 味

- 1 58 ー

に カ ー ブ を 描 き 、 端部 は 丸 〈 終 わ る も の (277)

c 口 縁部 が 内 方 に 屈 曲 す る も の (275 ・ 276)

d : 口 縁部 が外方 に 屈 曲 す る も の (280)

e 口 縁部が端部近 く で屈 曲 し 、 端 部 が丸 い も の

(278) 

f 口 縁部が端部近 く で屈 曲 し 、 端 部 が や や外向

き に 終 わ る も の (279 ・ 282 - 284)

g f の 形態 で 、 端部外面 に 明 確 な 稜 を な す も の

(281 ・ 285)

h 口 縁部 が端部近 く で屈 曲 し 、 端部 は 内 方 に 屈

曲 す る も の (288)

: 端 部 が 外 反 気 味 に 小 さ く 突 出 す る も の

(286 ・ 287 ・ 289)
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第1 00図 須恵器実測 図 (3 )

査 ( 第 1 01 図 290 ・ 29ト 293 ・ 295 ・ 298 ・ 299 )

形態上 よ り 以下 の よ う に 分類 で き る 。 な お 、 法量 、

調 整等 に つ い て は 、 「 第 10表 須 恵 器査 ・ 鉢 ・ 聾観

察表」 を 参照 の こ と 。

1 - a 類 : 平底 の 底部 に 高台 がつ く も の (291 ・ 295)

1 - b 類 : 丸 底 の 底 部 に 高 台 がつ く も の (293)

II - a 類 : 長頚 の も の (290 ・ 298 ・ 89)

II - b 類 : 短頚 の も の (77)

町 類 : 突 帯 付 き の も の (299) 肩 部 か ら 胴 部 に か

け て 2 本 の 突帯 が め ぐ り 、 胴 部 の 突帯 が最大胴径 と

な る 。 口 頭部 は 残存 し な い が、 お そ ら く ラ ッ パ状 に

開 く も の と 思 わ れ る 。

鉢 ( 第1 01 図 294 ・ 296 ・ 297 )

出 土 数 は き わ め て 少 な く 、 分類 は 行 わ な か っ た 。

主 な 特徴 と し て 、 296 は 、 底部外面 に 指頭圧痕が残 る 。

297 は 、 体部外面 下 部 の 一部 に ヘ ラ ケ ズ リ 痕 が残 る 。

塞 ( 第1 01 図 300 ・ 30 1 第 1 02図 )

形態上 か ら 2 つ に 分類 で き る 。

I 類 : 口 頭部が短 い も の (300 - 302)

300 は 、 特 に強 く 口 頚部 が外反す る 。

301 は 、 口 頭部が垂直 に 立 ち 上 が っ て 外反す る 。

302 は 、 殆 ど頭部 が な い ほ ど 短 い 。

E 類 : 口 頭部が長 く 、 大 型 の も の (303 - 305)

303 は 、 こ の 中 で は 小 型 で 、 雑 な 櫛描 波状文 が施

さ れ る 。

305 は 、 頚 部 内 面 上 部 に カ キ メ が施 さ れ る の が特

徴で あ る 。

[ 黒色土器1 ( 第1 03 図 306-31 0 )

黒色土器 は 、 主 に 内 面黒色 の A 類 が 出 土 し 、 両面

黒色 の B 類 は 、 第 l 号溝遺構 か ら 口 縁部破片 が l 点

出 土 す る の み で あ る 。 器種 は 、 第 4 号住居跡 か ら 坪

が 1 点 出 土 す る 以外 は 、 全 て 椀 で あ る 。 高 台形 は 、

丸 み を 帯 び た 断 面 逆 三 角 形 の も の が殆 ど で あ る が

(307 ・ 308 ・ 3 10) 、 中 に 全体 に 丸 み を 帯 び た 高 い 形 の

も の (309) も 見 ら れ る 。 調 整 は 、 体部 内 面 に へ ラ

ミ ガ キ が な さ れ る も の (306 ・ 309 ・ 310) と 、 そ う で

な い も の が見 ら れ る 。

- 1 59 -
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第 E 章 調査の成果

No 器t貧名 出 土 地 占 口 径 器 高 /iI. 高台怪 色 間 壇成 d型軽iE 口陣内部 f4' 部 外 面 体 邸 内 面 見 込 み li哩 m; 分割 繍 "l ・L
2田 豊 1895 IÎ .0 開高2.4 貧困色 n 回転ナデ 回転ナデ 日 口惜!f，のみの

，)、暗片
291 畳 2'108 間前2.4 9 . 5 11夜色 5ミ へ ラ ケ ズ リ ナ7 ナ ア 、 指頭圧出 I 
293 由 H - 7 [R ， 24IÎ ，2418 開高8 . 6 10.3 質問色 5ミ ケ ズ リ 後回 配 ナ ヂ サ ヂ (不定方向) ナヂ ケ ズ リ 後 ナ テ'

{不定方向)
29-1 件 1650 班高J . 7 1 2 . 2  {外) 色町'"色 }二主 回転ナデ 巨1・fナ-r ナデ 回転ナヂ

(内} 首 位 色
295 蛍 237i 掛高5.4 10.8 1買色 良 ヘ ラ ケ ズ リ I�回転ナヂ す 'r ナデ 回転ナデ
2由 鉢 78 班高3.3 13.6 間色 H 回転ナデ、 ヘ ラ ケ ズ リ 1"1転}-'r ナヂ ケ ズ リ 後ナデー I ナr(指閉!王槙)
297 1 j'事 ト 1 1 巨 開高6.7 1 4 . 1  '"色 H 回転す戸、 ケ ズ 'J 後阿 同 転 ナ デ ケ ズ リ 怯ナ デ ケ ズ リ 後ナ デ

転ナテヘ ヘ ラ ケ ズ リ
2弼 費 6199 9 . 5  眼前10.6 間 白 色 良 回転す Y ナヂ [[ 1];毛開捜

{到部外而) (開部内而)
2四 畳 n - Î 区 綱径18.6 世高13.55 灰 白 血 ー間色 普通 回転ナデ、 ケ ズ リ 彼自 回 転 サ デ 凹 提子f，付胴娯蛍

転ナデ
3曲 費 C - 6 区 P 18. .1 開高6.6 オ リ ー プ 1茶色 - ，茶色 良 回転ナデ 回転ナデ 格子 目 タ タ キ I吋.ê 門 主 タ タ キ

fまナ r
301 費 G - 6 区 P 1 7 . 9  践高6.7 (外j オ リ プ灰色~ 良 回転 サ Y 回転ナデ タ タ キ 後回転ナ-r. タ ナ'7. InJ.(. 円 タ

オ リ ープ出血 タ キ (平行 俗 f 口 ) タ キ 後回転ナデ
{内) に �i;1"叫、尚色~

オ リ ープ同色
3田 安 2;2，1 22 . 0  間前9.75 民色 H 回転サヂ 回転ナY タ タ キ後回転ナ'r. 平 ケ ズ リ 後回転ナ I 

行 タ タ キ -7' 
10J .(. 円 タ タ キ 後
向 転 ナ T
10].(. 円 タ タ キ fを
ナ ヂ

IHI 令体に 日 快 軸I303 受 4437 28.0 開高3.'1 民色 1ミ 回転ナデ 回転ナヂ 維な波状主 回 転 す 7
3刷 費 2'198 38.0 暗高7 . 7 (外) 同 靖 色 Iミ 回転ナヂ 回転ナデ タ タ キ使回転す-.，.，、 タ 回転ナデ

(内) 浅賀色ー晴出色 タ キ 後ナデ
3出 費 6289 36.2 時高12.25 仲村 岡 オ リ ー プー暗 民 回転ナr 回転サ ヂ 陥 子 園 タ タ キ 後回転サ カ キ メ 幅 ナ-7'、 H 

オ リ ープ、 阪晴 T、 111J.c.，rIJ タ タ キ
同色 平行 タ タ キ後回転ナ ヂ

{内) 1克 オ リ プ 晴 平行 タ タ キ
が尚也

第1 0表 須恵器萱 ・ 鉢 ・ 賓観察表

:;J 

304 

IOcm 305 

第1 02図 須恵器実測図 (5)
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第1 03図 そ の他の土器実測図

第1 1 表 黒色土器観察表

【彩軸陶器] ( 第 1 03図 31 1 -31 4 )

二 彩 が 1 点 、 緑粕 が 3 点 出 土 し た 。 以下 、 個 々 に

31 1 は 、 二 彩 の 浄瓶 で あ る 。 細 頚 の 頭部 の 一 部 の

み 残存 す る 。 二 条 の 沈線 が め ぐ る 。 紬 は 、 軟質 で剥

離 が著 し い が 、 緑色 と 白 色 が残 る 。

312 は 、 緑軸 の 壷 で あ る 。 把手 の 体部 へ の 張 り 付

け部分が残存 す る 。 把手 の 内 面 は ヘ ラ ケ ズ リ が な さ

れ る 。 硬 質 で 黄緑色 を 呈 す る 。

313 は 、 緑紬 の 査 で あ る 。 円 盤 状 の 高 台 を も っ 底

部 の み 残存 す る 。 高 台 径 は 3 . 9cm を 測 る 。 硬 質 で 明

黄緑色 を 呈す る 。

314 は 、 緑軸 の 査 で あ る 。 肩 部 の み 残存 す る 。 軟

質 で 暗黄緑色 を 呈 す る 。

つ い て 述 べ る 。

備 考

高台外面 に 赤彩 (糧色)

I陶硯】 ( 第1 03図 31 5 ・ 3 1 6 )

須恵器の硯 が 2 点 出 土 し た 。

315 は 、 円 面硯 の 脚 部 で あ る 。 外面 に へ ラ に よ る

沈線 の 文様 が見 ら れ る が、 或 い は 透 か し が文様化 し

た も の か 。 外面 は 淡赤褐色 、 内面 は 淡赤褐色 か ら 灰

色 を 呈 す る 。

316 は 、 風字硯 の 脚 部 で あ る 。 厚 さ 0 . 8 - 1 . 5cm 、

高 さ 1 . 7cm の 円 柱状 の 脚 と 、 硯尻部 の 一 部 が残存す る 。

側縁部 は 折 り 曲 げ た 後 ヘ ラ ケ ズ リ 、 そ の 後全体 を ナ

デ て 仕上 げ ら れ る 。 焼成 は 須 恵 質 で 良好 で あ る 。

[青磁] ( 第1 03図 31 7 )

第 1 号溝遺構 出 土 の 越 州 窯青磁 の 碗 で あ る 。 底部

の み 残存 し 、 残存部分 に は 全面施軸 が な さ れ る 。 た

た み つ き 部分 に 目 痕 が残 る 。 焼成 は 良好 で 、 粕 は 緑

灰色 、 露胎 は 灰色 を 呈 す る 。 ( 川 俣)- 1 62 -



第 E 章 爾査の成果

( 3 )  文字資料 {墨書 、 箆描等) ( 第 1 04- 1 09図 ( b . 方 角 ) ( 第 1 05図 323-325. 327 ) 

当 遺跡 で確認 さ れ た 文字資料 は 、 135点 を 数 え る 。 r東」 が 3 点 、 「南」 が 1 点 そ れ ぞ れ確 認 さ れ て

内 訳 と し て は 、 墨書土器が131点 、 箆描 き 土器が3点 、 い る 。

そ し て 滑石 製 の 紡錘車 に 鋭利 な も の で刻 ま れ た も の 323 は 、 土 師 器椀 の 底 部 に 「東」 の 1 文 字 を 記 し

が1点 で あ る 。 本項 で は 、 こ れ ら を 一括 し 、 「文字資 て い る 。

料」 と し て 、 こ の う ち の 代 表 的 な 81 点 を 、 図化 し 掲 325 は 、 器種 は 判 別 し な い が、 土 師 器 の 体部 に 「東」

載 し た 。 と 記 し て い る 。

さ て 、 確認 さ れ た 文字資料 を 、 簡 単 に 分類 す る と 、 327 は 、 土器 の 破 損 の た め 文 字 が乱 れ る も の の 、

次 の よ う に な る と 思 わ れ る 。 土 師 器杯 の 体部 に 、 「東」 と 記 し た も の と 判 読 し て

①文字の書 か れ た も の

a . 吉祥句

b . 方 角 を 示 す も の

c . 施設 を 示 す も の

d . 仏 教 関 係

e . 地 名 ら し い も の

f . 人 を 示 す も の

g . そ の 他 の 文字

②符号の よ う な も の

③文字 か 符号 か判明 し な い も の

①文字の書 か れ た も の

( a . 吉祥句) ( 第 1 04図 )

320- 322が吉祥句 と 思 わ れ る 遺物 で あ る 。

320 は 、 丁 寧 に 回 転 ヘ ラ ミ ガ キ を 行 い 赤彩 を ほ ど

こ し た 土 師 器 の 杯 で 、 底 部 に 「賀 」 の 字 を 記 し て い

る 。 儀礼 な ど特別 な 用 途 に 使用 さ れ た 器で あ る と 思

わ れ る 。

321 は 、 須 恵 器 の 杯 に 特殊 な く ず し で 「益成」 の

2 字 を 記 し た も の で あ る 。 土器 の 底部 の 調整 が粗い

た め 、 文字 も や や 乱 れ て い る 。

322 は 、 壷 の 胴 部外面 に 横 向 き に 「真吉」 の 文字

を 記 し た も の で あ る 。 か な り 文字 を 書 き 慣 れ た 人 の

字体で 、 見事 な 筆跡 で あ る 。 焼成前 の 土器 に 、 鋭利

な 先端 を 持つ 針状 の 工 具 で 、 細 身 の 文字 を 記 し て い

る 。 な お 、 こ の 土器 は 、 土 師器 と も 須恵器 と も 判 明

し な い も の で 、 色 調 や 胎土 は 土 師器 の そ れ で あ る が 、

内 面 の 調 整 は た た き 痕 や 箆削 り を 併用 す る な ど 、 両

者 の 技 法 が混在 し て い る 。

い る 。

324 は 、 須 恵 器 杯 の 底 部 に 「南」 の 1 文字 を 記 し

た も の で 、 1 点 の み の 確 認で あ る 。

( c . 施設) ( 第1 05 図 326. 328- 33 1 ) 

「家」 が 1 点 、 「厨J r 門 」 そ れ ぞ れ 2 点 、 「井」

1 点 を 確認 し て い る 。

326 は 、 須 恵 器 の 底 部 に 「家」 と 記 し て い る 。 か

な り 手慣 れ た 筆跡 に 見 え る 。

328 は 、 須 恵 器 杯 の 底 部 に 「厨」 の 1 文 字 を 記 し

て い る 。

329 は 、 土 師 器杯 の 底 部 に 特 有 の く ず し で 「厨口」

と 記 し て い る 。 2 文字 目 は 、 欠損 の た め 判 明 し な い 。

330. 331 と も に 「 門 」 の 文 字 を 記す が 、 い ず れ も 欠

損 の た め 、 文 字 の 片 側 の み を 残 し て い る 。 330 は 須

恵器椀 、 331 は 須恵 器杯 に 記 し た も の で あ る 。

ま た 、 実測 図 は 別 に 掲載 す る が、 第 127図 の 5 10 は 、

滑石製紡錘車 の 平坦面 に 「井」 の 文字 を 刻 ん だ も の

で あ る 。 こ こ で は 、 便宜 的 に 施設 を 示 す 「井」 と 分

類 し た が、 魔 除 け の 護符 と し て 使用 さ れ た 可能性が

高 い 。

( d . 仏教関係) ( 第 1 27 図 332. 333 ) 

333 は 、 「法」 の 一 字 を 土 師 器椀 の 底部 に 記 し た も

の で あ る 。

332 は 、 「大寺」 の 文字 を 、 焼成前 の 須恵 器 の 鉢 ら

し き 底部 内 面 に 、 箆等 の 工具 で 刻 ん だ も の で あ る 。

も と も と こ の 土器が、 寺 院 の 備 品 と し て 製作 さ れ た

こ と を 示 す も の と 考 え ら れ る 。 当 遺跡 の 近 く に は 、

国分僧寺 、 国 分尼寺 、 水前寺廃寺等 が所在 し て お り 、

こ れ ら の 施設 と の 関 係 に つ き 注 目 さ れ る と こ ろ で あ
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第 3 節 古代の遺構 ・ 遺物

る 。 遺 跡 の 性格 を 考 え る 上 で 、 注 目 さ れ る 資料 で あ 口」 や 、 352の 「公」 、 369 の 「千 人J ? な ど が あ る 。

る 。 ま た 、 357 は 、 土 師 器 の 杯 の 底 部 外面 に 、 焼 成 前

( e . 地名) ( 第1 06図 334 ) 

334 は 、 浅 い 土 師 器 の 杯 の 底部外面 に 「今」 の 異

体字 を l 字記 し た も の で あ る 。 最 近 ま で 、 当 遺跡 の

周 辺 に は 「今村」 の 地 名 が残 っ て お り 、 こ の 地名 の

初 出 は 、 天文 4 年 ( 1535) の 「鹿子木親員 知行 目 録」

で あ る と さ れ て き た 。 し か し 、 こ の 墨書が地名 を 記

し た も の だ と す る と 、 「今村」 が古代 に 遡 る も の で

あ る こ と を 示 す も の と 思 わ れ る 。

な お 、 こ の 資料 は 、 第 8 号住居跡 か ら の 出 土 で あ

る 。

( f . 人 を 示 す も の) ( 第1 06図 336. 337 ) 

2 点 が 出 土 し て い る 。

336 は 、 須 恵 器椀 の 底 部 に 「君」 の 1 字 を 記 し て

い る 。 上位者 の 個 人用 食器 の 目 印 と さ れ た も の か と

思 わ れ る 。

337 は 、 2 文 字 で 「口女」 と 記 さ れ て い る 。 1 字

目 は 「 乙 」 な い し 「丁」 で は な い か と 考 え て い る が、

詳細 は 不 明 で あ る 。 須恵器椀 の 底部 に 記 さ れ た も の

で あ る 。

( g . そ の他文字) ( 第1 06図 335. 338-第1 08図361 . 369 ) 
そ の 他 の 文字 と し て 、 以 上 の a - f の 分類 に 入 ら

な い も の 、 あ る い は 、 文字 で は あ る が判 読 で き な い

も の を 次 に 取 り 上 げて い る 。

335 お よ び358 は 、 と も に 「足」 の l 字 を 記 し た も

の と 思 わ れ る 。 335 は 須恵 器椀 、 358 は 須恵器蓋 で あ

る 。

338 と 339 の 2 点 は 同 じ 文 字 が書 か れ た も の で 、 草

か ん む り が し っ か り と 書 か れ て い る も の の 、 釈文 は

不 明 で あ る 。 340 も 部 分 で あ る が 、 筆 の 運 ぴが こ れ

ら 2 点 に 類似 し て い る 。 338 は 須恵器椀 、 339 は 土 師

器椀 、 340 は 土 師器杯で あ る 。

342 - 345 は 、 い ず れ も 「 内 」 と 解 さ れ る 遺物 で あ

る 。 342 . 343 . 345 は 土 師 器椀 、 344 の み が須恵器 の椀

に 記 し た も の で あ る 。

こ の ほ か 、 判 読が可能 な 文字 と し て は 、 349 の 「王

に 箆状 の 工 具 で文 字 を 刻 ん だ も の で 、 「 田 口」 で は

な い か と 考 え て い る 。 2 文字 目 は 、 欠損 の た め 判 読

不能 で あ る 。

②符号の よ う な も の ( 第1 09図 377-400 ) 

墨書土器の 中 に は 、 円 や 楕 円 、 さ ら に 線 、 点 を 加

え て 符号 ら し き も の を 記 し た も の が あ る 。 な お 、 墨

書土器 と し て 確認 し て い る 遺物 の 多 く は 、 こ の 符号

状の も の が多 く 、 当 遺跡 で 土器 に 墨書 を 施 す 場 合 に

は 、 文字 よ り も こ の 種 の 符号 が 多 用 さ れ て い た ら し

い こ と を 示 し て い る 。

な お 典 型 的 な 符号 の 資料 と し て は 、 377 が 円 と 線

の 組 み 合 わ せ 、 そ し て 379 は rOJ を 記 し て い る 。

ま た 、 394 は r X J 印 を 記 す な ど 、 い く つ か の パ タ

ー ン が見 ら れ る よ う で あ る 。

③文字 か符号か判明 し な い も の (第1 08図 362-368. 370-376) 

図面掲載の 順序 は 相 前 後す る が、 部 分 の た め 文字

か符号か判 明 し な い も の を 掲載 し て い る 。 筆運 びが

文字 に 類似 す る も の も あ る が、 お お か た は 符号 に 近

い と 思 わ れ る 。 (丸 山 )
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No 字 の 別 出土地点 器 種 記入部位
320 墨曾 34号住 土師器珂: 底部外面

321 墨書 101 須恵器杯 底部外面

322 箆描 1544 土 師 器 9 壷 胴部外面

323 墨書 G - 9 区 土問器椀 底部外面
324 墨書 H - 7 区 須恵器杯 底部外面
325 墨書 H - 7 区 土師器 体部外面
326 墨書 5529 須恵器珂Z 底部外商
327 墨書 F - 6 区 土師器杯 体部外面
328 墨書 4714  須恵器杯 底部外面

329 墨書 D - 1 0 区 土師器杯 底部外面
330 墨書 1 - 9 区 須恵器椀 底部外面
331 墨書 6285 須恵器杯 ? 底部外面
332 箆描 2456 須恵器鉢 9 底部内面

333 墨書 2212 土師器椀 底部外面
334 墨書 8号住No . 24 土師器皿 底部外面

335 墨書 25号住 須恵器椀 底部外商
336 墨書 1619 須恵器椀 底部外面
337 墨書 241 2  須恵器椀 底部外面
338 墨書 5566 須恵器椀 底部外面

339 墨書 F - 6 区 F 土師器椀 底部外面

340 墨書 E - 10区 土師器珂: 底部外面

34 1 墨書 一括 須恵器椀 底部外面
342 墨書 C - 5 区 土師器椀 底部外面
343 墨書 F - 9 区 土師器椀 底部外面

344 墨曾 3353 須恵器椀 底部外面

345 墨書 5620 土師器続 底部外面
346 墨書 1427 土師器杯 底部外面

347 墨書 E - l l 区 土師器坪 底部外面
348 墨書 3568 土師器椀 底部外面
349 墨書 1 - 6 区 土 師 器杯 底部外面

350 墨書 E - 8 区 土師器椀 底部外面
351 墨啓 E - 8 区 土師器椀 底部外面
352 墨望書 H - 7 区 F 土師器椀 底部外面

353 墨書 E - 8 区 土師器 体部外面
354 墨書 J - 5 区 土 師 器 体部外面
355 墨書 一括 土師器杯 底部外商

356 墨書 E - 10区 須恵器珂Z 底 部外面
357 箆描 一括 土師器杯 底部外面
358 墨書 21 号住 No . 2 須恵器蓋 蓋外面
359 墨書 l 号1韓 土師器綿 底部外面
360 墨書 5208 須恵器珂= 底部外面
361 墨書 G - 6 区 土師器珂: 底部外面
362 墨書 5149 須恵器椀 底部外面
363 墨書 E - 9 区 土師器椀 体部外面
364 墨書 H - 1 0 区 土 師 器 杯 底部外面
365 墨書 F - 8 区 土師器杯 底 部外商
366 墨書 G - 8 区 須恵器杯 底 部外面
367 墨書 l 号溝 土師器椀 底部外面
368 墨書 15号住 須恵器叢 蓋外面
369 墨書 8 号住 須恵器蓋 蓋外面
370 墨書 5833 土師器椀 底部外面
371 墨書 H - 6 区 土師器椀 底部外面
372 墨啓 6315 須恵器椀 底部外面
373 墨書 D - 10区 土師器椀 底部外面
374 墨書 D - 10区 土銅器杯 底部外面
375 墨書 一括 須恵器珂Z 底 部外面
376 墨書 G - 9 区 土師器珂: 底部外面
377 墨書 一括 土師器椀 体部外面
378 墨書 31号住 須恵器盤 底部内面

379 墨書 5036 土師器杯 底部外面
380 墨書 E - 8 区 須恵器椀 底部外面
381 墨書 F - l l 区 土師器椀 底部外面
382 墨書 G - 9 区 土師器椀 底部外面
383 墨書 D - 8 区 土師器椀 底部外面
384 墨脅 F - 1 0区 土師器椀 底部外面
385 墨書 G - 7 区 土師器椀 底部外面
386 墨書 1 - 9 区 土問器椀 底部外面
387 墨書 H - 8 区 土師器椀 底部外面
388 墨書 E - 1 0区 須恵器保 底 部外面
389 墨書 H - 10区 土師器椀 底部外面
390 墨書 1203 須恵器珂: 底部外面
391 墨書 F - 10区 土師器椀 底部外面
392 墨書 G - 8 区 土師器椀 底部外面
393 墨書 K - 7 区 須恵器椀 底部外面
394 墨書 6209 土師器街 底部外面
395 墨書 4779 土師器 体部外面

396 墨書 G - 6 区 土師器碗 底部外面

397 墨書 1 - 7 区 土師器杯 底部外面
398 墨書 C - 6 区 P 土師器 底部外面
399 墨書 H - 7 区 土師器椀 底部外商
400 墨書 E - l l 区 土師器勾: 底部外面
510 線刻 5434 紡錘車 穿孔部脇

文 字 種 別 釈 文
文字 「賀」

文字 「益成J

文字 「真吉J

文字 「東」
文字 r南」
文字 r東」
文字 「家」
文字 「東」
文字 「厨J

文字 「厨口」
文字 「門J
士字 「門 J
文字 「大寺」

文字 r法J
文字 r�マh

文字 「足」
文字 「君」
文字 「口女」
文字 。

文字 。

文字 。

文字 。
文字 「内」
文字 「内J ? 

文字 ? 「内J ? 

文字 「内」
文字 。

文字 ワ
文字 「福」 。
文字 「王ロJ ? 

文字 。
文字 。
文字 「公」 。

文字 。
文字 ワ
文字 。

文字 9 
文字 「田口
文字 。 「足J ? 
文字 9 
文字 9 9 
文字 ? 
文字 I ? 
文字 ・ 符号 I ? 
文字 ・ 符号 ? I ? 
文字 ・ 符号 ? I ? 
文字 ・ 符号 ? I ? 
文字 ・ 符号 ? I ? 
文字 ・ 符号 ? I ? 
文字 ・ 符号 9 「千 人J ? 
文字 ・ 符号 。 ?
文字 ・ 符号 ワ ワ
文字 ・ 符号 ヮ 。
士字 ・ 符号 ? I ? 
文字 ・ 符号 I ? 
文字 ・ 符号 I ? 
文字 ・ 符号 ? I ? 
符号
符号

符号 rOJ 
符号
符号
符号
符号
符号
符号
符号
符号
符号 r口」
符号
符号 ワ
符号
符号
符号 9
符号 r X J  
符号

文字 ・ 符号 9 r X J  

符号
符号
符号
符号
文字 「井J

司-同-
第 E 章 調査の成果

そ iJ) 他
内器商 に 赤彩、 内外 共 に 箆磨 き を 施 L 丁寧 に 作 ら れ た 土 師 器杯で あ る 。 底 部 に 「 賀 J の l
字が記 さ れ 、 特 別 な 用 途 の 土器 と 推定 さ れ る
須恵器停の 底部 に r益成J と 2 文字 を 記すo た だ し 、 底部 の 調 整 が粗 〈 字 の 残 り
た 的 、 詳細は不明
構成前 の 査 の胴部外商 に 横 向 き に 、 鋭利 な 工 具 で 文字 を 刻 ん で い る 。 内器面 の 調整 は 、 箆
削 り や 隙 き が混在 し て い る
土師器椀 の 底部 に 「東」 の l 字 を 巧 み に 記 す 。 黒色土器 A 類
須恵器珂:の底部 に 大 き く 「南J の 1 字 を 記す 。 文 字 は か な り 薄 い な ど残存状 況 は 悪 い
器 を 伏 せ た 状態 で 見 え る よ う に 、 体部 に 逆向 き に 文字が脅か れ て い る
底部外国 に 手慣 れ た 筆 で 「家」 の 1 文 字 を 記 し て い る
器 を 伏 せ た 状態 で 見 え る よ う に 、 体部外面 に i童 向 き に 文字 を 記 す 。 黒 色 土 器 A 類

「厨」 の 一字が し っ か り と し た 筆 運 ぴ で 脅 か れ た も の で あ る 。 文字 は か?i: り 薄 く な っ て お
り 、 残存状況 は 悪 い
「厨」 の 文 字 を 独特の く ず し で記 す 。 2 文字 目 は 、 部 分 の た め 判 読不能

底部ほ ほ中 央 に 1 字 を 記 す が 、 「 門」 ら し い 文字 の 片 側 だ け が 見 え る
須恵器珂:の底部に 1 字 を 記す よ う で あ る 。 「 門J の 文字 の 片 側 の み が 見 え る
須恵器 の 鉢 ら L き 土 器の 底部内器面 に 、 「大 寺」 の 2 文字 を 箆描す る 。 焼成前 に 描 か れ た
も の
土師器椀 の 底部 に 「法」 の l 字 を 小 菩 〈 記す 。 な お 、 底 部以外 に 赤 彩 を 施す
内器面 に 赤彩 を 施 L た土師皿の底部外面 に 「今J の異体字 を 1 字記 L て い る 。 遺跡周 辺 町
地 名 「今村」 に 関 連 があ る も の と 見 ら れ る
須恵器椀 の 底部 に 、 小 さ く r足」 の l 文字 を 記 す
須恵器椀 の 底部 に 「君」 の l 字 を 記 す 。 部分の た め 、 上 に 文字 が あ っ た か ど う か不 明
須恵器椀の底部に 2 士字 を 記す。 r丁女」 な い し 「乙女J と 推定 す る
土師器倒 の 底 部 に 1 文字 を 記す。 草か ん む り を 記 す な ど明確 な 文字 だ が 、 釈 文 は 不 明 。 「花」
の 異体字に も 類 似 す る
ピ ッ ト 中 よ り 出 土。 底部 に l 字 を 記す 。 草 か ん む り を 記 す な ど 、 明 確 な 文 字 で あ る が 、 意
味 は不明。 「花」 の異体字 に 類 似 す る
内 外 と も に 赤彩 を 施す土師器 に 記 L て い る 。 部 分 の み で 詳細 は 不 明 だ が 、 338 ・ 339 と 同 様
の文字で は な い か と 考 え て い る
一 一 て お り ー ……… l 

「内」 と い う 文字 を l 文字記 L た も の で 、 ニ の ほ か に も 類例 が あ る
高台 町 内 側 に I 文字記 さ れ た も の ら L < 、 「 内J の 字 で は な い か と 推定 さ れ る 。 部分 の た
め 詳細 は 不 明
須恵器椀の底部に 1 字 を 記 L た も の で 「 内」 と 推定 さ れ る 。 た だ し 、 字 が 曲 線 的で あ り 、
符号の 可能性 も あ る
土師器備 の 底部 に 「内」 の 1 字 を 記 し て い る
巧 み な 簸運 びで 脅 か れ て い る 。 2 文字以上で あ っ た ら L < 、 上 の 士 字 は 「厨J の く ず L に
類似す る
箪の運 ぴが連続的 で 、 文字 と 考 え ら れ る
部分の た め 不 明 で あ る が、 「福 」 な どの 字 に 額似 す る
複数の 文字が脅 か れ て い た よ う で あ る 。 「主」 は 判 明 す る が 、 こ れ が単独 の文字 で あ る か 、
部首で あ る か は 不 明
文字の上部が見 ら れ る
留 め 、 は ね の具合が明確 で 、 「月 J r寺」 な と' の 文字が推定 さ れ る
16号住 の 商 倒 的 ピ ッ ト よ り 出 土。 巧 み な 錐使 い で 「公J の 1 文 字 を 記す 。 一部 を 重 ね 脅 さ
す る
体部の外聞 に横向 き に脅 か れ て い る 。 「予」 を つ く り に 使用 L た 文字 ら し い
体部外面 に横向 き に 密か れ た 士字 ら し い 。 な お 、 こ の 土 器 は 里 色 土器 の A 類

「茂」 ら し い 1 文 字 を 確 認す る 。 土師器杯は 、 全面 に 赤彩 を 施 し 、 底 部 に は 箆削 り の痕跡 |
が段に な っ て 残 る
須恵器珂:の底部に 1 文字 を 記 す。 土器 の ス レ に よ り 、 文字が薄 れ 判 読不能
細 〈 鋭 利 な 工具で焼成前の土師器 に 文字 を 刻 ん で い る 。 r 田 J の 字が 判 読 で き る
須恵器華町外面偶 に l 文字 を 記す
全体形が不 明 だ が 、 偏 が L っ か り と L て お り 、 文字で あ る ら し い

「大」 の 字 に類似す る が 、 筆が重複す る な ど不 明 で あ る
内 外 と も に 赤彩 を 施す 薄 手 の 土師器 に 記 L て い る 。 2 文字 ら し い が 、 詳細 は 不 明
須恵器の捕の底 部 に 士字 ら し き も の を 記す が 、 部分の た め 詳細不明
体部に 逆向 き に 密 か れ て い る よ う で あ る 。 文 字 か 符号 か 判 明 せ ず
内 外 と も に 赤彩 を 施 し た 土師器底部 に 記 さ れ る 。 文字 に 近 い と 恩 わ れ る が 、 詳 細 は 不 明
部 首 は 「 ま だれJ に 近 い 文字 ら し い が 、 部分の た め詳細 は 不 明
直線 を 複雑 に組 み 合 わせ て い る 。 文字 か 符号 か 不 明で あ る 。 重 ね 書 き の 可 能性 も あ る
1 号i昨 よ り の出土。 部分で あ る こ と と 、 担舎の残存状況が悪い こ と か ら 詳細 は 不明

須恵器叢の 外器面 ほ ぽ中 央 に 愚 容 を 施 す 。 文字 の よ う で あ る が 、 部分 の た め 詳 細 は 不 明
蓋 の ほ I f 中 央部 に 円 を 描 く よ う に 墨書 さ れ る 。 詳細 は 不 明
土師器怖 の 底部 に 肉 太の 筆 で 記 す が 、 部分の た め 文字 か 符 号 か 不 明
箪の ハ ネ を ど も あ り 文字 に 類似す る が 、 部分の た め詳 細 は 不 明 。 黒 色 土器 A 類
部分の た め 詳細不明
肉 太 町 筆 で 書い て い る が 、 部分の た め 文 字 か 符 号 か判 明 せ ず
文 字 ら L い 筆 町 速 ぴ で 、 部 首 は 「 ま だ れ」 の 系 統 の 文字 と 考 え ら れ る
376 に 類似す る も の で 、 全体が不明 な た め 、 文 字 か 符号 か 判 明 せ ず
内 外 と も に 赤彩 を 施す土師器の底部 に 記 L て い る 。 部分の た め 文 字 か 符号 か 判 明せ ず
格 円 と 線 を 組み 合 わ せ た 符号 で あ る と 考 え ら れ る 。 重脅 し た痕跡 も 残 る
内 器面 に 墨書 さ れ た も の で記 入部位 と L て は 少数 で あ る 。 直線 を 基調 と L て お り 、 符 号 と
考 え ら れ る
浅 い土師器杯の 底部 に rOJ 印 を 記 す 。 同様の符号は 他 に も 類例 多 L
直線 を 基鋼 と L た 符号で あ る と 推定 さ れ る
楕 円 や O な ど を 描 く 符号 と 考 え ら れ る
楕 円 か 四 角 形 に 近 い 符号 と 思 わ れ る
楕 円 に 近 い 符号 と 君、 わ れ る
楕 円 か 四 角 形 に 近 い 符号 と 思 わ れ る
楕 円 や 円 の み を 書 〈 符号 と 思 わ れ る
円 の 中 に 点 を打 っ た よ う な 符号 と 思 わ れ る
楕 円 と 線 の 組み 合 わ せ の 符号 と 曹、 わ れ る
四 角 形 「口」 を 曾 い た符号 で あ る か と 思 わ れ る
円 と 直 線 的 組み 合 わ せ に よ る 符号 と 恩 わ れ る
直線的な 2 本の組が記 さ れ る が、 部分 の た め 詳 細 は 不 明
楕円 と 直線の組み 合 わ せ の 符号 と 曹、 わ れ る
文字の よ う な 筆 の 運 び と は 考 え ら れ ず 、 符号 と 判 断 さ れ る
直線的 な 2 本の 線 が記 さ れ る が、 部分 の た め 詳 細 は 不 明

r X J 印 を 付け た 、 土器の 識 別 符号 と 恩 わ れ る
車線 を 基調 と し た 符号 と 恩 わ れ 、 筆 町 選 びか ら r X J 印 に 近 い も の で は な い か と 推定 さ れ
る
士字か符号か判 明 L な い が 、 r X J 印 に 近 い も の と 考 え ら れ る 。 文字 と す れ ば 、 「女J な ど
に 近 い も の か
文字で な く 、 符号 と 思わ れ る 。 土 器 は 内 外 と も に 赤彩 を ほ と こ す
直線 を 基調 と す る 符号 と 見 ら れ る c ピ ッ ト 中 か ら の 出 土 で あ る
円 と 線 の 組 み 合 わ せ の 符号 と 恩 わ れ る
曲 線 を 基調 と し た 符号 と 恩 わ れ る
滑石製の紡錘車 の 片 面 に 、 鋭 利 な 工 具 を 使用 L て 「井」 の 文字 を 刻 ん で い る
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第 3 節 古代の遺構 ・ 遺物

(4 )  石製品 ( 第1 1 0- 1 1 3図 )

奈 良 ~ 平安期 の 石製 品 と し て は 、 砥石16点 、 硯状

石 製 品 l 点 、 分銅 (錘) 1 点 な ど が 出 土 し た 。 砥石

に 関 し て は 13点 を 図化 し 、 掲載 し て い る 。 な お 、 図

中 で 薄 い 網掛 け は 使用 の た め 磨 耗 し た 部分 を 示 し 、

濃 い 網掛 け は 、 カ ー ボ ン の 付着部位 を 示 し て い る 。

[砥石] ( 第 1 1 0- 1 1 2図 )

鉄製 品 の 項 で 述 べ る よ う に 、 当 遺跡 で は 、 万 子 や

鉄鎌 な ど の 刃 物 が 多量 に 出 土 し て い る 。 刃 物 の 使用

に は 、 砥石 の 日 常 的 な 使用 が不可 欠 で あ る こ と か ら 、

出 土 点 数 が比較的 多 い も の 領 か れ る と こ ろ で あ る 。

さ て 、 確認 さ れ た 砥石 は 、 刃 物 の l 次 的 な 研磨 に

使用 す る 目 の 粗 い 砥石 (401 - 407) と 、 2 次 的 な研

磨 (仕上 げ) に 使用 す る 密 な 砥石 (408 -413 ) と の

両様 が あ り 、 出 土 比率 は ほ ぼ同 数で あ る 。 素材 と し

て は 、 前者 は 砂 岩 、 後者 は 木 目 石 を 使用 し て い る 。

特 に こ の 木 目 石 は 、 現在 で も 天草 地 方 の 特 産 と な っ

て い る 木 目 石 と 酷似 し て お り 、 当 時 の 物 資 の 流通 の

一 端 を う か が う こ と がで き そ う で あ る 。

な お 、 両遺物 の 法量 は 、 粗砥が比較的 大 き く 、 通

常 の 砥石 の 方 が小 さ い と い う 差 が見 ら れ る 。 こ れ は 、

粗砥 よ り 通常 の 砥石 の 使用 頻度 が圧倒 的 に 多 い と い

う 点 (粗砥 は 最初 の 刃 の 形成 や 潰 れ た 刃 の 再生 な ど

の 際 し か使用 し な い ) に よ り 、 研磨 の 度 合 い が異 な

る こ と や 、 粗砥 は 携帝 し て 使用 さ れ る こ と が少 な か

っ た こ と な ど に 起 因 す る も の と 思 わ れ る 。

〈粗砥) ( 第 1 1 0 ・ 1 1 1 図 401 -407 ) 

401 ・ 402 は 、 粗砥 の 中 で も 比較 的 大 型 の も の で 、

入手 し た 自 然石 を 適 当 な 大 き さ に 割 っ て 使用 し た ら

し く 、 側 面 の 一部 に 自 然面 を そ の ま ま 残 し て い る 。

ま た 、 401 は 研磨 面 の 裏側 に カ ー ボ ン が付着 し た 部

分 が あ り 、 こ の 遺物 が砥石 と し て の 用 途以外 に 使用

さ れ て い た 可 能性 も あ る 。

403 は 、 粗砥 の 中 で は 丁 寧 に 加 工 さ れ た も の で 、

全体 を 扇 平 な 台形 に 加工 し た 後 、 側 面 は 面取 り を 行

っ て い る 。 4 面 を 研磨 に 使用 し て お り 、 う ち l 面 に

は 、 集 中 的 な 研磨 の た め 、 く ぼ ん だ部分が見 ら れ る 。

な お 、 こ の 遺物 は 第 19号住居跡 の 床 直 上 か ら の 出 土

で あ り 、 同 住居 に お い て 使用 さ れ て い た 可 能性が高

し 、 。

404- 407 は 比較 的 小 さ い 部類 に 属 す る 砥石 で あ る 。

い ず れ も 、 大規模 な 砥石 の 破片 を 2 次 的 に 利 用 し た

と 思 わ れ 、 破 断面 が不整形 を 呈 し て い る 。 ま た 、 細

身 の も の を 研 い だ 際 に 付 い た と 見 ら れ る 筋状 の 擦痕

も 部分的 に 認 め ら れ る 。

〈密 な砥石) ( 第 1 1 2図 )

413 は 、 両端部 が や や 欠損 す る も の の 、 四 角 柱状

を 呈 し 、 製 品 と し て の 砥石 の 本来 の 姿 を と ど め て い

る 。 4 面 を 使用 し て お り 、 磨 耗 の た め 湾 曲 し て い る 。

408-412 は 、 小型 の 砥 石 で あ る 。 も と も と 大型 の

砥石 が割 れ た り 、 使 い 込 ま れ て 磨耗 し た も の を 再利

用 し た も の な ど も 含 ま れ て い る と 見 ら れ る 。 万 子 な

ど の 鉄製 品 の 使用 に は 頻 繁 な 研 磨 が必要 で あ り 、 こ

れ ら の 砥石 は 、 小型 の 携帯 用 と し て 使用 さ れ た 可能

性 も あ る 。

[�見状石製品] ( 第 1 1 3図 41 4 )  

徽密 な 粘板岩系 の 素材 を 使用 し た 遺 物 で 、 硯 で は

な い か と 推定 さ れ る も の で あ る 。

も と も と 薄 い 長方形 の 板状 を 呈 し て い た も の と 考

え ら れ 、 端部及 び側 面 に は 素 材 の 切 り 出 し の 際 に つ

い た と 見 ら れ る ギザ ギ ザ の 擦痕 が残 さ れ る 。 ま た 、

裏面 (底面) は 丁 寧 に 研磨 さ れ て い る が 、 表面 は 薄

く 剥 落 し て お り 、 原 況 を と ど め な い 。

な お 、 裏面 の研磨面 に は 、 針 な ど で 傷付 け た よ う

な 痕跡 が あ り 、 筋 状 の 溝 、 四 角 形 、 「 ト 」 の 字 に 類

似す る よ う な 傷 が見 ら れ る 。 戯 れ書 き の 可 能性 も あ

る が 、 詳細 は 不 明 で あ る 。

[分銅 ( 錘 ) ] ( 第1 1 3図 1 21 )  

形状 か ら 「 お も り 」 と し て 使用 さ れ た と 見 ら れ る

製 品 で あ る 。

通常 は 砥石 と し て 使用 さ れ る 木 目 石 を 、 分銅 の 形

に 研磨 し て い る 。 ま た 、 上部 に は 小 さ く 穿孔 し 、 紐

な ど を 通 し て 使用 す る よ う に 作 ら れ て い る 。

や や 角 の 部 分 の 磨 耗 が 見 ら れ る が、 現 重 量 は

67 . 8g を 量 る 。 形状 は 分銅 に 酷似 す る が 、 磨 耗 分 を

推定換算 し で も 定量 で あ る べ き 分銅 の 単位 と は 合致

せ ず 、 樽秤の 「錘」 と し て 、 樟 に ぶ ら 下 げ ス ラ イ ド

さ せ な が ら 使用 し て い た 可 能性 が高 い と 推 定 し て い

る 。 第32 - 35号住居跡 の 埋土 中 か ら の 出 土 で あ る 。

(丸 山 )
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第 3 節 古代の遺構 ・ 造物

No 昔寺桂名 出土地 占 石 材 寸r去(長 ー 中高 ・ !豆 ) cm 重量 E 色 捌 そ σコ イ也
401 砥石 粗 I - l l 区 砂岩 17 . 1 X 16 . 8 X 9 . 2  3000 H音赤褐色 砂岩の下而 を 制 り 、 J主 り の よ し 叫が践 に し て 、 上国の 自 然而 の 一 部 を 研磨

の た め に 使用 し て い る 。 な お 、 下 宿I に は 火 を 受 け煤が付 着 す る な ど、 f，l\
石以外の用 途 に も 使用 さ れ た ら L ぃ

402 lil\石 粗 4787 砂岩 1 9 . 3 X 1 5 . 1 X 9 . 2  2449 赤褐色 fll砥 と し て 使 用 し た 砥 石 で 、 全体 に 火 を 受 け て 赤変 し て い る 。 風化が激
し い が 、 一 面 に 使 用 に と も な う 研 Itf面が残 る

403 砥石 組 19ttNo . 14 砂岩 1 2 . 8 X 1 3 . 6 X 3 . 4  1075 員一赤褐色 住居跡、床直 仁 /Jj 土 の 粗砥で あ る 。 端 部 の 2 薗 を の ぞ き 、 使 い 込 ま れ て お
り 、 磨耗 し て い る 。 う ち ー而 に は 、 集 中 的 な研磨 に よ る も の か 、 く ぼみ
がで き て い る 。 な お 、 鉄分が一昔1\ に 吸泊 し て い る

404 lill;石 粗 4770 砂岩 1 0 . 9 X 8 . 2 X  1 . 4  1 52 赤褐色 組砥で あ り 、 砂 岩 を i曹 く 割 円 片 簡 を 研 磨 の た め 使用 し て い る 。 な お 、 研
底面 に は 、 幾 筋 も の 条痕が残る

405 磁石 粗 I - l l 区 砂岩 1 3 . 7 X 9 . 2 X 4 . 7  687 赤褐色 組砥であ り 、 三 而 が使 用 の た め磨耗す る 。 う ち ー簡 に は 鋭利 な も の を 研
い だ こ と に よ る 条痕 も 残 る ほ か、 自主打 し た 箇所 も 見 ら れ る

406 砥石 祖 1 - 7 区 P 砂岩 1 9 . 5 X 1 2 . 9 X 3 . 1  897 H音赤悩色 粗砥 と L て 使 用 さ れ た も の で 、 2 而 を 研 磨 に 使 用 し て い る 。 主 使 用 而 に
は 鋭利 な も の を 研Itf し た 際 に つ い た ら し い 条痕が残 る 。 な お 、 部分的 に
火 を 受 け煤が付着 し て い る

407 lill;石 粗 J - ] ] 区 砂岩 1 l . 7 X 8 . 9 X 6 . 8  876 赤褐色 ヰlHl\ で あ り 、 二而が使用 の た め 潜 粍す る ほ か、 鋭利 な も の を 研 い だ た め
か一面に条痕が残 る 。 受熱 L た ら し く 赤変 し た部分の ほ か 、 煤 の 付着 も
見 ら れ る

408 ，!x石 衝 3898 木 目 石 4 . 7 X 7 . 0 X 4 . 2  142 貨灰 色 イj 上 げ 用 の 衝 な 砥 石 で 、 も と も と 大 き な か た ま り で 使用 さ れ て い た も の
が欠損 し た 後 、 小破片 も 砥石 と し て 再 利 用 し た も の ら し い 。 三 而 を 研lí!ì
す る

409 砥石 奮 1 - 7 区 木 目 石 8 . 8 X 4 . 9 X 4 . 1  166 赤灰 色 小型で仕 ヒ 1 1' 用 の 密 な 砥 石 で 、 手 に 持つ よ う に L て 使用 し た ら l " 0 制1]
而の 4 而が使用 さ れ て お り 、 l!!j 粍 の 度 合 い か ら か な り 使 い 込 ま れ た こ と
がわ か る

4 1 0  lill;石 奮 5879 木 白 石 7 . 8 X 6 . 7 X 3 . 1  156 賞灰 色 仕上げ用 の 官 な 砥 石 の 残 欠 で あ り 、 連続 す る 2 商 を 使 用 し た Itf 粍痕が
残 っ て い る 。 な お 全面 に わ た っ て 風化、 最IJrJが箸 L い

4 1 1  砥石 箔 3856 木 目 石 5 . 9 X 4 . 6 X 3 . 9 164 前灰色 仕上げ用 の 常 な 砥石 で 小 型 で あ る 。 fJ1i] 而 の 4 而 を fùfll'! の た め使用 L て お
句 、 う ち l 而 に は 、 浅 い 条痕が数条残る

412 砥石 積 4750 木 目 石 7 . 3 X 6 . 3 X 5 . 6  264 賞灰 色 仕上げ用 の 密 な 紙石 で あ る 。 使用 さ れ て い る う ち に /j"l!i�化 し て 最 後 は 破
損 L た も の ら l ， 、 。 側 面 の 4 簡 を 研磨の た め使 用 し て い る

413 lil\石 筋 2721 木 目 石 1 6 . 7 X 9 . 2 X 7 . 6  1266 前灰 色 確認 L た 密 な 砥 石 中 最 大 の も の で 、 製品 と し て の 砥石 の Ij;'( 型 を 示 す も の
か。 割 れ て い る 端 部二簡 を 除 き 、 か な り 使用 さ れ 、 庖 粍 L て い る 。 倒1] 而
の一部 に条泌が残 る

414 硯 ワ G - 5 区 粘板岩 9 . 2 X 5 . 1 x 1 . 5  90 苛灰 色 全体形 は 簿 い 長方形の板状であ り 、 硯 に 類似す る 。 表 而 は IftIJ 離 し 欠航す
る が、 袈 而 は 丁 寧 に 研磨 さ れ 、 ま た 制llï商 も 荒削 り な が ら 制殺の痕跡があ
る 。 な お 、 裂の仰fl習而 に は 、 鋭利な$ 1 な どで戯れ件 き を 施 し たかを跡 も あ り

121 分銅 32-35住 木 白 石 4 . 8 X 3 . 6 X 2 . 6干し0 . 4 67 .8 賞灰 色 jill1i�
.
は砥石 に 使用 す る 石 材 を 使用 L て 、 料lは か り の 「錘」 ら し き も の を

作 る 。 上 部 は 穿孔 さ れ て お 町 、 最Jl な ど で つ る し て い た こ と が わ か る 。 な
お 、 柔 ら か い 石材 の た め 、 表面は 風化が進 ん で い る
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(5 ) 鉄製品 ( 第1 1 4- 1 1 8図 )

今回 の 調査 で確認 さ れ た 鉄製 品 の 総数 は 、 60点 を

数 え る 。 分布状況 は 、 3 点 出 土 し て い る 鉄鎌がすべ

て 竪穴住居跡 か ら の 出 土 で あ る 点 が注 目 さ れ る ほ か

は 、 他 の 遺物 の 分布 と 格段 の 差異 は み ら れ ず 、 遺構

が集 中 し て い る 区域 の 包含層 か ら ま ん べ ん な く 出 土

し て い る 。 内 訳 は 、 万 子 が12点 、 鉄釘 ら し い 遺物が

9 点 、 鉄斧 1 点 、 紡錘車 1 点 、 鉄鎌 3 点 、 そ の 他 に

不 明 の 鉄 製 品 が26点 で あ る 。

な お 、 こ の ほ か 、 欠 損 や 腐 食 が激 し く 詳細 の 不 明

な 鉄 製 品 が33点 、 ま た ス ラ ッ グ が大小35点 ほ ど 出 土

し て い る 。

[ JJ 子】 ( 第 1 1 4図 41 5-425. 59 ) 

4 1 5 - 425 . 59 が 、 万 子 と 推定 さ れ る 遺物 で あ る 。

こ の う ち 41 5 は 、 先端 を わ ず か に 欠損す る も の の 、

刃 部 か ら 中 茎 に か け て の 残 り が良 く 、 万 子 本来 の形

状 を 示 し て い る 。

417 は 完形 で あ り 、 刃 部 が よ く 使 い 込 ま れ て 磨 耗

す る な ど 、 万 子 の 使用 状況 が知 ら れ る 資料 で あ る 。

ま た 426 - 429 は 、 ひ と ま ず不 明 鉄 製 品 と 分類 し た

が、 形状 や 刃 部 の 形成 の あ り よ る か ら 、 万 子 な い し 、

類似 の 刃 物 で は な い か と 推定 し て い る 。 な お 、 428 は 、

刃 部 の 形成 が見 ら れ ず 、 未成 品 で は な い か と 推定 さ

れ る 。

[ 釘状鉄製品 ] ( 第 1 1 5図 430-439 )

430 - 439 は 、 四 角 柱状 の 形状 を 呈 し 、 5mm 内 外 の

径 を 持 つ こ と か ら 、 鉄釘 で は な い か と 推定 さ れ る 遺

物 で あ る 。 端部 を 欠損 し 、 全体が湾 曲 す る も の も 多

し 、 。

[板金状鉄片 ] ( 第1 1 5- 1 1 6図 440-459 )

440 -459 で あ り 、 い く つ か の 形状 が あ る が 、 板金

を 基本 と し て 加工 を 施 す も の で 、 一括 し て 板金状鉄

片 と し て 分類 し た 。

ま ず440 - 446 は 、 細 い 板 金状 の 鉄 片 で あ り 、 1 - 2mm

前後 の 厚 み を 持 ち 、 全体形 は 直線 的 で あ る 。

447 - 450 は 、 上記 と 同 様 の 細 い 板金状 の 鉄片 で あ

る が、 途 中 よ り L 字 な い し 、 そ れ に 近 い 形 に 屈 曲 す

第 E 章 調査の成果

る の が特徴 で あ る 。 459 は 、 素 材 は 上 記 に 近 い が、

加工が半 円 形 を 呈 し て い る 。

452 は 、 板 と い う よ り は 、 中 心部 は 棒 に 近 い も の

で あ る が 、 両端部 は 広 が っ て お り 、 や や 扇 平 に な る

も の で あ る 。

451 . 453 .  454 は 、 こ れ ま で と 違 い 、 や や 幅広 い

板状 の 鉄 片 で あ る 。 な か で も 、 453 は 、 端 部 の 一 方

が包 み 込 む よ う に 折 り 返 す 細 工 が施 さ れ る 。• 

456 - 458 は 、 方 形 に 近 い 鉄片 で あ る 。 456 は 、 側

面 が や や 折 り 返 さ れ る な ど の 細 工 が施 さ れ る 。

[環状鉄製品 ] ( 第 1 1 6図 460. 461 . 464 )

460 . 46 1 は 、 小型 の 環 状 の 鉄 製 品 で あ る 。 3mm程度

の 太 さ を 持 つ 棒状 の 鉄 片 を 円 形 に 屈 曲 さ せ て い る 。

464 は や や 大型 で 、 6mm程度 の 太 さ の 棒状 の 鉄片 を 、

上記 と 同 様 に 円 形 に 加工 し て い る 。 や や ね じ れ て お

り 、 端部 同 士 は 離 れ て い る 。

[異形鉄製品 ] ( 第 1 1 6図 455. 463 . 462 )

以上 の 分類 に 属 し な い 鉄 製 品 と し て は 、 3点 が あ る 。

455 は 、 両端部 を 欠損 す る が、 板 金状 の 鉄片 に 径2酬

の孔 を あ け て い る 。 何 か の 製 品 の 部 分で あ る と 思 わ

れ る 。

463 は 、 薄 い 板金 に 5列 に わ た っ て 、 透 か し の 細 工

に 見 ら れ る よ う な 小 さ な 孔 を あ け て い る 。 何 か の 装

飾 の 一部 か も 知 れ な い 。

462 は 、 一 方 を 欠損 す る も の の 、 反対側 の 端部 に は 、

素材 を 円 形 に 折 り 返 し 、 何 か を 通 す よ う な 孔 を 作 っ

て い る 。 太 い 針 の よ う な 印 象 を 持 た さ れ る 遺物 で あ

る 。

[鉄斧】 ( 第 1 1 7図 465 )

465 は 、 両 刃 の 鉄 斧 で あ る 。 内 部 は 空 間 が あ り 、

柄 を 挿 入 す る 形で 装 着 し た も の と 思 わ れ る 。 た だ し 、

こ の 鉄斧 は 、 C - 5 区 の 撹乱 中 か ら 土器 な ど と 混在

し て 確認 さ れ た も の で 、 時期 判 定 に 一 抹 の 疑 問 が残

る 遺物 で あ る 。

[紡錘車 ] ( 第 1 1 7図 466. 468 )

468 は 、 両端部 を 欠損 す る も の の 、 完 形 に 近 い 紡nJ
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錘享で あ る 。 薄 い 円 盤状の 鉄片 に 細 い 鉄棒 を 装着 し

て 使用 し た も の で あ る 。

466 も 全体 の 半 ば を 欠損 す る も の の 、 形状か ら 紡

錘車 と 推定 さ れ る 。

[ 円 形鉄製品] ( 第 1 1 7図 467. 469 )

467 は 、 欠損 の た め 全体 形 は 不 明 だ が、 い びつ な

円 形 を 呈 し て い た 鉄 製 品 で あ る 。 端部 の 一 方 に 折 り

返 し を 作 り 、 中 央部分 に 穿孔 し て い る 。

469 は 、 厚 み の あ る も の で 、 精 巧 に 面 を 加 工 し 、

中 央 が く ぽ ん だ 円 盤状 の 製 品 に 仕上 げ て い る 。 両遺

物 と も 、 紡錘車 に 類似 す る が、 厚 み 、 穿孔 の 有無 と

そ の 位置 に つ い て 異 な っ て お り 、 異 種 の 遺物 と 思 わ

れ る 。

[鉄鎌] ( 第 1 1 8 図 95. 1 04. 1 05 )  

3点 が 出 土 し て い る 。 1 04 が刃 部 の 半 ば を 欠損 す る

の に 対 し 、 95 . 105 は ほ ぼ完 形 で 確 認 さ れ た 。 「 曲 刃

柄鎌」 に 近 い 鎌 で 、 い ず れ も 、 柄 に 対 し て 直角 よ り

広 い 角 度 で 装着 さ れ て い た ら し い 。 端部 は 装着 の た

め 、 柄 に 掛 け る た め の 返 り が施 さ れ て い る 。

104 は 第24号住居 跡 、 95 は 第 1 9号住居跡 、 105 は 第

22号住居跡か ら 、 そ れ ぞ れ 出 土 し て い る 。 ( 丸 山 )

{& } 銅製品 ( 第1 1 9図 )

今 回 の 調 査 で確 認 さ れ た 銅 製 品 は 、 総数で 9 点 で

あ る 。 出 土 地 点 は 、 掘 立柱建物 や 竪穴住居 な ど の 遺

構 が集 中 す る 地 点 に 分布 し て お り 、 そ の 他 の 遺物 の

分布傾 向 と 格段 の 差異 は 見 ら れ な い 。

製 品 の 種別 と し て は 、 鋳帯 と 思 わ れ る も の が、 丸

頼 、 巡方 、 錠尾 そ し て 、 鮫具 の 一部 と 推定 さ れ る も

の が各 1 点 ず つ 出 土 し て い る 。 こ の ほ か 、 蝶番状の

も の 1 点 、 飾 り 金具 ら し い も の 2 点 、 鋲 l 点 、 不 明

銅 製 品 1 点 で あ る 。 以上 の よ う に 、 銅 製 品 は 何 ら か

の 装 飾 品 の 一部 で あ る も の が ほ と ん ど を 占 め て い る 。

【錆帯】 ( 第1 1 9図 470-473 )

473 は 、 腰帯 の パ ッ ク ル に 相 当 す る 銃具 の 一 部 で

は な い か と 推定 さ れ る 遺物 で あ る 。 鉄製 の 軸 に や や

扇 平 な 銅 製 の 俸状 の 金属 が巻 き つ け る よ う に 付属 し

て お り 、 銅 の 部分 は も と も と 動 く よ う に 作 ら れ て い

た ら し い 。 鉄部分 は 両端 を 欠損 す る た め 詳細 は 不 明

だ が 、 前者 は 弓 金具、 後者 は 刺 金 で は な い か と 推定

し て い る 。

47 1 は 、 銅 製 の 丸 朝 で 、 革 の 帯 を 両側 か ら 挟 む た

め の 裏側 の 留 め 具 も 残 る な ど 、 完形 品 で あ る 。 漆 の

塗 布 の 痕 跡 な ど は 認 め ら れ な い 。

472 は 、 銅 製 の 巡 方 で 、 丸鞠 と 同 様 に 裏側 の 留 め

具 も 残 っ て お り 、 ほ ぽ完形 の 遺物 で あ る 。 大 き さ か

ら 、 47 1 と ほ ぽ 同 程 度 の 規格 に よ っ て 作 ら れ た も の

と 考 え ら れ る 。 漆 の 塗布 な ど の 痕 跡 は 認 め ら れ な い 。

470 は 、 帯 の 端 に 取 り 付 け ら れ た 金具 で あ る 銅 製

の 錠 尾 で あ る 。 前 2 点 と は 異 な り 、 や や 大型 の 規格

で あ る 。 裳 の 留 め 具 の 一部 が欠損す る が、 残存状況

は 良好 で 、 完形 に 近 い 遺 物 で あ る 。 な お 、 漆 の 塗布

等 の 痕跡 は 認 め ら れ な い 。

腰帯 は 、 大宝律令 の 「衣服令」 に よ っ て 定 め ら れ

た も の で 、 五位以 上 の 貴族 は 、 玉 や 金銀 の 材 質 の 飾

り を 付 け 、 六位以下 の 下級官 人 は 、 石 や 銅 製 の 飾 り

に 黒漆 を 塗布 し た も の を 、 使用 し た と さ れ て い る 。

今回 、 当 遺跡 か ら 出 土 し た 製 品 は 、 い ず れ も 銅 製 で

あ る こ と か ら 、 六位以 下 の 下 級官 人 の 使用 に な る も

の と 見 て よ い で あ ろ う 。

な お 、 巡 方 、 丸輔、 錠尾 と も に 、 残存状況 は き わ

め て 良好 で 、 製 品 の 精巧 な 作 り を 今 に 残 し て い る 。

特 に 同 種 の 金 具 が 出 土 す る 場合 に は 、 金 具 の 表面 だ

け の 出 土 が多 く 、 裏側 の 留 め 具 は 失 わ れ て い る こ と

が多 い が、 今 回 は い ず れ も そ の ま ま 残 り 、 廃 棄 さ れ

た 当 初 は 、 帯 の 草 が遺存 し て い た こ と が推定 さ れ る 。

472 は 、 G - 6 区 の 第 1 号掘 立 柱 建物 の す ぐ 南 側 の

ピ ッ ト よ り 出 土 し て お り 、 何 ら か の 儀礼等 に 伴 う 廃

棄 の 可 能性 も あ る 。 (丸 山 )
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第 3 節 古代 の 遺構 ・ 遺物

* 現存値

No 器種名 出土地点 す法 (畏 ・ 幅 ・ 厚) 佃 障量 E そ σ3 他
415 刀子 F - 8 区 * 1 1 . 3 X 1 . 25 X O . 2  14 . 2  刃爺の先端 を 欠損す る も の の 、 刃 部か ら 中 茎 に か け て残存状況 の よ い 万 子 で あ る 。 な お 、

刃部は使い込 ま れ研 ぎ減 っ て い る
416 万子 G - 9 区 * 6 . 9 X O . 9 X O . 22 8 . 1  刃

る
部の一部 を 欠損す る が、 形状か ら 万子 の 刃 部 か ら 中 茎 に か け て の部分であ る と 思 わ れ

417 万 子 3405 7 . 4 X O . 9 X O . 1 7  5 . 6  非常 に よ く 使い 込 ま れ た 刀 子 で 、 中 茎 の長 さ に 対 し て 、 刃 部 は 研 ぎ に よ っ て 磨耗 し 、 短
く な っ て い る

418 刀子 一緒 * 4 . 0 X l . O X O . 2  3 . 8  両端部 を 欠損する も の の 、 形状か ら 万 子の刃都か ら 中 茎 に か け て の部分 と 恩 わ れ る
419 刀子 E - 9 区 * 4 . 3 X l . 05 X O . 2  4 . 7  両端部 を 欠損する が、 万部 を形成す る な ど 、 刀 子 と し て の特徴 を 備 え て い る
420 万 子 2875 * 4 . 9 X O . 9 X O . 25 3 . 9  両端部 を 欠鍋 す る も の の 、 刃 部 を 形成 し て い る こ と な ど か ら 、 万 子 の 刃 部 か ら 中 茎 に か

け て の節分で あ る と 思わ れ る
421 万 子 ? 一括 * 8 . 6 X O . 55 X O . 6  10 . 2  一見す る と 刀子の よ う な 形状 を 呈す る が、 刃 部 の 形成 な ど は な く 用 途 は 不明 で あ る
422 万子 G - 6 区 * 5 . 7 X 1 . 2 X O . 2 1  6 . 0  両端部 を 欠損す る も の の 、 刀 子 の 刃 部か ら 中 茎 に か け て の部分で あ る 。 刃部 は 、 使用 に

伴 い か な り 磨耗 し て い る
423 万子 0 - 9 区 * 4 . 3 X 1 . 3 X O . 5  4 . 4  両端部 を 欠損する が、 側 面 に 刃 部 を 形成す る こ と な どか ら 万 子 と 恩 わ れ る
424 万 子 E - 9 区 * 3 . 3 X O . 73 X O . 25 2 . 2  両端部 を 欠領 す る も の の 、 刃 部 を 形成 L て い る こ と な ど か ら 、 万 子 の 刃 部 品、 ら 中 茎 に か

け て の部分で あ る と 恩 わ れ る
425 刀 子 ? 1 - 7 区 * 3 . 0 X O . 65 X O . l 1 . 1  錨部 を 欠領す る た め 、 全体形 は 不明 で あ る が、 刃 部 を 形成 す る と こ ろ か ら 、 刀 子 の 部分

で あ ろ う と 恩 わ れ る
59 万 子 8 号住 * 4 . 1 X O . 9 X O . l  2 . 7  中 茎の部分を 欠損す る が、 側面 に 刃 部 を 形成す る こ と な ど か ら 、 万 子 と 恩 わ れ る

426 刃 物状鉄片 F - I0区 * 4 . 8 X l . l  X O . 35 3 . 7  欠損の た め全体形 は 不明 だ が、 刃部 を 形成 す る こ と な どか ら 、 万子の一部か も し れ な い
140 刃 物状鉄片 l 号溝 * 7 . 8 X l . O X O . 45 10 . 6  両端部 を 欠損 し 全体形は 不 明 だ が、 細 身 の板状鉄片 を 基本 と L て 、 一方がパチ 型 に 聞 く

も の で あ る 。 何 ら かの刃物 で は な い か と 推定 L て い る
427 刃 物状鉄片 一括 * 5 . 4 X 1 . 7 X O . l 8 . 6  一方 を 大 き く 欠領 し 、 全体形 は 不明 で あ る が、 刃 郎 を 形成 し て い る と こ ろ か ら 、 何 ら か

の刃物で あ る と 思 わ れ る
428 刃物状鉄片 0 - 6 区 10 . 2 X O . 9 X O . 6  1 9 . 4  一見す る と 万 子 の よ う な 形状 を 呈す る が、 刃 部 の 形 成 な ど は な く 用 途 は 不明 で あ る 。 未

成品の可能性 も あ る
429 刃 物状鉄片 F - 1O区 * 3 . 6 X O . 7 X O . 25 2 . 5  両端 を 大 き く 欠損 し 、 全体形 は 不 明 で あ る が、 刃 部 を 形成 す る と こ ろ か ら 、 万 子 の 部分

に も 類似 し て い る
430 鉄釘 F - I0区 * 3 . 1 X O . 6 X O . 5  3 . 1  細 い 四 角 柱状の鉄片 で あ り 一部 を 欠損す る 。 形状か ら 鉄釘 の 一部分であ ろ う と 恩 わ れ る
431 鉄釘 J - 5 区 * 4 . 7 X O . 5 X O . 3  3 . 5  両端部 を 欠損す る が、 四 角 柱状の形状か ら 、 釘 と 恩 わ れ る 鉄製品 で あ る
432 鉄釘 G - 9 区 * 5 . 1  X O . 4 X O . 25 3 . 0  四 角 柱状の細身の形状な ど か ら 釘 と 判 断 さ れ る 。 全体がや や ね じ れ て い る
433 鉄釘 一括 * 5 . 0 X O . 45 X O . 45 6 . 2  端部を 欠損す る が、 四 角 柱状の形状か ら 、 釘 と 恩 わ れ る 鉄製品で あ る
434 鉄釘 E - 9 区 * 5 . 4 X O . 5 X O . 5  8 . 5  四 角 柱状の断面形な どか ら 、 釘 と 恩 わ れ る 。 な お 一方 に 向 か つ て 次 第 に 細 く な っ て い る
435 鉄釘 K - 6 区 4 . 7 X O . 6 X 0 . 4  5 . 8  全体に ね じ れ て い る が、 四 角柱状の 形状か ら 鉄釘 と 推定 さ れ る
436 鉄釘 E - 9 区 5 . 2 X O . 4 X O . 3  3 . 7  ほ ほ四 角 柱状の断面形な ど か ら 、 釘 と 息 わ れ る 。 な お 一 方 に 向 か つ て 細 く な る ほ か 、 金

体がね じ れ て い る
437 鉄釘 H - I0区 * 4 . 3 X O . 3 X O . 35 1 . 7  ほ ほ四 角 柱状の断面形な ど か ら 、 釘 と 思 わ れ る 。 全体がや や ね じ れ る
438 鉄釘 ? G - 6 区 * 2 . 8 X 0 . 4 X O . 4  2 . 6  四 角 柱状の鉄片 で あ り 、 鉄釘 と 推定 さ れ る 。 両端部 を 欠損す る た め 金体形 は 不 明
439 鉄釘 E - I0区 * 3 . 3 X O . 6 X O . 5  5 . 5  四 角柱状の断面形な どか ら 、 釘 と 思 わ れ る
440 板金状鉄片 G - 1 1 区 * 6 . 1  X O . 38 X O . 23 5 . 1  断面が長方形 を 呈 す る 細 身 の板状鉄片 で あ る
441 板金状鉄片 G - 6 区 * 3 . 25 X O . 66 X O . 25 2 . 7  細 い板状の鉄片で あ る 。 両端部 を 欠損す る た め 全体形 は 不 明
442 板金状鉄片 J - 6 区 * 3 . 0 X O . 9 X 0 . 4  3 . 5  長方形の 断面 を持つ板状の鉄片 で あ る 。 一方 を 大 き く 欠損す る た め 、 詳細 は 不 明で あ る
443 板金状鉄片 F - I0区 ホ 3 . 4 X O . 5 XO . 3 2 . 9  長方形の断面形を持つ細身 の板状の 鉄片 で あ る 。 両摘 を 欠損す る た め 、 全体形 は不明
444 板金状鉄片 G - 7 区 * 2 . 4 X O . 6 X O . 33 2 . 4  全体が三 角 形 を 呈 す る 板状の鉄片で あ る
445 板金状鉄片 C - 6 区 P 6 . 5 X O . 4 X O . 35 6 . 9  長方形の 断面形 を 持つ細身 の板状の鉄片で あ る 。 全体形 は 不 明
446 板金状鉄片 1 - 7 区 * 7 . 5 X O . 5 X O . 35 9 . 8  長方形の 断面形 を 持つ 、 細 身 の 板状の 鉄片 で あ る
447 板金状鉄片 G - 6 区 4 . 4 X O . 7 X O . 2  5 . 7  長方形の 断面形 を持つ細身 の板金で 、 途中 よ り 緩 や か に 屈 曲 す る
448 板金状鉄片 0 - 6 区 2 . 9 X 3 . 8 X O . 23 3 . 4  不整形 を 呈す る 薄 い板状の 鉄片 で あ る 。 な お全体がわ ずか に 湾 曲 す る
449 板金状鉄片 G - 7 区 * 3 . 8 X l . l  X O . 4  5 . 4  長方形 の 断面形 を持つ細身 の板状の 鉄片で あ る 。 全体が途 中 で屈 曲 し て い る
450 板金状鉄片 F - 9 区 4 . 2 X 2 . 8 X O . 25 8 . 5  断面が長方形 を 呈 す る 細 身 の板状の鉄片で あ る 。 途 中 で L 字型 に 屈 曲 す る
451 板金松鉄片 2128 * 5 . 1 X 1 . 75 X O . l  6 . 2  一方が広がる 簿い板状鉄片 で あ る 。 両端部が欠領す る た め 、 全体形 は不明
452 板金状鉄片 C - 6 区 P 5 . 2 X O . 9 X O . 3  6 . 4  楠円形の断面形 を持つ も の で、 端部が や や 広 が る も の で あ る 。 全体形不明
453 板金状鉄片 3144 5 . 3 X 1 . 4 X O . 3  6 . 0  薄 い 板状の鉄片 で あ り 、 一 方 は 両側 面 か ら 包 み 込 む よ う に 折 り 返 し て あ る 。 全体形な ど

は不明
454 板金状鉄片 G - 9 区 2 . 8 X  1 . 8 x O . 2  4 . 4  不整形 を なす 薄い板状の鉄片で あ る
455 異形鉄製品 0 - 8 区 * 2 . 8 X 1 . 5 X 0 . 4iLO . 2  6 . 7  両端部 を 欠損す る た め全体形 は 不明 で あ る が、 目 釘 を 留 め る 穴 の よ う な も の が 、 穿孔 さ

れ て いる
456 板金状鉄片 H - I0区 3 . 3 X 3 . 6 X O . l 1 0 . 8  ほ ほ四 角 形 を 呈す る 板状の鉄片 で あ る 。 端部 は 緩 や か に折 り 返 L て あ る
457 板金状鉄片 0 - 6 区 * 2 . 4 X 1 . 3 X O . 18 1 0 . 8  L 字型 に 屈 曲 す る 板状の鉄片で あ る 。 端部の一方が欠領す る
458 板金状鉄片 E - 9 区 2 . 5 X 2 . 2 X O . l  8 . 5  ほ ぽ四 角 形の形状 を 持つ 薄 い板状鉄片 で あ る
459 板金状鉄片 E - 10区 2 . 5 X 1 . 6 X O . 9  3 . 6  半円形 に 屈 幽 し た板状の 鉄片で あ る
460 環状鉄製品 F - 8 区 2 . 0 X 2 . 3 X O . 3  2 . 4  い びつ な が ら 、 ほ ぽ円形 を 呈す る 環状の鉄製品 で あ る 。 な お 端部同士は接合 し て い な い
461 環状鉄製品 H - 7 区 2 . 5 X  * 1 . 2 x O . 32 2 . 1  両端部 を 欠損する も の の 、 全体で は ほ ぼ円 形 を 呈す る と 思 わ れ る 。 装飾 品 ?
462 異形鉄製品 E - 10区 ホ 6 . 95 X l . 05 X O . 38 7 . 2  一方 を 欠領す る た め 、 全体形 は 不 明 だ が 、 端部 を 折 り 返 し て 環 を 作 っ て い る 。 何か を 通

L て 使用 し た も の と 思わ れ る
463 異形鉄製品 G - 7 区 P 3 . 4 X 3 . 75 X O . 08 8 . 1  五 角 形 の 浮 い板状の鉄片で あ る 。 表面 に は績 に 5 91J に わ た っ て 穿孔 L て い る 。 何 か の 装

飾 に使用 し た も の か
必4 環状鉄製品 0 - 10区 4 . 1 x 4 .  7 x O . 6  2温 . 6 …っ 一 献 を ーであ る
465 鉄斧 C - 5 区 7 . 1 X 4 . 6 X 2 . 1 1 14  比較的小型の両刃 の 斧 で あ る 。 内 部 に は 基部 か ら 空洞 が あ り 、 柄 を 挿入 し て 装 着す る よ

う な構造で あ る 。 刃 部 は 片減 り す る な ど使い込 ま れ た 痕跡があ る
466 紡錘車 0 - 8 区 * 3 . 3 X  * 3 .4 x O . l  8 . 9  半 ば を 欠損す る が、 ほ ぽ円 形 を 呈す る と 思わ れ る 遺物で あ る 。 類似 の 出土 品 の 形状か ら

紡錘車 と 判断す る 。 な お 、 柄の装着部分に つ い て は確認 し て い な い
467 円 形鉄製品 1 - 9 区 * 6 . 4 X 5 . 1 X O . 5  5 1 . 0  い びつ な 円 形 を 呈 し 、 中 央 に 穿孔 、 そ し て 縁辺 に面加工な ど を 施す が、 欠領の た め全体

形は不明であ る 。 紡錘車 に や や 似て い る
468 紡錘車 F - 6 区 * 11 . 0 X 6 . 0X 柄径0 . 4 34 . 6  薄 い 円盤状の板金 に 柄 を 装着 し た も の で あ る 。 な お 、 当 遺物 は住居跡か ら の 出土で あ る
469 円 形鉄製品 F - I0区 4 . 5 X 4 . 5 X O . 8  53 . 0  精巧 に 作 ら れ た 円盤状の鉄製品 で あ る 。 一 部 に 面 を 取 り 段 を 作 る な ど厚手 で て い ね い な

作 り で あ る
104 鎌 24号住 * 9. 2 X 3 . 5 X O . 2  4 1 . 2  両端部 を 欠損す る も の の 、 刃 部の形成の様子 や 着柄部の折 り 返 し な ど か ら 鎌 と 判 断 さ れ

る 。 柄 と の装着の 角 度 は お よ そ 1 3 0 度内外 と 推定 さ れる
95 鎌 1 9号住 13 . 0 X 2 . 3 X O . 2  32 . 2  刃 部 の 先端 を わ ず か に 欠損す る も の の ほ ぽ完形の鎌で あ る 。 刃 部 を 形成 す る こ と 、 全体

の 緩 や か な 湾 曲 、 着柄部の折 り 返 し な ど鎌の特徴を 持 っ て い る 。 な お 刃 部 と の 装 着 の 角
度 は お よ そ 1 12度前後 と 推定 さ れ る

105 鎌 22号住 12 . 7 X 2 . 2 X O . 2  32 . 2  刃部の先端 を わ ず か に 欠損す る も の の ほ ぽ完形の鎌で あ る 。 刃 部 を 形成 す る こ と 、 全体
の緩や か な 湾 曲 、 着柄部の折 り 返 し な ど鎌の特徴 を 持 っ て い る 。 な お 刃 部 と の 装 着 の 角
度 は お よ そ 110度前後 と 推定 さ れ る

第1 4表 鉄製品観察表
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第 3 節 古代の遺構 ・ 遺物

[ そ の他の銅製品 1

474 は 、 蝶番 状 の 銅 製 品 で あ る 。 何 ら か の 調 度 品

の 角 に つ け ら れ て い た も の と 思 わ れ 、 縁 の 2 面 を 折

り 返 し 角 を 作 っ て い る 。 ま た 、 細 い 軸 が付属 し て い

る こ と か ら 可動式 で 、 蝶番 の よ う な 機能 を 持 っ て い

た の で は な い か と 考 え ら れ る 。

475 は 、 薄 い 板状 の 銅 製 品 で 、 端 部 の 一 方 が や や

湾 曲 し て い る 。 ま た 、 一 部 に は 塗布 さ れ た 漆 ら し い

塗料 の 一部 が残 り 、 も と も と こ の 製 品 の 表面 が加工

さ れ て い た こ と を 示 し て い る 。

476 は 、 部 分 的 に 欠損 す る が楕 円 形 を 呈 す る 薄 い

板状 の 銅 製 品 で あ る 。 上部 に は 、 径 1 mm ほ ど の 小 さ

い 孔 が あ け ら れ 、 何 か に 取 り 付 け ら れ る か 、 ぶ ら 下

げ ら れ て い た も の と 思 わ れ る 。 475 と と も に 、 何 か

の 飾 り 金具 と 推定 し て い る 。

477 は 、 頭部 が 6 つ の 稜線 を 持 つ 銅 製 の 鋲 で あ る 。

何 ら か の 調 度 品 に 取 り 付 け ら れ た 飾 り 金具 と 思 わ れ

る 。

478 は 、 丸 み を 帯 び た 四 角 柱 状 の 銅 製 品 で 、 両端

部 に 大 小 の 癌 状 の 突起 が付属 す る 。 全体 は 緩 や か に

湾 曲 す る 。 何 ら か の 装 飾 品 の 一部 か と 思 わ れ る が、

詳細 は 不 明 。

な お 、 以 上 の 9 点 と 別 に 、 直径3cm 程 度 の 銅 の ス

ラ ッ グ が 1 点 出 土 し て い る 。 ( 丸 山 )

番号 遺 跡 名 所在地 出 土 遺 物 備 考
1 陣 山 熊 本市 銅鋳(巡方 ， 丸絹 . 錠尾) 本報告遺跡

2 神 水 熊 本市 銅鋳 ， 石鈴(巡方) 熊本市文{協調査
3 新南部 熊 本市 銅鋳 熊本市文化課調査
4 二本木 熊 本市 銅鈴 ， 石鈴 熊本市文化課謂査
5 御幸木部古屋敷 熊 本市 石鋳 (丸鞠) 県文化課調査
6 上高橋高 田 熊 本市 石鈴 (巡方 . 丸鞠) 熊本市文化課調査
7 熊 本城三 の 丸 熊 本市 石鈴(巡方) 熊本市文化諜調査
8 大江 熊 本市 石鋳(巡方) 熊本市文化課調査
9 柳 町 玉 名 市 鏑鋳 (丸靭) 県文化謀調査

(7 ) 瓦 ( 第1 20- 1 25図 )

当 遺跡 か ら 出 土 し た 瓦 の 総量 は 、 コ ン テ ナ (60 X

45 X 20佃) 詰 め に し て 、 約 6 箱 に な る 。 分布 の 傾 向

と し て は 、 第 3 号溝遺構 か ら や や ま と ま っ た 量 が 出

土 し た ほ か は 、 他 の 土器 の 分布状況 と 特段 の 差異 は

見 ら れ な い 。 (第93図遺物分布 図 )

さ て 、 当 遺跡 自 体 は 、 瓦 葺 き の 建物 を 持 つ 遺跡 で

は な い た め 、 す べ て の 瓦 は 、 直 線 に し て 約 250 m の

距離 に あ る 「 国 分尼寺」 な ど か ら の 搬入 品 で あ る と

思 わ れ る 。 後 に 述 べ る よ う に 、 包含層 以外で は 竪穴

住居 内 の カ マ ド 付 近 か ら 出 土 す る こ と も 多 く 、 こ れ

ら の 瓦 が カ マ ド の 部材 と し て 使用 さ れ て い た こ と が

う か が わ れ る 。 つ ま り 、 当 遺跡 で は 、 瓦 の 搬入 →使

用 →廃棄 と い う 一 つ の サ イ ク ル が 出 来 上 が っ て い た

た め 、 比較的 多 量 の 瓦 が搬入 さ れ た と 考 え ら れ る の

で あ る 。

本項 で は 、 出 土 し た 瓦 の う ち 、 特徴 を 備 え た も の

20点 を サ ン プ ル と し て 図化 し 掲 載 し た 。

番号 遺 跡 名 所在地 出 土 造 物 備 考
10  御字国 鹿 本 町 石豊春 (巡方) 県文化課調査
1 1  楠 ノ 木 菊 陽 町 石鋳 (巡方) 県文化課調査
12  高木原 西 合志 銅鈴(丸繍)

1 3  湯舟原 旭志村 石鈴(丸続)

1 4  寺尾 松橋町 銅鋳(巡方) 県文化課調査
15  境 目 西 原 字土市 石鈴 (丸納)

1 6 田 中 小川 町 石鈴

17  上 の 原 城南町 錦鋳 (錠尾 ) 県文化謀調査
18 上村 石鈴(巡方)

第 1 5表 熊本県内鋳帯 出 土地名表

No 器 種 名 出土地点 寸法 (長 ・ 幅 ・ 厚 ) 叩 重量 g No 器 種 名 出土地点 寸法 (長 ・ 幅 ・ 厚 ) 叩 重量 g

470 錠尾 H - 8 区 2 . 3 x 2  . 15 X O . 85 18 . 8  475 不 明 銅 製 品 2874 2 . 85 X 1 . 4 X O . 1  3 . 1  

471 丸鞠 F - 6 区 ? 2 . 1  x 3 . 25 x O . 5  8 . 9  476 不 明 銅 製 品 2727 * 2 . 0 X  * 2 . 5 x O . 1  2 . 3  

472 巡方 G - 6 区 F 3 . 5 X 4 . 0 X 0 . 4  1 3 . 6  477 鋲金具 F - 7 区 1 . 7 X O . 95 X O . 25 0 . 8  

473 銀具 ? K - 6 区 3 . 0 X 2 . 4 X O . 5  6 . 7  478 不 明 銅 製 品 一括 4 . 4 X O . 85 X 0 . 4  3 . 1  

474 蝶番金具 ? F - 8 区 2 . 1 X 2 . 1 X O . 25 2 . 7  

第1 6表 銅製品観察表
* 現存値
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{軒丸瓦) ( 第 1 20図 479-483 ) 

479 は 、 細 片 だ が 中 心 の 蓮弁 の 様子 か ら 、 「複弁八

葉連珠文軒丸瓦」 と 見 ら れ 、 中 房 に 13個 の 蓮子 、 複

弁八葉 の 蓮弁 、 さ ら に 珠文 16個 を 周 囲 に 配 す る も の

と 見 ら れ る 。 国 分僧 寺 ・ 尼寺 の 創建時 (奈良朝 中 期 )

の 瓦 と 推定 さ れ る も の で あ る 。

480 ・ 481 は 、 と も に 「単弁 四 葉唐草文軒丸瓦」 と

見 ら れ る 。 小 さ め の 中 房 に 6 個 の 蓮 子 、 蓮 弁 は 大 き

な 単 弁 4 葉 で 、 周 囲 に 四 角 形 を 呈 す る 退化 し た 唐草

文 を 配 す る 。 国 分僧 寺 ・ 尼 寺 で も 同 様 の 瓦 が出 土 し 、

奈良朝後期 の も の と 推定 さ れ る も の で あ る 。 な お 、

480 は 、 丸瓦 と の 接 着 箇 所 か ら 剥 離 し た 様 子 が観察

で き る 。

482 は 、 分厚 い 外縁 を 特徴 と す る が 、 細 片 の た め

詳細 は 不 明 。

483 は 、 瓦 当 の 下部 に 当 た る 部分 で あ り 、 「単弁八

葉唐草文軒丸瓦」 と 見 ら れ る 。 大 き め の 中 房 に 8 個

の 蓮 子 、 八 葉 の 単 弁 を 配 し 、 周 囲 に 大 き な唐草丈 を

め ぐ ら し て い る 。 平安朝前期 と 推定 さ れ る 瓦 で あ る 。

[軒平瓦) ( 第 1 20図 484 ・ 485 )

485 は 、 「均正唐草文軒平瓦」 と 見 ら れ る 。 上下 に

連続す る 珠文 を め ぐ ら し 、 中 心 に 唐草文 と そ れ を は

さ む 小葉 を 配 し て い る 。 481 ・ 482 の 丸瓦 と 対 に な る

も の と 見 ら れ る 。 ま た 、 484 は 、 唐 草 が や や 肥 大 す

る が 、 485 と 同 様 の モ チ ー フ で 作 ら れ て お り 、 そ の

変形 で は な い か と 思 わ れ る 。

[平瓦) ( 第 1 21 - 1 23図 486-493 ) 

出 土 し た 平 瓦 の 文様 は 、 い ず れ も 凹 面 は 粘土 と 台

の 剥 離 の た め の 布 目 圧痕 がつ き 、 凸 面 は 粘土叩 き 締

め の 型 の 圧 痕 が残 っ て い る 。 特 に 凸 面 の 叩 き に は 、

縄 目 と 格子 目 の 2 種類 の 型 が使用 さ れ た よ う で あ る 。

両者 の 出 土比率 は 、 縄 目 が圧倒 的 に 多 く 、 格子 目 の

資料 は き わ め て 少 数で あ っ た 。

ま ず 、 486 -491 は 、 凸 面 に 縄 目 叩 き 痕 が見 ら れ る

例 で あ る 。 489 を 除 く 資 料 は 、 瓦 の 側 縁 部 に 平行 し

て 縄 目 叩 き を 施 し て い る 。 叩 き 痕 は 、 491 に 見 ら れ

る よ う に 、 そ の ま ま 粗 く 残 す も の も あ る が、 488 の

よ う に ナ デ調 整 を 施 し 、 無文化 す る も の も 認 め ら れ

る 。

第 ll :章 調査の成果

489 は 、 以 上 と 逆 に 、 側 縁 部 に 直 交 し て 縄 目 叩 き

を 施 し 、 そ の 上 を 粗 い 刷 毛 状 の 工 具 で 調 整 を 行 っ て

い る も の で あ る 。

一 方 凹 面 の 調 整 は 、 凸 面 同 様 に 、 布 目 圧痕 を そ の

ま ま 残 す も の 、 ナ デ や 刷 毛 目 の 調 整 を 軽 く 施 す も の

の 両様が見 ら れ る 。

次 に 、 492 ・ 493 は 、 凸 面 に 格子 目 の 叩 き 痕 が見 ら

れ る 資料 で あ る 。 格子 目 は 、 5mm - 10mm前 後 と 、 比

較的粗 い 。 ま た 凹 面 は 、 い ず れ も 布 目 圧痕 が そ の ま

ま 残 さ れ て い る 。

な お 、 こ れ ら の 資 料 の ほ か 、 第 8 号住居跡 か ら も

平瓦 (第21 図 ， 53 ) が 出 土 し て い る 。 同 住居 の 項 で

触 れ た よ う に 、 カ マ ド の 焚 き 口 前方 の 床 面 直 上 か ら

出 土 し た も の で 、 凹 面 は 火 を 受 け 、 一 面 に 煤 が付着

し て い た 。 こ の こ と か ら 、 同 遺物 は 、 カ マ ド の 部材

と し て 利 用 さ れ た こ と が推 定 さ れ る 。 瓦 が 出 土 す る

住居 は ほ か に も 多 く 、 瓦 が恒常 的 に 使用 さ れ て い た

ら し い こ と が知 ら れ る の で あ る 。 53 は 、 凹 面 は 布 目

圧痕 の 上 を 制 毛 で 調 整 し 、 凸 面 は 側 縁 に 平行 し て 縄

目 叩 き を 施 し た 後 、 凹 面 と 同 様 に ナ デ て い る 。 瓦 の

分割角 度 は 1 13 0 で あ り 、 3 枚分割 と 推定 さ れ る 。

[jz，瓦) ( 第1 23- 1 25図 494-498 )

出 土 し た 丸 瓦 の う ち 、 5 点 を 図 化 し 掲 載 し た 。

494 - 496 は 、 丸瓦 の 本体部 分 、 497 ・ 498 は 継 ぎ 目 部

分 (玉縁) を 見 る こ と が で き る 。

い ず れ の 瓦 も 、 凹 面部 に 布 目 圧 痕 が残 る ほ か 、 凸

面 は 、 側縁 と 平行 に 縄 目 叩 き を 施 し て い る 。 た だ し 、

496 の よ う に 叩 き 目 の 上 を 丁 寧 に ナ デ て 、 無 文 化 し

た も の も 見 ら れ る 。

ま た 、 こ の ほ か 第 19号住居跡 か ら は 、 完形 に 近 い

丸瓦 (96) を 1 点確認 し て い る 。 破壊 さ れ た カ マ ド

の 内 部 か ら 出 土 し た も の で 、 53 の 平瓦 同 様 に カ マ ド

の 部 材 と し て 使用 さ れ た も の ら し い 。 「粘土紐 巻 上

げ技法」 に よ り 製作 さ れ た も の で 、 4 - 5cm 程 度 の 帽

の 粘 土 の 接 合 面 が確認 で き る 。 調 整 は 、 凹 面 に は 布

団 圧痕 が残 る ほ か 、 凸 面 に は へ ラ 状 の 工 具 で 側 縁 と

平行 に 大 き く 整形 し た 上 で 、 直 交 す る 方 向 に ナ デ調

整 を 施 し て い る 。 ( 丸 山 )
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そ の 他
貰 灰 色 | 巴100 11 、 布 日 圧痕 の よ を 刷 毛 で 淵整 L . 凸 面 は 側線 に 平 行 L て 縄 日 叩 き の 後四 面 と 同 機 に 刷 Eで ナ デて い る 。 瓦 町 分割 角 度 は 約 1 13 と

| 推定 さ れ る 。 な お 凶 而 に は 、 カ ー ポ ノ が付 帯 す る
灰 白 色 I r 粘 上 組 盛 上 げ校法J に よ り 製 作 さ れ た も ので完形で あ る 。 湖 援 は 、 1!!1í而 に は 布 目 的 圧 棋 が内 句 、 ま た 凸 面 に は 、 ヘ ラ 状の 工 具 で 大 き く

I !盤 形 L た 上で 、 ナ デ捌撃 を 悦 方 向 に 施す た め 皿 文化
M\灰 色 | 凸而 11 、 純 日 叩 き の あ と 、 間 隔 の 広い 1Iõ jえの も の で 施 文 す る 。 l目 前 は 、 ナ ヂ調整 を 施 寸 た 的 、 布 日 圧棋 は ほ と ん ど 伐 ら ず
賞灰 色 | 凸 而 は 、 縄 目 叩 き の 上 を ナ デて お り 怪 文 化 、 凹 面 は 布 日 圧棋が残る
赤褐色 | 波 弁 八 車速孫文軒丸瓦。 国 分僧 寺 、 問 分尼寺町 制 ill時の瓦 。 奈 良相i 中 JUI。 火 を 受 け た も の か 亦 尚 色 を 呈 す る
黒 灰 色 l 'll 弁 四 車 日f1江主軒丸瓦。 国分憎寺 、 国分尼寺町瓦 と L て は 第 二 骨 日 に 出 て 〈 る も の。 奈 良車JI後 }目 。 瓦 当 と :llR: の擁 清 箇所が確 認で き る
黒 灰 色 | 単 弁 四 車府j正 文 軒丸瓦。 国分僧寺 、 国分尼寺 町瓦 と し て は 市 二 骨 日 に 出 て 〈 る も の。 崇 良柑l後l聞 な お 、 480 と 相似す る が 、 当遺物 が相l

| 別 で あ る
肌色 | 外周 町線 が 太 い のが特徴で あ る が 、 細 片 の た め 詳細 は 不 明
賞 褐 色 1 'r. 1r 八 晶 1M 1;( 文軒丸瓦。 平安朝市I 時l。 瓦 当 の下部分町出土 ら し い
灰色 | 均正日f草文軒平瓦。 単弁四 車府本文軒λ瓦 と の 組 み 合 わ せ が :\!i定 さ れ る 軒平瓦
背 灰 色 1 )訂 正Ilf /，t文軒平瓦。 上縁お よ び 下 線 に 門 康 文 を 施 し 、 中 央 に 1M !，!文 Hè L て い る
黄 禍 色 | 凸 面 は 、 縄 目 IIP さ 痕 、 凹 而 は 布 目 庇痕が残る
黄 褐 色 | 凸 而 は 、 縄 目 叩 き を 施 し た 後 ナ デ 、 凹 面 は ナ デ に よ り 布 目 ほ ほ消失
賞灰 色 | 凸irffは 、 縄 日 叩 き を ナ デて 消 L て 必 り 、 凹 簡 は 布 日 庄艇が残る
背灰 色 | 凸 l師 は ‘ 組い 刷 毛 目 で調 整 し 、 凹 而 も 問 機 に 布 日 庄4圧の上 を 日l 毛 日 に よ っ て ナ デて い る
黄灰 色 | 門而 は 、 縄 目 叩 き を 施 し た 後 軽 〈 ナ デ、 凹 面11 ナ デの た め 一 部で 布 日 庄痕が消 え る
黄褐 色 | 凸 irlï は 、 縄 目 町I /< 痕 、 巴1 00 は 布 目 圧痕が残る
背灰 色 | 凸 而 は 、 j( き な 格 子 日 叩 き 痕 . 凹 蘭 11 布 1'1 庄艇がj�る
黄禍 色 | 凸 I而 は 、 Jて き な 格子 目 叩 き 4匹 、 凹 聞 は 布 目 庄痕がj�る
腎灰 色 | 凸 l町 1 1 、 縄 目 np さ 4庄 、 凹而 は 布 目 圧痕が残る
茶褐色 | 凸 而 1 1 、 縄 目 叩 き の 上 を ナ デて お り 畢 文 化 . 凹 面 は 布 目 圧 Iii. が伐る
背灰 色 | 凸 l師 は 、 へ ラ ナ デ を 施 L て お り 捧 文、 凹 面 は 布 目 庄Ij{ が そ の ま ま 使 っ て い る
貨 褐 色 | 凸 i師 は 、 縄 目 叩 き の 後 ナ デて お り 怪文、 凹 面 は 布 目 圧jJ{が そ の ま ま 照 っ て い る
背灰色 | 凸 Ifii は 、 縄 目 叩 き 痕 、 凹而 は 布 目 庇痕が残る
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第1 25図 瓦実測図 (6)

(8 )  そ の他の遺物

[土錘] ( 第 1 26図 499�509 ) 
土錘 は 、 合計12点 が 出 土 し て い る 。 大 ま か な 形態

と し て は 、 (a) 小 型 で 細 身 の も の (499 ) 、 ( b ) 中 型

の も の ( 1 57 . 500 - 507) 、 (c ) 大 型 で 太 身 の も の

(508 . 509) な ど が 見 ら れ る 。 ま た 、 ほ と ん ど の

資 料 は 、 同 時 に 出 土 し て い る 土 師器 と 、 材 質 も 焼成

の 状況 に つ い て も 類似 し て い る 。

な お 、 こ の 土錘 の 用 途 は 、 漁網錘 と し て 使用 さ れ た

第 E 章 調査の 成果

497 

498 

。 1 0cm 

と 考 え る の が普通で あ ろ う と 思 わ れ る が、 隣接す る 蚕

糸試験場遺跡 (県庁北側駐車場付近) の 調査 に お い て 、

] 1 1 ニ ナ な ど の 淡水 産 の 買 を 廃棄 し た ポ ケ y ト 員 塚が確

認 さ れ て い る こ と と 併せ て 、 注 目 し て お き た い。

[紡錘車] ( 第 1 27図 51 O�51 7 )  
紡錘車 は 、 合計 1 2点 (鉄製 l 点 は 鉄器 の 項 に 報告)

が 出 土 し て お り 、 こ こ で は 、 こ の う ち 10点 を 図 化 し

掲載 し て い る 。

1 93 



第 3 節 古代の遺構 ・ 遺物

確認 し た 資料 の ほ と ん ど は 、 直径 5 - 6 cm前後 と

共通性 が あ り 、 紡錘車 の 標準 的 な 大 き さ を 示す も の

と 思 わ れ る 。 ま た 、 土 製 は 表裏 の 別 が明確 で な い も

の が多 い が 、 石 製 は 片 面 が直線的 、 も う 片 面 は 山 形

に 傾斜 を つ け て あ る 製 品 が見 ら れ た 。

と し て の 「井」 の 字 を 刻 ん で い る 点 が注 目 さ れ る 。

一方、 土製 の 資料 と し て は 、 512が瓦質、 517が須恵

質で あ る ほ か は 、 土師質 で あ り 、 そ れ ぞれ、 厚 み に お

い て 若干 の 差 異 が見 ら れ る と こ ろ で あ る 。 な お 515 は

土師器杯か ら の転用 品 と 見 ら れ、 土器の底部な ど を 研

磨 し て 、 紡錘車 と し て 使用 さ れ て い た こ と が分か る 。

ま た 517 は 、 須恵器坪か ら の転用 品 と 思 わ れ る が、 未

穿孔で あ り 、 未成品 の可能性が高 い 。 (丸山)

材 質 は 、 石 製 が3点 、 土 製 が8点 で あ る 。 石 製 は 、

510の 滑 石 製 の も の 、 52 の 砥 石 の 材 質 と 同 様 の 木 目 石 、

513の 砂岩 を 使用 し た も の が あ り 、 特 に 5 10 は 、 護符

* 現存値

No 器種名 出土地点 色 調 寸法 (長 ・ 幅 ・ 厚) 皿 重量 E そ の 他
499 土錘 F - 6 区 赤褐色 * 2 . 2 X O . 8 X O . 3  1 . 4  胎土 も 焼成 も 土師器に 類似す る 。 端部 の 一方 を 大 き く 欠鍋 す る 。 焼成 は 良
157 土錘 3 号潜 灰 色 * 2 . 4 X O . 9 X O . 18 1 . 7  胎土 も 焼成 も 土 師器 に 類似す る 。 穿孔の位置 が や や 片側l に ず れ る ほ か、 端部の一方 を 大

き く 欠損 す る 。 焼成 は 良
旬。 土錘 4785 赤灰色 ホ 4 . 8 X 1 . 3 X O . 32 7 . 7  胎土 も焼成 も 土 師器 に 類似す る 。 焼成 は 不良
501 土錘 F - 8 区 赤褐色 * 3 . 8 X  1 . 1  X O . 32 4 . 0  胎土 も焼成 も 土 師器 に 類似す る 。 端部の一方 を わ ず か に 欠損す る 。 焼成 は 良
印2 土錘 F - 9 区 赤褐色 * 3 . 1 X 1 . 2 X O . 25 3 . 8  胎土 も 焼成 も 土 師器 に 類似す る 。 端部の一方 を 大 き く 欠領 す る 。 焼成 は 良
503 土錘 E - 8 区 赤褐色 5 . 8 X 1 . 2 X O . 22 7 . 8  胎土 も 焼成 も 土師器 に 類似す る 。 焼成 は 良
504 土鍾 4259 肌色 4 . 7 X 1 . 5 X 0 . 4  8 . 4  胎土 も 焼成 も 土 師器 に 類似す る 。 端部 の一方 を わ ず か に 欠損す る 。 焼成は不良
505 土錘 D - 1O区 赤褐色 4 . 3 X 1 . 3 X O . 25 6 . 8  胎土 も 焼成 も 土 師器 に 類似す る 。 焼成 は 良
506 土錘 F - 10区 肌色 * 3 . 0 X 1 . 3 X O . 32 3 . 8  胎土 も 焼成 も 土 師器 に 類似す る 。 端部の一方 を 大 き く 欠領 す る 。 焼成 は 良
切7 土鑓 D - 1 0区 赤褐色 * 3 . 7 X 1 . 4 X 0 . 45 6 . 4  胎土 も 焼成 も 土 師器 に 類似す る 。 端部 の 一方 を 大 き く 欠損 す る 。 焼成 は 良
回8 土鍾 4472 赤褐色 3 . 1 X 1 . 8 X O . 3  8 . 5  胎土 も焼成 も 土 師器 に 類似す る 。 全体形 は 短 〈 太 い 。 焼成 は 良
509 土錘 G - 8 区 肌色 4 . 7 X 2 . 1 X O . 55 1 6 . 2  胎土 も 焼成 も 土 師器 に 類似す る 。 全体形 は 短 〈 太 い 。 焼成 は 良

第1 8表 土錘観察表

Nu 器種名 出土地点 色 調 材 質 十T法 {径 ・ 昭 ・ 孔 径 ) 叩 重量 g そ (J) 他
5 1 0  紡錘車 5434 黒褐色 滑石 4 . 7 X J . O X O . 83 33 . 8  片 面 は 直線 的 、 も う 片 面 は 斜 め に 研磨 L . 加工 L て い る s 平坦 な 面 に は 、 「井J の 字 町 線

.，J が見 ら れ る 。 護 符 で は な い か と 思 わ れ る
51 1 紡錘車 5738 薄 い 赤 褐 色 土 製 ・ 土 師 質 5 . 0 X  J . 8 X O  .62  25 . 8  や や厚 手 町 土錘 で あ る 。 表 礎 的 別 は 見 ら れ な い 。 半 ば を 欠損す る

52 紡錘車 6 住NO . 6 赤褐色 本 目 石 5 . 5 X J . 35 X O . 75 23 . 0  砥 石 に 使 用 さ れ る 木 目 石 製 で あ る 。 片 面 は 直線 的 、 も う 片面 は 斜 め に 研 磨 し加工 L て い る 。
約半分が欠損

97 紡錘寧 2 1 佐一括 暗黒 褐 色 土製 ・ 土 師 質 5 . 4 X J . 5 X O . 7  1 8 . 0  平安期的住居 か ら の 出 土で あ る が、 一見縄文土器の焼成 を 思 わ せ る 。 全体の 半 ば を 欠摘 す る
5 1 2  紡錘車 3796 暗灰色 土 製 ・ 瓦 質 5 . 4 X J . 2 X O . 7  20 . 4  当 遺跡 か ら 出土 L た 遺 物 の う ち 、 唯 一 円 瓦 質 の紡錘車 で あ る 。 厚 み は 中 程度 で あ り 、 半 ぱ

を 欠摘 す る
5 1 3  紡錘車 G - 6 区 赤褐色 砂 岩 * 2 . 9 X J . I X ? 1 2 . 6  砂岩 質 の 石 を 研磨 L て 作 っ て あ る 。 摩 み は 中 程 度 で あ り 、 約 4 分 の 3 を 欠損 す る
5 1 4  紡錘車 J - 4 区 赤褐色 土 製 ・ 土 師 質 6 . 3 X O . 9 X O . 7  2 2 . 4  薄手町紡錘車で あ り �J 援 の と れ た 形 を L て い る o 全体的 半 ば を 欠領 す る
5 1 5  紡錘車 E - 9 区 赤褐色 土 製 ・ 土 師 賀 * 4 . 7  X 0 . 8  X * 1 3 . 6  薄手町紡錘車で あ る 。 全 体 的 に 磨 耗が激 し く 土 師器か ら の 転用 品 ら L い 。 な お 、 側 縁 部 の

0 . 7  
5 1 6  紡錘車 4 1 12 赤褐色 土 製 ・ 土 師 質 5 . 0 X O . 8 X O . 8  1 1 . 2  薄手の土錘 で あ る 。 穿孔部 と そ の 周 囲 も や や く ぼ ん で い る の が特徴で あ る 。 半 ば を 欠摘す る
5 1 7  紡錘車 3989 暗灰 色 土 製 ・ 須 恵 賀 5 . 0 X O . 8  25 . 8  須恵器杯等の底郎 を 再利 用 L て い る も の で あ り 、 穿孔部 は 見 ら れず未成品 と 見 ら れ る

第1 9表 紡錘車観察表
* 現存値

---�三三D @ εラ ⑨ ε三三ヨ @
500 

:;ε三三ヨ @ ;:E三3 ⑥ 5二二二二二二二ヨ ⑥ 
50 1  

z=竺J @ ε三ヨ ⑥ ;左三ヨ ⑥

史三j� @ �ヨ @ ζ三ヨ ⑥
507 508 509 

。 5 cm 
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第 4 節 そ の他の時代の遺物

第4節 そ の他の時代の遺物

1 . 聾学校 に と も な う と 思 わ れ る遺物

今 回 調 査 の 行 わ れ た 場 所 は 、 も と も と 熊 本県職員

会館 「 む つ み荘」 の 敷地 で あ り 、 県 の 職員 に と っ て

は 、 研修 や 会議 の 場 所 と し て 永 い 聞 な じ み の 深 い 場

所で あ っ た 。 と こ ろ で 、 こ の む つ み 荘 が昭和 4 5 年

に 建設 さ れ る 前 は 、 も と も と こ の 地 は 聾学 校 の 敷地

と し て 使用 さ れ て い た 。 現在地 (熊本市東町) に 移

転 す る 前 の 熊 本県立盲学校 は 、 昭和 4 年 に 建設 さ れ 、

次第 に 拡充 さ れ て い き 、 昭和 22年 の 盲学 校独立 を 経

て 、 昭 和 44 年 の 移 転 前 に は 第 1 28 図 「 旧 熊 本聾学校

施設配置 図」 に 掲 げ た よ う な 配置 で学校施設が整備

さ れ て い た よ う で あ る 。

さ て 、 調 査 中 、 こ の 聾学校 の 時代 の も の と 思 わ れ

る 遺 物 が 、 「 ゴ ミ 捨 て 穴」 か ら 出 土 し て い る 。 通常

こ の 種 の 出 土 品 は 考古学 の 発掘 調 査 の 対 象資料 と し

て は 取 り 上 げ な い が、 聾学校 の 記憶 を 現地 に と ど め

た も の と し て 、 参考 に 写真 の み を 掲載 し た 。

遺物 と し て は 、 卒業記 念 の 湯飲 み 、 ア ル ミ の l 銭

硬 貨 、 学 生 ボ タ ン 、 人 形 (女 の 子 ， 乃 木 希典) 、 仁

丹 を 入 れ る 容器 、 飲 み 薬 の 薬 瓶 、 目 薬 の 瓶 、 炭 の 火

起 こ し 、 ハ ー モ ニ カ 、 イ ン ク 瓶 、 お は じ き 、 食器類

等 が あ け、 ら れ る 。 特 に 乃 木希 典 人 形 な ど は 戦前 の 時

代風潮 な ど を 表 し て お り 興味 深 い 。

聾学校 に伴 う 遺物
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2 . 泥 メ ン コ (畑人形)

当 遺 跡 に 限 ら ず 、 県 庁 周 辺 一 帯 に は 、 直径 2 - 3 

cm 程 度 の 人形 の よ う な 遺物 が、 出 土 品 の 中 に 混 入

す る こ と が あ る 。 当 遺跡 で 見 つ か っ た 人形 の 形態 と

し て は 、 人物 や 仏 な ど の 像 、 蕪 や 大根 な ど の 野 菜 、

お 城 な ど の 建物 を か た ど っ た も の な ど が見 ら れ 、 い

ず れ も 粘土 を 型 に 入 れ 整形 し た あ と 素焼 き し た も の

で 、 ち ょ う ど 色 や 材 質 も 土 師 器 に 類 似 し た も の で あ

る 。

い ず れ の 出 土 品 も 比較 的 新 し い 掘 り 込 み の 中 に 含

ま れ る も の で 、 「泥 メ ン コ 」 あ る い は 「打 ち 起 こ し 」

と 呼 ば れ る 熊 本 の 各地 に 分布 す る 子供 の 玩具で あ る 。

た だ 、 周 辺 に お 住 ま い の 方 の 話 に よ る と 、 玩 具 な

ら ば人 家 の 近 く で 見 つ か る の が普通 な の に 、 こ の 遺

物 は J:III の 土 中 に た く さ ん 含 ま れ て お り 、 地 元 の 人 は

「畑人形」 と 呼 ん で い た 、 と の 由 。 疑 問 に 思 い 調 べ

て み る と 、 「 泥 人 形 を J: 11I の 中 に 混 ぜ る こ と で 畑 の 地

力 を 上 げ る と い う 儀礼 で は つ 」 あ る い は 、 「遊技の

際 に 火鉢 の 中 に 混 入 し た も の が 、 灰 と 一緒 に 畑 に ま

か れ た も の で は ? J と い っ た 考 え な ど が あ り 、 詳細

は 不 明 だ が 、 参考 と し て 写真 と と も に 記録 に と ど め

る こ と に し た い 。 (丸 山 )

※ 県 文 化 課 参 事 高 木 正 文 氏 、 同 文 化 財 保 護 主 事

山 下義i前氏 ら の 御教示 に よ る

i尼 メ ン コ
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第 E 章 総 括

第 E 章 総 括
調 査 に 到 る 経緯 の 項 に 記 し た よ う に 、 当 遺跡 は 、

周 知 の 遺跡、 と し て の 登録 こ そ お こ な わ れ て い な か っ

た も の の 、 周 辺 遺 跡 の 調 査結果 や 試掘調査 に お け る

遺構 ゃ 遺物 の 濃密 さ な ど か ら 、 奈 良時代後半 か ら 平

安時代初頭 に か け て の 、 か な り の 規模 を 有 す る 遺跡

で あ る こ と が予 想 さ れ て い た 。 こ の た め 、 調査 は 旧

む つ み 荘 の 建物 部 分 な ど を の ぞ い て 、 そ の ほ と ん ど

の 敷地 が対 象 と な り 、 約 7 . 000 m' の 広 範 囲 に わ た っ

て お こ な わ れ た 。

調 査 は 足 か け 10 ヶ 月 に 及 ん だ が 、 文化財調査 と 工

事 の ス ケ ジ ュ ー ル の 双方 と も に 余裕 が な く 、 特 に 終

盤 の 3 ヶ 月 ほ ど は 、 工事の 進捗状況 を 横 目 で 見 な が

ら 調査 を 急 ぎ、 終 了 部 分か ら 順次工事側 に 引 き 渡す

な ど 、 綱 渡 り 的 な 調 査工程 を 余儀 な く さ れ た 。

し か し 、 こ う し た 過密 な 調査工程 に 反 し 調 査 の 成

果 は 大 き く 、 古代 の 公共 施設 の 周 辺集 落 の 様相 の 一

端 を 示 す 、 良好 な 資料 を 得 ら れ た の で は な い か と 考

え る 。 以 下 』こ 、 当 遺跡、 の 調査 で 得 ら れ た 成 果 に つ い

て 、 簡単 な ま と め を こ こ ろ み た ド 。

〈縄文時代 出 土遺物 に つ い て 〉

縄文時代 の 遺物 と し て は 、 早期 の 押型文土器 (楕

円押型文) が数点 出 土 し た ほ か 、 早期 お よ び晩期 の

も の と 見 ら れ る 石鎌 ・ 石斧 な ど の 石器 を 確認 し て い

る 。 し か し 、 出 土 傾 向 に 格 別 な 特徴が見 ら れ な い こ

と や 、 こ の 時期 の 遺構 も 確認 さ れ て い な い こ と な ど

か ら 、 こ れ ら の 出 土遺物 は 、 そ れ ぞ れ の 時 期 の 拠点

と な る 周 辺遺跡 か ら の 搬入 品 で あ る と 判 断 し て い る 。

〈弥生時代の 出土遺物 に つ い て 〉

こ の 時期 の 遺物 は き わ め て 少量 (石庖丁片 が 2 点 、

黒髪式土器の 蔓片 1 点) 出 土 し た の み で あ る 。 調査

区 内 に こ の 時期 の 遺構 は 見 ら れ ず 、 遺物 の 出土量 も

少量 で あ る た め 、 本 来 的 な 出 土 と は 考 え に く い 。 70

棟 の 弥生後期 の 住居 を 擁す る 集 落 を 確認 し た 神 水遺

跡 な ど 、 江津湖 周 辺 に は 当 該期 の 遺跡 が数多 く 確認

さ れ て い る こ と な ど か ら 、 当 遺跡 の 出 土遺物 も 、 こ

れ ら の 遺跡 よ り も た ら さ れ た も の と 考 え ら れ る 。

〈古代の検出遺構 に つ い て 〉

今回 の 調査 で 検 出 さ れ た 古代 の 遺構 は 、 掘立柱建

物 が 3 棟、 竪穴住居跡5 1 棟 、 i存状遺構 が a 本 で あ る 。

遺構 ・ 遺物 と も に 、 こ の 時期 以外 の も の は ほ と ん ど

見 ら れ ず 、 当 遺 跡 が古代 を 中 心 と し た 遺 跡 で あ る こ

と を 示 し て い る 。

・ 掘立柱建物 に つ い て

掘 立柱建物 は 、 3 棟 が確認 さ れ た 。 内 訳 は 、 1 号

( 2 間 X 3 間 ) 、 2 号 ( 3 間 X 5 間 ) 、 3 号 ( 2 問 ×

3 間 ， 東面 に 庇) で あ り 、 調 査 区 の ほ ぽ中 央 に 3 棟

が隣接す る よ う に 位 置 し て い る 。 そ れ ぞ れ の 建物 の

関係 は 、 第 1 号建物 は 時期 が や や ず れ る よ う で あ る

が、 第 2 ・ 3 号建物 は 、 同 時期 に 存在 し て い た 可 能

性が高 〈 、 両者が L 字 型 に 配置 さ れ た も の と 見 ら れ

る 。 両者 の 時期差 に つ い て は 、 直接 の 重 複 関 係 が な

く 明確 で は な い 。

な お 、 建物 と 竪穴住居 と の 重 複 関 係 に よ る と 、 竪

穴住居 が数期 に わ た っ て 作 ら れ た う ち 、 判 明 す る 範

囲 で は 、 い ず れ も 掘立柱建物が先行 し て い る こ と が

わ か る 。 そ の こ と か ら 、 こ れ ら の 建物 は 、 当 遺跡 で

検 出 し て い る 古 い 時期 の 竪穴住居 に 併行 す る 8 世紀

中 葉 か ら 後半 頃 の 時期 の も の と 判 断 し て い る 。

・ 竪穴住居 に つ い て

竪穴住居 は 、 51棟 を 確 認 し た 。 こ の ほ か に も 上部

が削平 さ れ 、 カ マ ド の 燃焼 に よ る と 見 ら れ る 焼 土 が

残 る 部分があ り 、 周 辺 に 建 て ら れ て い た 住 居 は 、 本

来 も っ と 増 え そ う で あ る 。 道 路 を 隔 て て 隣接 す る 蚕

業試験場 遺 跡 で は 、 住居群 の 南 の 端 に あ た る と 思 わ

れ る 住居 を 2 棟確 認 し て い る 。 ま た 東側 に は 、 試掘

の結果 に よ る と 、 遺物 の 集 中 し て い る 地点 が あ り 、

遺構群 も 広 が る も の ら し い 。

さ て 、 今回確認 し た 住居 に 共通 す る の は 、 小 型 で

あ る こ と 、 い ず れ の 住居 に も 南側 を 除 く い ず れ か の

壁沿 い に カ マ ド が設置 さ れ て い る こ と な ど が あ げ ら

れ る 。 柱 穴 が検 出 で き な い も の や 、 床 面 の 硬化 面 の- 1 99 -



分布 が、 壁際 ま で お よ ぶ も の も あ り 、 こ の 時期 の 竪

穴住居が従来考 え ら れ て い る 構造 と 異 な り 、 直立す

る 壁 を 持つ も の な ど を 想定 す る 必要 が あ る も の と 考

え る 。

竪穴住居 の 築造年代 と し て は 、 出 土遺物 や 住居構

造 、 切 り 合 い 関係 な ど か ら 判 断 す る と 、 若 干 の 時期

幅 が あ り 、 8 世紀後半 か ら 9 世紀 の 中 葉後半 に か け

て の 時期 に ほ ぽ連 続 し て 営 ま れ た も の と 考 え て い る 。

な お 、 掘立柱建物 と 竪穴住居 の 組 み 合 わ せ で あ る

が 、 こ の 集 落 が営 ま れ た 当 初 で あ る 8 世紀 の 中 葉 か

ら 後半 に は 、 掘立柱建物 と 竪穴住居 と の 組 み 合 わ せ

に よ る 、 比較 的 規則 的 な 配置 で 集 落 が営 ま れ 、 そ れ

が時期 が 降 る と 共 に 、 掘立柱建物 を 伴 わ な い 、 竪穴

住 居 の み の 集 落 に 変遷 し て い っ た の で は な い か と 推

定 し て い る 0

・ 溝遺構 に つ い て

大小 8 本 の 溝 を 検 出 し て い る 。 何 ら か の 区 画 の た

め に 作 ら れ た も の と 見 ら れ る が、 切 り 合 い 関 係 や 出

土遺物 か ら 判 断す る と 、 そ れ ぞ れ は 若干 の 時期 幅 を

持 つ も の の 、 お お む ね 竪穴住居群 の 時期 よ り も 後行

す る も の ら し い 。 な お 、 出 土遺物 中 に 中 世 の 遺物 は

な く 、 少 な く と も 12世紀 ま マ は 降 ら な い も の と 判 断

し て い る 。

〈古代の 出土遺物 に つ い て 〉

今 回 の 調 査 で は 土器 を 中 心 と し た か な り の 量 の 遺

物 が確認 さ れ て い る 。 た だ し 、 遺構 に 伴 う 遺物 は 比

較 的 少 な く 、 包含層 か ら の 出 土 遺 物 が こ の う ち の 大

半 を 占 め て い る 。

・ 出 土土器 に つ い て

当 遺跡 に お け る 出 土 土 器 の 特徴 と し て は 、 ① 出 土

量 に お い て 土 師器が須恵器 を 上 回 っ て い る こ と 。 ②

回 転 ヘ ラ ミ ガ キ 土器 ( 土 師 器) の 存在 。 ③黒色土器

A 類 が わ ず か に 見 ら れ る こ と 。 ④施軸 陶 器が存在す

る こ と 、 な ど の 諸 点 が あ げ ら れ る 。

① に つ い て は 、 土 師 器生 産 に お い て 回 転台 の 使用

が定着 し 、 各遺跡で 出 土 す る 土 師器 の 量 が須恵器の

そ れ を 上 回 る よ う に な る の は 8 世紀後半以 降 の こ と

と さ れ る 。 ち ょ う ど そ の 時期 に 最 も 特徴的 な こ と が、

② の 回 転 ヘ ラ ミ ガ キ 土器 (土 師器) の 出 現 で あ る 。

当 遺跡 で も 、 第 1 . 2 . 1 5 . 19 . 34 . 36 - 41 号住居跡 を

始 め 、 包含層 か ら も 出 土 し て い る 。 二 本木遺跡 ( 第

20次 ー 2 住) の 一括資料 に お い て 、 回 転ヘ ラ ミ ガ キ

土器 と 共伴 し て い る 須恵器の 短頚査 (31 図77) や 、

輪状つ ま み を 持 つ 須恵 器 の 蓋 (30 図 71 ) が 出 土 し た

第15 . 14号住居跡 も 、 同 時期 と 推定 さ れ る 。 次 に ③ は 、

9 世紀 の 前半 に な る と 、 須恵器生 産 の 衰退 と と も に 、

そ れ を 埋 め 合 わ せ る よ う に 黒色 土 器 A 類 が出 現 す る

が、 そ れ が急増 す る の は 9 世紀 の 後半 で あ る 。 当 遺

跡 で は 、 遺構か ら は 4 号住 (103 図 306) 、 1 号溝 (86

図 144 . 145) か ら 出 土 す る の み で 、 包含層 出 土 分 を

合 わ せ て も 決 し て 量 的 に 多 い と は 言 え な い 。 ④ の 施

粕 陶 器 に つ い て は 、 ③ と 同 様 に 須恵器 を 埋 め 合 わ せ

る 形 で緑柏 、 二彩等 の 施紬 陶 器 や 、 磁器等 が流通 し

始 め る 。 た だ し 、 当 遺跡 で 出 土 す る の は 、 薬 童 、 浄

瓶 ( 103図314 . 3 1 1 ) 等特殊 な も の も 含 ま れ 、 単 な る

埋 め 合 わ せ と い う よ り も こ の 集 落 の 住 人 と そ の 集落

そ の も の の 性格 を 表す も の か と 思 わ れ る 。

そ の 他 、 包 含層 出 土 で あ る が、 本文 中 で分類 し た

土 師 器杯 E 類 (94 図 185 - 89) や 、 土 師 器椀 1 . n .  
E 類 (95 図 195 - 200) は 、 上鶴頭遺跡 出 土土器 と 酷

似 し て お り 、 9 世紀前半 か ら 中 葉 の 様相 を 示す よ う

に 思 わ れ る 。 ま た 高 台 を 持 た な い 土 師 器椀 (95 図

201 . 202) は 、 神 水 遺 跡 ( 第 3 次) の 出 土遺 物 同 様

9 世紀 中 葉 か ら 後半 の 様相 を 示 す と 思 わ れ る 。 以上

か ら 、 当 遺跡、 の 出 土土器の 年代 は 、 お お む ね 8 世紀

後半 か ら 9 世紀後半 に か か る く ら い の も の と 推定 し

て い る 。

ま た 、 当 遺 跡 出 土 の 土器 の 供給 に つ い て は 、 須恵

器窯 の 特定 を 行 う の が一 つ の 方 法 で あ る が、 残念 な

が ら 明確 に 特 定 の 窯 の 特徴 を 見 い だ す こ と は で き な

か っ た 。

- 文字資料 (墨書等) に つ い て

さ て 熊 本市 内 の 他 の 古代 の 遺 跡 と 同様 に 、 当 遺跡

の 調 査で も 墨書土器 を 中 心 と し た 多 量 の 文字資料 を

確認 し て い る 。 詳細 は 文字資料 の 項 に 記 し た と お り

だ が 、 こ れ ら の 土 器 の ほ と ん ど は 、 住居跡 内 に そ の

ま ま 遺棄 さ れ た 状態 で 検 出 し た も の で な く 、 言 わ ゆ

る 包含層 か ら の 出 土遺物 で あ る 。 つ ま り 、 文字資料

が当 遺跡 の 集 落 で 一 次 的 に 使用 さ れ て い た 土器 に 記
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さ れ て い た も の か 、 近 隣 の 公的 施設 な ど か ら 二次的

に も た ら さ れ た も の か 明確 に 判 別 す る こ と は で き な

か っ た 。 た だ し 「大寺」 銘 の 箆描 き 文字 な ど寺 院 の

備 品 で あ っ た こ と を 示 す よ う な 土器が見 ら れ る こ と

な ど か ら す れ ば、 調 査 区 外 よ り 二次的 に 持 ち 込 ま れ

た 遺物 も か な り 含 ま れ て い る も の と 考 え ら れ る 。

な お 、 確認 さ れ た 文字 の 中 に は 、 施設、 方角 、 吉

祥句 、 地名 、 護 符 、 符号 な ど様 々 な も の が混在 し て

い る こ と も 、 こ の 文字 の 記 さ れ た 遺物 の 一次的使用

と 二次的使用 の 混在 を 裏付 け て い る の か も し れ な い 。

〈遺跡の性格 に つ い て 〉

先 に 述べ た よ う に 、 今回確認 し た 建物 は 、 竪穴式

住居が 5 1 棟 、 掘 立柱建物 が 3 棟 に の ぼ り 、 さ ら に

住居 の 分布 は 、 今 回 の 調査範囲 の 外側 に も お よ び そ

う で あ る 。 掘 立柱建物 の 規模 や 、 竪穴住居 な ど の 配

置状況 な ど か ら 、 神 水遺跡 (熊本市青年会館敷地)

に 見 ら れ る よ う な 官街 的 な も の と は 考 え ら れ ず 、

「集落」 と し て の 性格 が強 い 遺跡 で あ る 。 さ て 、 8

世紀後半 か ら 9 世紀 の 中 葉 後半 に か け て の 集落 と し

て 、 ど の よ う な 性格 を 持 つ 集落 と の 位 置づ け がで き

る の で あ ろ う か 。

当 遺跡 の 集 落 が成 立 し た 時期 の 、 遺跡 の 周 辺 の 状

況 は 、 国 分僧 寺 、 国 分尼寺 な ど が相 次 い で 造営 さ れ 、

官 人 や 職 人 な ど の 集 団 が周 辺 に 集落 を 営 ん で い た こ

と が予 想 さ れ る 。 今 回 の 調査 で は 、 こ の 集 落 の 明確

な 性格 を と ら え る こ と は で き な か っ た が、 集落が成

立 し た 時期 や 、 彩 柚 陶 器 や 銅 製鋒帯 な ど の 特殊 な 遺

物 、 そ し て 多 量 の 文字資料 の 存在 な ど か ら 、 文字 を

解 す る 人物 を 含み 、 周 辺 の 公的 施設 と 何 ら か の 関 係

を 保持 し た 集 落 で あ る こ と は 、 お の ず と 想定 さ れ る

こ と で あ る 。

な お 、 今 回 の 調査 で 住居跡 内 の 遺物 と し て 確認 し

た 墨書土器 の 中 に は 、 異体字 で 「今」 と 銘 を 記 し た

も の が あ る 。 こ れ は 遺跡 周 辺 の 旧 地 名 に 「今村」 と

残 る こ と か ら 、 地 名 を 示 す も の で は な い か と 推定 し

て い る 。 こ の 「今村」 の 初 出 と し て は 、 天文 四 年 (1 535)

の 『鹿 子 木 親員 知 行 目 録� ( 鹿 子 木文書 ・ 新 熊 本布

史所収) に 「鹿子木西庄」 の 内 と し て 「三石 今村」

と の 記載が あ る 。 今 回 の 墨書が地名 を 示 す も の だ と
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す る と 、 当 遺 跡 の 住居群が成立 し て い た 8 世紀 の 後

半 に は 、 す で に 周 辺 に 「今」 の 地 名 が成 立 し て い た

こ と と な り 、 周 辺 の 地 名 が一挙 に 遡 る こ と と な る 。

一 般 的 に 「今村」 と い う 地 名 は 、 「新村」 な ど の

呼称、 と 閉 じ く 、 既存 の 村落 に 対 し て 、 比 較 的新 し く

成立 し た 村落 に 冠せ ら れ る こ と が多 い 。 つ ま り 、 遺

跡 の 周 辺 は 、 8 世紀 の 後半 に 国府 ・ 国 分 僧 寺 ・ 国 分

尼寺等 の 成立 に 伴 っ て 成 立 し た 集 落 と い う 可能 性 も

否定 で き な い の で あ る 。

な お 、 県庁 の 周 辺 で は 、 当 遺跡 の 調査 の み な ら ず、

新県庁 舎 の 建設 に 伴 い 調査 さ れ た 蚕業試験場遺 跡、 や 、

立体駐車場敷地 の 神 水 遺 跡 、 さ ら に は 、 市 営 団 地 建

設 に 伴 っ て 熊本市文化 課 に よ っ て 調 査 の お こ な わ れ

た 陣 山 廃 寺跡 な ど 、 大 規模 な 調査 が相 次 い で行 わ れ 、

そ れ ぞれ に 多 大 な/成 果 が あ げ ら れ て い る 。 今後 、 こ

れ ら の 複 数 の 調 査 の 成 果 が 、 総 合 的 に 分析 ・ 検討 さ

れ る こ と で 、 古代 の 国 府 や 国 分寺等 の 行政 上 の 要地

の 周 辺 の 様相 が明 ら か に さ れ る こ と を 期 待 し た い 。

(丸 山 、 川 俣)
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1 . 昭和22年 陣山遺跡周辺

※ 1 .  2 と も 国土地理院保有写真 2 . 昭和37年 陣山遺跡周辺



図版 2

調査区全景( 1 )

調査区全景(2)



図版 3

調査区中央部分 (北 か ら )

調査区中央部分 (北か ら )

調査区中央~西側部分 (南東 か ら )



図版 4

調査区中央部分 (南東 か ら )

調査区南側部分 (東 か ら )

調査区南側進入路部分 (北東 か ら )



図版 5

調査区南側進入路部分 (南か ら )

調査区東側部分 (南東 か ら )

調査区東側部分 (北西 か ら )



図版 6

第 1 号掘立柱建物 (西か ら )

第 1 号掘立柱建物 (北か ら )

第 2 号掘立柱建物



図版 7

第 2 号掘立柱建物 (東か ら )

第 3 号掘立柱建物 (南か ら )

第 3 号掘立柱建物 (西 か ら )



図版 8

第 2 ・ 3 号掘立柱建物配置状況

第 1 号住居跡 (南か ら )

第 2 号住居跡 (南か ら )



図版 9

第 3 号住居跡 (北か ら )

第 4 号住居跡 (南か ら )

第 5 号住居跡 (南か ら )



図版1 0

:� ‘ 第 5 号住居跡カ マ ド (南 か ら )

第 6 号住居跡 (西か ら )

第 7 号住居跡 (北か ら )



図 版 1 1

第 8 号住居跡 (南か ら )

第 5 � 8 号住居跡 (東 か ら )

第 9 号住居跡 (北か ら )



図版1 2

第" 号住居跡 (西か ら )

第 1 2号住居跡 (北か ら )



図版1 3

第1 2号住居跡カ マ ド (東か ら )

第 9 ・ 1 2号住居跡 (西か ら )

第1 3号住居跡 (南か ら )



図版1 4

第1 4号住居跡 (北 か ら )

第 1 5号住居跡 (西 か ら )

第1 5号住居跡カ マ ド (南か ら )



図版1 5

第1 5号住居跡 カ マ ド ・ 部分 (西か ら )

第1 6号住居跡 (西か ら )

第 1 7 ・ 1 8号住居跡 (北 か ら )



図版1 6

第1 9号住居跡 (西 か ら )

第1 9号住居跡遺物出土状況 (南東 か ら )

第1 9号住居跡カ マ ド (北 か ら )



図版1 7

第20号住居跡 (東か ら )

第21 �24号住居跡検出状況 (北 か ら )

第21 号住居跡 (南か ら )



図版1 8

第21 号住居跡カ マ ド (東 か ら )

第22号住居跡 (東 か ら )

第22号住居跡鉄鎌出土状況



図版1 9

第23号住居跡 (西 か ら )

第24号住居跡 (東 か ら )

第21 �24号住居跡 (西か ら )



図版20

第25号住居跡 (北 か ら )

第26号住居跡 (東 か ら )

第27号住居跡 (北東 か ら )



図版21

第28号住居跡 (南 か ら )

第29号住居跡 (北 か ら )

第30号住居跡 (西か ら )



図版22

第31 号住居跡 (北 か ら )

第32号住居跡 (南か ら )

第32号住居跡カ マ ド (西か ら )



図版23

第33号住居跡 (南か ら )

第34号住居跡 (南か ら )

第35号住居跡 (北 か ら )



図版24

第36号住居跡 (南か ら )

第37号住居跡 (東 か ら )

第38号住居跡 (北か ら )



図版25

第39号住居跡 (北 か ら )

第40号住居跡 (東か ら )

第41 号住居跡 (東か ら )



図版26

第42号住居跡 (西か ら )

第42号住居跡 カ マ ド (東か ら )

第43号住居跡 (西か ら )



図版27

第43号住居跡 カ マ ド (南 か ら )

第42 ・ 43号住居跡 (西か ら )

第45号住居跡 (東 か ら )



図版28

第46号住居跡 (東 か ら )

第29�46号住居跡 (西か ら )

第47号住居跡 (北 か ら )



図版29

第48号住居跡 (南か ら )

第48号住居跡 カ マ ド (西か ら )

第49号住居跡 (南か ら )



図版30

第引 号住居跡 (西か ら )

第 1 号溝 (北西 か ら )



図版31

第 1 号溝 (南東 か ら )

第 2 号溝 (北 か ら )

第 3 号溝 (北西 か ら )



図版32

第 3 号溝土層断面

第 3 - 5 号溝 (西か ら )

第 4 号溝土層断面 (東か ら )



図版33

第 6 号溝 (南か ら )

第 7 号溝 (南か ら )

第 8 号溝 (南か ら )
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住居跡出土土器
( 39 : 第 1 号住居跡 40�45 : 第 2 号住居跡 46 : 第 4 号住居跡 47 : 第 3 号住居跡
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縄文時代

早 期 押型文土器、 局部磨製石鍛

後 ・ 晩期 石録、 磨製石斧、 打製石斧
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奈 良 一 平 安 時 代 掘立柱建物 3 棟 土師器 ・ 須恵器各形態 肥後国の国 分尼寺の東方
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越州窯系青磁片 竪穴住居跡51棟を確認 し

石製品(砥石、 錘) ている 。

銅 製品(巡方、 丸納、 鈍尾 ほ か) 多数の文字資料 や 銅 製 |
瓦 の鋳帯(巡方、 丸納、 鈍 i

土錘 尾) 、 硯 (風 字硯) な ど

紡錘車 が出土 し て お り、 特に「大

寺」 銘の文学資料の存在

な どから、 国分尼寺等 と

中世 龍泉黛系青磁片、 瓦器片 の関係 に つ き注 目 さ れ る

遺跡で あ る 。
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